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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　デュアルコネクティビティのために複数の媒体アクセス制御（ＭＡＣ）インスタンスを
使用して動作するためのワイヤレス送受信ユニット（ＷＴＲＵ）のための方法であって、
　前記ＷＴＲＵが、第１のＭＡＣインスタンスを介して無線リソース制御（ＲＲＣ）接続
を確立するステップと、
　前記ＷＴＲＵが、前記第１のＭＡＣインスタンスを介してＲＲＣ接続再構成メッセージ
を受信するステップであって、前記ＲＲＣ接続再構成メッセージは、前記ＲＲＣ接続の第
２のＭＡＣインスタンスに関連付けられた１つまたは複数のセルを前記ＷＴＲＵが追加ま
たは修正するための構成を備え、前記第１のＭＡＣインスタンスおよび前記第２のＭＡＣ
インスタンスの各々は、共通のタイプの無線インターフェースに適用されるための別々の
物理レイヤ構成に関連付けられ、前記ＲＲＣ接続についての各シグナリング無線ベアラ（
ＳＲＢ）は、前記第１のＭＡＣインスタンスにマッピングされ、前記ＲＲＣ接続再構成メ
ッセージは、少なくとも１つのデータ無線ベアラ（ＤＲＢ）が前記第２のＭＡＣインスタ
ンス上での使用のために構成されたことを示す、ステップと、
　前記ＷＴＲＵが、前記第２のＭＡＣインスタンスをアクティブ化するステップと、
　前記ＷＴＲＵが、前記第２のＭＡＣインスタンスをアクティブ化することに基づいて、
前記第２のＭＡＣインスタンスに関連付けられた前記１つまたは複数のセルのうちの少な
くとも１つの制御チャネルを監視するステップと
　を備えることを特徴とする方法。
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【請求項２】
　前記少なくとも１つのＤＲＢは、前記第２のＭＡＣインスタンスを介する使用のために
確立された新たなＤＲＢを備えることを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記少なくとも１つのＤＲＢは、前記第１のＭＡＣインスタンスに以前にマッピングさ
れたＤＲＢを備え、前記ＲＲＣ接続再構成メッセージは、前記第１のＭＡＣインスタンス
に以前にマッピングされた前記ＤＲＢを前記第２のＭＡＣインスタンスに関連付け始める
ように前記ＷＴＲＵをトリガすることを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記再構成メッセージは、前記第２のＭＡＣインスタンスに関連付けられた前記１つま
たは複数のセルについての複数の無線リソース管理（ＲＲＭ）構成を備えることを特徴と
する請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記共通のタイプの無線インターフェースは、進化型ユニバーサルモバイルテレコミュ
ニケーションシステム（ＵＭＴＳ）地上無線アクセス（Ｅ－ＵＴＲＡ）Ｕｕインターフェ
ースを備えることを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記第１のＭＡＣインスタンスおよび前記第２のＭＡＣインスタンスの各々は、別々の
無線リンク制御（ＲＬＣ）エンティティにマッピングされることを特徴とする請求項１に
記載の方法。
【請求項７】
　前記第１のＭＡＣインスタンスおよび前記第２のＭＡＣインスタンスは、少なくとも１
つの共通のパケットデータコンバージェンスプロトコル（ＰＤＣＰ）エンティティを共有
することを特徴とする請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　前記第１のＭＡＣインスタンスおよび前記第２のＭＡＣインスタンスの各々は、それぞ
れのプライマリセル、および、１つまたは複数のそれぞれのセカンダリセルに関連付けら
れることを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項９】
　前記ＲＲＣ接続のためのネットワークＲＲＣエンティティは、前記第１のＭＡＣインス
タンスに対応するピアエンティティＭＡＣインスタンスを含むサービングサイトに位置す
ることを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項１０】
　前記第２のＭＡＣインスタンスに関連付けられた前記１つまたは複数のセルのうちの少
なくとも１つの、１つまたは複数の測定を実行するステップと、
　前記第１のＭＡＣインスタンスを介して前記１つまたは複数の測定を報告するステップ
と
　をさらに備えることを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項１１】
　デュアルコネクティビティのためのワイヤレス送受信ユニット（ＷＴＲＵ）であって、
　第１のＭＡＣインスタンスを介して無線リソース制御（ＲＲＣ）接続を確立し、
　前記第１のＭＡＣインスタンスを介してＲＲＣ接続再構成メッセージを受信し、前記Ｒ
ＲＣ接続再構成メッセージは、前記ＲＲＣ接続の第２のＭＡＣインスタンスに関連付けら
れた１つまたは複数のセルを前記ＷＴＲＵが追加または修正するための構成を備え、前記
第１のＭＡＣインスタンスおよび前記第２のＭＡＣインスタンスの各々は、共通のタイプ
の無線インターフェースに適用されるための別々の物理レイヤ構成に関連付けられ、前記
ＲＲＣ接続についての各シグナリング無線ベアラ（ＳＲＢ）は、前記第１のＭＡＣインス
タンスにマッピングされ、前記ＲＲＣ接続再構成メッセージは、少なくとも１つのデータ
無線ベアラ（ＤＲＢ）が前記第２のＭＡＣインスタンス上での使用のために構成されたこ
とを示し、
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　前記第２のＭＡＣインスタンスをアクティブ化し、
　前記第２のＭＡＣインスタンスをアクティブ化することに基づいて、前記第２のＭＡＣ
インスタンスに関連付けられた前記１つまたは複数のセルのうちの少なくとも１つの制御
チャネルを監視する
　ように構成されたプロセッサを備えたことを特徴とするＷＴＲＵ。
【請求項１２】
　前記第１のＭＡＣインスタンスおよび前記第２のＭＡＣインスタンスの各々は、前記Ｗ
ＴＲＵについての少なくとも１つの共通のパケットデータコンバージェンスプロトコル（
ＰＤＣＰ）インスタンスに関連付けられることを特徴とする請求項１１に記載のＷＴＲＵ
。
【請求項１３】
　前記プロセッサは、前記第１のＭＡＣインスタンスまたは前記第２のＭＡＣインスタン
スを介して送信されることになるＰＤＣＰパケットを暗号化するための同一のセキュリテ
ィーキーを利用するようにさらに構成されることを特徴とする請求項１２に記載のＷＴＲ
Ｕ。
【請求項１４】
　前記プロセッサは、前記第１のＭＡＣインスタンスおよび前記第２のＭＡＣインスタン
スの各々に対して異なるＢＥＡＲＥＲパラメータを使用するようにさらに構成されること
を特徴とする請求項１３に記載のＷＴＲＵ。
【請求項１５】
　前記第２のＭＡＣインスタンスに対する送信を暗号化するために使用されるそれぞれの
ＢＥＡＲＥＲパラメータは、前記第２のＭＡＣインスタンスに関連付けられたレイヤ識別
に基づいて決定されることを特徴とする請求項１４に記載のＷＴＲＵ。
【請求項１６】
　前記第１のＭＡＣインスタンスは、前記共通のタイプの無線インターフェースの第１の
構成を使用して、第１のサービングサイトに関連付けられたセルにアクセスするように構
成され、および、前記第２のＭＡＣインスタンスは、前記共通のタイプの無線インターフ
ェースの第２の構成を使用して、第２のサービングサイトに関連付けられたセルにアクセ
スするように構成されることを特徴とする請求項１１に記載のＷＴＲＵ。
【請求項１７】
　前記少なくとも１つのＤＲＢは、前記第１のＭＡＣインスタンスおよび前記第２のＭＡ
Ｃインスタンスの間で分けられる論理チャネルにマッピングされることを特徴とする請求
項１１に記載のＷＴＲＵ。
【請求項１８】
　前記プロセッサは、前記第２のＭＡＣインスタンスへの接続をアクティブ化することに
基づいて、前記第１のＭＡＣインスタンスに関連付けられた少なくとも１つのベアラを非
アクティブ化するように構成されることを特徴とする請求項１１に記載のＷＴＲＵ。
【請求項１９】
　前記プロセッサは、前記第２のＭＡＣインスタンスに関連付けられた少なくとも１つの
セルを測定し、および、前記測定に基づいて前記少なくとも１つのセルを自律的にアクテ
ィブ化することを決定するようにさらに構成されることを特徴とする請求項１１に記載の
ＷＴＲＵ。
【請求項２０】
　前記プロセッサは、少なくともランダムアクセスチャネル（ＲＡＣＨ）プロシージャを
使用して、前記第２のＭＡＣインスタンスに関連付けられた前記１つまたは複数のセルを
アクティブ化するように構成されることを特徴とする請求項１１に記載のＷＴＲＵ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、無線通信に関する。
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【背景技術】
【０００２】
（関連出願の相互参照）
　本出願は、２０１２年８月２３日に出願された米国仮特許出願第６１／６９２，５４８
号、２０１２年１１月１４日に出願された米国仮特許出願第６１／７２６，４４８号、２
０１３年１月１６日に出願された米国仮特許出願第６１／７５３，３２３号、２０１３年
１月１６日に出願された米国仮特許出願第６１／７５３，３３４号、２０１３年５月８日
に出願された米国仮特許出願第６１／８２１，０７１号、２０１３年５月８日に出願され
た米国仮特許出願第６１／８２１，１８６号、および２０１３年８月７日に出願された米
国仮特許出願第６１／８６３，３１１号の利益を主張し、これらの内容の全体が参照によ
って本明細書に組み込まれる。
【０００３】
　ワイヤレス通信システムが、音声、データなどのような様々なタイプの通信コンテンツ
を提供するために広く展開されている。これらのシステムは、利用可能なシステムリソー
ス（たとえば、帯域幅、送信電力など）を共有することによって、複数のユーザとの通信
をサポートすることが可能な多元接続システムであり得る。そのような多元接続システム
の例は、符号分割多元接続（ＣＤＭＡ）システム、広帯域符号分割多元接続（ＷＣＤＭＡ
（登録商標））システム、時分割多元接続（ＴＤＭＡ）システム、周波数分割多元接続（
ＦＤＭＡ）システム、第３世代パートナーシッププロジェクト（３ＧＰＰ）ロングターム
エボリューション（ＬＴＥ）システム、および直交周波数分割多元接続（ＯＦＤＭＡ）シ
ステムなどを含み得る。
【０００４】
　これらの多元接続技術は、様々なワイヤレスデバイスが、都市レベルで、国レベルで、
地域レベルで、さらには世界レベルで通信することを可能にする、共通のプロトコルを提
供するように採用されている。登場しつつある遠隔通信規格の例がＬＴＥである。ＬＴＥ
は、３ＧＰＰによって公表されたユニバーサル移動体通信システム（ＵＭＴＳ）モバイル
規格に対する増強のセットである。ＬＴＥは、スペクトル効率を改善し、コストを下げ、
サービスを改善し、新たなスペクトルを利用し、ダウンリンク（ＤＬ）でのＯＦＤＭＡ、
アップリンク（ＵＬ）でのＳＣ－ＦＤＭＡ、および多入力多出力（ＭＩＭＯ）アンテナ技
術を使用する他のオープン規格とより良好に統合することによって、モバイルブロードバ
ンドインターネットアクセスをより良好にサポートするように設計される。
【発明の概要】
【０００５】
　複数のスケジューラを利用するワイヤレス通信システムにおいて動作するためのワイヤ
レス送信／受信ユニット（ＷＴＲＵ）のための、システムおよび方法が開示される。たと
えば、いくつかの複数のスケジューラシステムでは、スケジューラは、同じＷＴＲＵと関
連付けられるスケジューリング動作を調整するための低レイテンシの通信インターフェー
スを欠いていることがある。ＷＴＲＵは、１つよりも多くのデータ経路を通じてネットワ
ークとデータを交換し得るので、各データ経路は異なるネットワークノードに接続される
無線インターフェースを使用することがあり、各ノードは独立したスケジューラと関連付
けられることがある。たとえば、ＷＴＲＵは、ＷＴＲＵとネットワークとの間に無線リソ
ース制御（ＲＲＣ）接続を確立し得る。ＲＲＣ接続は、ＷＴＲＵとネットワークの第１の
サービングサイトとの間に第１の無線インターフェースを、ＷＴＲＵとネットワークの第
２のサービングサイトとの間に第２の無線インターフェースを確立し得る。第１のサービ
ングサイトはマクロｅＮｏｄｅＢ（ＭｅＮＢ）であってよく、第２のサービングサイトは
スモールセルｅＮｏｄｅＢ（ＳＣｅＮＢ）であってよい。ＲＲＣ接続がＷＴＲＵとＭｅＮ
Ｂとの間に確立されることがあり、制御機能がＷＴＲＵとＳＣｅＮＢとの間に確立される
ことがある。ＷＴＲＵは、第１の無線インターフェースまたは第２の無線インターフェー
スを通じてネットワークからデータを受信し得る。
【０００６】
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　例として、方法およびシステムは、独立にスケジューリングされる複数のレイヤを使用
して動作するための説明されるＷＴＲＵである。たとえば、ＷＴＲＵは、第１のサービン
グサイトとの無線リソース制御（ＲＲＣ）接続を確立することができる。ＷＴＲＵは、第
１のサービングサイトから再構成メッセージを受信することができる。再構成メッセージ
は、第２のサービングサイトと関連付けられる１つまたは複数のセルに接続するためのＷ
ＴＲＵのための構成を含み得る。再構成メッセージは、第２のサービングサイトにおいて
ＷＴＲＵによって使用されるべき少なくとも１つの無線ベアラ（ＲＢ）を示すことができ
る。ＷＴＲＵは、第２のサービングサイトへの接続をアクティブ化することを決定するこ
とができる。ＷＴＲＵは、第２のサービングサイトへの接続をアクティブ化すると決定し
たことに基づいて、第２のサービングサイトと関連付けられる１つまたは複数のセルの少
なくとも１つの制御チャネルを監視することができる。たとえば、再構成メッセージは、
ＲＲＣ接続再構成メッセージであってよく、少なくとも１つのＲＢは、第２のサービング
サイトにおける使用のために確立される新たなＲＢであってよい。例では、再構成メッセ
ージは、モビリティ制御情報要素を含むＲＲＣ接続再構成メッセージであってよく、少な
くとも１つのＲＢは、第１のサービングサイトに以前にマッピングされたＲＢであってよ
く、ＲＲＣ接続再構成メッセージは、第１のサービングサイトに以前にマッピングされた
ＲＢを第２のサービングサイトと関連付けることを始めるようにＷＴＲＵをトリガするこ
とができる。
【０００７】
　例では、再構成メッセージは、第２のサービングサイトと関連付けられる所与のセルの
ための複数の無線リソース管理（ＲＲＭ）構成を含み得る。第２のサービングサイトへの
接続をアクティブ化すると、ＷＴＲＵは、複数のＲＲＭ構成のデフォルトのＲＲＭ構成を
適用することができる。ＷＴＲＵは、物理レイヤのシグナリングまたはレイヤ２のシグナ
リングの１つまたは複数を受信することができる。物理レイヤのシグナリングまたはレイ
ヤ２のシグナリングの１つまたは複数は、ＷＴＲＵが第２のサービングサイトの所与のセ
ルにおいて適用すべき複数のＲＲＭ構成の別のＲＲＭ構成を示すものであり得る。ＷＴＲ
Ｕは次いで、第２のサービングサイトの所与のセルに接続されるとき、別のＲＲＭ構成を
適用することができる。たとえば、物理レイヤのシグナリングまたはレイヤ２のシグナリ
ングの１つまたは複数は、物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）送信または媒体
アクセス制御（ＭＡＣ）の制御要素（ＣＥ）の１つまたは複数を含み得る。ＷＴＲＵは、
物理レイヤのシグナリングまたはレイヤ２のシグナリングの１つまたは複数において受信
されたインデックスに基づいて、複数のＲＲＭ構成のいずれを適用するかを決定すること
ができる。複数のＲＲＭ構成の少なくとも１つのＲＲＭ構成は、物理レイヤ構成、チャネ
ル品質インジケーション（ＣＱＩ）を報告する構成（以下、チャネル品質インジケーショ
ン報告構成）、またはＭＡＣ構成の１つまたは複数を含み得る。
【０００８】
　例では、制御プレーンは、サービングサイトにわたって分散されてよく、サービングサ
イトの間で調整されてよく、かつ／または１つまたは複数のサービングサイトに集約され
てよい。たとえば、第１のサービングサイトと第２のサービングサイトの両方と関連付け
られるネットワークＲＲＣエンティティが、第２のサービングサイトに位置され得る。第
１のサービングサイトにおけるＲＲＣエンティティで終端される１つまたは複数のシグナ
リング無線ベアラは、第２のサービングサイトを介してＷＴＲＵに送信され得る。たとえ
ば、第２のサービングサイトを介してＷＴＲＵに送信される、第１のサービングサイトに
おけるＲＲＣエンティティで終端される１つまたは複数のシグナリング無線ベアラは、Ｗ
ＴＲＵと第２のサービングサイトとの間の無線リソースを管理するための制御情報と関連
付けられ得る。ＷＴＲＵは、第２のサービングサイトと関連付けられる少なくとも１つの
、または１つまたは複数のセルの１つまたは複数の測定を実行することができる。ＷＴＲ
Ｕは、１つまたは複数の測定を第１のサービングサイトに報告することができる。
【０００９】
　ＷＴＲＵは、半分調整された方式で、かつ／または独立の方式で、第１のサービングサ
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イトおよび／または第２のサービングサイトと関連付けられる送信のためのセキュリティ
を扱うことができる。たとえば、第１のサービングサイトと第２のサービングサイトの各
々が、ＷＴＲＵのための独立したパケットデータコンバージェンスプロトコル（ＰＤＣＰ
）インスタンスと関連付けられ得る。ＷＴＲＵは、第１のサービングサイトと関連付けら
れる第１のＰＤＣＰインスタンスと第２のサービングサイトと関連付けられる第２のＰＤ
ＣＰインスタンスのいずれかに送信されるべきＰＤＣＰパケットを暗号化するために、同
じセキュリティ鍵を利用するように構成され得る。たとえば、ＷＴＲＵは、第１のサービ
ングサイトと関連付けられる第１のＰＤＣＰインスタンスと第２のサービングサイトと関
連付けられる第２のＰＤＣＰインスタンスの各々に対して、異なるＢＥＡＲＥＲパラメー
タを使用するように構成され得る。たとえば、第２のサービングサイトにおける第２のＰ
ＤＣＰエンティティへの送信を暗号化するために使用されるそれぞれのＢＥＡＲＥＲパラ
メータは、第２のサービングサイトと関連付けられるレイヤの識別情報に基づいて決定さ
れ得る。
【００１０】
　ＷＴＲＵは、制御プレーンおよび／またはデータプレーンのために２つ以上のセットの
プロトコルスタックを実装することができる。たとえば、ＷＴＲＵは、第１のサービング
サイトと関連付けられるセルにアクセスするように構成される第１の媒体アクセス制御（
ＭＡＣ）インスタンスと、第２のサービングサイトと関連付けられるセルにアクセスする
ように構成される第２のＭＡＣインスタンスとを含み得る。ＷＴＲＵは、第１のＭＡＣイ
ンスタンスまたは第２のＭＡＣインスタンスのいずれかを使用して、少なくとも１つの論
理チャネルと関連付けられるデータ構成され得る。ＷＴＲＵは、第２のサービングサイト
への接続をアクティブ化したことに基づいて、第１のサービングサイトと関連付けられる
少なくとも１つのベアラを非アクティブ化するように構成され得る。ＷＴＲＵは、第２の
サービングサイトと関連付けられる少なくとも１つのセルを測定し、測定に基づいて少な
くとも１つのセルを自律的にアクティブ化することを決定するように構成され得る。ＲＲ
Ｃ再構成メッセージは、少なくとも１つのセルのための事前構成を含んでよく、ＷＴＲＵ
は、ランダムアクセスチャネル（ＲＡＣＨ）の手順を使用して、少なくとも１つのセルを
自律的にアクティブ化するように構成され得る。
【００１１】
　ＷＴＲＵのためのＲＲＣ接続は、ＷＴＲＵとネットワークとの間に１つまたは複数のＳ
ＲＢを確立し得るので、確立されたＳＲＢの各々が、第１の無線インターフェースおよび
第２の無線インターフェースの少なくとも１つに割り当てられ得る。受信された／送信さ
れたＲＲＣ　ＰＤＵは、１つまたは複数のＳＲＢの１つと関連付けられ得る。ＲＲＣ　Ｐ
ＤＵは、その関連付けられるＳＲＢとは関係なく、第１の無線インターフェースまたは第
２の無線インターフェースのいずれかを通じて受信され得る。ＲＲＣ接続は、ネットワー
クによって制御され得る。ＷＴＲＵは、ＷＴＲＵがマルチスケジューリング動作をサポー
トすることを示す指示を、ネットワークに送信することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１Ａ】１つまたは複数の開示される実施形態が実装され得る例示的な通信のシステム
図である。
【図１Ｂ】図１Ａに示される通信システム内で使用され得る例示的なワイヤレス送信／受
信ユニット（ＷＴＲＵ）のシステム図である。
【図１Ｃ】図１Ａに示される通信システム内で使用され得る例示的な無線アクセスネット
ワークおよび例示的なコアネットワークのシステム図である。
【図１Ｄ】図１Ａに示される通信システム内で使用され得る別の例示的な無線アクセスネ
ットワークおよび別の例示的なコアネットワークのシステム図である。
【図１Ｅ】図１Ａに示される通信システム内で使用され得る別の例示的な無線アクセスネ
ットワークおよび別の例示的なコアネットワークのシステム図である。
【図２Ａ】マルチスケジューラのアーキテクチャを実装し得る例示的な参照アーキテクチ
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ャを示す図である。
【図２Ｂ】マルチスケジューラのアーキテクチャを実装し得る別の例示的な参照アーキテ
クチャを示す図である。
【図３】集約された制御プレーンの例示的な実装を示す図である。
【図４】集約された制御プレーンの別の例示的な実装を示す図である。
【図５】ＲＲＣインスタンスがネットワーク側のＭｅＮＢで終端されるときにＭｅＮＢを
含むデータ経路を介して交換される、ＳＲＢのための例示的な制御プレーンのプロトコル
スタックを示す図である。
【図６】ＲＲＣインスタンスがネットワーク側のＭｅＮＢで終端されるときにＳＣｅＮＢ
を含むデータ経路を介して交換される、ＳＲＢのための例示的な制御プレーンのプロトコ
ルスタックを示す図である。
【図７】第１のＲＲＣインスタンスが第１のサービングサイトで終端され第２のＲＲＣイ
ンスタンスが第２のサービングサイトで終端される、調整された制御プレーンのための例
示的な制御プレーンのプロトコルスタックを示す図である。
【図８】ＲＲＣインスタンスがネットワーク側の第１のサービングサイトで終端されると
きに第１のサービングサイトを含むデータ経路を介して交換される、ＳＲＢのための例示
的な制御プレーンのプロトコルスタックを示す図である。
【図９】ＲＲＣインスタンスがネットワーク側の第２のサービングサイトで終端されると
きに第２のサービングサイトを含むデータ経路を介して交換される、ＳＲＢのための例示
的な制御プレーンのプロトコルスタックを示す図である。
【図１０】ＲＲＣインスタンスが第１のサービングサイトで終端される、分散された制御
プレーンのための例示的な制御プレーンのプロトコルスタックを示す図である。
【図１１】第１のサービングサイトで終端されるＲＲＣインスタンスのＳＲ０、ＳＲ１、
およびＳＲ２のための分散された手法を備える制御プレーンのプロトコルスタックの例を
示す図である。
【図１２】第２のサービングサイトと関連付けられるＳＲＢのための分散された手法を備
える制御プレーンのプロトコルスタックの例を示す図である。
【図１３】データ経路がネットワークの中のＰＤＣＰレイヤの上で分割されるときのユー
ザプレーンのデータ経路のために使用され得る例示的なプロトコルスタックを示す図であ
る。
【図１４】ＳＲＢが単一のＳＡＰと関連付けられ得る、かつ、データ経路が集約された制
御プレーンを使用してネットワークの中のＰＤＣＰレイヤの上で分割される、例示的なプ
ロトコルスタックを示す図である。
【図１５】複数のＤＲＢ　ＳＡＰが利用される、ユーザプレーンのためのＰＤＣＰレイヤ
の上で分割されるデータ経路の例を示す図である。
【図１６】ＳＲＢが複数のＳＡＰと関連付けられ得る、かつ、データ経路が集約された制
御プレーンを使用してネットワークの中のＰＤＣＰレイヤの上で分割される、例示的なプ
ロトコルスタックを示す図である。
【図１７】ユーザプレーンのプロトコルスタックの例を示す図である。
【図１８】ユーザプレーンのプロトコルスタックの例を示す図である。
【図１９】ＰＤＣＰ　ＰＤＵが複数のデータ経路を通じて転送され得る、ＲＬＣの上で分
割されるデータ経路の例示的な制御プレーンのプロトコルスタックを示す図である。
【図２０】データ分割がＰＤＣＰレイヤの下で（たとえば、ＲＬＣレイヤの上で）起こる
ときの二次レイヤと関連付けられるデータ経路の例を示す図である。
【図２１】データ経路がＭＡＣレイヤの上で分割される場合に利用され得る例示的な制御
プレーンのプロトコルスタックを示す図である。
【図２２】データ経路がＭＡＣレイヤの上で分割される場合に利用され得る例示的なユー
ザプレーンのプロトコルスタックを示す図である。
【図２３】分離されたＵＬ送信方式を実装し得る、アップリンクの複数サイトでの動作の
ための例示的なレイヤ２構造を示す図である。
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【図２４】分割されたＲＬＣ送信方式が利用される、アップリンクの複数サイトでの動作
のための例示的なレイヤ２構造を示す図である。
【図２５】所与の論理チャネルのためのデータが複数のトランスポートチャネルにマッピ
ングされ得る、かつ、トランスポートチャネルが複数の異なるサービングサイトと関連付
けられ得る、例示的なレイヤ２構造を示す図である。
【図２６】分離されたＤＬ送信方式のために使用され得るダウンリンクの複数サイトでの
動作のためのレイヤ２構造の例を示す図である。
【図２７】分割されたＲＬＣ　ＤＬ送信方式のために使用され得るダウンリンクの複数サ
イトでの動作のためのレイヤ２構造の例を示す図である。
【図２８】所与の論理チャネルのためのダウンリンクデータが複数のトランスポートチャ
ネルにマッピングされ得る、かつ、トランスポートチャネルが異なる複数のサービングサ
イトと関連付けられ得る、例示的なレイヤ２構造を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　説明のための実施形態の詳細な説明が、ここで、様々な図面を参照して説明される。こ
の説明は可能な実装の詳細な例を提供するが、詳細は例示的であることが意図され、本出
願の範囲を何ら限定することは意図されていないことに留意されたい。
【００１４】
　図１Ａは、１つまたは複数の開示された実施形態が実装され得る、例示的な通信システ
ム１００の図である。通信システム１００は、音声、データ、ビデオ、メッセージング、
ブロードキャストなどのようなコンテンツを複数のワイヤレスユーザに提供する、多元接
続システムであり得る。通信システム１００は、複数のワイヤレスユーザが、ワイヤレス
帯域幅を含むシステムリソースの共有を通じてそのようなコンテンツにアクセスすること
を可能にし得る。たとえば、通信システム１００は、符号分割多元接続（ＣＤＭＡ）、時
分割多元接続（ＴＤＭＡ）、周波数分割多元接続（ＦＤＭＡ）、直交ＦＤＭＡ（ＯＦＤＭ
Ａ）、シングルキャリアＦＤＭＡ（ＳＣ－ＦＤＭＡ）、および同様のもののような、１つ
または複数のチャネルアクセス方法を利用し得る。
【００１５】
　図１Ａに示されるように、通信システム１００は、ワイヤレス送信／受信ユニット（Ｗ
ＴＲＵ）１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃ、および／または１０２ｄ（これらは全般にまた
はまとめてＷＴＲＵ　１０２と呼ばれ得る）、無線アクセスネットワーク（ＲＡＮ）１０
３／１０４／１０５、コアネットワーク１０６／１０７／１０９、公衆交換電話網（ＰＳ
ＴＮ）１０８、インターネット１１０、および他のネットワーク１１２を含み得るが、開
示される実施形態は、任意の数のＷＴＲＵ、基地局、ネットワーク、および／またはネッ
トワーク要素を企図することが了解されるだろう。ＷＴＲＵ　１０２ａ、１０２ｂ、１０
２ｃ、１０２ｄの各々は、ワイヤレス環境で動作および／または通信するように構成され
る任意のタイプのデバイスであり得る。例として、ＷＴＲＵ　１０２ａ、１０２ｂ、１０
２ｃ、１０２ｄは、ワイヤレス信号を送信および／または受信するように構成されてよく
、ユーザ機器（ＵＥ）、移動局、固定されたまたは移動式の加入者ユニット、ページャ、
携帯電話、携帯情報端末（ＰＤＡ）、スマートフォン、ラップトップ、ネットブック、パ
ーソナルコンピュータ、ワイヤレスセンサ、家電機器、および同様のものを含み得る。
【００１６】
　通信システム１００はまた、基地局１１４ａおよび基地局１１４ｂを含み得る。基地局
１１４ａ、１１４ｂの各々は、ＷＴＲＵ　１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃ、１０２ｄの少
なくとも１つとワイヤレスにインターフェースして、コアネットワーク１０６／１０７／
１０９、インターネット１１０、および／またはネットワーク１１２のような１つまたは
複数の通信ネットワークへのアクセスを容易にするように構成される、任意のタイプのデ
バイスであり得る。例として、基地局１１４ａ、１１４ｂは、ベース送受信機局（ＢＴＳ
）、Ｎｏｄｅ－Ｂ、ｅＮｏｄｅ　Ｂ、ホームＮｏｄｅ　Ｂ、ホームｅＮｏｄｅ　Ｂ、サイ
トコントローラ、アクセスポイント（ＡＰ）、ワイヤレスルータ、および同様のものであ
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り得る。基地局１１４ａ、１１４ｂは各々単一の要素として図示されるが、基地局１１４
ａ、１１４ｂは、任意の数の相互接続された基地局および／またはネットワーク要素を含
み得ることが了解されるだろう。
【００１７】
　基地局１１４ａは、ＲＡＮ　１０３／１０４／１０５の一部であってよく、これらはま
た、基地局コントローラ（ＢＳＣ）、無線ネットワークコントローラ（ＲＮＣ）、中継ノ
ードなどのような、他の基地局および／またはネットワーク要素（図示されず）を含み得
る。基地局１１４ａおよび／または基地局１１４ｂは、セル（図示されず）とも呼ばれ得
る、特定の地理的な領域の中でワイヤレス信号を送信および／または受信するように構成
され得る。セルはさらに、セルセクタに分割され得る。たとえば、基地局１１４ａと関連
付けられるセルは、３つのセクタに分割され得る。したがって、一実施形態では、基地局
１１４ａは、３つの送受信機を、すなわち、セルの各セクタに対して１つずつの送受信機
を含み得る。別の実施形態では、基地局１１４ａは、多入力多出力（ＭＩＭＯ）技術を利
用することができ、したがって、セルの各セクタのために複数の送受信機を利用すること
ができる。
【００１８】
　基地局１１４ａ、１１４ｂは、任意の適切なワイヤレス通信リンク（たとえば、高周波
（ＲＦ）、マイクロ波、赤外線（ＩＲ）、紫外線（ＵＶ）、可視光など）であり得る、エ
アインターフェース１１５／１１６／１１７を通じて、ＷＴＲＵ　１０２ａ、１０２ｂ、
１０２ｃ、１０２ｄの１つまたは複数と通信することができる。エアインターフェース１
１５／１１６／１１７は、任意の適切な無線アクセス技術（ＲＡＴ）を使用して確立され
得る。
【００１９】
　より具体的には、上で述べられたように、通信システム１００は、多元接続システムで
あってよく、ＣＤＭＡ、ＴＤＭＡ、ＦＤＭＡ、ＯＦＤＭＡ、ＳＣ－ＦＤＭＡ、および同様
のもののような、１つまたは複数のチャネルアクセス方式を利用することができる。たと
えば、ＲＡＮ　１０３／１０４／１０５の中の基地局１１４ａおよびＷＴＲＵ　１０２ａ
、１０２ｂ、１０２ｃは、広帯域ＣＤＭＡ（ＷＣＤＭＡ）を使用してエアインターフェー
ス１１５／１１６／１１７を確立し得る、ユニバーサル移動体通信システム（ＵＭＴＳ）
地上無線アクセス（ＵＴＲＡ）のような無線技術を実装することができる。ＷＣＤＭＡは
、高速パケットアクセス（ＨＳＰＡ）および／または進化型ＨＳＰＡ（Evolved HSPA）（
ＨＳＰＡ＋）のような通信プロトコルを含み得る。ＨＳＰＡは、高速ダウンリンクパケッ
トアクセス（ＨＳＤＰＡ）および／または高速アップリンクパケットアクセス（ＨＳＵＰ
Ａ）を含み得る。
【００２０】
　別の実施形態では、基地局１１４ａおよびＷＴＲＵ　１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃは
、ロングタームエボリューション（ＬＴＥ）および／またはＬＴＥ－Ａｄｖａｎｃｅｄ（
ＬＴＥ－Ａ）を使用してエアインターフェース１１５／１１６／１１７を確立することが
できる、進化型ＵＭＴＳ地上無線アクセス（Evolved UMTS Terrestrial Radio Access）
（Ｅ－ＵＴＲＡ）のような無線技術を実装することができる。
【００２１】
　他の実施形態では、基地局１１４ａおよびＷＴＲＵ　１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃは
、ＩＥＥＥ　８０２．１６（すなわち、ワールドワイドインターオペラビリティフォアマ
イクロウェーブアクセス（Worldwide Interoperability for Microwave Access）（Ｗｉ
ＭＡＸ））、ＣＤＭＡ２０００、ＣＤＭＡ２０００　１Ｘ、ＣＤＭＡ２０００　ＥＶ－Ｄ
Ｏ、暫定規格２０００（ＩＳ－２０００）、暫定規格９５（ＩＳ－９５）、暫定規格８５
６（ＩＳ－８５６）、汎欧州デジタル移動通信方式（ＧＳＭ（登録商標））、エンハンス
トデータレートフォアＧＳＭエボリューション（Enhanced Data rates for GSM Evolutio
n）（ＥＤＧＥ）、ＧＳＭ　ＥＤＧＥ（ＧＥＲＡＮ）、および同様のもののような、無線
技術を実装することができる。
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【００２２】
　図１Ａの基地局１１４ｂは、ワイヤレスルータ、ホームＮｏｄｅ　Ｂ、ホームｅＮｏｄ
ｅ　Ｂ、またはアクセスポイントであってよく、たとえば、事業所、家庭、車両、キャン
パス、および同様のもののような、限局された領域におけるワイヤレス接続を容易にする
ための、任意の適切なＲＡＴを利用することができる。一実施形態では、基地局１１４ｂ
およびＷＴＲＵ　１０２ｃ、１０２ｄは、ＩＥＥＥ　８０２．１１（たとえば、８０２．
１１ａｃ、８０２．１１ａｆ、および同様のもの）のような無線技術を実装して、ワイヤ
レスローカルエリアネットワーク（ＷＬＡＮ）を確立することができる。別の実施形態で
は、基地局１１４ｂおよびＷＴＲＵ　１０２ｃ、１０２ｄは、ＩＥＥＥ　８０２．１５の
ような無線技術を実装して、ワイヤレスパーソナルエリアネットワーク（ＷＰＡＮ）を確
立することができる。さらに別の実施形態では、基地局１１４ｂおよびＷＴＲＵ　１０２
ｃ、１０２ｄは、セルラーベースのＲＡＴ（たとえば、ＷＣＤＭＡ、ＣＤＭＡ２０００、
ＧＳＭ、ＬＴＥ、ＬＴＥ－Ａなど）を利用して、ピコセルまたはフェムトセルを確立する
ことができる。図１Ａに示されるように、基地局１１４ｂは、インターネット１１０への
直接接続を有し得る。したがって、基地局１１４ｂは、コアネットワーク１０６／１０７
／１０９を介してインターネット１１０にアクセスすることを要求されないことがある。
【００２３】
　ＲＡＮ　１０３／１０４／１０５は、コアネットワーク１０６／１０７／１０９と通信
していてよく、これらは、音声、データ、アプリケーション、および／またはボイスオー
バーインターネットプロトコル（voice over internet protocol）（ＶｏＩＰ）サービス
をＷＴＲＵ　１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃ、１０２ｄの１つまたは複数に提供するよう
に構成される任意のタイプのネットワークであり得る。たとえば、コアネットワーク１０
６／１０７／１０９は、呼制御、請求書作成サービス、モバイルの位置に基づくサービス
、プリペイド通話、インターネット接続、ビデオ配信などを提供し、かつ／または、ユー
ザ認証のような高レベルのセキュリティ機能を実行することができる。図１Ａには示され
ないが、ＲＡＮ　１０３／１０４／１０５および／またはコアネットワーク１０６／１０
７／１０９は、ＲＡＮ　１０３／１０４／１０５と同じＲＡＴまたは異なるＲＡＴを利用
する他のＲＡＮと、直接的または間接的な通信状態にあることが了解されるだろう。たと
えば、Ｅ－ＵＴＲＡ無線技術を利用している可能性があるＲＡＮ　１０３／１０４／１０
５に接続されることに加えて、コアネットワーク１０６／１０７／１０９はまた、ＧＳＭ
無線技術を利用する別のＲＡＮ（図示されず）と通信状態にあってもよい。
【００２４】
　コアネットワーク１０６／１０７／１０９はまた、ＰＳＴＮ　１０８、インターネット
１１０、および／または他のネットワーク１１２にアクセスするための、ＷＴＲＵ　１０
２ａ、１０２ｂ、１０２ｃ、１０２ｄのためのゲートウェイとして機能し得る。ＰＳＴＮ
　１０８は、従来型電話サービス（ＰＯＴＳ）を提供する回線交換電話網を含み得る。イ
ンターネット１１０は、ＴＣＰ／ＩＰインターネットプロトコルスイートの中の送信制御
プロトコル（ＴＣＰ）、ユーザデータグラムプロトコル（ＵＤＰ）、およびインターネッ
トプロトコル（ＩＰ）のような、共通の通信プロトコルを使用する、相互接続されたコン
ピュータネットワークおよびデバイスの世界的なシステムを含み得る。ネットワーク１１
２は、他のサービス提供者によって所有および／または運営される、有線のまたはワイヤ
レスの通信ネットワークを含み得る。たとえば、ネットワーク１１２は、ＲＡＮ　１０３
／１０４／１０５と同じＲＡＴまたは異なるＲＡＴを利用し得る、１つまたは複数のＲＡ
Ｎに接続される別のコアネットワークを含み得る。
【００２５】
　通信システム１００の中のＷＴＲＵ　１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃ、１０２ｄの一部
またはすべてがマルチモード能力を含んでよく、すなわち、ＷＴＲＵ　１０２ａ、１０２
ｂ、１０２ｃ、１０２ｄは、異なるワイヤレスリンクを通じて異なるワイヤレスネットワ
ークと通信するための複数の送受信機を含み得る。たとえば、図１Ａに示されるＷＴＲＵ
　１０２ｃは、セルラーベースの無線技術を利用し得る基地局１１４ａ、および、ＩＥＥ
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Ｅ　８０２無線技術を利用し得る基地局１１４ｂと通信するように構成され得る。
【００２６】
　図１Ｂは、例示的なＷＴＲＵ　１０２のシステム図である。図１Ｂに示されるように、
ＷＴＲＵ　１０２は、プロセッサ１１８、送受信機１２０、送信／受信要素１２２、スピ
ーカー／マイクロフォン１２４、キーパッド１２６、ディスプレイ／タッチパッド１２８
、取り外し不可能のメモリ１３０、取り外し可能のメモリ１３２、電源１３４、全地球測
位システム（ＧＰＳ）チップセット１３６、および他の周辺機器１３８を含み得る。ＷＴ
ＲＵ　１０２は、実施形態と矛盾しないままでありながら、前述の要素の任意の副次的な
組合せを含み得ることが了解されるだろう。また、実施形態は、基地局１１４ａおよび１
１４ｂ、ならびに／または、限定はされないが、とりわけ、送受信機局（ＢＴＳ）、Ｎｏ
ｄｅ－Ｂ、サイトコントローラ、アクセスポイント（ＡＰ）、ホームｎｏｄｅ－Ｂ、進化
型ホームｎｏｄｅ－Ｂ（ｅＮｏｄｅＢ）、ホーム進化型ｎｏｄｅ－Ｂ（ＨｅＮＢ）、ホー
ム進化型ｎｏｄｅ－Ｂゲートウェイ、およびプロキシノードのような、基地局１１４ａお
よび１１４ｂが表し得るノードは、図１Ｂで図示され本明細書で説明される要素の一部ま
たはすべてを含み得ることを企図している。
【００２７】
　プロセッサ１１８は、汎用プロセッサ、専用プロセッサ、従来のプロセッサ、デジタル
シグナルプロセッサ（ＤＳＰ）、複数のマイクロプロセッサ、ＤＳＰコアと関連のある１
つまたは複数のマイクロプロセッサ、コントローラ、マイクロコントローラ、特定用途向
け集積回路（ＡＳＩＣ）、フィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）回路、任
意の他のタイプの集積回路（ＩＣ）、状態機械、および同様のものであり得る。プロセッ
サ１１８は、信号の符号化、データ処理、電力制御、入力／出力の処理、および／または
、ＷＴＲＵ　１０２がワイヤレス環境で動作することを可能にする任意の他の機能を実行
することができる。プロセッサ１１８は、送受信機１２０に結合されてよく、送受信機１
２０は、送信／受信要素１２２に結合されてよい。図１Ｂは、プロセッサ１１８および送
受信機１２０を別々のコンポーネントとして図示するが、プロセッサ１１８および送受信
機１２０は、電子パッケージまたはチップの中で一緒に統合されてよいことが了解される
だろう。
【００２８】
　送信／受信要素１２２は、エアインターフェース１１５／１１６／１１７を通じて、基
地局（たとえば、基地局１１４ａ）へ信号を送信し、または基地局から信号を受信するよ
うに構成され得る。たとえば、一実施形態では、送信／受信要素１２２は、ＲＦ信号を送
信および／または受信するように構成されるアンテナであってよい。別の実施形態では、
送信／受信要素１２２は、たとえば、ＩＲ、ＵＶ、または可視光の信号を送信および／ま
たは受信するように構成される、放出器／検出器であってよい。さらに別の実施形態では
、送信／受信要素１２２は、ＲＦ信号と光信号の両方を送信および受信するように構成さ
れてよい。送信／受信要素１２２は、ワイヤレス信号の任意の組合せを送信および／また
は受信するように構成されてよいことが、了解されるだろう。
【００２９】
　加えて、送信／受信要素１２２は図１Ｂでは単一の要素として図示されるが、ＷＴＲＵ
　１０２は、任意の数の送信／受信要素１２２を含み得る。より具体的には、ＷＴＲＵ　
１０２は、ＭＩＭＯ技術を利用し得る。したがって、一実施形態では、ＷＴＲＵ　１０２
は、エアインターフェース１１５／１１６／１１７を通じてワイヤレス信号を送信および
受信するために、２つ以上の送信／受信要素１２２（たとえば、複数のアンテナ）を含み
得る。
【００３０】
　送受信機１２０は、送信／受信要素１２２によって送信されるべき信号を変調し、送信
／受信要素１２２によって受信される信号を復調するように構成され得る。上で述べられ
たように、ＷＴＲＵ　１０２は、マルチモード能力を有し得る。したがって、送受信機１
２０は、ＷＴＲＵ　１０２が、たとえばＵＴＲＡおよびＩＥＥＥ　８０２．１１のような
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複数のＲＡＴを介して通信することを可能にするための、複数の送受信機を含み得る。
【００３１】
　ＷＴＲＵ　１０２のプロセッサ１１８は、スピーカー／マイクロフォン１２４、キーパ
ッド１２６、および／またはディスプレイ／タッチパッド１２８（たとえば、液晶ディス
プレイ（ＬＣＤ）ディスプレイユニットまたは有機発光ダイオード（ＯＬＥＤ）ディスプ
レイユニット）へ結合されてよく、それらからのユーザ入力データを受信することができ
る。プロセッサ１１８はまた、スピーカー／マイクロフォン１２４、キーパッド１２６、
および／またはディスプレイ／タッチパッド１２８にユーザデータを出力することができ
る。加えて、プロセッサ１１８は、取り外し不可能のメモリ１３０および／または取り外
し可能のメモリ１３２のような任意のタイプの適切なメモリからの情報にアクセスし、そ
れらにデータを記憶することができる。取り外し不可能のメモリ１３０は、ランダムアク
セスメモリ（ＲＡＭ）、読取り専用メモリ（ＲＯＭ）、ハードディスク、または任意の他
のタイプのメモリ記憶デバイスを含み得る。取り外し可能のメモリ１３２は、加入者識別
モジュール（ＳＩＭ）カード、メモリスティック、セキュアデジタル（ＳＤ）メモリカー
ド、および同様のものを含み得る。他の実施形態では、プロセッサ１１８は、サーバまた
は家庭のコンピュータ（図示されず）上のメモリのような、ＷＴＲＵ　１０２上に物理的
に位置されていないメモリからの情報にアクセスし、それらにデータを記憶することがで
きる。
【００３２】
　プロセッサ１１８は、電源１３４から電力を受けとることができ、ＷＴＲＵ　１０２の
中の他のコンポーネントに電力を分配し、かつ／またはそれらへの電力を制御するように
構成され得る。電源１３４は、ＷＴＲＵ　１０２に電力供給するための任意の適切なデバ
イスであってよい。たとえば、電源１３４は、１つまたは複数の乾電池（たとえば、ニッ
ケルカドミウム（ＮｉＣｄ）、ニッケル亜鉛（ＮｉＺｎ）、ニッケル金属水素（ＮｉＭＨ
）、リチウムイオン（Ｌｉ－ｉｏｎ）など）、太陽電池、燃料電池、および同様のものを
含み得る。
【００３３】
　プロセッサ１１８はまた、ＷＴＲＵ　１０２の現在の位置に関する位置情報（たとえば
、経度および緯度）を提供するように構成され得る、ＧＰＳチップセット１３６に結合さ
れ得る。ＧＰＳチップセット１３６からの情報に加えて、またはその代わりに、ＷＴＲＵ
　１０２は、基地局（たとえば、基地局１１４ａ、１１４ｂ）からエアインターフェース
１１５／１１６／１１７を通じて位置情報を受信し、かつ／または、２つ以上の近くの基
地局から受信されている信号のタイミングに基づいてその位置を決定することができる。
ＷＴＲＵ　１０２は、実施形態と矛盾しないままでありながら、任意の適切な位置決定の
実装によって、位置情報を取得できることが了解されるだろう。
【００３４】
　プロセッサ１１８はさらに、追加の特徴、機能、および／または、有線もしくはワイヤ
レスの接続を提供する、１つまたは複数のソフトウェアおよび／またはハードウェアモジ
ュールを含み得る、他の周辺機器１３８に結合され得る。たとえば、周辺機器１３８は、
加速度計、電子コンパス、衛星送受信機、デジタルカメラ（写真またはビデオのための）
、ユニバーサルシリアルバス（ＵＳＢ）ポート、バイブレーションデバイス、テレビジョ
ン送受信機、ハンズフリーヘッドセット、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）モジュール、
周波数変調（ＦＭ）無線ユニット、デジタル音楽プレーヤー、メディアプレーヤー、ビデ
オゲームプレーヤーモジュール、インターネットブラウザ、および同様のものを含み得る
。
【００３５】
　図１Ｃは、実施形態による、ＲＡＮ　１０３およびコアネットワーク１０６のシステム
図である。上で述べられたように、ＲＡＮ　１０３は、ＵＴＲＡ無線技術を利用して、エ
アインターフェース１１５を通じてＷＴＲＵ　１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃと通信する
ことができる。ＲＡＮ　１０３はまた、コアネットワーク１０６と通信していてよい、図
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１Ｃに示されるように、ＲＡＮ　１０３は、エアインターフェース１１５を通じてＷＴＲ
Ｕ　１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃと通信するための１つまたは複数の送受信機を各々含
み得る、Ｎｏｄｅ－Ｂ　１４０ａ、１４０ｂ、１４０ｃを含み得る。Ｎｏｄｅ－Ｂ　１４
０ａ、１４０ｂ、１４０ｃは、ＲＡＮ　１０３の中の特定のセル（図示されず）と各々関
連付けられ得る。ＲＡＮ　１０３はまた、ＲＮＣ　１４２ａ、１４２ｂを含み得る。ＲＡ
Ｎ　１０３は、実施形態と矛盾しないままでありながら、任意の数のＮｏｄｅ－Ｂおよび
ＲＮＣを含み得ることが了解されるだろう。
【００３６】
　図１Ｃに示されるように、Ｎｏｄｅ－Ｂ　１４０ａ、１４０ｂは、ＲＮＣ　１４２ａと
通信状態にあってよい。加えて、Ｎｏｄｅ－Ｂ　１４０ｃは、ＲＮＣ　１４２ｂと通信状
態にあってよい。Ｎｏｄｅ－Ｂ　１４０ａ、１４０ｂ、１４０ｃは、Ｉｕｂインターフェ
ースを介してそれぞれのＲＮＣ　１４２ａ、１４２ｂと通信し得る。ＲＮＣ　１４２ａ、
１４２ｂは、Ｉｕｒインターフェースを介して互いに通信状態にあってよい。ＲＮＣ　１
４２ａ、１４２ｂの各々は、それが接続されているそれぞれのＮｏｄｅ－Ｂ　１４０ａ、
１４０ｂ、１４０ｃを制御するように構成され得る。加えて、ＲＮＣ　１４２ａ、１４２
ｂの各々は、外側ループの電力制御、負荷制御、許可制御、パケットのスケジューリング
、ハンドオーバー制御、マクロダイバーシティ、セキュリティ機能、データの暗号化、お
よび同様のもののような、他の機能を実行またはサポートするように構成され得る。
【００３７】
　図１Ｃに示されるコアネットワーク１０６は、メディアゲートウェイ（ＭＧＷ）１４４
、モバイル交換センター（ＭＳＣ）１４６、サービングＧＰＲＳサポートノード（ＳＧＳ
Ｎ）１４８、および／またはゲートウェイＧＰＲＳサポートノード（ＧＧＳＮ）１５０を
含み得る。前述の要素の各々はコアネットワーク１０６の一部として図示されるが、これ
らの要素のいずれも、コアネットワークの運営者以外のエンティティによって所有および
／または運営され得ることが了解されるだろう。
【００３８】
　ＲＡＮ　１０３の中のＲＮＣ　１４２ａは、ＩｕＣＳインターフェースを介して、コア
ネットワーク１０６の中のＭＳＣ　１４６に接続され得る。ＭＳＣ　１４６は、ＭＧＷ　
１４４に接続され得る。ＭＳＣ　１４６およびＭＧＷ　１４４は、ＰＳＴＮ　１０８のよ
うな回線交換ネットワークへのアクセスをＷＴＲＵ　１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃに提
供して、ＷＴＲＵ　１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃと従来の固定回線の通信デバイスとの
間の通信を容易にすることができる。
【００３９】
　ＲＡＮ　１０３の中のＲＮＣ　１４２ａはまた、ＩｕＰＳインターフェースを介してコ
アネットワーク１０６の中のＳＧＳＮ　１４８に接続され得る。ＳＧＳＮ　１４８は、Ｇ
ＧＳＮ　１５０に接続され得る。ＳＧＳＮ　１４８およびＧＧＳＮ　１５０は、インター
ネット１１０のようなパケット交換ネットワークへのアクセスをＷＴＲＵ　１０２ａ、１
０２ｂ、１０２ｃに提供して、ＷＴＲＵ　１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃとＩＰ対応デバ
イスとの間の通信を容易にすることができる。
【００４０】
　上で述べられたように、コアネットワーク１０６はまた、他のサービス提供者によって
所有および／または運営される、他の有線のまたはワイヤレスのネットワークを含み得る
、ネットワーク１１２に接続され得る。
【００４１】
　図１Ｄは、実施形態による、ＲＡＮ　１０４およびコアネットワーク１０７のシステム
図である。上で述べられたように、ＲＡＮ　１０４は、Ｅ－ＵＴＲＡ無線技術を利用して
、エアインターフェース１１６を通じてＷＴＲＵ　１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃと通信
することができる。ＲＡＮ　１０４はまた、コアネットワーク１０７と通信状態にあって
よい。
【００４２】
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　ＲＡＮ　１０４は、ｅＮｏｄｅ－Ｂ　１６０ａ、１６０ｂ、１６０ｃを含み得るが、Ｒ
ＡＮ　１０４は、実施形態と矛盾しないままでありながら、任意の数のｅＮｏｄｅ－Ｂを
含み得ることが了解されるだろう。ｅＮｏｄｅ－Ｂ　１６０ａ、１６０ｂ、１６０ｃは各
々、エアインターフェース１１６を通じてＷＴＲＵ　１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃと通
信するための１つまたは複数の送受信機を含み得る。一実施形態では、ｅＮｏｄｅ－Ｂ　
１６０ａ、１６０ｂ、１６０ｃは、ＭＩＭＯ技術を実装することができる。したがって、
ｅＮｏｄｅ－Ｂ　１６０ａは、たとえば、複数のアンテナを使用して、ＷＴＲＵ　１０２
ａへワイヤレス信号を送信し、ＷＴＲＵ　１０２ａからワイヤレス信号を受信することが
できる。
【００４３】
　ｅＮｏｄｅ－Ｂ　１６０ａ、１６０ｂ、１６０ｃの各々は、特定のセル（図示されず）
と関連付けらてよく、無線リソース管理の判断、ハンドオーバーの判断、アップリンクお
よび／またはダウンリンクにおけるユーザのスケジューリング、および同様のものを扱う
ように構成されてよい。図１Ｄに示されるように、ｅＮｏｄｅ－Ｂ　１６０ａ、１６０ｂ
、１６０ｃは、Ｘ２インターフェースを通じて互いに通信することができる。
【００４４】
　図１Ｄに示されるコアネットワーク１０７は、モビリティ管理ゲートウェイ（ＭＭＥ）
１６２、サービングゲートウェイ１６４、およびパケットデータネットワーク（ＰＤＮ）
ゲートウェイ１６６を含み得る。前述の要素の各々は、コアネットワーク１０７の一部と
して図示されるが、これらの要素のいずれも、コアネットワークの運営者以外のエンティ
ティによって所有および／または運営され得ることが了解されるだろう。
【００４５】
　ＭＭＥ　１６２は、Ｓ１インターフェースを介してＲＡＮ　１０４の中のｅＮｏｄｅ－
Ｂ　１６０ａ、１６０ｂ、１６０ｃの各々に接続されてよく、制御ノードとして機能し得
る。たとえば、ＭＭＥ　１６２は、ＷＴＲＵ　１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃのユーザを
認証すること、ベアラのアクティブ化／非アクティブ化、ＷＴＲＵ　１０２ａ、１０２ｂ
、１０２ｃの最初の接続の間に特定のサービングゲートウェイを選択すること、および同
様のことを担い得る。ＭＭＥ　１６２はまた、ＲＡＮ　１０４と、ＧＳＭまたはＷＣＤＭ
Ａのような他の無線技術を利用する他のＲＡＮ（図示されず）とを切り替えるための、制
御プレーン機能を提供することができる。
【００４６】
　サービングゲートウェイ１６４は、Ｓ１インターフェースを介して、ＲＡＮ　１０４の
中のｅＮｏｄｅ－Ｂ　１６０ａ、１６０ｂ、１６０ｃの各々に接続され得る。サービング
ゲートウェイ１６４は一般に、ＷＴＲＵ　１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃへ／から、ユー
ザデータパケットをルーティングし、転送することができる。サービングゲートウェイ１
６４はまた、ｅＮｏｄｅＢ間のハンドオーバーの間にユーザプレーンを固定すること、ダ
ウンリンクデータがＷＴＲＵ　１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃに対して利用可能であると
きに呼出しをトリガすること、ＷＴＲＵ　１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃのコンテキスト
を管理し記憶すること、および同様のことのような、他の機能を実行することができる。
【００４７】
　サービングゲートウェイ１６４はまた、ＰＤＮゲートウェイ１６６に接続されてよく、
ＰＤＮゲートウェイ１６６は、インターネット１１０のようなパケット交換ネットワーク
へのアクセスをＷＴＲＵ　１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃに提供して、ＷＴＲＵ　１０２
ａ、１０２ｂ、１０２ｃとＩＰ対応デバイスとの間の通信を容易にすることができる。
【００４８】
　コアネットワーク１０７は、他のネットワークとの通信を容易にすることができる。た
とえば、コアネットワーク１０７は、ＰＳＴＮ　１０８のような回線交換ネットワークへ
のアクセスをＷＴＲＵ　１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃに提供して、ＷＴＲＵ　１０２ａ
、１０２ｂ、１０２ｃと従来の固定回線の通信デバイスとの間の通信を容易にすることが
できる。たとえば、コアネットワーク１０７は、コアネットワーク１０７とＰＳＴＮ　１



(15) JP 6397819 B2 2018.9.26

10

20

30

40

50

０８との間のインターフェースとして機能するＩＰゲートウェイ（たとえば、ＩＰマルチ
メディアサブシステム（ＩＭＳ）サーバ）を含んでよく、またはそれと通信してよい。加
えて、コアネットワーク１０７は、他のサービス提供者によって所有および／または運営
される他の有線のまたはワイヤレスのネットワークを含み得る、ネットワーク１１２への
アクセスをＷＴＲＵ　１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃに提供することができる。
【００４９】
　図１Ｅは、実施形態による、ＲＡＮ　１０５およびコアネットワーク１０９のシステム
図である。ＲＡＮ　１０５は、ＩＥＥＥ　８０２．１６無線技術を利用してエアインター
フェース１１７を通じてＷＴＲＵ　１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃと通信する、アクセス
サービスネットワーク（ＡＳＮ）であり得る。以下でさらに論じられるように、ＷＴＲＵ
　１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃ、ＲＡＮ　１０５、およびコアネットワーク１０９の異
なる機能エンティティの間の通信リンクが、参照点として定義され得る。
【００５０】
　図１Ｅに示されるように、ＲＡＮ　１０５は、基地局１８０ａ、１８０ｂ、１８０ｃ、
およびＡＳＮゲートウェイ１８２を含み得るが、ＲＡＮ　１０５は、実施形態と矛盾しな
いままでありながら、任意の数の基地局およびＡＳＮゲートウェイを含み得ることが了解
されるだろう。基地局１８０ａ、１８０ｂ、１８０ｃは、ＲＡＮ　１０５の中の特定のセ
ル（図示されず）と各々関連付けられてよく、エアインターフェース１１７を通じてＷＴ
ＲＵ　１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃと通信するための１つまたは複数の送受信機を各々
含み得る。一実施形態では、基地局１８０ａ、１８０ｂ、１８０ｃは、ＭＩＭＯ技術を実
装することができる。したがって、基地局１８０ａは、たとえば、複数のアンテナを使用
して、ＷＴＲＵ　１０２ａにワイヤレス信号を送信し、ＷＴＲＵ　１０２ａからワイヤレ
ス信号を受信することができる。基地局１８０ａ、１８０ｂ、１８０ｃはまた、ハンドオ
フをトリガすること、トンネルの確立、無線リソース管理、トラフィックの分類、サービ
ス品質（ＱｏＳ）ポリシーの施行、および同様のもののような、モビリティ管理機能を提
供することができる。ＡＳＮゲートウェイ１８２は、トラフィックの集合点として機能す
ることができ、呼出し、加入者プロファイルのキャッシング、コアネットワーク１０９へ
のルーティング、および同様のことを担い得る。
【００５１】
　ＷＴＲＵ　１０２ａと、１０２ｂと、１０２ｃと、ＲＡＮ　１０５との間のエアインタ
ーフェース１１７は、ＩＥＥＥ　８０２．１６仕様を実装するＲ１参照点として定義され
得る。加えて、ＷＴＲＵ　１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃの各々が、コアネットワーク１
０９との論理インターフェース（図示されず）を確立することができる。ＷＴＲＵ　１０
２ａと、１０２ｂと、１０２ｃと、コアネットワーク１０９との間の論理インターフェー
スは、認証、認可、ＩＰホスト構成の管理、および／またはモビリティ管理のために使用
され得る、Ｒ２参照点として定義され得る。
【００５２】
　基地局１８０ａ、１８０ｂ、１８０ｃの各々の間の通信リンクは、ＷＴＲＵのハンドオ
ーバーおよび基地局間のデータの転送を容易にするためのプロトコルを含む、Ｒ８参照点
として定義され得る。基地局１８０ａと、１８０ｂと、１８０ｃと、ＡＳＮゲートウェイ
１８２との間の通信リンクは、Ｒ６参照点として定義され得る。Ｒ６参照点は、ＷＴＲＵ
　１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃの各々と関連付けられるモビリティイベントに基づくモ
ビリティ管理を容易にするためのプロトコルを含み得る。
【００５３】
　図１Ｅに示されるように、ＲＡＮ　１０５はコアネットワーク１０９に接続され得る。
ＲＡＮ　１０５とコアネットワーク１０９との間の通信リンクは、たとえば、データ転送
およびモビリティ管理能力を容易にするためのプロトコルを含むＲ３参照点として定義さ
れ得る。コアネットワーク１０９は、モバイルＩＰホームエージェント（ＭＩＰ－ＨＡ）
１８４、認証、許可、アカウンティング（ＡＡＡ）サーバ１８６、およびゲートウェイ１
８８を含み得る。前述の要素の各々はコアネットワーク１０９の一部として図示されるが
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、これらの要素のいずれも、コアネットワークの運営者以外のエンティティによって所有
および／または運営され得ることが了解されるだろう。
【００５４】
　ＭＩＰ－ＨＡは、ＩＰアドレス管理を担ってよく、ＷＴＲＵ　１０２ａ、１０２ｂ、１
０２ｃが、様々なＡＳＮおよび／または様々なコアネットワークの間をローミングするこ
とを可能にし得る。ＭＩＰ－ＨＡ　１８４は、インターネット１１０のようなパケット交
換ネットワークへのアクセスをＷＴＲＵ　１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃに提供して、Ｗ
ＴＲＵ　１０２ａと、１０２ｂと、１０２ｃと、ＩＰ対応デバイスとの間の通信を容易に
することができる。ＡＡＡサーバ１８６は、ユーザ認証およびユーザサービスのサポート
を担い得る。ゲートウェイ１８８は、他のネットワークとの連携動作を容易にすることが
できる。たとえば、ゲートウェイ１８８は、ＰＳＴＮ　１０８のような回線交換ネットワ
ークへのアクセスをＷＴＲＵ　１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃに提供して、ＷＴＲＵ　１
０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃと従来の固定回線の通信デバイスとの間の通信を容易にする
ことができる。加えて、ゲートウェイ１８８は、他のサービス提供者によって所有および
／または運営される他の有線のまたはワイヤレスのネットワークを含み得る、ネットワー
ク１１２へのアクセスをＷＴＲＵ　１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃに提供することができ
る。
【００５５】
　図１Ｅには示されないが、ＲＡＮ　１０５は他のＡＳＮに接続されてよく、コアネット
ワーク１０９は他のコアネットワークに接続されてよいことが了解されるだろう。ＲＡＮ
　１０５と他のＡＳＮとの間の通信リンクは、ＲＡＮ　１０５と他のＡＳＮとの間でＷＴ
ＲＵ　１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃのモビリティを調整するためのプロトコルを含み得
る、Ｒ４参照点として定義され得る。コアネットワーク１０９と他のコアネットワークと
の間の通信リンクは、ホームコアネットワークと訪問されるコアネットワークとの連携動
作を容易にするためのプロトコルを含み得る、Ｒ５参照として定義され得る。
【００５６】
　マルチノードスケジューリングを利用するためのシステムおよび方法が開示され、この
方法によって、ＷＴＲＵは、１つよりも多くのデータ経路を使用してワイヤレス通信ネッ
トワークを通じてデータを交換することができる。たとえば、異なるエアインターフェー
スの送信／受信点は、データ経路の各々と関連付けられ得る（たとえば、各データ経路は
、異なるネットワークノードと関連付けられる無線インターフェースを使用し得る）。異
なるデータ経路と関連付けられる異なる送信／受信点は、それらのそれぞれのデータ経路
を通じてＷＴＲＵ送信を独立にスケジューリングすることができる。言い換えると、第１
のスケジューラは、第１のデータ経路を通じてＷＴＲＵへ／からの送信をスケジューリン
グすることができ、第２のスケジューラは、第２のデータ経路を通じてＷＴＲＵへ／から
の送信をスケジューリングすることができる。ネットワークの中の異なる送信／受信点は
、互いに通信していてよいが、異なる送信／受信点の間のデータリンクは、比較的高いレ
イテンシと関連付けられ得る。したがって、異なる送信／受信点が調整された方式でデー
タ経路を通じた送信をスケジューリングすることは、困難または非現実的であり得る。し
たがって、各送信／受信点は、それぞれの送信経路を通じて送信および／または受信する
ように、ＷＴＲＵを独立にスケジューリングし得る。そのような送信／受信点は、サービ
ングサイトと呼ばれ得る。
【００５７】
　本明細書で説明される例は、進化型ユニバーサル地上無線アクセスネットワーク（evol
ved universal terrestrial radio access network）（Ｅ－ＵＴＲＡＮ）において実装さ
れる例に関して説明され得る。しかしながら、本明細書で開示される方法およびシステム
は、他のネットワークアーキテクチャに適用可能であってよく、かつ／または他のネット
ワークノードによって使用されてよい。ＷＴＲＵのためにサービングサイトに送信される
（またはそれから受信される）データは、コアネットワーク（たとえば、サービングゲー
トウェイ（Ｓ－ＧＷ））に提供され得る（またはそれから渡され得る）。サービングサイ
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トは、所与の無線ベアラに対して１つまたは複数のレイヤ２のプロトコル（たとえば、Ｍ
ＡＣ、ＲＬＣ、および／またはＰＤＣＰ）をサポートすることができる。
【００５８】
　たとえば、ＷＴＲＵは、ＷＴＲＵとワイヤレス通信ネットワークとの間の無線リソース
制御（ＲＲＣ）接続を確立することができる。ＲＲＣ接続は、ＷＴＲＵとネットワークの
第１のノードとの間の第１の無線インターフェース、および、ＷＴＲＵとネットワークの
第２のノードとの間の第２の無線インターフェースを確立または構成することができる。
第１のノードはマクロｅＮｏｄｅＢ（ＭｅＮＢ）であってよく、第２のノードはスモール
セルｅＮｏｄｅＢ（ＳＣｅＮＢ）であってよい。例では、ＲＲＣ接続がＷＴＲＵとＭｅＮ
Ｂとの間で確立されてよく、制御機能がＷＴＲＵとＳＣｅＮＢとの間で確立されてよい。
ＷＴＲＵは、第１の無線インターフェースおよび／または第２の無線インターフェースを
通じてネットワークからデータを受信することができる。本明細書で説明される例は、Ｍ
ｅＮＢと関連付けられる第１のデータ経路（たとえば、第１のレイヤ、一次データ経路、
一次レイヤなどとも呼ばれ得る）および第２のデータ経路（たとえば、第２のレイヤ、二
次データ経路、二次レイヤなどとも呼ばれ得る）を利用する動作に関して説明され得るが
、本明細書で説明される方法およびシステムは、独立にスケジューリングされる他のネッ
トワーク送信／受信点（たとえば、２つよりも多くの独立にスケジューリングされるｅＮ
Ｂ、２つよりも多くの独立にスケジューリングされるＮＢ、２つよりも多くの独立にスケ
ジューリングされるＲＡＮアクセスノードなど）に等しく適用可能であり得る。
【００５９】
　本明細書で説明されるシステムおよび方法は、１つまたは複数のマルチスケジューラフ
レームワークに適用可能であってよく、異なるネットワークノードは、異なるデータ経路
に対する送信／受信点として機能する。複数のデータ経路の使用が、ベアラ、無線ベアラ
、および／または同様のものの間の関係を切り離すことによって、容易にされ得る。たと
えば、マルチスケジューラフレームワークが利用されるとき、進化型パケットサービス（
evolved packet service）（ＥＰＳ）ベアラが複数の無線ベアラと関連付けられ得る。マ
ルチスケジューラ動作が利用されるとき、ＷＴＲＵは、１つまたは複数のデータ経路を通
じて制御シグナリングおよび／またはユーザプレーンデータを交換するように構成され得
る。
【００６０】
　データ経路は、データ経路と関連付けられるデータを送信するために使用される１つま
たは複数のサービスアクセスポイント（ＳＡＰ）の識別情報に基づいて、データ経路と関
連付けられるデータを送信するために使用される１つまたは複数のネットワークインター
フェースもしくはノードの識別情報に基づいて、データ経路と関連付けられるデータを送
信するために使用される１つまたは複数の無線インターフェース（たとえば、Ｘ２、Ｘ２
ｂｉｓ、Ｘ２'、Ｕｕなど）に基づいて、および／または同様のものに基づいて定義され
得る。さらに、データ経路は、データ経路と関連付けられる情報を転送するための処理シ
ーケンスを定義するために使用され得る、通信プロトコルスタック（たとえば、パケット
データコンバージェンスプロトコル（ＰＤＣＰ）レイヤ、無線リンク制御（ＲＬＣ）レイ
ヤ、媒体アクセス制御（ＭＡＣ）レイヤ、物理（ＰＨＹ）レイヤなどの１つまたは複数を
含む）に基づいて定義され得る。データ経路を通じて送信される情報またはデータは、制
御プレーンデータ（たとえば、非アクセス層（ＮＡＳ）シグナリング、ＲＲＣシグナリン
グなど）および／またはユーザプレーンデータ（たとえば、ＩＰパケットなど）の１つま
たは複数を含み得る。データ経路は、他のデータ経路から独立にスケジューリングされ得
る。
【００６１】
　たとえば、ＬＴＥリリース１１では、データ転送はＷＴＲＵとネットワークとの間の単
一のデータ経路を通じて実行され得る。制御プレーンでは、ＳＲＢと、単一のＵｕインタ
ーフェース（たとえば、ＷＴＲＵとｅＮＢとの間のインターフェース）の上の論理チャネ
ル（ＬＣＨ）との間に直接のマッピングがあり得る。ユーザプレーンについては、ＥＰＳ
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ベアラと、データ無線ベアラ（ＤＲＢ）と、同じＵｕインターフェースの上の論理チャネ
ル（ＬＣＨ）との間の直接のマッピングがあり得る。
【００６２】
　しかしながら、複数の独立のスケジューラの存在下で、ＷＴＲＵは、１つよりも多くの
データ経路を利用するように構成されてよく、たとえば、各データ経路は、異なるＵｕイ
ンターフェースを使用して、ＷＴＲＵとネットワークノードとの間で確立され得る。デー
タ経路は、レイヤとも呼ばれ得る。たとえば、ＷＴＲＵは、複数のレイヤの上でデータを
送信および／または受信するように構成されてよく、各レイヤは異なるデータ経路と関連
付けられる。各レイヤは、他のレイヤとは独立にスケジューリングされ得る。各レイヤは
、ＷＴＲＵのための異なるエアインターフェースと関連付けられ得る。各レイヤは、ネッ
トワークの中のデータ経路のための送信および／または受信点として機能するサービング
サイトと関連付けられ得る。
【００６３】
　複数のレイヤの上での送信をサポートするために、複数のＭＡＣインスタンスがＷＴＲ
Ｕにおいて確立され得る。たとえば、ＷＴＲＵは、物理レイヤのパラメータの対応するセ
ットおよび／またはレイヤ固有の無線ベアラと各々関連付けられる複数のＭＡＣインスタ
ンスにより構成され得る。例として、ＷＴＲＵは、一次レイヤ情報のセット（たとえば、
マクロレイヤ／ＭｅＮＢ／マクロサービングサイトと関連付けられ得る）および二次レイ
ヤ情報の１つまたは複数のセット（たとえば、スモールセルレイヤ／ＳＣｅＮＢ／スモー
ルセルサービングサイトと関連付けられ得る）により構成され得る。ＷＴＲＵは、各レイ
ヤのための１つまたは複数のサービングセルにより構成され得る。たとえば、ＷＴＲＵは
、所与のレイヤの中の複数のセルからの送信および／または受信が発生し得るように、レ
イヤの各々においてキャリアアグリゲーションを実行することができる。
【００６４】
　たとえば、ＷＴＲＵは、ダウンリンクおよび／またはアップリンクの中の１つまたは複
数のサービングサイト（たとえば、サービングｅＮＢとも呼ばれる）により動作するよう
に構成され得る。各サービングサイトは、１つまたは複数のサービングセルと関連付けら
れ得る。たとえば、ＷＴＲＵは、第１のサービングサイト（たとえば、ＭｅＮＢ）におけ
る単一のサービングセル（たとえば、コンポーネントキャリア）を使用して動作すること
ができ、第２のサービングサイト（たとえば、ＳＣｅＮＢ）における複数のサービングセ
ル（たとえば、複数のコンポーネントキャリア）を使用して動作することができる。した
がって、サービングサイトは、複数のサービングセルと関連付けられ得る。所与のサービ
ングサイトの各サービングセルは、対応するコンポーネントキャリア（ＣＣ）における動
作のために構成され得る。サービングサイトは、１つまたは複数のＣＣをサポートし得る
。サービングサイトの中の各ＣＣは、サービングサイトの他のＣＣとは異なる周波数範囲
を使用して動作することができるので、所与のサービングサイトと関連付けられるサービ
ングセルの各々は、異なるＣＣを使用して送信され得る。しかしながら、異なるサービン
グサイトからのサービングセルは、同じＣＣを使用して送信され得る。したがって、サー
ビングセルは、同じＣＣと、しかし異なるサービングサイトと関連付けられ得る。ＷＴＲ
Ｕは、ＷＴＲＵがその上で動作し得るサービングサイトの最大の数（たとえば、１、２、
３、４など）により構成され得る。ＷＴＲＵが利用することが許され得るサービングサイ
トの最大の数の指示は、ＷＴＲＵの能力情報の一部としてネットワークへＷＴＲＵにより
シグナリングされてよく、かつ／または、ＷＴＲＵの動作クラスに基づいてネットワーク
によって決定されてよい。
【００６５】
　サービングサイトは、１つまたは複数のトランスポートチャネルと関連付けられ得る。
たとえば、アップリンクでは、ＷＴＲＵは、特定のサービングサイトと関連付けられるサ
ービングセルと関連付けられるトランスポートチャネル（たとえば、ＵＬ－ＳＣＨ）を使
用して物理レイヤにデータを配信するように構成され得る。例では、各トランスポートチ
ャネルは、所与のサービングサイト／レイヤに固有であり得るが、トランスポートチャネ
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ルは、そのサービングサイトの中の複数のサービングセルおよび／またはコンポーネント
キャリアと関連付けられ得る。たとえば、ＵＬ－ＳＣＨは、特定のサービングサイト（た
とえば、ＭｅＮＢを含むデータ経路と関連付けられるサービングサイト）、および、その
サービングサイトと関連付けられる１つまたは複数のコンポーネントキャリア（たとえば
、ＭｅＮＢと関連付けられる複数のコンポーネントキャリア）と関連付けられ得る。その
サービングサイトに配信されるべきトランスポートブロックは、そのサービングサイトに
マッピングされるトランスポートチャネルと関連付けられるデータを与えられ得る。ダウ
ンリンクでは、ＷＴＲＵは、物理レイヤにおいてデータを受信し、特定のサービングサイ
トと関連付けられるサービングセルと関連付けられるトランスポートチャネル（たとえば
、ＤＬ－ＳＣＨ）にデータを配信するように構成され得る。たとえば、ＤＬ－ＳＣＨは、
特定のサービングサイト（たとえば、ＳＣｅＮＢを含むデータ経路と関連付けられるサー
ビングサイト）、および、そのサービングサイトと関連付けられる１つまたは複数のコン
ポーネントキャリア（たとえば、ＳＣｅＮＢと関連付けられる複数のコンポーネントキャ
リア）と関連付けられ得る。物理レイヤにおいて受信されるトランスポートブロックは、
トランスポートブロックがそこから受信される、そのサービングサイトと関連付けられる
トランスポートチャネルにマッピングされ得る。所与のサービングサイトは、０個、１個
、または１個よりも多くのＵＬ－ＳＣＨ、および、０個、１個、または１個よりも多くの
ＤＬ－ＳＣＨと関連付けられ得る。
【００６６】
　各サービングサイトは、ＷＴＲＵにおける対応するＭＡＣインスタンスと関連付けられ
得る。ＷＴＲＵは、複数のＭＡＣインスタンスにより構成され得る。各々のＭＡＣインス
タンスは、特定のサービングサイトと関連付けられ得る。サービングサイト、レイヤ、デ
ータ経路、ＭＡＣインスタンスなどの用語は、本明細書では交換可能に使用され得る。各
々のＭＡＣインスタンスは、１つまたは複数の構成されたサービングセルと関連付けられ
てよく、１つまたは複数のＣＣをサポートしてよい。各ＵＬ－ＳＣＨおよび／またはＤＬ
－ＳＣＨは、所与のＭＡＣインスタンスと関連付けられ得る（たとえば、トランスポート
チャネルとＭＡＣインスタンスとの間の１対１のインスタンス）。
【００６７】
　ＭＡＣインスタンスは、一次セル（ＰＣｅｌｌ）により構成され得る。各サービングサ
イト（および／またはＭＡＣインスタンス）対して、その関連付けられるサービングセル
の１つが、レガシーの（たとえば、単一サイトの）システムにおいて一次サービングセル
（ＰＣｅｌｌ）によってサポートされる機能の少なくともサブセットをサポートすること
ができる。たとえば、所与のＭＡＣインスタンスのサービングセルの１つまたは複数は、
対応するサービングサイトにマッピングされたＵＬ－ＳＣＨおよび／またはＤＬ－ＳＣＨ
に関する、スケジューリング要求、ＨＡＲＱフィードバック、ＣＳＩフィードバック、お
よび／または同様のものを送信するために利用され得る、ＰＵＣＣＨ送信をサポートする
ことができる。サービングサイトのトランスポートチャネルと関連付けられるアップリン
ク制御情報（ＵＣＩ）を受信するように構成されるサービングセルは、「サイトＰｃｅｌ
ｌ」および／または「ＭＡＣ一次セル」と呼ばれ得る。各々のＭＡＣインスタンスは、１
個のＰｃｅｌｌおよび０個以上のＳｃｅｌｌにより構成され得る。さらに、一次ＭＡＣイ
ンスタンス（たとえば、ＭｅＮＢと関連付けられるＭＡＣインスタンス）のＰｃｅｌｌは
、そのＭＡＣインスタンスに固有の追加の機能を有し得る。サービングサイトは、データ
経路と関連付けられ得る。サービングサイトは、単一のデータ経路に対応し得る。
【００６８】
　ＲＲＣは、複数のＭＡＣインスタンスを構成するために利用され得る。たとえば、ＲＲ
Ｃが動作のためにＭＡＣインスタンスを構成するとき、ＷＴＲＵは、受信された構成また
はパラメータが所与のＭＡＣインスタンスと関連付けられるかどうかを、構成情報を含む
情報要素（ＩＥ）のフィールドに含まれる明示的な指示に基づいて決定することができる
。例では、複数の構成が受信される場合、ＷＴＲＵは、各構成がそれぞれのＭＡＣインス
タンスに当てはまると暗黙的に決定することができる。たとえば、複数のｒａｄｉｏＲｅ
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ｓｏｕｒｃｅＣｏｎｆｉｇＤｅｄｉｃａｔｅｄ　ＩＥがＲＲＣ接続セットアップ／修正メ
ッセージで受信される場合、ＷＴＲＵは、第１のｒａｄｉｏＲｅｓｏｕｒｃｅＣｏｎｆｉ
ｇＤｅｄｉｃａｔｅｄ　ＩＥが第１のＭＡＣインスタンスと関連付けられ、第２のｒａｄ
ｉｏＲｅｓｏｕｒｃｅＣｏｎｆｉｇＤｅｄｉｃａｔｅｄ　ＩＥが第２のＭＡＣインスタン
スと関連付けられると決定することができる。例では、異なるタイプのＩＥが、二次ＭＡ
Ｃインスタンス（たとえば、ｒａｄｉｏＲｅｓｏｕｒｃｅＣｏｎｆｉｇＤｅｄｉｃａｔｅ
ｄＳｅｃｏｎｄａｒｙＭＡＣＩｎｓｔａｎｃｅ　ＩＥ）を構成するために定義され得る。
ＷＴＲＵは、受信された構成／ＩＥが二次ＭＡＣインスタンスに当てはまることを、受信
されるＩＥのタイプに基づいて決定することができる。ＷＴＲＵは、受信された構成／Ｉ
Ｅが二次ＭＡＣインスタンスに当てはまることを、（たとえば、ｍｏｂｉｌｉｔｙＣｏｎ
ｔｒｏｌ　ＩＥと同様の）ＩＥにおけるアクセス層（ＡＳ）構成の存在に基づいて、決定
することができる。たとえば、あるＡＳ構成情報が受信された構成情報において存在する
場合、ＷＴＲＵは、その構成が二次ＭＡＣインスタンスに当てはまると決定することがで
きる。ＡＳ構成情報が受信された構成情報において存在しない場合、ＷＴＲＵは、構成が
一次ＭＡＣインスタンスに当てはまると決定することができる。ＷＴＲＵは、構成メッセ
ージがその上で受信されるＳＲＢの識別情報に基づいて（たとえば、ＳＲＢ３は二次ＭＡ
Ｃインスタンスのための構成情報を示し得る）、たとえば、そのようなＳＲＢがＷＴＲＵ
のために以前に構成されていた場合、所与の構成がどのＭＡＣインスタンスに適用可能か
を決定することができる。個々のＲＲＣインスタンス／エンティティが異なるサービング
サイトと関連付けられる場合、ＷＴＲＵは、構成がそこから受信されたＲＲＣエンティテ
ィに基づいて、構成がどのＭＡＣインスタンスに当てはまるかを決定することができる。
【００６９】
　ＷＴＲＵによって利用される異なるレイヤは、異なるタイプの無線アクセスノードおよ
び／または異なるタイプのセルと関連付けられ得る。たとえば、一次レイヤは、ＭｅＮＢ
によってサービスされるマクロセルと関連付けられてよく、二次レイヤは、ＳＣｅＮＢに
よってサービスされるスモールセルと関連付けられてよい。ネットワーク構成はＷＴＲＵ
に対して透過的であり得る。異なるレイヤと関連付けられるスケジューラが異なるＲＡＮ
ノード（たとえば、異なるｅＮＢ）において実装される例が説明され得るが、本明細書で
説明されるシステムおよび方法は、複数のスケジューラが単一のＲＡＮノードで実装され
る構成に適用可能であり得る。
【００７０】
　図２Ａは、送信／受信のためのＷＴＲＵの複数のレイヤを提供することができる、例示
的なネットワークアーキテクチャを示すシステム図である。たとえば、ＭｅＮＢ　２０２
は、ワイヤレスカバレッジの第１のレイヤ（たとえば、マクロレイヤ）をＷＴＲＵに提供
することができる。ＳＣｅＮＢ　２０４はおよび／またはＳＣｅＮＢ　２０６は、ワイヤ
レスカバレッジの追加のレイヤ（たとえば、第２のレイヤ、第３のレイヤなど）をＷＴＲ
Ｕに提供することができる。ＳＣｅＮＢ　２０４および／またはＳＣｅＮＢは、ＷＴＲＵ
のための「スモールセル」カバレッジの１つまたは複数のレイヤを提供することができる
。１つまたは複数のＳＣｅＮＢは、ＳＣｅＮＢのクラスタを形成するように論理的にグル
ープ化され得る。これは、クラスタと呼ばれ得る。たとえば、ＳＣｅＮＢ　２０４および
ＳＣｅＮＢ　２０６は、クラスタに含まれ得る。
【００７１】
　ＭｅＮＢ　２０２は、Ｘ２ｂｉｓインターフェースと呼ばれ得る論理通信インターフェ
ースを介して、ＳＣｅＮＢ　２０４および／またはＳＣｅＮＢ　２０６の１つまたは複数
と通信することができる。ＭｅＮＢ　２０２は、Ｘ２ｂｉｓインターフェースを使用して
、１つまたは複数のＳＣｅＮＢのクラスタと通信することができる。クラスタ構成の中の
ＳＣｅＮＢは、クラスタの中の他のＳＣｅＮＢと通信することができ、かつ／または、中
央コントローラ（たとえば、クラスタコントローラ、スモールセルゲートウェイ（ＳＣＧ
Ｗ）など）と通信することができる。たとえば、ＳＣＧＷは、対応するスモールセルレイ
ヤと関連付けられるベアラのためのＳ１－Ｕを終端し得る。Ｘ２ｂｉｓインターフェース
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は、Ｘ２インターフェース（たとえば、他のｅＮＢと通信するためにｅＮＢによって使用
されるインターフェース）の拡張であってよく、Ｘ２インターフェースと同じであってよ
く、かつ／または、Ｘ２ｂｉｓは（たとえば、Ｘ２インターフェースに加えて）別個の論
理インターフェースであってよい。Ｘ２ｂｉｓインターフェースは、有線インターフェー
スであってよく、かつ／またはワイヤレスインターフェースであってよい。例では、Ｘ２
ｂｉｓインターフェースは、比較的レイテンシの高い通信媒体（たとえば、および／また
は、比較的低いレイテンシが保証され得ない通信媒体）を通じて実装されてよく、たとえ
ば、ＭｅＮＢとＳＣｅＮＢとの間の調整されたスケジューリングを実装することを実質的
に難しくする。
【００７２】
　図２Ｂは、送信／受信のためのＷＴＲＵの複数のレイヤを提供することができる、別の
例示的なネットワークアーキテクチャを示すシステム図である。図２Ｂに示されるように
、ＭｅＮＢは、Ｘ２'インターフェースを介して別のＭｅＮＢと、かつ、Ｘ２ｂｉｓイン
ターフェースを介してＳＣｅＮＢと通信することができる。Ｘ２'インターフェースは、
Ｘ２インターフェースの拡張であってよく、Ｘ２インターフェースと同じであってよく、
かつ／または、（たとえば、Ｘ２インターフェースに加えて）別個の論理インターフェー
スであってよい。
【００７３】
　マルチスケジューリングによって、ＷＴＲＵは、データが１つまたは複数のデータ経路
を使用して交換され得るように、接続を確立することができ、各経路は、異なるネットワ
ークノード（たとえば、ＭｅＮＢまたはＳＣｅＮｏｄｅＢ）と関連付けられる無線インタ
ーフェース（たとえば、Ｕｕ）を使用することができる。異なるデータ経路のためのエア
インターフェースは、それぞれのネットワークノード（たとえば、ＭｅＮＢまたはＳＣｅ
ＮｏｄｅＢ）によって独立にスケジューリングされ得る。
【００７４】
　第１のＲＲＣ接続は、ＷＴＲＵとＭｅＮＢとの間で確立され得る。第１のＲＲＣ接続は
、シグナリング無線ベアラＳＲＢ０、ＳＲＢ１、およびＳＲＢ２を確立することができる
。たとえば、この接続は、ＬＴＥリリース１１の原則に従って確立され得る。第１のＲＲ
Ｃ接続のＲＲＣ接続確立の間に、ＷＴＲＵは、ＷＴＲＵがマルチスケジューラの原理に従
った動作をサポートするかどうかを示し得る。たとえば、ＷＴＲＵは、ＷＴＲＵの動作ク
ラスを示すとき、および／または別様にＷＴＲＵの能力を示すときに、それがマルチスケ
ジュール／マルチレイヤ動作をサポートするかどうかを示すことができる。
【００７５】
　ＷＴＲＵがマルチスケジューラの原理に従って動作するとき、制御プレーンは、マルチ
レイヤ動作をサポートするために拡張され得る。たとえば、複数のレイヤを利用して動作
するＷＴＲＵと関連付けられる制御プレーンは、集約された制御プレーン／エンティティ
、調整された制御プレーン／エンティティ、および／または分散された制御プレーン／エ
ンティティを使用して実装され得る。
【００７６】
　たとえば、ネットワークの観点からは、集約された制御プレーン／エンティティは、ネ
ットワークの中の終端するノードとＳＣｅＮＢとの間の制御機能によって補強される、単
一の終端するＲＲＣインスタンス（たとえば、ＭｅＮＢ、別のネットワークノード／エン
ティティなど）によって特徴付けられ得る。例では、集約された制御プレーンを利用する
とき、たとえば、ＲＲＣ接続の終端するインスタンスがＭｅＮＢとは論理的に別個である
場合、制御機能は、ＲＲＣインスタンスの終端するノードとＭｅＮＢとの間で確立され得
る。ＷＴＲＵの観点からは、集約された制御プレーン／エンティティは、単一のＲＲＣエ
ンティティによって特徴付けられ得る。ＷＴＲＵはまた、１つまたは複数の拡張を実装し
て、構成されたサービングセル／レイヤのサブセット（たとえば、ＳＣｅＮＢに対応する
もの）に固有のマルチスケジューラの態様（たとえば、１つまたは複数のＳＲＢ）を制御
することができる。
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【００７７】
　ネットワークの観点からは、調整された制御プレーン／エンティティは、対応する終端
するノードの間で実装される制御機能によって補強され得る、複数の終端するＲＲＣイン
スタンス（たとえば、ＭｅＮＢのような第１のネットワークノードの中の第１の終端する
インスタンス、ＳＣｅＮＢのような第２のネットワークノードの中の第２の終端するイン
スタンス）によって特徴付けられ得る。ＲＲＣインスタンスの各々は、ＳＲＢの対応する
セットおよび／または制御機能の対応するセット（たとえば、接続の確立、モビリティ制
御およびＲＲＭ、接続の解放など）を実装することができる。ＷＴＲＵの観点からは、調
整された制御プレーン／エンティティは、複数のＲＲＣエンティティによって特徴付けら
れ得る。ＷＴＲＵはまた、第２のＲＲＣインスタンスの確立をトリガし得る、制御マルチ
スケジューラの態様（たとえば、第１のＲＲＣインスタンスを介して受信されるシグナリ
ング）への１つまたは複数の拡張を実装することができる。モビリティ制御は、レイヤご
とに実行され得る。例として、モビリティは、ＳＣｅＮＢのクラスタが利用される場合、
レイヤごとに実行され得る。レイヤごとのモビリティ制御は、互いに独立に構成可能であ
る各ＲＲＣインスタンスを含み得る。
【００７８】
　ネットワークの観点からは、分散された制御プレーン／エンティティは、終端するノー
ドの間（たとえば、ＭｅＮＢとＳＣｅＮＢの間）の制御機能によって補強され得る、複数
の終端するＲＲＣインスタンス（たとえば、ＭｅＮＢのような第１のネットワークノード
の中の第１の終端するインスタンス、ＳＣｅＮＢのような第２のネットワークノードの中
の第２の終端するインスタンス）によって特徴付けられ得る。各ＲＲＣインスタンスは、
異なるセットの機能を実装することができる（たとえば、ＭｅＮＢは、接続の確立、ＲＬ
Ｍモビリティ制御、ＮＡＳトランスポートなどをサポートすることができるが、ＳＣｅＮ
Ｂは、それらの機能の１つまたは複数のサポートを欠いていることがある）。いくつかの
ＲＲＣ機能（たとえば、適用可能なサービングセルのための無線リソースの管理、たとえ
ば、ＲＲＣ接続再構成を使用した）は、ＲＲＣインスタンスの各々によってサポートされ
得る。モビリティ制御は、たとえば、ＳＣｅＮＢのクラスタを伴う展開の場合、レイヤご
とに実行されてよく、この場合、モビリティ制御は１つまたは複数のＲＲＣインスタンス
によってサポートされ得る。ＷＴＲＵの観点からは、分散された制御プレーン／エンティ
ティは、単一のＲＲＣエンティティによって特徴付けられ得る。ＷＴＲＵはまた、マルチ
スケジューラの態様の制御に固有の１つまたは複数の拡張を実装することができる。たと
えば、１つまたは複数のＳＲＢは、構成されるサービングセル／レイヤのサブセットに固
有であり得る（たとえば、ＳＲＢ０、ＳＲＢ１、およびＳＲＢ２は、ＭｅＮＢに対応する
サービングセル／レイヤの制御に固有であり得るが、ＳＲＢ３は、ＳＣｅＮＢに対応する
サービングセル／レイヤに固有であり得る）。いくつかの機能は、ＳＲＢに固有であって
よく（たとえば、無線リソースの再構成および／またはモビリティ管理）、これはレイヤ
ごとに適用され得る。
【００７９】
　図３は、集約された制御プレーンの例示的な実装を示す。たとえば、集約された制御プ
レーンは、ネットワーク側における（たとえば、無線クラウドネットワークコントローラ
（ＲＣＮＣ）３０２における）単一の終端するＲＲＣインスタンスと、ＷＴＲＵ　３０４
における単一のＲＲＣインスタンスと、Ｘ２ｂｉｓ制御の使用とを含み得る。たとえば、
ＷＴＲＵ　３０４は、ネットワークへの単一のＲＲＣ接続を確立することができる。ＲＲ
Ｃ接続は、ＲＣＮＣ　３０２のような集約されたネットワークコントローラによって制御
され得る。
【００８０】
　ネットワークの中で、ＲＲＣインスタンスが終端される集約されたネットワークコント
ローラは、別個の論理ネットワークノード（たとえば、ＲＣＮＣ　３０２）であってよく
、かつ／または、ＲＡＮノード（たとえば、ｅＮＢ）の中で実装されてよい。たとえば、
集約されたネットワークコントローラは、ＭｅＮＢ　３０６および／またはＳＣｅＮＢ　
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３０８において実装され得る。ＲＣＮＣ　３０２は、ＳＣｅＮＢ　３０８を構成するため
に、Ｘ２ｂｉｓインターフェース（たとえば、および／またはいくつかの他のインターフ
ェース）を介して通信することができる。たとえば、ＲＣＮＣ　３０２は、Ｘ２ｂｉｓイ
ンターフェースを介して、ＳＣｅＮＢ　３０８のために、１つまたは複数のセキュリティ
パラメータ、進化型パケットコア（evolved packet core）（ＥＰＳ）ベアラ、無線リソ
ース管理（ＲＲＭ）機能などを構成することができる。ＲＣＮＣ　３０２は、Ｘ２ｂｉｓ
インターフェースを介して、ＳＣｅＮＢ　３０８のための構成パラメータ（たとえば、Ｓ
ＣｅＮＢの１つまたは複数のサービングセルのための、ＰＨＹ、ＭＡＣ、ＲＬＣ、ＰＤＣ
Ｐ、ＲＲＣなどの１つまたは複数のためのＷＴＲＵ構成情報）を送信することができる。
ＷＴＲＵ　３０４において、単一のＲＲＣインスタンスおよび単一のＲＲＣ接続が、集約
された制御プレーンを実装するために使用され得る。
【００８１】
　集約された制御プレーンを利用するとき、１つまたは複数のＳＲＢと関連付けられる情
報は、複数のレイヤ／データ経路を介して交換され得る。たとえば、ＳＲＢと関連付けら
れるいくつかのデータは、ＭｅＮＢ　３０６を含むレイヤ／データ経路を介して交換され
てよく、ＳＲＢと関連付けられる他のデータは、ＳＣｅＮＢ　３０８を含むレイヤ／デー
タ経路を介して交換されてよい。図３に示されるように、ＳＲＢ（ｘ）に対応するＲＲＣ
　ＰＤＵは、ＭｅＮＢの無線ベアラ（および／または論理チャネル（ＬＣＨ））および／
またはＳＣｅＮＢの無線ベアラ（および／またはＬＣＨ）に対応するデータ経路を通じて
交換され得る。ＳＲＢ（ｘ）に対応するＲＲＣ　ＰＤＵは、マクロレイヤと関連付けられ
る第１のＭＡＣインスタンスおよび／またはスモールセルレイヤと関連付けられる第２の
ＭＡＣインスタンスと関連付けられるトランスポートブロックに含まれ得る。集約された
制御プレーンは、レイヤ２のプロトコルがＲＣＮＣとＭｅＮＢ／ＳＣｅＮＢの間でどのよ
うに分割されるかに関係なく実装され得る。
【００８２】
　例では、各ＳＲＢが所与のデータ経路／レイヤと関連付けられる、集約された制御プレ
ーンが実装され得る。たとえば、図４は、ＳＲＢが単一のデータ経路／レイヤと関連付け
られる、集約された制御プレーンの例示的な実装を示す。図４に示されるように、ＷＴＲ
Ｕ　４０４は、ＭｅＮＢ　４０６の無線ベアラ（および／またはＬＣＨ）と関連付けられ
る第１のデータ経路／レイヤを介して、第１のＳＲＢ（たとえば、ＳＲＢ（０，１，２，
またはｘ））と関連付けられるＲＲＣ　ＰＤＵをＲＣＮＣ　４０２に通信し、ＳＣｅＮＢ
　４０８の無線ベアラ（および／またはＬＣＨ）と関連付けられる第２のデータ経路／レ
イヤを介して、第２のＳＲＢ（たとえば、ＳＲＢ（ｙ））と関連付けられるＲＲＣ　ＰＤ
ＵをＲＣＮＣ　４０２に通信するように構成され得る。ＲＲＣ　ＰＤＵは、適切なＬＣＨ
（たとえば、ＳＲＢと関連付けられるＭＡＣインスタンスのＬＣＨ）と関連付けられるト
ランスポートブロックにマッピングされ得る。ここで、集約された制御プレーンの各ＳＲ
Ｂは、所与のデータ経路／レイヤと関連付けられ、レイヤ２のプロトコルがＲＣＮＣとＭ
ｅＮＢ／ＳＣｅＮＢとの間でどのように分割されるかに関係なく実装され得る。
【００８３】
　了解され得るように、いくつかのＳＲＢ、たとえばＳＲＢ０、ＳＲＢ１、およびＳＲＢ
２が単一のデータ経路（たとえば、ＭｅＮＢと関連付けられるデータ経路）にマッピング
され得るが、他のＳＲＢは両方のデータ経路にマッピングされ得る実装を、例は含み得る
。別の例では、すべてのＳＲＢが単一のレイヤを介して送信され得る。たとえば、ＳＣｅ
ＮＢのためのデータ経路／レイヤと関連付けられるＳＲＢはないことがある。
【００８４】
　例では、ＲＣＮＣは、ＭｅＮＢと同じ場所に位置されてよく、かつ／またはＭｅＮＢに
よって実装されてよい。図５は、ＲＲＣインスタンスがネットワーク側のＭｅＮＢにおい
て終端されるときに、ＭｅＮＢを含むデータ経路を介して交換されるＳＲＢのための例示
的な制御プレーンのプロトコルスタックを示す。ＲＣＮＣがＭｅＮＢと同じ場所に位置さ
れる、かつ／またはＭｅＮＢによって実装される場合、ＳＲＢ０、ＳＲＢ１、ＳＲＢ２、
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および／またはＳＲＢ３の１つまたは複数は、ＭｅＮＢを含むデータ経路を介して交換さ
れ得る。たとえば、ＷＴＲＵは、たとえばＬＴＥリリース１１の手順に従って、ＭｅＮＢ
とのＲＲＣ接続を確立することができる。ＭｅＮＢは、ＷＴＲＵがマルチスケジューラ／
マルチレイヤ動作をサポートすることを示したＷＴＲＵから、ＷＴＲＵの能力情報を受信
することができる。ＭｅＮＢは、スモールセルレイヤに対応する周波数の測定（たとえば
、帯域内測定、帯域間測定など）を実行するようにＷＴＲＵを構成することができる。Ｍ
ｅＮＢは、ＷＴＲＵから測定報告を受信することができ、ＳＣｅＮＢのどのサービングセ
ルがＷＴＲＵへ／からのトラフィックをオフロードするのに適切であり得るかを決定する
ことができる。ＭｅＮＢは、ＳＣｅＮＢを含むＷＴＲＵのためのデータ経路を確立するこ
とができる。ＭｅＮＢは、ＷＴＲＵのコンテキスト情報をＳＣｅＮＢに提供するために、
選択されたＳＣｅＮＢへの接続を確立することができる。たとえば、ＭｅＮＢは、ＷＴＲ
ＵのためのＱｏＳ／ＱＣＩ情報のような、１つまたは複数のＥＰＳベアラをセットアップ
するためのパラメータ、暗号化および／もしくは認証のためのセキュリティパラメータ、
ならびに／または同様のものによって、ＳＣｅＮＢを構成することができる。ＭｅＮＢは
、ＳＣｅＮＢの１つまたは複数のサービングセルのためのアクセス層構成（ＡＳ構成）情
報を含み得る応答メッセージをＳＣｅＮＢから受信することができる。
【００８５】
　ＭｅＮＢは、ＳＣｅＮＢから受信された１つまたは複数のＡＳ構成パラメータを含み得
るＲＲＣ接続再構成メッセージをＷＴＲＵに送信して、ＳＣｅＮＢの１つまたは複数の適
用可能なセルへのアクセスのためにＷＴＲＵを構成することができる。ＭｅＮＢは、ＷＴ
ＲＵから、それが構成を受信したこと、および／またはＳＣｅＮＢへと成功裏に接続され
たことを示す、応答を受信することができる。ＭｅＮＢは、ＷＴＲＵがＳＣｅＮＢの１つ
または複数のサービングセルへと成功裏にアクセスしたことを示す確認をＳＣｅＮＢから
受信することができる。ＷＴＲＵは、ランダムアクセスを使用してＳＣｅＮＢにアクセス
することができ、かつ／または、ＳＣｅＮＢ（たとえば、ＳＲＢ３）を含むデータ経路を
介して制御データを交換するために確立されたＳＲＢを通じて１つまたは複数のＲＲＣメ
ッセージを交換することができる。例では、ＳＲＢ３は、ＷＴＲＵとＳＣｅＮＢ（たとえ
ば、および／または二次データ経路と関連付けられるＲＡＮノード）の間の無線リンクを
制御することのために確立され、かつ／またはそのことに専用とされる、ＳＲＢであり得
る。
【００８６】
　図６は、ＲＲＣインスタンスがネットワーク側のＭｅＮＢにおいて終端されるときにＳ
ＣｅＮＢを含むデータ経路を介して交換されるＳＲＢのための例示的な制御プレーンのプ
ロトコルスタックを示す。図６に示されるように、１つまたは複数のＳＲＢ（たとえば、
ＳＲＢ３であり得るＳＲＢ（ｘ））は、ＳＣｅＮＢを含む経路を通じて交換され得る。そ
のような制御プレーンのためのプロトコルスタックは、ＳＣｅＮＢで終端されているＰＨ
Ｙ、ＭＡＣ、および／またはＲＬＣレイヤと、ＭｅＮＢで終端されているＰＤＣＰおよび
／またはＲＲＣレイヤとを含み得る。
【００８７】
　二重のレイヤ接続を確立するために、ＷＴＲＵはまず、たとえばＬＴＥリリース１１の
手順に従って、ＭｅＮＢとのＲＲＣ接続を確立することができる。ＲＲＣ接続を確立する
とき、ＷＴＲＵは、それが、たとえばＷＴＲＵの能力情報の一部としてマルチスケジュー
ラ／マルチレイヤ動作をサポートすることを示し得る。ＷＴＲＵは、ＭｅＮＢから測定構
成情報を受信することができる。測定構成情報は、スモールセルレイヤに対応する周波数
のための測定情報（たとえば、帯域内測定、帯域間測定など）を含み得る。ＷＴＲＵは、
構成されたトリガ基準に従って、測定を報告することができる。ＷＴＲＵは、ＭｅＮＢか
らＲＲＣ接続再構成メッセージを受信することができ、ＲＲＣ接続再構成情報は、ＳＣｅ
ＮＢの１つまたは複数のサービングセルにアクセスするためのＡＳ構成パラメータを含み
得る。ＷＴＲＵは、ＳＣｅＮＢの示されたキャリア周波数での動作のために、その無線の
少なくとも一部分を再構成することができる。ＷＴＲＵは、ＳＣｅＮＢのサービングセル
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への最初のアクセス手順（たとえば、ＳＣｅＮＢからブロードキャストされるシステム情
報を受信すること）を実行することを試み得る。ＷＴＲＵは、（たとえば、他のＳＲＢに
対するものと同じセキュリティコンテキストを使用して）ＳＲＢ３を確立するための要求
を示すＲＲＣメッセージ（たとえば、ＲＲＣ接続再構成要求）を送信することができ、こ
の要求は、ＳＣｅＮＢを含むデータ経路を介して交換され得る。ＷＴＲＵは、ＳＲＢ３を
介して応答を受信し、かつ／または、ＳＲＢ３接続に対応する１つまたは複数のセルを構
成する、ＳＲＢ３を介して（たとえば、ＳＣｅＮＢを含むデータ経路を通じて）交換され
るＲＲＣ接続再構成メッセージを受信することができる。ＷＴＲＵは、再構成を実行し、
ＲＲＣ接続再構成完了応答メッセージを送信することができる。
【００８８】
　例では、ＳＲＢ０、ＳＲＢ１、および／またはＳＲＢ２は、ＲＣＮＣ／ＭｅＮＢの中お
よびＷＴＲＵの中で終端してよく、ＭｅＮＢを含むデータ経路を介して交換され得る。た
とえば、ＳＲＢ０、ＳＲＢ１、および／またはＳＲＢ２は、図５に示される制御プレーン
のプロトコルスタックの構成と関連付けられ得る。例では、ＳＲＢ３（および／または他
の補足的なＳＲＢ）は、ＲＣＮＣ／ＭｅＮＢの中およびＷＴＲＵの中で終端してよく、Ｓ
ＣｅＮＢを含むデータ経路を介して交換され得る。たとえば、ＳＲＢ３は、図６に示され
る制御プレーンのプロトコルスタックの構成と関連付けられ得る。ＳＲＢ３は、無線リソ
ースの再構成（たとえば、解放）および／またはスモールセルレイヤのモビリティ構成の
ために使用され得る。
【００８９】
　調整された制御プレーンは、ネットワークの中の複数の終端するＲＲＣインスタンス、
１つまたは複数のＳＲＢセット、および／または制御データのＸ２ｂｉｓ交換によって特
徴付けられ得る。たとえば、ＷＴＲＵは、ネットワークへの複数のＲＲＣ接続を確立する
ことができる。ＲＲＣ接続は、階層的な方式で構成され得る。
【００９０】
　たとえば、ネットワークの観点からは、ＭｅＮＢとＳＣｅＮＢの両方がそれぞれのＲＲ
Ｃエンティティと関連付けられ得る。ＭｅＮＢは、Ｘ２ｂｉｓインターフェース（および
／またはいくつかの他のインターフェース）を使用して、ＷＴＲＵと関連付けられる様々
なパラメータによって（たとえば、セキュリティ情報、ＥＰＳベアラ情報、ＱｏＳ情報、
ＲＲＭ情報などによって）ＳＣｅＮＢを構成することができる。ＭｅＮＢは、ＳＣｅＮＢ
のサービングセルへの二次ＲＲＣ接続を確立するようにＷＴＲＵに指示し得る。ＳＣｅＮ
Ｂは、ＷＴＲＵとの二次ＲＲＣ接続を確立することができ、ＷＴＲＵにＲＲＣ接続再構成
メッセージを送信することができる。ＲＲＣ接続再構成メッセージは、ＳＣｅＮＢの適用
可能なセルのためのＡＳ構成（たとえば、ＳＣｅＮＢの１つまたは複数のサービングセル
のための、ＰＨＹ、ＭＡＣ、ＲＬＣ、ＰＤＣＰ、ＲＲＣなどの１つまたは複数のためのＷ
ＴＲＵ構成情報）を含み得る。
【００９１】
　ＷＴＲＵの観点からは、ＷＴＲＵがＭｅＮＢとのＲＲＣ接続を確立すると、ＷＴＲＵは
、ＷＴＲＵがＳＣｅＮＢへの二次ＲＲＣ接続を確立できることを示す制御シグナリングを
ネットワークから受信することができる。そのような制御シグナリングは、ＭｅＮＢとの
確立されたＲＲＣ接続を使用して、専用の方式で受信され得る。例では、ＳＣｅＮＢのセ
ルの中でブロードキャストされる呼出しメッセージは、それがＳＣｅＮＢへの二次ＲＲＣ
接続を確立できることをＷＴＲＵに示すことができる。呼出しは、ＳＣｅＮＢのクラスタ
（またはグループ）から送信され得る。ＷＴＲＵがＳＣｅＮＢのセルを使用してマルチレ
イヤ動作を実行できることを示す呼出しを受信しようと試みる前に、ＷＴＲＵは、所与の
周波数帯域（たとえば、ＳＣｅＮＢによって利用される周波数帯域に対応する）の１つま
たは複数のセルに対するＩＤＬＥモードのモビリティ手順を実行するように、ＷＴＲＵに
おける二次ＲＲＣインスタンスを構成する、専用のＲＲＣシグナリングをＭｅＮＢから受
信することができる。二次ＲＲＣインスタンスのためのＲＲＣ接続確立手順は、確立され
ている接続が二次接続のためのものであることの指示を含み得る。
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【００９２】
　図７は、第１のＲＲＣインスタンスがＭｅＮＢにおいて終端され第２のＲＲＣインスタ
ンスがＳＣｅＮＢにおいて終端される、調整された制御プレーンのための例示的な制御プ
レーンのプロトコルスタックを示す。図７に示されるように、第１のＲＲＣ接続（たとえ
ば、ＭｅＮＢとの接続）のためのデータ経路は、ＭｅＮＢにマッピングされる無線ベアラ
（および／またはＬＣＨ）を含み得る。たとえば、ＳＲＢ０、ＳＲＢ１、および／または
ＳＲＢ２は、ＭｅＮＢを含むデータ経路と関連付けられる第１のＲＲＣ接続を介して確立
され得る。第２のＲＲＣ接続（たとえば、ＳＣｅＮＢとの接続）のためのデータ経路は、
ＳＣｅＮＢにマッピングされた無線ベアラ（および／またはＬＣＨ）を含み得る。たとえ
ば、第２のＲＲＣ接続（たとえば、図７でＳＣ－ＳＲＢ０，１，２として示される）と関
連付けられるインスタンスＳＲＢ０、ＳＲＢ１、および／またはＳＲＢ２は、ＳＣｅＮＢ
を含むデータ経路と関連付けられる第２のＲＲＣ接続を介して確立され得る。
【００９３】
　一次接続（たとえば、ＭｅＮＢと確立される接続）は、追加のＳＲＢ（たとえば、図７
でＳＲＢ（ｘ）として示される）を含むように補強されてよく、この追加のＳＲＢは、二
次ＲＲＣ接続（たとえば、ＳＣｅＮＢと関連付けられる接続）のいくつかの態様を制御す
るために使用されるベアラであり得る。たとえば、追加のＳＲＢは、接続確立手順をトリ
ガするために、かつ／または、二次データ経路／レイヤを通じた解放手順をトリガするた
めに使用され得る。補足的なベアラに対応するＲＲＣ　ＰＤＵは、ＭｅＮＢの無線ベアラ
（および／またはＬＣＨ）に対応するデータ経路を通じて交換され得る。
【００９４】
　二次接続（たとえば、ＳＣｅＮＢと確立される接続）は、追加のＳＲＢ（たとえば、図
７には示されないが、ＳＲＢ（ｙ））を含むように補強されてよく、この追加のＳＲＢは
、一次ＲＲＣ接続（たとえば、ＭｅＮＢと関連付けられる接続）と関連付けられるデータ
を送信するために使用されるベアラであり得る。たとえば、補足的なＳＲＢ（ｙ）（およ
び／またはＲＲＣ　ＰＤＵの多重化のための同様の実装）は、ＳＣｅＮＢにおいて終端し
てよく、ＭｅＮＢにおける一次ＲＲＣインスタンスにＲＲＣ　ＰＤＵをリダイレクトおよ
び／または転送するために使用されるＳＲＢであり得る。たとえば、一次ＲＲＣインスタ
ンスのＳＲＢ０、ＳＲＢ１、またはＳＲＢ２のためのデータは、ＳＲＢ（ｙ）を介してＳ
ＣｅＮＢに送信されてよく、ＳＣｅＮＢは、たとえばＸ２ｂｉｓインターフェースを介し
て、データをＭｅＮＢに転送することができる。
【００９５】
　図８は、ＲＲＣインスタンスがネットワーク側のＭｅＮＢにおいて終端されるときにＭ
ｅＮＢを含むデータ経路を介して交換されるＳＲＢのための例示的な制御プレーンのプロ
トコルスタックを示す。調整制御プレーンの動作の例では、ＭｅＮＢは、たとえばＬＴＥ
リリース１１の手順に従って、ＷＴＲＵとの一次ＲＲＣ接続を確立することができる。Ｍ
ｅＮＢは、ＷＴＲＵがマルチスケジューラ／マルチレイヤ動作をサポートすることを示し
た、ＷＴＲＵの能力情報をＷＴＲＵからの受信することができる。ＭｅＮＢは、スモール
セルレイヤに対応する周波数のための測定（たとえば、帯域内測定、帯域間測定など）を
実行するようにＷＴＲＵを構成することができる。ＭｅＮＢは、ＷＴＲＵから測定報告を
受信することができ、ＳＣｅＮＢのどのサービングセルがＷＴＲＵへ／からのトラフィッ
クをオフロードするのに適切であり得るかを決定することができる。
【００９６】
　図９は、ＲＲＣインスタンスがネットワーク側のＳＣｅＮＢにおいて終端されるときに
ＳＣｅＮＢを含むデータ経路を介して交換されるＳＲＢのための例示的な制御プレーンの
プロトコルスタックを示す。ＷＴＲＵおよび／またはＭｅＮＢは、二次ＲＲＣ接続、たと
えば、ＳＣｅＮＢにおいて終端される二次接続を確立するように、ＷＴＲＵをトリガし得
る。例として、ＭｅＮＢは、一次ＲＲＣ接続を使用して、ＳＣｅＮＢとの二次ＲＲＣ接続
を確立するようにＷＴＲＵに指示することができる。例では、ＭｅＮＢは、ＷＴＲＵが問
題とされるＳＣｅＮＢとの二次ＲＲＣ接続を確立する前に、ＳＣｅＮＢとの接続の確立を
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開始することができる。たとえば、ＭｅＮＢは、ＷＴＲＵのコンテキストを（たとえば、
Ｘ２ｂｉｓを介して）転送するために、選択されたＳＣｅＮＢへのデータ経路および制御
接続を確立することができる。ＭｅＮＢは、ＷＴＲＵのためのＱｏＳ／ＱＣＩ情報、暗号
化および／もしくは認証のためのセキュリティパラメータ、ならびに／または同様のもの
のような、１つまたは複数のＥＰＳベアラをセットアップするためのパラメータによって
ＳＣｅＮＢを構成することができる。ＭｅＮＢは、ＳＣｅＮＢの１つまたは複数のサービ
ングセルのためのＡＳ構成情報（たとえば、システム情報パラメータ、モビリティ制御情
報要素を伴うＲＲＣ接続再構成のものと同様のハンドオーバー命令パラメータ）を含み得
る応答メッセージを、ＳＣｅＮＢから受信することができる。ＭｅＮＢは、ＳＣｅＮＢの
適用可能なセルの構成のためのＳＣｅＮＢから受信されるＡＳ構成情報（たとえば、モビ
リティ制御情報要素）を含み得るＲＲＣ接続再構成メッセージを、ＷＴＲＵに送信するこ
とができる。
【００９７】
　例では、ＷＴＲＵは、ＳＣｅＮＢへの二次ＲＲＣ接続を確立することができ、次いで、
ＳＣｅＮＢは、（たとえば、二次ＲＲＣ接続の確立の後で）ＭｅＮＢへの接続の確立を開
始することができる。たとえば、ＷＴＲＵとの二次ＲＲＣ接続を確立した後で、ＳＣｅＮ
Ｂは、ＭｅＮＢからＷＴＲＵのコンテキスト情報を受信するために、関連付けられたＭｅ
ＮＢへのデータ経路および制御接続の確立を要求することができる。二次接続が（たとえ
ば、ＷＴＲＵから送信されたＲＲＣ接続要求を受信した後／受信したことに基づいて）Ｗ
ＴＲＵによって確立されている間に、ＷＴＲＵのコンテキストに対する要求がＳＣｅＮＢ
によって送信され得る。たとえば、ＭｅＮＢは、ＷＴＲＵのためのＱｏＳ／ＱＣＩ情報の
ような１つまたは複数のＥＰＳベアラをセットアップするためのパラメータによって、Ｓ
ＣｅＮＢを構成することができる。ＭｅＮＢおよびＳＣｅＮＢは、同じＷＴＲＵに対して
異なるセキュリティ構成を利用することができる。ＭｅＮＢは、ＷＴＲＵのコンテキスト
情報が受信されたこと、および／または二次ＲＲＣ接続が成功裏に確立されたことを示す
応答メッセージを、ＳＣｅＮＢから受信することができる。ＭｅＮＢは、ＷＴＲＵがＳＣ
ｅＮＢへの二次接続を確立したことを示し得る、ＷＴＲＵからの接続完了応答および／ま
たはＳＣｅＮＢからの確認を受信することができる。
【００９８】
　調整された制御プレーンを使用する動作の例では、ＷＴＲＵは、（たとえば、ＬＴＥリ
リース１１の手順に従って）ＭｅＮＢとのＲＲＣ接続を確立することができる。ＲＲＣ接
続を確立するとき、ＷＴＲＵは、それがマルチスケジューラ／マルチレイヤ動作をサポー
トすることを、たとえばＷＴＲＵの能力情報の一部として示し得る。ＷＴＲＵは、ＭｅＮ
Ｂから測定構成情報を受信することができる。測定構成情報は、スモールセルレイヤに対
応する周波数のための測定情報（たとえば、帯域内測定、帯域間測定など）を含み得る。
ＷＴＲＵは、構成されたトリガ基準に従って測定を報告することができる。ＷＴＲＵは、
ＭｅＮＢからＲＲＣ接続再構成メッセージを受信することができ、ＲＲＣ接続再構成情報
は、ＳＣｅＮＢの１つまたは複数のサービングセルにアクセスするためのＡＳ構成パラメ
ータを含み得る。ＷＴＲＵは、ＳＣｅＮＢのための示されたキャリア周波数での動作のた
めに、その無線の少なくとも一部分を再構成することができる。ＷＴＲＵは、ＳＣｅＮＢ
のサービングセルへの最初のアクセス手順（たとえば、ＳＣｅＮＢからブロードキャスト
されるシステム情報を受信すること）を実行することを試み得る。ＷＴＲＵは、たとえば
ＬＴＥリリース１１の手順に従って、ＳＣｅＮＢとのＲＲＣ接続を確立することができる
。ＷＴＲＵは、二次ＲＲＣ接続が成功裏に確立すると、ＲＲＣ再構成完了応答をＭｅＮＢ
および／またはＳＣｅＮＢの１つまたは複数に送信することができる。
【００９９】
　調整された制御プレーンが利用されるとき、１つまたは複数の独立のＳＲＢはＲＡＮノ
ード（たとえば、ＭｅＮＢおよびＳＣｅＮＢ）の各々で終端し得る。一次ＲＲＣ接続では
、ＳＲＢの第１のセット（たとえば、ＳＲＢ０の第１のインスタンス、ＳＲＢ１の第１の
インスタンス、および／またはＳＲＢ２の第１のインスタンスを含む）はＭｅＮＢで終端
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し得る。二次ＲＲＣ接続では、ＳＲＢの第１のセット（たとえば、ＳＲＢ０の第１のイン
スタンス、ＳＲＢ１の第１のインスタンス、および／またはＳＲＢ２の第１のインスタン
スを含む）はＳＣｅＮＢで終端し得る。
【０１００】
　分散された制御プレーンは、ネットワーク側における単一の終端するＲＲＣインスタン
ス、ＳＲＢ０、ＳＲＢ１、および／またはＳＲＢ２の単一のセット、異なるレイヤのノー
ドの間のＸ２ｂｉｓ制御、および、レイヤの間で制御データを交換するためのＳＲＢ（た
とえば、ＳＲＢ３）の使用によって特徴付けられ得る。
【０１０１】
　たとえば、分散された制御プレーンを利用するとき、ＷＴＲＵは、ＭｅＮＢを介してネ
ットワークへの単一のＲＲＣ接続を確立することができる。ＲＲＣ接続はＭｅＮＢ（たと
えば、マクロレイヤ）と確立されるが、ＳＣｅＮＢに対応するサービングセルの無線リソ
ースの管理に関するいくつかのＲＲＣ機能は、ＳＣｅＮＢによって実行または実装され得
る。ＳＣｅＮＢがＳＣｅＮＢのクラスタのメンバーである場合、ＳＣｅＮＢは、いくつか
のモビリティに関連する機能を実行することができる。たとえば、ＳＣｅＮＢがＳＣｅＮ
Ｂと関連付けられるサービングセルのための１つまたは複数のＲＲＣ機能および／または
ＲＲＭ機能（たとえば、ＲＲＣ機能および／またはＲＲＭ機能のサブセット）を実装する
場合、ＷＴＲＵとネットワークとの間で確立されるＲＲＣ接続は、ＳＣｅＮＢとＷＴＲＵ
との間のデータ経路を制御するために利用される１つまたは複数のＳＲＢ（たとえば、Ｓ
ＲＢ３）を含み得る。
【０１０２】
　ネットワーク側において、ＭｅＮＢは、ＲＲＣ接続の終端点であり得るＲＲＣエンティ
ティを有し得る。たとえば、ＳＲＢ０、ＳＲＢ１、およびＳＲＢ２は、ＷＴＲＵの中およ
びＭｅＮＢの中で終端し得る。ＭｅＮＢは、Ｘ２ｂｉｓインターフェース（または同様の
もの）を使用して、ＷＴＲＵとの通信のためにＳＣｅＮＢを構成することができる（たと
えば、セキュリティ情報、ＥＰＳベアラセットアップ情報、ＱｏＳ／ＱＣＩ情報など）。
ＭｅＮＢは、ＳＣｅＮＢのサービングセルにアクセスするようにＷＴＲＵに指示し得る。
ＳＣｅＮＢは、たとえば、ＳＣｅＮＢと関連付けられるサービングセルのＲＲＭ機能を実
行するために、１つまたは複数の補足的なＳＲＢ（たとえば、ＳＲＢ３）を確立すること
ができる。そのような補足的なＳＲＢは、ＳＣｅＮＢにおけるいくつかのモビリティに関
連する機能を容易にするために使用され得る。補足的なＳＲＢ（たとえば、ＳＲＢ３）は
、たとえば、ＲＲＣ接続がＳＣｅＮＢではなくＭｅＮＢにおいて終端されるときでも、Ｗ
ＴＲＵの中およびＳＣｅＮＢの中で終端し得る。補足的なＳＲＢは、ＳＣｅＮＢに対応す
る１つまたは複数のサービングセルを再構成する制御シグナリング（たとえば、ＳＣｅＮ
Ｂの１つまたは複数のサービングセルのための、ＰＨＹ、ＭＡＣ、ＲＬＣ、ＰＤＣＰなど
の１つまたは複数のためのＷＴＲＵ構成情報）のために使用され得る。
【０１０３】
　ＷＴＲＵの観点からは、ＷＴＲＵがＭｅＮＢとのＲＲＣ接続を確立すると、ＷＴＲＵは
、ＷＴＲＵがＳＣｅＮＢへの二次ＲＲＣ接続を確立できることを示す制御シグナリングを
ネットワークから受信することができる。そのような制御シグナリングは、ＭｅＮＢとの
確立されたＲＲＣ接続を使用して、専用の方式で受信され得る。例では、ＳＣｅＮＢのセ
ルの中でブロードキャストされる呼出しメッセージは、それがＳＣｅＮＢへの二次ＲＲＣ
接続を確立できることをＷＴＲＵに示すことができる。呼出しは、ＳＣｅＮＢのクラスタ
（またはグループ）から送信され得る。ＷＴＲＵがＳＣｅＮＢのセルを使用してマルチレ
イヤ動作を実行できることを示す呼出しを受信しようと試みる前に、ＷＴＲＵは、ＳＣｅ
ＮＢ所与の周波数帯域の適切なセルの呼出しチャネルを監視するようにＷＴＲＵを構成す
る専用のシグナリングを、ＭｅＮＢから受信することができる。ＷＴＲＵは、ランダムア
クセス手順を使用してＳＣｅＮＢのセルにアクセスすることができる。ランダムアクセス
は、ＭｅＮＢから送信される専用の制御シグナリングで受信されるＲＡＣＨパラメータ（
たとえば、専用のＲＡＣＨプリアンブル）を使用するための、専用のランダムアクセスで
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あり得る。ＷＴＲＵは、たとえばＳＲＢ３を介して、ＳＣｅＮＢに対応するサービングセ
ルを再構成するＲＲＣシグナリングを受信することができる。
【０１０４】
　図１０は、ＲＲＣインスタンスがＭｅＮＢにおいて終端される、分散された制御プレー
ンのための例示的な制御プレーンのプロトコルスタックを示す。図１０に示されるように
、ＲＲＣ接続の所与のＳＲＢのための送信に対応するＲＲＣ　ＰＤＵは、ＭｅＮＢの無線
ベアラ（および／もしくはＬＣＨ）ならびに／またはＳＣｅＮＢの無線ベアラ（および／
もしくはＬＣＨ）に対応するデータ経路を通じて交換され得る。たとえば、ＳＲＢ０、１
、および２のための送信に対応するＲＲＣ　ＰＤＵは、ＭｅＮＢの無線ベアラ（および／
またはＬＣＨ）に対応するデータ経路を通じて交換され得る。これは、図１０ではＳＲＢ
０、１、２として表され得る。補足的なＳＲＢ（たとえば、ＳＲＢ３）のための送信に対
応するＲＲＣ　ＰＤＵは、ＳＣｅＮＢの無線ベアラ（および／またはＬＣＨ）に対応する
データ経路を通じて交換され得る。これは、図１０ではＳＲＢ（ｘ）として表され得る。
ＳＣｅＮＢは、Ｘ２ｂｉｓインターフェースを介して、ＳＲＢ３と関連付けられる制御デ
ータをＭｅＮＢに転送することができる。したがって、分散された制御プレーンのアーキ
テクチャのための例では、いくつかのＲＲＣに関連する機能は、ＲＲＣ接続および／また
はＳＲＢがスモールセルレイヤにおいて終端されなくても、ＳＣｅＮＢ（たとえば、ＳＲ
Ｂ３に関連する）によって実装され得る。ＲＲＣ機能のそのようなサブセットが、（たと
えば、スモールセルにおいて実装される制限されたＲＲＣ機能を表す）図１０のプロトコ
ルスタックのＳＣ－ＲＲＣレイヤを含むＳＣｅＮＢによって示される。
【０１０５】
　分散された制御プレーンの場合のネットワーク側の機能の例では、ＭｅＮＢは、たとえ
ば、ＬＴＥ　Ｒ１１の手順に従って、ＷＴＲＵとのＲＲＣ接続を確立することができる。
そのような例が図１１に示され得る。図１１は、ＭｅＮＢ　ＲＲＣのＳＲＢ０、ＳＲＢ１
、およびＳＲＢ２のための分散された手法を備える、制御プレーンのプロトコルスタック
の例を示す図である。ＭｅＮＢは、接続確立手順の一部としてのマルチスケジューラ動作
に対するサポートについてのＷＴＲＵの能力を受信することができる。ＭｅＮＢは、スモ
ールセル増強レイヤに対応する周波数のための測定（たとえば、帯域内または帯域間測定
）によってＷＴＲＵを構成することができる。ＭｅＮＢは、ＷＴＲＵから測定報告を受信
することができ、ＳＣｅＮＢのどのサービングセルがＷＴＲＵへ／からのトラフィックを
オフロードするのに適切であり得るかを決定することができる。ＭｅＮＢは、ＷＴＲＵの
コンテキストのために選択されたＳＣｅＮＢへのデータ経路および制御接続を確立するこ
とができる。ＭｅＮＢは、たとえば、ＷＴＲＵのためのＱｏＳ／ＱＣＩ情報とともに１つ
または複数のＥＰＳベアラをセットアップするためのパラメータ、ならびに、暗号化およ
び認証のためのセキュリティパラメータによって、ＳＣｅＮＢを構成することができる。
ＭｅＮＢは、ＳＣｅＮＢの少なくとも１つのサービングセルのためのＡＳ構成を含み得る
応答メッセージをＳＣｅＮＢから受信することができる。ＭｅＮＢは、ＳＣｅＮＢの適用
可能なセルの構成のためにＳＣｅＮＢから受信される構成パラメータを含み得る、ＲＲＣ
接続再構成メッセージをＷＴＲＵに送信することができる。ＭｅＮＢは、ＷＴＲＵからの
完了応答またはＳＣｅＮＢからの確認を受信することができ、この応答は、ＷＴＲＵがＳ
ＣｅＮＢの少なくとも１つのサービングセルにアクセスしたことを示し得る（たとえば、
ＳＲＢ３を通じた少なくとも１つのＲＲＣメッセージの成功したランダムアクセスおよび
／または交換）。ＳＲＢ３はＳＣｅＮＢにおいて終端し得る。たとえば、これは図１２に
示され得る。図１２は、ＳＣｅＮＢのＳＲＢ３のための分散された手法を備える、制御プ
レーンのプロトコルスタックの例を示す図である。
【０１０６】
　実装では、ＷＴＲＵは、たとえば、ＬＴＥ　Ｒ１１の手順に従って、ＭｅＮＢとのＲＲ
Ｃ接続を確立することができる。たとえば、これは図１１に示され得る。ＷＴＲＵは、そ
れがそのＷＴＲＵの能力においてマルチスケジューラ動作をサポートするかどうかを含み
得る。ＷＴＲＵは、スモールセル増強レイヤに対応する周波数のための測定（たとえば、
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帯域内または帯域間測定）を含む測定構成をＭｅＮＢから受信することができる。ＷＴＲ
Ｕは、構成されたトリガ基準に従って測定を報告することができる。ＷＴＲＵは、ＡＳ構
成パラメータとともにＭｅＮＢからＲＲＣ接続再構成メッセージを受信して、ＳＣｅＮＢ
の１つまたは複数のサービングセルにアクセスすることができる。ＷＴＲＵは、選択され
たキャリア周波数での動作のためにその無線の少なくとも一部を再構成して、サービング
セルへの最初のアクセス（たとえば、システムブロードキャストの受信）を実行すること
ができる。ＷＴＲＵは、限定はされないが、ＳＣｅＮＢで終端するＳＲＢ３を確立するた
めの要求のような、最初のＲＲＣメッセージを含み得る。これは、他のＳＲＢに対するも
のと同じセキュリティコンテキストを使用して行われ得る。たとえば、これは図１２に示
され得る。ＷＴＲＵは、ＳＲＢ３接続に対応する１つまたは複数のセルを構成する、ＳＲ
Ｂ３上での応答および／またはＳＲＢ３上でのＲＲＣ接続再構成メッセージを受信するこ
とができる。ＷＴＲＵは、再構成を実行し、ＳＣｅＮＢからの構成要求への応答として、
ＳＲＢ３を通じて完了応答を送信することができる。ＷＴＲＵは、ＳＣｅＮＢにアクセス
するための要求に応答して、ＳＲＢ１またはＳＲＢ２を通じて完了応答をＭｅＮＢに送信
することができる。
【０１０７】
　ＳＲＢ３は、ＷＴＲＵの中およびＳＣｅＮＢの中で終端し得る。補足的なＳＲＢはセキ
ュリティが開始されると使用され得る。ＳＲＢ３は、ＳＣｅＮＢと関連付けられるサービ
ングセルのＲＲＭ（たとえば、構成、再構成）のために、かつ／または、スモールセル増
強レイヤにおけるモビリティ制御のために使用され得る。
【０１０８】
　複数のスケジューラが複数のデータ経路を通じて送信するために利用されるとき、ＤＲ
Ｂ／ＳＲＢと複数のデータ経路との間のマッピングは、データを送信するためのプロトコ
ルスタックが異なるネットワークノードの間でどのように分割されるかに依存して変化し
得る。たとえば、第１のデータ経路は、ＭｅＮＢ（たとえば、マクロレイヤ）を介してＷ
ＴＲＵからネットワークへ確立されてよく、追加のデータ経路は、１つまたは複数のＳＣ
ｅＮＢを介してＷＴＲＵからネットワークへ確立されてよい。１つまたは複数のプロトコ
ルスタックが、マルチレイヤ（たとえば、マルチスケジューラ）送信をサポートするため
に、ユーザプレーンのために、かつ／または制御プレーンのために定義され得る。
【０１０９】
　たとえば、ＭｅＮＢとＳＣｅＮＢとの間のＸ２ｂｉｓインターフェースおよび／または
いくつかの他のインターフェースは、マルチスケジューラ動作をサポートする様々なプロ
トコルスタック構成を実装するために使用され得る。所与のＷＴＲＵに対して、ユーザプ
レーンのためのデータ経路および制御プレーンのためのデータ経路が、Ｘ２ｂｉｓインタ
ーフェースを介して交換される通信に少なくとも一部基づいて実現され得る。
【０１１０】
　たとえば、所与のＷＴＲＵのための複数のデータ経路は、データ経路がＰＤＣＰレイヤ
の上のネットワークの中で分割されるように確立され得る。そのようなアーキテクチャは
、ＰＨＹレイヤ、ＭＡＣレイヤ、ＲＬＣレイヤ、およびＰＤＣＰレイヤに対応する機能を
含むＭｅＮＢおよびＳＣｅＮＢの各々をもたらし得る。所与の無線ベアラ（たとえば、Ｄ
ＲＢおよび／またはＳＲＢ）と関連付けられるＰＤＣＰエンティティが、制御データを送
信および／または受信するネットワークエンティティの中に位置され得るように、制御プ
レーンは実装され得る。たとえば、ＳＣｅＮＢを介して制御データを送信するために使用
されるＰＤＣＰエンティティはＳＣｅＮＢに位置されてよく、ＭｅＮＢを介してデータを
送信するために使用されるＰＤＣＰエンティティはＭｅＮＢに位置されてよい。例では、
ユーザプレーンのデータおよび／または制御プレーンのデータは、単一のデータ経路に（
たとえば、単一のＳＡＰを伴うＤＲＢ／ＳＲＢに）マッピングされ得る無線ベアラを通じ
て搬送され得る。別の例では、ユーザプレーンのデータおよび／または制御プレーンのデ
ータは、複数のデータ経路に（たとえば、複数のＳＡＰを伴うＤＲＢ／ＳＲＢに）マッピ
ングされ得る無線ベアラを通じて搬送され得る。各ＰＤＣＰエンティティ（たとえば、Ｓ
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ＣｅＮＢのＰＤＣＰエンティティ、ＭｅＮＢのＰＤＣＰエンティティ）は、そのそれぞれ
のデータ経路のためのセキュリティ状態機械を含み得る。
【０１１１】
　例では、ネットワークの中でＰＤＣＰレイヤの上で分割される複数のデータ経路は、ネ
ットワークにおいて単一のＳＡＰと関連付けられる１つまたは複数の無線ベアラ（たとえ
ば、ＭｅＮＢまたはＳＣｅＮＢ）を使用して実装され得る。マルチスケジューラ動作をサ
ポートするために、１つまたは複数のＤＲＢおよび／もしくはＳＲＢは、データ経路の間
で転送され得る（たとえば、ＤＲＢ／ＳＲＢモビリティ）。たとえば、ＭｅＮＢと関連付
けられるＳＲＢはＳＣｅＮＢにオフロードされ得る。分散された制御プレーンが利用され
る場合（たとえば、ＭｅＮＢとＳＣｅＮＢの両方にいくつかのＲＲＣ機能があることがあ
る）ＳＲＢ３またはいくつかの他のＳＲＢがモビリティに関連する制御情報を交換するた
めに使用され得る。
【０１１２】
　たとえば、所与の無線ベアラがネットワークの中の単一のＳＡＰと関連付けられる場合
、ユーザプレーンでは、ＥＰＳ無線アクセスベアラ（ＲＡＢ）が単一のＤＲＢ　ＳＡＰを
使用して実装され得る。たとえば、図１３は、データ経路がネットワークの中のＰＤＣＰ
レイヤの上で分割されるときに、ユーザプレーンのデータ経路（たとえば、ＷＴＲＵ－Ｍ
ｅＮＢのデータ経路およびＷＴＲＵ－ＳＣｅＮＢのデータ経路）のために使用され得る例
示的なプロトコルスタックを示す。
【０１１３】
　制御プレーンでは、ＮＡＳシグナリングおよび／またはＲＲＣシグナリングが、単一の
ＳＡＰと関連付けられる単一のＳＲＢを通じて送信され得る。集約された制御プレーンが
利用されるか、調整された制御プレーンが利用されるか、および／または分散された制御
プレーンが利用されるかに応じて、データ経路へのＳＲＢのマッピング、ＳＲＢのモビリ
ティ、および／またはネットワークの中での制御プレーンのためのプロトコルスタックの
実現が変えられ得る。
【０１１４】
　たとえば、集約された制御プレーンは、単一のＳＲＢ　ＳＡＰがＮＡＳおよび／または
ＲＲＣシグナリングのために利用されるように実装され得る。たとえば、ＳＲＢ０、ＳＲ
Ｂ１、および／またはＳＲＢ２のためのＲＲＣ　ＰＤＵは、ＭｅＮＢにおいて実装され得
るＲＣＮＣエンティティによって生成され得る。追加の拡張および／または追加の情報要
素は、ＷＴＲＵとＳＣｅＮＢとの間の無線接続を管理する（たとえば、二次ＲＲＣ接続の
確立、モビリティ、および／または解放をトリガする）ために、ＭｅＮＢを介して交換さ
れ得る。ＳＲＢ０、ＳＲＢ１、および／またはＳＲＢ２のためのＲＲＣ　ＰＤＵは、Ｍｅ
ＮＢのサービングセルからＷＴＲＵに送信され得る。例では、ＳＲＢ０、ＳＲＢ１、およ
び／またはＳＲＢ２のためのＲＲＣ　ＰＤＵは、（たとえば、マルチスケジューラ／マル
チレイヤ動作を開始する前に）ＷＴＲＵがＲＲＣ接続を最初に確立したＲＡＮノードを介
して交換され得る。ＳＣｅＮＢ（たとえば、ＳＲＢ３）に専用のＳＲＢに対応するＲＲＣ
　ＰＤＵは、ＳＣｅＮＢのサービングセルにおいて交換され得る。
【０１１５】
　図１４は、ＳＲＢが単一のＳＡＰと関連付けられ得る、かつ、データ経路が集約された
制御プレーンを使用してネットワークにおいてＰＤＣＰレイヤの上で分割される、例示的
なプロトコルスタックを示す。たとえば、所与のＳＲＢのためのＲＲＣ　ＰＤＵは、単一
のデータ経路を通じて送信され得る（たとえば、ＭｅＮＢと関連付けられるデータ経路の
上のＳＲＢ０、ＳＲＢ１、および／またはＳＲＢ２、ならびに、ＳＣｅＮＢと関連付けら
れるデータ経路の上のＳＲＢ３）。異なるデータ経路のための無線ベアラは、異なる／別
個のＰＤＣＰエンティティと関連付けられ得る。ネットワークの観点からは、ＷＴＲＵへ
の接続と関連付けられるＰＤＣＰレイヤは、ＭｅＮＢの中およびＳＣｅＮＢ（たとえば、
図１４に示されない）の中に位置されてよく、または、ＲＣＮＣ（たとえば、図１４に示
されるような）の中に位置されてよい。例では、ネットワーク側のＰＤＣＰレイヤとＲＬ
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Ｃレイヤの両方がＲＣＮＣに位置され得る。
【０１１６】
　例では、調整された制御プレーンは、単一のＳＲＢ　ＳＡＰがＮＡＳおよび／またはＲ
ＲＣシグナリングのために利用されるように実装され得る。たとえば、ＲＲＣ接続が調整
された制御プレーンを使用するとき、所与のＳＲＢ（たとえば、ＳＲＢ０、ＳＲＢ、およ
び／またはＳＲＢ２）のためのＲＲＣ　ＰＤＵは、ＭｅＮＢと関連付けられるデータ経路
のような単一のデータ経路を通じて送信され得る。二次ＲＲＣ接続の確立、モビリティ、
および／または解放をトリガするように設計された他の制御データはまた、ＭｅＮＢと関
連付けられる単一のデータ経路を介して（たとえば、ＭｅＮＢのサービングセルを介して
）交換され得る。例では、ＳＲＢ０、ＳＲＢ１、および／またはＳＲＢ２のためのＲＲＣ
　ＰＤＵは、（たとえば、マルチスケジューラ／マルチレイヤ動作を開始する前に）ＷＴ
ＲＵが最初にＲＲＣ接続を確立したＲＡＮノードを介して交換され得る。調整された制御
プレーンについて、ＳＲＢ０、ＳＲＢ１、および／またはＳＲＢ２のためのＲＲＣ　ＰＤ
Ｕは、ＳＣｅＮＢによって生成されてよく、ＳＣｅＮＢは、ＳＣｅＮＢのサービングセル
を介してローカルに生成されたＲＲＣ　ＰＤＵを交換することができる。たとえば、所与
の無線ベアラについて、図８および図９は、各々の対応する無線ベアラが調整された制御
プレーンを利用する各ＲＲＣインスタンスのための別個のＰＤＣＰエンティティを有する
例を示し得る。
【０１１７】
　例では、分散された制御プレーンは、単一のＳＲＢ　ＳＡＰがＮＡＳおよび／またはＲ
ＲＣシグナリングのために利用されるように実装され得る。たとえば、ＲＲＣ接続が分散
された制御プレーンを使用するとき、ＳＲＢ０、ＳＲＢ１、および／またはＳＲＢ２のた
めのＲＲＣ　ＰＤＵは、ＭｅＮＢエンティティによって生成され得る。追加の拡張および
／または追加の情報要素が、ＷＴＲＵとＳＣｅＮＢとの間の無線接続を管理する（たとえ
ば、二次ＲＲＣ接続の確立、モビリティ、および／または解放をトリガする）ために、Ｍ
ｅＮＢを介して交換され得る。ＳＲＢ０、ＳＲＢ１、および／またはＳＲＢ２のためのＲ
ＲＣ　ＰＤＵは、ＭｅＮＢのサービングセルからＷＴＲＵに送信され得る。例では、ＳＲ
Ｂ０、ＳＲＢ１、および／またはＳＲＢ２のためのＲＲＣ　ＰＤＵは、（たとえば、マル
チスケジューラ／マルチレイヤ動作を開始する前に）ＷＴＲＵが最初にＲＲＣ接続を確立
したＲＡＮノードを介して交換され得る。ＳＣｅＮＢ（たとえば、ＳＲＢ３）に専用のＳ
ＲＢに対応するＲＲＣ　ＰＤＵは、ＳＣｅＮＢのサービングセルで交換され得る。たとえ
ば、ＳＲＢ３のためのＲＲＣ　ＰＤＵは、ＳＣｅＮＢにおいて生成され、ＳＣｅＮＢのサ
ービングセルを介してＷＴＲＵに転送され得る。図１０は、分散された制御プレーンを利
用する各ＲＲＣインスタンスのために各々の対応する無線ベアラが別個のＰＤＣＰエンテ
ィティを有する例を示し得る。
【０１１８】
　例では、所与の無線ベアラを単一のＳＡＰにマッピングするのではなく、またはそれに
加えて、単一のＲＢが（たとえば、複数の論理チャネルを通じて）複数のＳＡＰにマッピ
ングされ得る。たとえば、ユーザプレーンでは、複数のＤＲＢ　ＳＡＰを伴うＥＰＳ　Ｒ
ＡＢが使用され得る。複数のＥ－ＵＴＲＡ　ＤＲＢを通じた単一のＥＰＳ　ＲＡＢのマッ
ピングは、たとえば、データがデータプレーンのためのものか制御プレーンのためのもの
かに依存する、かつ／または、集約された制御プレーンが利用されるか、調整された制御
プレーンが利用されるか、または分散された制御プレーンが利用されるかに依存する、種
々の技法を使用して実装され得る。たとえば、ユーザプレーンのためのデータは、複数の
データ経路の１つを通じて交換され得る。所与のＥＰＳベアラに対応するデータは１つま
たは複数のＳＡＰを通じてマッピングされてよく、各ＳＡＰは、異なるＭＡＣインスタン
スのＤＲＢおよび／またはＬＣＨに対応し得る。図１５は、複数のＤＲＢ　ＳＡＰが利用
される、ユーザプレーンのためのＰＤＣＰレイヤの上で分割されるデータ経路の例を示す
。たとえば、所与のＥＰＳベアラのためのＩＰパケットは、いずれかのデータ経路（たと
えば、ＭｅＮＢと関連付けられる経路またはＳＣｅＮＢと関連付けられる経路）を通じて
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交換され得る。
【０１１９】
　複数の無線ベアラＳＡＰが利用される場合、制御プレーンでは、ＮＡＳおよび／または
ＲＲＣシグナリングが複数のＳＲＢ　ＳＡＰを通じて送信され得る。たとえば、単一のＳ
ＲＢが複数のＳＡＰを通じて（たとえば、複数の論理チャネルを通じて）マッピングされ
得る。所与のＳＲＢ（たとえば、ＳＲＢ０、ＳＲＢ１、ＳＲＢ２、および／またはＳＲＢ
３のような補足的なＳＲＢの１つ）に対応するデータは１つまたは複数のＳＡＰを通じて
マッピングされてよく、各ＳＡＰは、異なるＭＡＣインスタンスに対応してよく、異なる
ＲＡＮノード（たとえば、ＭｅＮＢまたはＳＣｅＮＢ）を介して送信されてよい。
【０１２０】
　図１６は、ＳＲＢが複数のＳＡＰと関連付けられ得る、かつ、データ経路が集約された
制御プレーンを使用してネットワークの中のＰＤＣＰレイヤの上で分割される、例示的な
プロトコルスタックを示す。たとえば、所与のＳＲＢのためのＲＲＣ　ＰＤＵは、複数の
データ経路（たとえば、ＭｅＮＢと関連付けられるデータ経路および／またはＳＣｅＮＢ
と関連付けられるデータ経路）を通じて送信され得る。所与の無線ベアラは、複数のＰＤ
ＣＰエンティティ（たとえば、ＳＣｅＮＢにおけるＰＤＣＰエンティティおよびＭｅＮＢ
におけるＰＤＣＰエンティティ）のサービスを利用することができる。ネットワークの観
点からは、ＷＴＲＵへの接続と関連付けられるＰＤＣＰレイヤは、（たとえば、図１６に
示されるように）ＭｅＮＢの中およびＳＣｅＮＢの中に位置されてよく、または、ＲＣＮ
Ｃの中に位置されてよい（たとえば、図１６には示されない）。例では、ネットワーク側
のＰＤＣＰレイヤとＲＬＣレイヤの両方がＲＣＮＣに位置され得る。ネットワークの観点
では、所与の無線ベアラと関連付けられる各ＳＡＰは、異なるスケジューラによって管理
される論理チャネルに対応し得る。ＷＴＲＵは、異なるＭＡＣインスタンスの異なる論理
チャネルを通じて、所与のＳＲＢに対応する制御データを受信することができる。
【０１２１】
　例では、調整された制御プレーンは、無線ベアラ（たとえば、ＳＲＢ）が複数のＰＤＣ
Ｐエンティティのサービスを使用できるように実装され得る。たとえば、ＲＲＣ接続が調
整された制御プレーンを使用するとき、所与のＳＲＢ（たとえば、ＳＲＢ０、ＳＲＢ１、
および／またはＳＲＢ２）のためのＲＲＣ　ＰＤＵは、複数のデータ経路を通じて送信さ
れ得る。たとえば、第１のＲＲＣエンティティの所与のＳＲＢと関連付けられるＲＲＣ　
ＰＤＵと、第２のＲＲＣエンティティのＳＲＢと関連付けられるＲＲＣ　ＰＤＵとの多重
化および／または多重分離化が実行され得る。
【０１２２】
　例では、分散された制御プレーンは、無線ベアラ（たとえば、ＳＲＢ）が複数のＰＤＣ
Ｐエンティティのサービスを使用できるように実装され得る。たとえば、ＭｅＮＢの中の
ＲＲＣエンティティと関連付けられる無線ベアラは、ＳＣｅＮＢの中に位置されたＰＤＣ
Ｐエンティティのサービスを使用することができる。図３は、所与のＳＲＢが複数の無線
ベアラＳＡＰにマッピングされ得る、分散された制御プレーンの例を示し得る。
【０１２３】
　例では、ネットワークの中のＰＤＣＰプロトコルスタックの上でデータ経路を分割する
のではなく、ＷＴＲＵによって利用されるデータ経路／レイヤは、ＲＬＣレイヤの上で分
割され得る。したがって、ＰＤＣＰレイヤは、ネットワークの中の単一のノードに含まれ
てよく、ＷＴＲＵに送信されるべきＰＤＣＰレイヤのＰＤＵは、複数のＲＬＣ　ＳＡＰに
（たとえば、複数の論理チャネルを通じて）マッピングされ得る。ＰＤＣＰレイヤは、複
数のＰＤＣＰエンティティの機能を含み得る。たとえば、ＰＤＣＰエンティティは、ＷＴ
ＲＵに割り振られた特定のＤＲＢおよび／またはＳＲＢと関連付けられ得る。したがって
、ＷＴＲＵが複数のＤＲＢを割り振られた場合、特定のエンティティと関連付けられるＤ
ＲＢ／ＳＲＢに対応するＰＤＣＰパケット（たとえば、ＳＤＵおよびＰＤＵ）を処理する
、複数のＰＤＣＰエンティティが（たとえば、ＷＴＲＵの中とネットワークの中の両方に
）あり得る。
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【０１２４】
　複数のＲＬＣインスタンスがネットワークの中で利用される場合（たとえば、ＭｅＮＢ
における第１のＲＬＣインスタンス、ＳＣｅＮＢにおける第２のＲＬＣインスタンス）、
所与のＰＤＣＰエンティティへ／からのパケットは、種々の方法で異なる送信サイトにお
けるＲＬＣインスタンスの１つまたは複数にマッピングされ得る。たとえば、所与のＰＤ
ＣＰエンティティと関連付けられるデータ（たとえば、所与のＤＲＢと関連付けられるユ
ーザプレーンのデータ）は、ＰＤＣＰエンティティが単一のＲＬＣ　ＳＡＰを通じて（た
とえば、所与のＲＬＣインスタンスにおけるＰＤＣＰエンティティとＲＬＣエンティティ
との直接のマッピングを使用して）関連付けられるＰＤＣＰ　ＰＤＵを転送できるように
マッピングされ得る。別の例では、ＰＤＣＰエンティティ（たとえば、所与のＤＲＢに対
応し得る）は、複数のＲＬＣ　ＳＡＰの１つまたは複数を使用して関連付けられるＰＤＣ
Ｐ　ＰＤＵを転送するように構成されてよく、たとえば、ＰＤＣＰエンティティからのデ
ータは、あるときには（たとえば、ＭｅＮＢにおける）第１のＲＬＣインスタンスを使用
して転送されてよく、他のときには（たとえば、ＳＣｅＮＢにおける）第２のＲＬＣイン
スタンスを使用して転送されてよい。ネットワークの中でデータを転送するために使用さ
れるＰＤＣＰエンティティは、データを送信するために利用されるＲＬＣエンティティと
同じノードと同じ場所に位置されていることもいないこともある。
【０１２５】
　たとえば、ユーザプレーンでは、ＰＤＣＰエンティティ（たとえば、ネットワークの中
の、ＷＴＲＵの中の、など）は、複数のＲＬＣ　ＳＡＰを使用してデータを送信および／
または受信するように構成され得る。複数のＲＬＣ　ＳＡＰの利用は、所与のＤＲＢのた
めのデータが複数のデータ経路を通じて交換されることをもたらす可能性があり、このと
きデータ経路はネットワークの中のＰＤＣＰレイヤの下で分岐する。所与のＥＰＳベアラ
に対応するＰＤＣＰ　ＰＤＵは、１つまたは複数のＲＬＣ　ＳＡＰを通じてマッピングさ
れてよく、このとき各ＳＡＰは、異なるＭＡＣインスタンスのＬＣＨに対応し得る。たと
えば、図１７および図１８は、データ経路がネットワークの中のＰＤＣＰレイヤの下で分
割されるときにユーザプレーンのデータを転送するために利用され得る例示的なプロトコ
ルスタックを示す。
【０１２６】
　ＰＤＣＰエンティティは、制御データ（たとえば、１つまたは複数のＳＲＢのデータ）
を転送するために複数のデータ経路（たとえば、異なるネットワークエンティティに位置
される異なるＲＬＣインスタンスと関連付けられる）を利用することができる。たとえば
、所与のＰＤＣＰエンティティと関連付けられるデータ（たとえば、所与のＳＲＢと関連
付けられる制御プレーンのデータ）は、ＰＤＣＰエンティティが単一のＲＬＣ　ＳＡＰを
通じて（たとえば、所与のＲＬＣインスタンスにおけるＰＤＣＰエンティティとＲＬＣエ
ンティティとの直接のマッピングを使用して）関連付けられるＰＤＣＰ　ＰＤＵを転送す
ることができるようにマッピングされ得る。別の例では、ＰＤＣＰエンティティ（たとえ
ば、所与のＳＲＢに対応し得る）は、複数のＲＬＣ　ＳＡＰの１つまたは複数を使用して
関連付けられるＰＤＣＰ　ＰＤＵを転送するように構成されてよく、たとえば、このとき
ＰＤＣＰエンティティからのデータは、あるときには（たとえば、ＭｅＮＢにおける）第
１のＲＬＣインスタンスを使用して転送されてよく、他のときには（たとえば、ＳＣｅＮ
Ｂにおける）第２のＲＬＣインスタンスを使用して転送されてよい。たとえば、所与のＳ
ＲＢ（たとえば、ＳＲＢ０、ＳＲＢ１、ＳＲＢ２、または補足的なＳＲＢの１つ）と関連
付けられるＰＤＣＰ　ＰＤＵは、１つまたは複数のＲＬＣ　ＳＡＰを通じてマッピングさ
れ得る。
【０１２７】
　図１９は、ＰＤＣＰ　ＰＤＵが複数のデータ経路を通じて転送され得る、ＲＬＣの上で
分割されたデータ経路の例示的な制御プレーンのプロトコルスタックを示す。たとえば、
図１９に示されるように、ＳＲＢ（ｘ）と関連付けられるＰＤＣＰ　ＰＤＵは、ＭｅＮＢ
と関連付けられるデータ経路を介して（たとえば、ＭｅＮＢに位置されるＲＬＣエンティ
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ティを使用して）転送されてよく、かつ／または、ＳＣｅＮＢと関連付けられるデータ経
路を介して（たとえば、ＳＣｅＮＢに位置されるＲＬＣエンティティを使用して）転送さ
れてよい。例では、そのような構成は、本明細書で説明されるような集約された制御プレ
ーンの手法を実装するために利用され得る。所与のＳＲＢのためのＰＤＣＰエンティティ
は、ＭｅＮＢに位置され得る。ＰＤＣＰエンティティのためのデータを送信するのに利用
される第１のＲＬＣエンティティは、ＭｅＮＢの中のＰＤＣＰエンティティと同じ場所に
位置され得る。ＰＤＣＰエンティティのためのデータを送信するのに利用される第２のＲ
ＬＣエンティティは、ＳＣｅＮＢに位置され得る。図２０は、データ分割がＰＤＣＰレイ
ヤの下で（たとえば、ＲＬＣレイヤの上で）発生するときのＳＣｅＮＢと関連付けられる
データ経路の例を示す。
【０１２８】
　例では、調整された制御プレーンは、無線ベアラ（たとえば、ＳＲＢ）が複数のＲＬＣ
エンティティのサービスを使用できるように実装され得る。たとえば、ＲＲＣ接続が調整
された制御プレーンを使用するとき、所与のＳＲＢ（たとえば、ＳＲＢ０、ＳＲＢ１、お
よび／またはＳＲＢ２）のためのＲＲＣ　ＰＤＵは、複数のデータ経路を通じて送信され
得る。たとえば、第１のＲＬＣエンティティを介して転送される所与のＳＲＢと関連付け
られるＲＲＣ　ＰＤＵと、第２のＲＬＣエンティティを介して転送される第２のＲＲＣエ
ンティティのＳＲＢと関連付けられるＲＲＣ　ＰＤＵとの多重化および／または多重分離
化が実行され得る。
【０１２９】
　分散された制御プレーンでは、ＭｅＮＢに位置されるＰＤＣＰエンティティと関連付け
られるＲＲＣ　ＰＤＵは、ＳＣｅＮＢに位置されるＲＬＣエンティティによって提供され
るサービスを利用することができる。たとえば、そのようなアーキテクチャは、ＰＤＣＰ
レイヤの上でデータ分割が発生する（たとえば、図１６）ときの、分散された制御プレー
ンに関して説明されたものと同様の方法を使用することができる。
【０１３０】
　例では、データ経路の分割は、ＭＡＣレイヤの上で（たとえば、ＲＬＣレイヤの下で）
発生し得る。そのようなアーキテクチャでは、ネットワークの中のＰＤＣＰレイヤおよび
ＲＬＣレイヤは、ネットワークの中の（たとえば、ＭｅＮＢの中の）同じノードで実装さ
れ得る。しかしながら、各データ経路は、複数のデータ経路の１つと関連付けられるその
固有のＭＡＣインスタンスと関連付けられ得る。図２１は、データ経路がＭＡＣレイヤの
上で分割される場合に利用され得る例示的な制御プレーンのプロトコルスタックを示す。
図２２は、データ経路がＭＡＣレイヤの上で分割される場合に利用され得る例示的なユー
ザプレーンのプロトコルスタックを示す。
【０１３１】
　マルチスケジューラアーキテクチャ（たとえば、異なるサービングサイトを介して送信
される独立にスケジューリングされたデータ経路を介した送信および／または受信）をサ
ポートするために、アップリンクおよび／またはダウンリンクにおけるレイヤ２の構造は
、単一のデータ経路を介した送信／受信のために利用される構造から修正され得る。たと
えば、ＷＴＲＵにおいて、論理チャネルからのアップリンクデータ（たとえば、ＲＬＣ、
ＰＤＵ、ＭＡＣ　ＳＤＵなど）が、サービングサイトまたはＭＡＣインスタンスと関連付
けられる設定されたトランスポートチャネルの１つ（たとえば、ＵＬ－ＳＣＨ）へ配信さ
れるトランスポートブロックへと多重化され得る。図２３は、アップリンクの複数サイト
での動作（たとえば、分離されたＵＬを利用した）のための例示的なレイヤ２の構造を示
す。特定の無線ベアラ（たとえば、ＰＤＣＰ　ＰＤＵ）と関連付けられるデータは、ＲＬ
Ｃインスタンスによって単一の論理チャネルにマッピングされ得る。無線ベアラから単一
のＲＬＣインスタンスへのデータのマッピングは、分離されたＵＬ送信方式と呼ばれ得る
。分離されたＵＬ送信方式が利用されるとき、所与の無線ベアラは、ＭＡＣインスタンス
の１つと関連付けられる所与の論理チャネルにマッピングされ得る。データは複数のトラ
ンスポートチャネルを介してネットワークに送信され得るが（たとえば、ＭＡＣインスタ
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ンスの各コンポーネントキャリアのためのＵＬ－ＳＣＨトランスポートチャネルがあり得
る）、所与の論理チャネルにマッピングされるデータは、分離されたＵＬ送信方式が利用
される場合、同じＭＡＣインスタンスを介してネットワークにトランスポートされ得る。
例として、分離されたＵＬ送信方式は、単一の無線ベアラＳＡＰ（たとえば、単一のＲＬ
Ｃ　ＳＡＰ）が、ＰＤＣＰレイヤの上で分割されるプロトコルスタックとともに利用され
る場合に、ユーザプレーンのデータ転送のために使用され得るが、分離されたＵＬ送信方
式は、他のアーキテクチャでも使用され得る。
【０１３２】
　特定の無線ベアラ（たとえば、ＰＤＣＰ　ＰＤＵ）からのデータは、１つよりも多くの
論理チャネルにマッピングされてよく、かつ／または複数のサブ論理チャネルにマッピン
グされてよい。複数の論理チャネルの間で分割される無線ベアラからのデータは、異なる
ＲＬＣインスタンスによって処理され得る（たとえば、このとき、各ＲＬＣインスタンス
はネットワークの中の異なる送信／受信サイトと関連付けられ、かつ／またはそこに位置
される）。たとえば、複数のＲＬＣインスタンスは、所与の無線ベアラと関連付けられる
データをセグメント化および／または再送信するように構成され得る。各ＲＬＣインスタ
ンスは、無線ベアラのための異なる論理チャネルまたはサブ論理チャネルと関連付けられ
得る。別個のＲＬＣインスタンスが単一の無線ベアラと関連付けられるデータを処理する
ために利用され得るので、そのような方式は、分割されたＲＬＣ　ＵＬ送信方式と呼ばれ
得る。図２４は、分割されたＲＬＣ送信方式が利用される、アップリンクの複数サイトで
の動作のための例示的なレイヤ２の構造を示す。ＷＴＲＵにおいて、所与のＲＬＣインス
タンスと関連付けられる論理チャネルからのデータは、特定のＭＡＣインスタンスと関連
付けられ得る。データは複数のトランスポートチャネルを介してネットワークに送信され
得るが（たとえば、ＭＡＣインスタンスの各コンポーネントキャリアのためのＵＬ－ＳＣ
Ｈトランスポートチャネルがあり得る）、所与の論理チャネルにマッピングされるデータ
は、同じＭＡＣインスタンスを介してネットワークにトランスポートされ得る。例として
、ＲＬＣレイヤの上で分割されるプロトコルスタックとともに複数のＳＡＰが利用される
場合に、分割されたＲＬＣ　ＵＬ送信方式がユーザプレーンのデータを送信するために使
用され得るが、分割されたＲＬＣ　ＵＬ送信方式は、他のアーキテクチャでも使用され得
る。
【０１３３】
　例では、ＷＴＲＵにおいて、所与の論理チャネルと関連付けられるアップリンクデータ
は、複数のサービングサイトのためのトランスポートチャネルと関連付けられるトランス
ポートブロックへと多重化され得る。たとえば、特定の論理チャネルからのアップリンク
データは、サービングサイトのいずれか（たとえば、ネットワークの中の任意の送信／受
信点）と関連付けられるトランスポートチャネルに配信されるトランスポートブロックへ
と多重化されることが許可され得る。図２５は、所与の論理チャネルのためのデータが複
数のトランスポートチャネルにマッピングされ得る、かつ、トランスポートチャネルが異
なるサービングサイトと関連付けられ得る、例示的なレイヤ２の構造を示す。論理チャネ
ルから、ネットワークの中の異なる送信／受信サイトと関連付けられるトランスポートチ
ャネルへのデータのマッピングは、プールされたＵＬ送信方式と呼ばれ得る。プールされ
たＵＬ送信方式が使用されるとき、所与の無線ベアラからのアップリンクデータ（たとえ
ば、ＲＬＣ　ＳＤＵ）は、無線ベアラのために構成される複数の論理チャネルの１つに配
信され得る。複数のＭＡＣインスタンスおよび／または複数の対応する論理チャネルは、
（たとえば、ベアラ構成において規定される）ベアラによる使用のために構成され得る。
例として、プールされたＵＬ送信方式は、任意のＭＡＣ　ＰＤＵが任意のＲＬＣ　ＰＤＵ
をトランスポートするために使用され得る場合、ユーザプレーンのデータ転送のために使
用され得る。たとえば、プールされたＵＬ送信方式は、送信経路がＭＡＣレイヤの上で分
割されるアーキテクチャに適用され得るが、プールされたＵＬ送信方式は、他のアーキテ
クチャでも利用され得る。
【０１３４】
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　ネットワーク側において、ＭＡＣ　ＳＤＵは、送信に使用されるＵＬ－ＳＣＨと関連付
けられるサービングサイトで復号されるトランスポートブロックから多重分離化され得る
。ＭＡＣ　ＳＤＵは、サービングサイトにおけるＲＬＣエンティティによって処理されて
よく、かつ／または、第２のサイト（たとえば、一次サービングサイト）におけるＲＬＣ
エンティティによる処理のために第２のサイトに中継され得る。プールされたＵＬが利用
される場合、１つまたは複数のサービングサイトが、問題とされる論理チャネルと関連付
けられるデータを処理するように構成されるＲＬＣエンティティが位置されるサービング
サイトに、データ（たとえば、ＭＡＣ　ＳＤＵ）を中継することができる。
【０１３５】
　図２６は、分離されたＤＬ送信方式のために使用され得るダウンリンクの複数サイトで
の動作のためのレイヤ２の構造の例を示す。ネットワーク側において、論理チャネルから
のダウンリンクデータは、サービングサイトまたはＭＡＣインスタンスと関連付けられる
設定されたトランスポートチャネル（たとえば、ＤＬ－ＳＣＨ）の１つに配信されるトラ
ンスポートブロックへと多重化され得る。ＷＴＲＵ側において、所与の論理チャネルと関
連付けられるダウンリンクデータは、特定のサービングサイトまたはＭＡＣインスタンス
と関連付けられるトランスポートチャネルのセット（たとえば、ＤＬ－ＳＣＨ）の１つを
介して受信されるトランスポートブロックから多重分離化され得る。無線ベアラから単一
のＲＬＣインスタンスへのデータのマッピングは、分離されたＤＬ送信方式と呼ばれ得る
。分離されたＤＬ送信方式が利用されるとき、所与の無線ベアラが、ＭＡＣインスタンス
の１つと関連付けられる所与の論理チャネルにマッピングされ得る。データは複数のトラ
ンスポートチャネルを介してＷＴＲＵに送信され得るが（たとえば、ＭＡＣインスタンス
の各コンポーネントキャリアのためのＤＬ－ＳＣＨトランスポートチャネルがあり得る）
、所与の論理チャネルにマッピングされるデータは、分離されたＤＬ送信方式が利用され
る場合、同じＭＡＣインスタンスを介してＷＴＲＵにトランスポートされ得る。
【０１３６】
　図２７は、分割されたＲＬＣ　ＤＬ送信方式のために使用され得るダウンリンクの複数
サイトでの動作のためのレイヤ２の構造の例を示す。特定の無線ベアラ（たとえば、ＰＤ
ＣＰ　ＰＤＵ）からのデータは、１つよりも多くの論理チャネルにマッピングされてよく
、かつ／または複数のサブ論理チャネルにマッピングされてよい。複数の論理チャネルの
間で分割される無線ベアラからのデータは、異なるＲＬＣインスタンスによって処理され
得る（たとえば、このとき、各ＲＬＣインスタンスはネットワークの中の異なる送信／受
信サイトと関連付けられ、かつ／またはそこに位置される）。たとえば、複数のＲＬＣイ
ンスタンスは、所与の無線ベアラと関連付けられるデータをセグメント化および／または
再送信するように構成され得る。各ＲＬＣインスタンスは、無線ベアラのための異なる論
理チャネルまたはサブ論理チャネルと関連付けられ得る。別個のＲＬＣインスタンスが単
一の無線ベアラと関連付けられるデータを処理するために利用され得るので、そのような
方式は、分割されたＲＬＣ　ＤＬ送信方式と呼ばれ得る。ネットワークにおいて、所与の
ＲＬＣインスタンスと関連付けられる論理チャネルからのデータは、特定のＭＡＣインス
タンスと関連付けられ得る。データは複数のトランスポートチャネルを介してＷＴＲＵに
送信され得るが、（たとえば、ＭＡＣインスタンスの各コンポーネントキャリアのための
ＤＬ－ＳＣＨトランスポートチャネルがあり得る）、所与の論理チャネルにマッピングさ
れるデータは、同じＭＡＣインスタンスを介してＷＴＲＵにトランスポートされ得る。
【０１３７】
　例では、ネットワークにおいて、所与の論理チャネルと関連付けられるダウンリンクデ
ータは、複数のサービングサイトのためのトランスポートチャネルと関連付けられるトラ
ンスポートブロックへと多重化され得る。たとえば、特定の論理チャネルからのダウンリ
ンクデータは、サービングサイトのいずれか（たとえば、ネットワークの中の任意の送信
／受信点）と関連付けられるトランスポートチャネルに配信されるトランスポートブロッ
クへと多重化されることが許可され得る。図２８は、所与の論理チャネルのためのダウン
リンクデータが複数のトランスポートチャネルにマッピングされ得る、かつ、トランスポ
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ートチャネルが異なるサービングサイトと関連付けられ得る、例示的なレイヤ２の構造を
示す。論理チャネルから、ネットワークの中の異なる送信／受信サイトと関連付けられる
トランスポートチャネルへのダウンリンクデータのマッピングは、プールされたＤＬ送信
方式と呼ばれ得る。プールされたＤＬ送信方式が使用されるとき、所与の無線ベアラから
のダウンリンクデータ（たとえば、ＲＬＣ　ＳＤＵ）は、無線ベアラのために構成される
複数の論理チャネルの１つに配信され得る。複数のＭＡＣインスタンスおよび／または複
数の対応する論理チャネルは、（たとえば、ベアラ構成において規定される）ベアラによ
る使用のために構成され得る。例として、プールされるＤＬ送信方式は、任意のＭＡＣ　
ＰＤＵが任意のＲＬＣ　ＰＤＵをトランスポートするために使用され得る場合、ユーザプ
レーンのデータ転送のために使用され得る。
【０１３８】
　１つまたは複数の双方向論理チャネル（たとえば、専用制御チャネル（ＤＣＣＨ）およ
び／または双方向専用トラフィックチャネル（ＤＴＣＨ））が利用される場合、アップリ
ンク送信方式とダウンリンク送信方式の様々な組合せが利用され得る。たとえば、所与の
論理チャネルに対して、分離されたＤＬ送信方式およびプールされたＵＬ送信方式が使用
され得る。例では、ＤＬにおいて論理チャネルと関連付けられるサービングサイトは、Ｕ
Ｌにおいて論理チャネルと関連付けられるサービングサイトとは異なり得る。たとえば、
所与の論理チャネルに対して、分離されたＤＬ送信方式および分離されたＵＬ送信方式が
使用され得る。ネットワーク側におけるＲＬＣエンティティは、ネットワークの中の第１
のサービングサイトにおいて動作していてよく、ＤＬ－ＳＣＨは、第１のサービングサイ
トから送信され得る。しかしながら、第２のサービングサイトにおいてＲＬＣエンティテ
ィがないことがあるが、ＵＬ　ＭＡＣ　ＳＤＵはそれでも、第２のサービングサイトに送
信されそこで復号され得る。第２のサービングサイトに送信されるＵＬ　ＭＡＣ　ＳＤＵ
は、ＲＬＣエンティティによる処理のために第１のサイトに中継され得る。第１のサービ
ングサイトがＲＬＣエンティティを含む（たとえば、かつ／または、ＤＬ－ＳＣＨが第１
のサービングサイトから送信される）が、ＵＬ　ＭＡＣ　ＳＤＵがそれでも第２のサービ
ングサイトに送信され得る（たとえば、第２のサービングサイトがＲＬＣエンティティを
欠いており、復号の後でＵＬ　ＭＡＣ　ＳＤＵを第２のサービングサイトに転送する）、
そのような方式は、「切り離されたＵＬ／ＤＬ」と呼ばれ得る。例では、分離されたＤＬ
送信方式および分離されたＵＬ送信方式が、１つまたは複数の双方向論理チャネルのため
に使用され得る。たとえば、論理チャネルのためのＤＬ送信サイトに対応するサービング
サイトと、双方向論理チャネルのためのＵＬ受信点に対応するサービングサイトとは同じ
サービングサイトであってよく、ＲＬＣエンティティは、ＭＡＣ　ＳＤＵを別のサービン
グサイトに中継することなく、このサービングサイトで動作することができる。
【０１３９】
　より高次のレイヤ（たとえば、ＲＲＣ）が、所与の送信サイトのために、かつ／または
所与の論理チャネルのために利用されるべきアップリンクおよび／またはダウンリンク送
信方式を構成するために使用され得る。たとえば、ＷＴＲＵが所与の論理チャネルを構成
するＲＲＣシグナリングを受信するとき、ＲＲＣシグナリングは、論理チャネルに対して
、プールされた送信方式（たとえば、ＵＬおよび／またはＤＬ）が使用されるべきか、ま
たは分離された送信方式（たとえば、ＵＬおよび／またはＤＬ）が使用されるべきかを示
すことができる。たとえば、分離されたＤＬ送信方式および／または分離されたＵＬ送信
方式が利用される場合、ＲＲＣシグナリングは、１つまたは複数のサービングサイトのい
ずれに論理チャネルが送信されるべきか、および／または、１つまたは複数のサービング
サイトのいずれから論理チャネルが受信されるべきかを示す、マッピングを示すことがで
きる。例では、論理チャネルのサービングサイトへのマッピングは、１つまたは複数の論
理チャネルに対して事前に決定されていてよく、ＷＴＲＵは、明示的なマッピングを受信
することなく、論理チャネルがどのサービングサイトと関連付けられるかを暗黙的に知っ
ていることがある。たとえば、論理制御チャネル（たとえば、ＤＣＣＨ）は、一次サービ
ングサイトと関連付けられるトランスポートチャネルにマッピングされ得る。論理トラフ
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ィックチャネル（たとえば、ＤＴＣＨ）は、二次サービングサイトと関連付けられるトラ
ンスポートチャネルにマッピングされ得る。
【０１４０】
　分離されたＤＬ送信方式および／または分離されたＵＬ送信方式が利用される場合、Ｒ
ＲＣシグナリングが、論理チャネルと関連付けられるサービングサイトとの間のマッピン
グを構成するために使用され得る。たとえば、ＷＴＲＵによる使用のために論理チャネル
を構成するために使用されるＲＲＣシグナリングは、論理チャネルの識別情報およびサー
ビングサイトの識別情報（たとえば、および／またはＭＡＣインスタンスの識別情報）の
指示を含み得るので、ＷＴＲＵは、どのサービングサイトが論理チャネルのために使用さ
れるべきかを知る。例では、サービングサイトの識別情報（たとえば、および／またはＭ
ＡＣインスタンスの識別情報）を使用するのではなく、またはそのことに加えて、論理チ
ャネルを構成するために使用されるＲＲＣシグナリングは、論理チャネルの識別情報およ
びサービングセルの識別情報を含めることによってマッピングを特定することができる（
たとえば、このとき、サービングセルがサービングサイトの１つと関連付けられる）。複
数の論理チャネルが、あるサービングサイトと関連付けられるように一緒に構成されるこ
とがある。たとえば、論理チャネルのグループが、論理チャネルのグループの識別情報お
よびサービングサイトの識別情報（および／またはサービングセルの識別情報）によって
と特定され得る。例では、ＷＴＲＵは、所与の論理チャネルがどのサービングサイトと関
連付けられるかを、その論理チャネルに対する論理チャネルの識別情報に基づいて、暗黙
的に決定することが可能であり得る。たとえば、いくつかの論理チャネルの識別情報が一
次サービングサイトと関連付けられてよく、他の論理チャネルの識別情報が二次サービン
グサイトと関連付けられてよい。
【０１４１】
　例では、特定のサービングサイト（たとえば、および／またはＭＡＣインスタンス）と
関連付けられる１つまたは複数のトランスポートチャネルのトランスポートブロックへと
そこからのデータが多重化され得る、論理チャネルのサブセットは、サービングサイトま
たはＭＡＣインスタンスのための「論理チャネルスケジューリンググループ」と呼ばれ得
る。上記のレイヤ２の構造から、異なるサービングサイトのＵＬ（および／またはＤＬ）
論理チャネルスケジューリンググループは、たとえば分離されたＵＬ送信方式（たとえば
、および／または分離されたＤＬ送信方式）が使用される場合、互いに独立であってよい
（たとえば、より高次のレイヤにおける処理は重複しない）。同様に、分割されたＲＬＣ
　ＵＬ送信方式（たとえば、および／または分割されたＲＬＣ　ＤＬ送信方式）が利用さ
れる場合、レイヤ２の上の処理経路は互いに独立であり得る。
【０１４２】
　二次サービングサイトの例示的な使用事例は、ＤＬデータ送信のオフロードの場合であ
り得る。たとえば、ＷＴＲＵは、最初は一次サービングサイト（たとえば、ＭｅＮＢに対
応し得る）に接続し得るが、二次サービングサイトへ送信されるように、かつ／または二
次サービングサイトから受信されるように、１つまたは複数の無線ベアラ（たとえば、お
よび／または論理チャネル）を再構成する、一次サービングサイトからの再構成を受信す
ることがある。例として、１つまたは複数のダウンリンクデータチャネルは、二次サービ
ングサイトを介して受信されるように再構成され得る。そのような方式は、たとえばＷＴ
ＲＵが１つまたは複数のスモールセルによって良好にサービスされ得る期間、一次サービ
ングサイトがそれだけのデータをＷＴＲＵへ送信する必要をなくし得る。スモールセルは
マクロセルにおいてサービスされるＷＴＲＵよりも少数のＷＴＲＵをサービスできるので
、スモールセルへのＤＬデータ送信のオフロードは、ネットワークリソースを節約し得る
が、ＷＴＲＵに対する望まれるサービスのレベルを依然として維持する。例では、ＷＴＲ
Ｕに配信されるべきダウンリンクデータは、ＭｅＮＢによって受信され、ＷＴＲＵへの配
信のためにＳＣｅＮＢに転送または中継され得る。ダウンリンクデータがＷＴＲＵへの配
信のために二次サービングサイト（たとえば、ＳＣｅＮＢ）へ一次サービングサイト（た
とえば、ＭｅＮＢ）により中継されるときにダウンリンクデータを処理するための例が、
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本明細書で説明される。
【０１４３】
　ＷＴＲＵに配信されるべきＤＬデータがどのようにネットワークおよび／またはＷＴＲ
Ｕによって処理されるかは、ネットワークの中のＤＬデータと関連付けられるＲＬＣエン
ティティの位置に依存し得る。たとえば、無線ベアラのためのダウンリンクデータを処理
するＲＬＣエンティティは、二次サービングサイトで（たとえば、ＳＣｅＮＢで）動作し
ていることがある。ＲＬＣエンティティが二次サービングサイトに位置される場合、ネッ
トワークの中のＲＬＣエンティティは、そのサイズが現在の無線条件に適用可能なトラン
スポートブロックサイズへと適合され得る、ＲＬＣ　ＰＤＵとそのセグメントを生成する
ことができる。生成されたＲＬＣ　ＰＤＵと関連付けられる対応する論理チャネルは、た
とえば分離されたＤＬ送信方式を使用して、二次サービングサイトからＤＬ－ＳＣＨにマ
ッピングされ得る。
【０１４４】
　双方向論理チャネルでは、ネットワーク側のＲＬＣエンティティが二次サービングサイ
トに位置される場合、双方向論理チャネルと関連付けられるＤＬ送信は二次サービングサ
イトから送信されてよく、双方向論理チャネルと関連付けられるＵＬデータを送信するた
めの１つまたは複数の選択肢が、ＷＴＲＵによって使用され得る。たとえば、双方向論理
チャネルのためのＵＬデータは、二次サービングサイトと関連付けられるＵＬ－ＳＣＨに
マッピングされ得る（たとえば、二次サービングサイトに対する分離されたＵＬ送信方式
）。ＵＬデータがＷＴＲＵによって二次サービングサイトに送信される場合、ネットワー
ク側の同じＲＬＣエンティティが、双方向論理チャネルのためのアップリンクデータとダ
ウンリンクデータの両方を処理することができる。双方向論理チャネルのためのアップリ
ンクおよび／またはダウンリンクデータを処理するために使用されるＰＤＣＰエンティテ
ィはまた、二次サービングサイトにおいて動作することができる。
【０１４５】
　例では、双方向論理チャネルのためのＵＬデータは、一次サービングサイトと関連付け
られるＵＬ－ＳＣＨにマッピングされ得る（たとえば、一次サービングサイトに対する分
離されたＵＬ送信方式）。別の例では、双方向論理チャネルのためのＵＬデータは、一次
サービングサイトおよび／または二次サービングサイト（たとえば、プールされたＵＬ送
信方式）のいずれかと関連付けられるＵＬ－ＳＣＨにマッピングされ得る。
【０１４６】
　たとえば、双方向論理チャネルのためのＵＬデータは、たとえば二次サービングサイト
へのＵＬ送信がＷＴＲＵによって実行されない場合、一次サービングサイトと関連付けら
れるＵＬ－ＳＣＨにマッピングされてよい。しかしながら、ネットワーク側のＲＬＣエン
ティティは、ＵＬ送信が二次サービングサイトに対して実行されないときであっても、二
次サービングサイトに依然として位置され得る。双方向論理チャネルのためのＵＬデータ
が一次サービングサイトと関連付けられるＵＬ－ＳＣＨにマッピングされる場合、一次サ
ービングサイトで復号されるアップリンクトランスポートブロックから多重分離化された
ＲＬＣ　ＰＤＵは、二次サービングサイトにおけるＲＬＣエンティティによる処理のため
に、一次サービングサイトによって二次サービングサイトに中継され得る。
【０１４７】
　例では、そのＤＬデータが二次サービングサイトを介して送信される、双方向論理チャ
ネルと関連付けられるＷＴＲＵによって送信されるＲＬＣ　ＰＤＵは、一次サービングサ
イトによって受信されそこで復号され得るアップリンクトランスポートブロックから多重
分離化され得る。これらのＲＣＬ　ＰＤＵは、一次サービングサイトにおいて動作するＲ
ＬＣ受信エンティティによって処理され得る。一次サービングサイトにおけるＲＬＣ受信
エンティティは、二次サービングサイトにおいて同じ論理チャネルを扱うＲＬＣエンティ
ティに、（たとえば、Ｘ２ｂｉｓのようなネットワークインターフェースを通じて）制御
情報を提供することができる。たとえば、ＷＴＲＵからＲＬＣ　ＰＤＵを受信する一次サ
ービングサイトにおけるＲＬＣエンティティは、二次サービングサイトにおけるＲＬＣエ
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ンティティが状態報告および他の制御情報を生成しそれらをＷＴＲＵ側のピアＲＬＣエン
ティティに（たとえば、ダウンリンク送信を介して）提供することを可能にするために、
二次サービングサイトにおけるＲＬＣエンティティに成功裏に受信された、および／また
は受信されなかったＲＬＣ　ＰＤＵの識別情報／シーケンス番号に関する情報を送信する
ことができる。例では、二次サービングサイトにおいて受信されそれにより復号されるア
ップリンクトランスポートブロックから多重分離化されたＲＬＣ　ＰＤＵは、二次サービ
ングサイトにおけるＲＬＣエンティティによる処理を伴わずに、一次サービングサイトに
おけるＲＬＣ受信エンティティに中継され得る。二次サービングサイトによりＵＬにおい
て受信されるＲＬＣ　ＰＤＵは、プールされた送信方式が利用されるとき、処理のために
一次サービングサイトのＲＬＣインスタンスに転送され得る。
【０１４８】
　例では、ＷＴＲＵは、アップリンクの中でＲＬＣ制御ＰＤＵを二次サービングサイトに
送信することができるが、ＲＬＣデータＰＤＵは一次サービングサイトに送信され得る。
たとえば、ＷＴＲＵにおけるＲＬＣエンティティによって生成されるＲＬＣ制御ＰＤＵは
、二次サービングサイトと関連付けられるトランスポートチャネルで配信されるトランス
ポートブロックへと多重化され得るが、ＲＬＣデータＰＤＵは、一次サービングサイトと
関連付けられるトランスポートチャネルで配信されるトランスポートブロックへと多重化
され得る。例では、所与の双方向論理チャネルは、２つの双方向サブ論理チャネルに分割
され得る。双方向論理チャネルの第１のサブ論理チャネルは、第１のサービングサイト（
たとえば、一次サービングサイト）へＷＴＲＵによって送信されるＲＬＣデータＰＤＵ、
および一次サービングサイトから受信されるＲＬＣ制御ＰＤＵと関連付けられ得る。双方
向論理チャネルの第２のサブ論理チャネルは、第２のサービングサイト（たとえば、二次
サービングサイト）からＷＴＲＵによって受信されるＲＬＣデータＰＤＵ、および、二次
サービングサイトに送信されるＲＬＣ制御ＰＤＵと関連付けられ得る。
【０１４９】
　例では、ＲＬＣエンティティは一次サービングサイトに位置され得る。たとえば、ダウ
ンリンクにおいてＷＴＲＵに送信されるべきＲＬＣ　ＰＤＵは、ネットワークインターフ
ェース（たとえば、Ｘ２ｂｉｓ）を使用して、一次サービングサイトにおけるＲＬＣエン
ティティから二次サービングサイトに転送され得る。たとえば、二次サービングサイトに
おけるＭＡＣエンティティは、一次サービングサイトにおけるＲＬＣエンティティからＲ
ＬＣ　ＰＤＵを受信し、１つまたは複数の二次サービングサイトのセルを通じてＲＬＣ　
ＰＤＵをＷＴＲＵに送信することができる。一次サービングサイトに位置されるＲＬＣエ
ンティティは、一次および／または二次サービングサイトと関連付けられるＲＬＣ　ＰＤ
Ｕを生成するように構成される単一のＲＬＣエンティティに対応し得る。例では、ＷＴＲ
Ｕに送信されるダウンリンクデータは二次サービングサイトを介して送信され得るので、
一次サービングサイトに位置されるＲＬＣエンティティは、ＷＴＲＵに配信されるべきあ
らゆるＲＬＣ　ＰＤＵを、送信のために二次サービングサイトに提供するように構成され
る。
【０１５０】
　一次サービングサイトは二次サービングサイトを介して配信されるべきＲＬＣ　ＰＤＵ
を生成することができ、一次サービングサイトに位置されるＲＬＣエンティティは、ＲＬ
Ｃ　ＰＤＵの生成の時点で二次サービングサイトにおいて経験されるほぼリアルタイムの
チャネル条件を認識していないことがあり、いくつかのセグメント化および／または他の
スケジューリングの判断が、二次サービングサイトにおいて、それが一次サービングサイ
トからＷＴＲＵに配信されるべきＲＬＣ　ＰＤＵを受信した後で、実行され得る。たとえ
ば、ＲＬＣエンティティのデータを配信するためのスケジューリングの判断を行うノード
とは異なるノードに位置されるＲＬＣエンティティは（たとえば、ＲＬＣエンティティは
一次サービングサイトに位置されるが、スケジューリングを実行するＭＡＣインスタンス
は二次サービングサイトに位置される）は、スケジューリングを実行するＭＡＣインスタ
ンスによって割り振られるトランスポートブロックサイズのもとでは適切なサイズではな
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い、１つまたは複数のＲＬＣ　ＰＤＵを生成することがある。たとえば、一次サービング
サイトにおいてＲＬＣインスタンスによって生成されるＲＬＣ　ＰＤＵは、二次サービン
グサイトにおいてＭＡＣインスタンスによって割り振られるトランスポートブロックサイ
ズに適合しないことがある。ＲＬＣ　ＰＤＵを収容できるトランスポートブロック（たと
えば、現在のチャネル条件のもとでは困難であり得る）をスケジューラが割り振るまで、
そのようなＲＬＣ　ＰＤＵの遅延された送信を避けるために、送信が遅延され得る状況、
および／または、ＲＬＣエンティティが一次サービングサイトに位置される場合でも、い
くつかのセグメント化および／または制限されたＲＬＣ機能が二次サービングサイトにお
いて実行され得る状況を避けるための、技法が規定され得る。
【０１５１】
　たとえば、二次サービングサイトのＭＡＣインスタンスに到達すると遅延され得る比較
的大きなＲＬＣ　ＰＤＵの生成を避けるために、一次サービングサイトにおけるＲＬＣエ
ンティティは、最大のＲＬＣ　ＰＤＵサイズよりも大きなＲＬＣ　ＰＤＵを生成すること
を制約され得る。ＷＴＲＵにデータを送信するために使用されるＭＡＣインスタンスとは
異なるサービングサイトに位置されるＲＬＣエンティティにおいて生成されるＲＬＣ　Ｐ
ＤＵに対する最大のＲＬＣ　ＰＤＵを確立することによって、二次サービングサイトのＭ
ＡＣインスタンスによって設定されるトランスポートブロックサイズにＲＬＣ　ＰＤＵが
適合しない確率が最小限にされ得る。ＲＬＣ　ＰＤＵを生成したＲＬＣエンティティを含
まないサービングサイトによって送信されるＲＬＣ　ＰＤＵに対する最大のＲＬＣ　ＰＤ
Ｕのサイズは、ＲＬＣエンティティを含むサービングサイトから送信されるＲＬＣ　ＰＤ
Ｕに対する最大のＲＬＣ　ＰＤＵのサイズより小さくてよい。例では、ＲＬＣ　ＰＤＵを
生成したＲＬＣエンティティを含むサービングサイトから送信されるＲＬＣ　ＰＤＵは、
最大のＲＬＣ　ＰＤＵサイズに関して制約されなくてよい。
【０１５２】
　例では、二次サービングサイトは完全なＲＬＣエンティティを含まないことがあるが、
ＲＬＣセグメント化機能は、二次サービングサイトに、たとえば、二次サービングセルと
関連付けられるＭＡＣインスタンスの上に位置されてよい。たとえば、一次サービングサ
イトの中のＲＬＣエンティティは、一次および／または二次サービングサイトの１つまた
は複数から送信されるべきＲＬＣ　ＰＤＵを最初に生成するように構成され得る。一次サ
ービングサイトにおけるＲＬＣエンティティは、一次サービングサイトに属するセルを通
じて送信されるＲＬＣ　ＰＤＵのセグメント化機能を実行するように構成され得る。しか
しながら、一次サービングサイトにおけるＲＬＣエンティティは、二次サービングサイト
に属するセルを通じて送信されるべき、それが生成するＲＬＣ　ＰＤＵをセグメント化す
ることを控えるように構成され得る。二次サービングサイトを介して送信されるＲＬＣ　
ＰＤＵのためのＲＬＣセグメント化機能は、たとえば、それらのＲＬＣ　ＰＤＵを処理す
るための残りのＲＬＣ機能がネットワークの中の一次サービングサイトに位置される場合
であっても、二次サービングサイトに位置され得る。二次サービングサイトは、一次サー
ビングサイトによって生成されるＲＬＣ　ＰＤＵを受信することができ、二次サービング
サイトと関連付けられるＭＡＣインスタンスを通じて送信されるべきＲＬＣ　ＰＤＵをセ
グメント化することができる。二次サービングサイトにおけるＲＬＣ　ＰＤＵのセグメン
ト化は、一次サービングサイトに位置されるＲＬＣエンティティに対して透過的であり得
る。
【０１５３】
　ＲＬＣ状態ＰＤＵ（たとえば、ＲＬＣ状態報告を含むＲＬＣ制御ＰＤＵ）は、一次サー
ビングサイトにおけるＲＬＣエンティティに送信され得る。例では、一次サービングサイ
トにおけるＲＬＣエンティティが、二次サービングサイトにおいてセグメント化されたＲ
ＬＣ　ＰＤＵのためのＲＬＣ状態ＰＤＵを受信するとき、ＲＬＣ状態ＰＤＵは、二次サー
ビングサイトに転送され、かつ／または二次サービングサイトによって処理され得る。例
では、ＲＬＣエンティティが、二次サービングサイトにおいてセグメント化されたＲＬＣ
　ＰＤＵに否定応答するＲＬＣ状態ＰＤＵを受信するとき、ＲＬＣエンティティは、セグ
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メントの一部が肯定応答された場合であっても、元のＲＬＣ　ＰＤＵのセグメントが否定
応答されている限り、元のＲＬＣ　ＰＤＵ全体を再送信することができる。このようにし
て、ＲＬＣ状態報告は、二次サービングサイトでのセグメント化の知識を何ら有すること
なく、一次サービングサイトで処理され得る。
【０１５４】
　例では、ＲＬＣ　ＰＤＵを送信するＭＡＣインスタンス（たとえば、二次サービングサ
イトにおけるＭＡＣインスタンス）は、ＲＬＣ　ＰＤＵのセグメント化をサポートするよ
うに構成され得る。たとえば、ＲＬＣ　ＰＤＵは、一次サービングサイトのＲＬＣエンテ
ィティによって生成されてよく、二次サービングサイトにおけるセルのＭＡＣインスタン
スに転送されてよい。ＲＬＣ　ＰＤＵが受信されると、ＭＡＣインスタンスは、たとえば
、スケジューリングされたトランスポートブロックに利用可能な空間があるかどうかに基
づいて、ＲＬＣ　ＰＤＵのセグメント化を実行するかどうかを決定することができる。Ｍ
ＡＣインスタンスは、ＲＬＣ　ＰＤＵのセグメント化および連結を実行することができる
。受信側のＭＡＣインスタンスはＭＡＣインスタンスによって生成されたＲＬＣ　ＰＤＵ
のセグメントを再び組み立てることができるので、追加のセグメント化情報がＭＡＣヘッ
ダに追加され得る。たとえば、セグメント化情報は、ヘッダを含むＭＡＣ　ＰＤＵが、完
全なＲＬＣ　ＰＤＵに対応するＭＡＣ　ＳＤＵ、ＲＬＣ　ＰＤＵの最初のセグメントに対
応するＭＡＣ　ＳＤＵ、ＲＬＣ　ＰＤＵの真中のセグメントに対応するＭＡＣ　ＳＤＵ、
および／または、ＲＬＣ　ＰＤＵの最後のもしくは最終のセグメントに対応するＭＡＣ　
ＳＤＵを含むかどうかの指示を提供することができる。ＭＡＣヘッダは、各ＭＡＣ　ＰＤ
Ｕのシーケンス番号を含み得る。ＷＴＲＵは、たとえば、ＭＡＣ　ＳＤＵが所与のＲＬＣ
　ＰＤＵの最初の、真中の、または最終のセグメントに対応するかどうかを示す、シーケ
ンス番号および／または追加のセグメント化情報に基づいて、ＭＡＣ　ＰＤＵを並べ替え
てＭＡＣ　ＳＤＵを再び組み立てることができる。例では、ＭＡＣ　ＳＤＵは、シーケン
ス番号を提供されてよく、ＭＡＣヘッダは、所与のＭＡＣ　ＳＤＵのセグメント番号を示
すことができる。
【０１５５】
　二次サービングサイトのＭＡＣインスタンスからのＭＡＣ　ＰＤＵを受信すると、受信
エンティティ（たとえば、ＷＴＲＵ）におけるＭＡＣインスタンスは、セグメント化され
たＭＡＣ　ＳＤＵを再び組み立てて、セグメント化されていないＭＡＣ　ＳＤＵをＲＬＣ
エンティティに転送することができる。たとえば、受信されたＭＡＣ　ＰＤＵのシーケン
ス番号に基づいて、ＷＴＲＵは、受信されたＭＡＣ　ＰＤＵを並べ替え、かつ／またはＭ
ＡＣ　ＰＤＵを解体することができる。ＭＡＣ　ＳＤＵのセグメント化がＭＡＣエンティ
ティによって実行されたことをセグメント化エンティティが示す場合、ＷＴＲＵは、複数
のＭＡＣ　ＰＤＵに含まれるセグメントをＭＡＣ　ＳＤＵへと再び組み立てることができ
る。
【０１５６】
　ＲＬＣエンティティおよびＭＡＣエンティティは所与のネットワークノードにおいて同
じ場所に位置されないことがあり（たとえば、ＲＬＣエンティティは一次サービングサイ
トにあることがあり、ＭＡＣエンティティは二次サービングサイトに位置されることがあ
る）、一次サービングサイトと二次サービングサイトとの間のネットワークインターフェ
ースは比較的大きな遅延と関連付けられ得るので、バッファリングおよび／またはフロー
制御が、送信の連続性を確実にするために、二次サービングサイトと一次サービングサイ
トとの間で実装され得る。たとえば、二次ＭＡＣインスタンスに位置されるスケジューラ
が一次サービングサイトから転送されるＲＬＣデータＰＤＵの送信のためのリソースを適
切にスケジューリングするために、フロー制御が実行され得る。たとえば、二次サービン
グサイトにおけるＭＡＣインスタンスは、一次サービングサイトにおけるＲＬＣエンティ
ティからの１つまたは複数のＲＬＣ　ＰＤＵの送信に関連する情報を要求することができ
る。例として、ＭＡＣインスタンスは、ＷＴＲＵへの送信のためにＭＡＣインスタンスが
スケジューリングしているデータのビットの数の指示、要求された数のビットがＷＴＲＵ
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に送信されるのにかかるであろう時間の長さの指示、あるバッファサイズがＷＴＲＵに送
信されるのにかかるであろう時間の長さの指示、ＷＴＲＵへの送信に利用可能な無線リソ
ースの量の指示、ＷＴＲＵへの送信のためにサポートされる平均のデータレートの指示、
および／または、ＷＴＲＵに送信されるべき利用可能なデータがあり得るかどうかを決定
するための一次サービングサイトのポーリング要求の、１つまたは複数を要求することが
できる。
【０１５７】
　一次サービングサイトにおけるＲＬＣエンティティは、データの量、データのタイプ、
および／またはＷＴＲＵに送信されるべきデータの特性に関する情報を、二次サービング
サイトのスケジューラ（たとえば、二次サービングサイトのＭＡＣインスタンスに位置さ
れる）に提供するように構成され得る。たとえば、一次サービングサイトは、ＷＴＲＵの
ための送信のためにバッファリングされるデータに関連する情報を、二次サービングサイ
トにおけるＭＡＣインスタンスに（たとえば、ネットワークインターフェースを使用して
）送信することができる。一次サービングサイトは、ＷＴＲＵに送信されるべきＤＬデー
タ（たとえば、一次サービングサイトまたは二次サービングサイトのいずれかを介して送
信されるべきデータ）のための全体のバッファ状態報告を、二次サイトのＭＡＣインスタ
ンスに提供することができる。一次サービングサイトは、二次サービングサイトに送信／
マッピングされる、ＷＴＲＵに送信されるべきＤＬデータのためのバッファ状態報告を、
二次サイトのＭＡＣインスタンスに提供することができる。一次サービングサイトは、デ
ータが二次サービングサイトのセルを通じて送信されるべきであることを示す要求を、二
次サイトのＭＡＣインスタンスに送信することができる。たとえば、要求は、二次サービ
ングサイトを通じて送信されるべきバッファの全体の数、および／または望まれるビット
レートを示し得る。
【０１５８】
　異なるサービングサイトにおけるＭＡＣインスタンスは、データ送信を扱い処理するた
めの異なる規則を実装し得る。たとえば、論理チャネルの多重化、電力制御、ＵＬ　ＰＵ
ＳＣＨ送信を実行するための規則は、使用されるべきサイトに応じて異なり得る。
【０１５９】
　例として、無線リンク監視（ＲＬＭ）は、一次サービングサイト（たとえば、ＷＴＲＵ
における）と関連付けられるＭＡＣインスタンスによって実行され得るが、二次サイト（
たとえば、ＷＴＲＵにおける）と関連付けられるＭＡＣインスタンスは、ネットワークに
よって特別にそうするように構成されない限り、ＲＬＭの実行を控え得る。例では、一次
ＭＡＣインスタンス上でＲＬＦを検出することは、ＲＲＣ接続の再確立につながり得るが
、二次ＭＡＣインスタンスでＲＬＦを検出することは、ＲＲＣ接続の再確立につながらな
いことがある。例では、二次ＭＡＣインスタンスのためのＭＡＣリセットは、別のＭＡＣ
インスタンス（たとえば、一次ＭＡＣインスタンスおよび／または別の二次ＭＡＣインス
タンス）のリセットにつながらないことがある。二次ＭＡＣインスタンスのためのＭＡＣ
リセットは、リセットされているＭＡＣインスタンスのみと関連付けられるＤＲＢを中断
し得るが、リセットされているＭＡＣインスタンスと関連付けられ別のＭＡＣインスタン
スとも関連付けられるＤＲＢはアクティブなままであってよく、それは、リセット手順の
間に他のＭＡＣインスタンスを介してデータが送信され得るからである。
【０１６０】
　ＭＡＣインスタンス固有のＤＲＸを使用するとき（たとえば、異なるＭＡＣインスタン
スが異なるＤＲＸ構成を適用していることがある）、一次ＭＡＣのＤＲＸ状態は、二次Ｍ
ＡＣのＤＲＸ状態に対する先行権または優先権を有し得る。たとえば、ＷＴＲＵが２つの
ＭＡＣインスタンスにおいて同時にアップリンク送信を実行することを控えるように構成
される場合、一次ＭＡＣインスタンスにおけるＤＲＸアクティブ時間にあるＷＴＲＵは、
二次ＭＡＣインスタンスにおけるＤＲＸ非アクティブ状態にＷＴＲＵがあるはずであると
暗示し得る。例では、ＳＲが、データが所与のＲＢ（たとえば、ＤＲＢ、ＳＲＢなど）に
対して利用可能になったことに基づいてトリガされるとき、ＷＴＲＵは、問題とされるＲ
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Ｂに対応するＭＡＣインスタンスを使用してＳＲ送信を実行することができる。例では、
データが所与のＤＲＢに対して利用可能になったことに基づいてＳＲがトリガされるとき
、ＷＴＲＵは、問題とされるＤＲＢに対応するＭＡＣインスタンスを使用してＳＲ送信を
実行することができるが、ＳＲがＳＲＢのために送信されるべきデータに基づいてトリガ
される場合、（たとえば、ＳＲＢがＳＲＢ３のような二次ＭＡＣインスタンスと関連付け
られるときであっても）ＳＲ手順は一次ＭＡＣインスタンスで実行され得る。
【０１６１】
　例では、サービングサイトの各々と関連付けられるＭＡＣインスタンスは、比較的互い
に独立に動作し得る。たとえば、複数のＭＡＣインスタンス（またはエンティティ）が定
義されてよく、このとき、各ＭＡＣインスタンスは、単一のサービングサイトと関連付け
られるトランスポートチャネルを使用し得る。ＭＡＣインスタンスの各々は、独立のＭＡ
Ｃ構成、たとえば、パラメータ、状態変数、タイマー、ＨＡＲＱエンティティなどの独立
のセットを使用し得る。独立したサイトごとのＭＡＣ動作は、ランダムアクセス手順、ア
ップリンク時間整合の維持（たとえば、各ＭＡＣインスタンスは固有のアクティブ時間、
ＤＲＸ関連のタイマー、ＤＲＸ関連のパラメータ、ＴＡＴタイマーなどを維持し得る）、
Ｓｃｅｌｌのアクティブ化／非アクティブ化（たとえば、各ＭＡＣインスタンスはＰｃｅ
ｌｌおよび／または１つまたは複数のＳｃｅｌｌを有し得る）、ＤＬ－ＳＣＨのデータ転
送、ＵＬ－ＳＣＨのデータ転送（たとえば、スケジューリング要求、バッファ状態の報告
、電力ヘッドルームの報告、論理チャネルの優先順位付けなど）、不連続受信（ＤＲＸ）
動作、ＭＡＣ再構成手順、ＭＡＣリセット手順、半永続的なスケジューリング、および／
または同様のものの、１つまたは複数を含む動作に当てはまり得る。
【０１６２】
　例として、所与のサービングサイトにおけるＭＡＣインスタンスは、バッファ状態報告
（ＢＳＲ）を実行するように構成され得る。バッファ状態報告のための異なる手順が、た
とえばアップリンクで利用されるレイヤ２のアーキテクチャ／送信方式に基づいて適用さ
れ得る。
【０１６３】
　例として、ＢＳＲ報告は、異なるＭＡＣインスタンスによって独立に実行され得る。た
とえば、複数のＢＳＲ手順は、独立に、かつ／または同時に動作してよく、このとき、所
与のＢＳＲ手順は所与のサービングサイト（たとえば、および／またはＭＡＣインスタン
ス）に対応し得る。所与のＭＡＣインスタンスと関連付けられるＢＳＲ手順は、サービン
グサイト／ＭＡＣインスタンスの論理チャネルスケジューリンググループに対して動作し
／それと関連付けられ得る。所与のＭＡＣインスタンスと関連付けられるＢＳＲ手順の一
部として生成されるＢＳＲ報告は、サービングサイト／ＭＡＣインスタンスと関連付けら
れるトランスポートチャネルのためのトランスポートブロックに含まれる、ＭＡＣ制御要
素に含まれ得る。所与のＭＡＣインスタンスのためのＢＳＲ報告は、問題とされるＭＡＣ
インスタンスの送信／受信に関連する情報（たとえば、割り振られたＵＬリソース、ＵＲ
グラント、ＭＡＣ　ＰＤＵの送信／受信、パディングＢＳＲを生成することに適用可能な
決定において考慮される情報、トリガされたＢＳＲの取り消し、ＢＳＲの値など）に基づ
いて、しかし、他のＭＡＣインスタンスの送信に関連する情報に基づかずに、生成され得
る。ＢＳＲ再送信タイマー（たとえば、ｒｅｔｘＢＳＲ－Ｔｉｍｅｒ）および／または周
期的なＢＳＲタイマー（たとえば、ｐｅｒｉｏｄｉｃＢＳＲ－Ｔｉｍｅｒ）のようなＢＳ
Ｒパラメータは、ＢＳＲパラメータが関連付けられるサービングサイトまたはＭＡＣイン
スタンスに応じて、異なる値を有し得る。独立したＢＳＲ報告は、１つまたは複数のＵＬ
送信方式／レイヤ２の構造のために利用され得る。たとえば、独立したＢＳＲ報告は、分
離されたＵＬ再送信方式／レイヤ２の構造が使用される場合に利用され得る。このように
して、ネットワーク側の異なるスケジューリングエンティティが、その対応するサービン
グサイト／ＭＡＣインスタンスのための論理チャネルスケジューリンググループに関する
バッファ状態について認識させられ得る。
【０１６４】
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　例では、共通のＢＳＲ報告が、複数のＭＡＣインスタンスにわたって実行され得る。た
とえば、単一の組み合わされたＢＳＲ手順が、複数のサービングサイトおよび／または論
理チャネルにわたって動作し得る。組み合わされたＢＳＲ手順は、スケジューラと関連付
けられるサービングサイトにおける送信に関連する情報、および／またはＷＴＲＵによっ
て利用される他のサービングサイトにおける送信に関連する情報を、各スケジューラに提
供することができる。
【０１６５】
　たとえば、ＢＳＲがトリガされるときは常に、ＢＳＲは、各サービングサイトのために
送信され得る。所与のサービングサイトのためのＢＳＲは、サービングサイトと関連付け
られるトランスポートチャネルを通じて送信され得る。サービングサイトのためのＢＳＲ
は、そのサービングサイトに送信されるべきアップリンクデータに基づいて生成される情
報を含み得る。サービングサイトと関連付けられる論理チャネルスケジューリンググルー
プからの送信のためにデータが利用可能でなければ、ＢＳＲがトリガされていても、ＢＳ
Ｒは１つまたは複数のサービングサイトに送信されなくてよい。パディングＢＳＲは、た
とえば、１つまたは複数のサービングサイトのためのトランスポートブロックの１つの中
のパディングビットの数が十分である場合、そのサービングサイトのために送信され得る
。サービングサイトのために送信されるＢＳＲの内容は、サービングサイトの対応する論
理チャネルスケジューリンググループからのデータに基づいて決定され得る。所与の論理
チャネルからのデータが１つよりも多くのサービングサイトのためのトランスポートブロ
ック上に多重化される場合、ＢＳＲは、（たとえば、複数のＢＳＲの中のデータを複数の
サイトへ報告することによって実際に送信されるべきデータよりも多くの利用可能なデー
タがあるように、ＷＴＲＵが見せないように）ＭＡＣ　ＰＤＵが異なるサービングサイト
のために生成された後の状態を反映し得る。
【０１６６】
　ＢＳＲを生成する目的での送信のために利用可能であると、ＷＴＲＵによって考えられ
るデータは、ＢＳＲがそれに対して生成されているＭＡＣインスタンスの論理チャネルス
ケジューリンググループと関連付けられる、ＲＬＣ　ＳＤＵ、ＲＬＣデータＰＤＵ、ＲＬ
ＣデータＰＤＵのセグメント、および／またはＲＬＣ状態ＰＤＵの１つまたは複数を含み
得る。ＰＤＣＰ　ＳＤＵおよび／またはＰＤＣＰ　ＰＤＵは、ＢＳＲ生成のために考えら
れなくてよい。ＢＳＲがそれに対して生成されているＭＡＣインスタンスの論理チャネル
スケジューリンググループと関連付けられる、ＲＬＣ　ＳＤＵ、ＲＬＣデータＰＤＵ、お
よび／またはＲＬＣ状態ＰＤＵを、送信のために利用可能であるものとして考えることに
よって、ＢＳＲ状態報告は、分割されたＲＬＣ送信方式／レイヤ２の構造において効果的
に実装され得る。
【０１６７】
　例では、ＢＳＲ生成の目的での送信に利用可能であると考えられるデータは、一部また
はすべてのＰＤＣＰ　ＳＤＵおよび／またはＰＤＣＰ　ＰＤＵ、たとえば、リリース１１
の手順により利用可能であると考えられ得るＰＤＣＰ　ＳＤＵおよび／またはＰＤＣＰ　
ＰＤＵを含み得る。ＰＤＣＰ　ＳＤＵおよび／またはＰＤＣＰ　ＰＤＵの一部が利用可能
であると考えられる場合、その一部は、より高次のレイヤによって提供される比率に対応
し得る。その一部は、サービングサイト（またはＭＡＣインスタンス）の「リソース利用
比率」と最小の値との大きい方に対応し得る。「リソース利用比率」は、対応するサービ
ングサイト／ＭＡＣインスタンスと関連付けられるトランスポートチャネルのために所与
の期間内に割り振られるＵＬリソースと、すべてのサービングサイト／ＭＡＣインスタン
スと関連付けられるトランスポートチャネルのために同じ期間内に割り振られるすべての
ＵＬリソースの合計との比率に対応し得る。例では、ＰＤＣＰ　ＳＤＵおよび／またはＰ
ＤＣＰ　ＰＤＵは、ＰＤＣＰ　ＳＤＵおよび／またはＰＤＣＰ　ＰＤＵが、それのために
送信が生成されている特定のサービングサイト／ＭＡＣインスタンスと関連付けられる場
合、ＢＳＲ生成手順において送信に利用可能であると考えられ得る。他のサイト（たとえ
ば、生成されているＢＳＲと関連付けられないサイト）と関連付けられるＰＤＣＰ　ＳＤ
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Ｕおよび／またはＰＤＣＰ　ＰＤＵは、別のサービングサイトのＢＳＲの計算において送
信に利用可能であるとしてカウントされなくてよい。
【０１６８】
　送信に利用可能であると考えられるデータは、所与の論理チャネルスケジューリンググ
ループの中の論理チャネルのための送信に利用可能であると考えられるデータの総量の一
部を含み得る。ＰＤＣＰ　ＳＤＵおよび／またはＰＤＣＰ　ＰＤＵの一部が利用可能であ
ると考えられる場合、その一部は、より高次のレイヤによって提供される比率に対応し得
る。その一部は、サービングサイト（またはＭＡＣインスタンス）の「リソース利用比率
」と最小の値との大きい方に対応し得る。
【０１６９】
　ＷＴＲＵは、スケジューリング要求（ＳＲ）をネットワークに送信するためのリソース
の１つまたは複数のセットによって構成され得る。マルチレイヤ動作では、ＷＴＲＵは、
複数のレイヤにおいてＳＲを実行するためのリソースを割り振られ得る（たとえば、第１
のリソースは一次レイヤの中で利用可能であってよく、第２のリソースは二次レイヤの中
で利用可能であってよい）。ＳＲをネットワークに送信するために使用され得るリソース
の例は、ランダムアクセススケジューリング要求（ＲＡ－ＳＲ）のためのＰＲＡＣＨ構成
であり得る。ＳＲを送信するために使用され得るリソースの別の例は、専用の物理アップ
リンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）リソース（たとえば、専用ＳＲ（Ｄ－ＳＲ）リソース
）をスケジューリング要求の送信のために所与のＷＴＲＵに割り振るＷＴＲＵによって（
たとえば、ＲＲＣシグナリングを介して）受信される、受信されたＰＵＣＣＨ構成であっ
てよい。ＰＵＣＣＨ構成は、ＷＴＲＵが所与のレイヤでＳＲを送信するために使用し得る
ＰＵＣＣＨ物理リソースの定期的な割振りを定義することができる。例では、ＷＴＲＵは
、送信されるべきデータの１つまたは複数の特性に基づいて、ＳＲを実行するために使用
するリソースを選択することができる。たとえば、ＳＲを送信するための適切なリソース
を選択するために使用され得るデータ特性の例は、送信されるべきデータと関連付けられ
るベアラ（たとえば、ＤＲＢ、ＳＲＢなど）の識別情報を含み得る。ＳＲを送信するため
の適切なリソースを選択するために使用され得るデータ特性の別の例は、特定のレイヤ（
たとえば、一次レイヤ、二次レイヤなど）との所与のベアラの関連付けを含み得る。
【０１７０】
　例として、ＷＴＲＵは、一次レイヤのＰＣｅｌｌのためのＰＲＡＣＨ構成によって構成
され得る。ＷＴＲＵはまた、二次レイヤのサービングセルのためのＰＲＡＣＨ構成によっ
て構成され得る。さらに、ＷＴＲＵは、１つまたは複数のレイヤの中の、たとえば、二次
レイヤのサービングセルの中のＰＵＣＣＨでＳＲを送信するための専用のリソースによっ
て構成され得る。ＷＴＲＵは、一次レイヤと関連付けられ得る、第１のＤＲＢおよび／ま
たは第１のＳＲＢによって構成され得る。ＷＴＲＵは、二次レイヤと関連付けられ得る、
第２のＤＲＢおよび／または第２のＳＲＢによって構成され得る。新たなデータがＷＴＲ
Ｕのために構成されたＲＢの１つまたは複数の送信に利用可能になり、ＳＲがトリガされ
る場合、ＷＴＲＵは、要求をトリガしたＲＢと関連付けられるレイヤに基づいて、ＳＲ手
順を実行するために使用するリソースを選択することができる。たとえば、ＳＲが第１の
ＳＲＢ上のデータからトリガされた場合、ＷＴＲＵは、一次レイヤのＰＣｅｌｌ上でＲＡ
－ＳＲを実行することができる。ＳＲが第２のＤＲＢと関連付けられるデータからトリガ
された場合、ＷＴＲＵは、二次レイヤのサービングセル上でＤ－ＳＲおよび／またはＲＡ
－ＳＲを実行することができる。
【０１７１】
　例では、ＷＴＲＵは、二次レイヤでのＳＲ手順の失敗に続いて、一次レイヤのＰＣｅｌ
ｌでのＳＲ手順を実行するように構成され得る。たとえば、二次レイヤと関連付けられる
ＲＢのための一次レイヤでＳＲを送信するとき、ＷＴＲＵは、（たとえば、ＳＲをトリガ
した）二次レイヤと関連付けられる両方のＲＢのために利用可能なデータと、ＢＳＲにお
いて一次レイヤにマッピングされたＲＢと関連付けられる送信のために利用可能な任意の
データとの指示を送信することができる。例では、ＷＴＲＵは、二次レイヤでのＳＲの失
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敗に基づいて、二次レイヤと関連付けられる１つまたは複数のＲＢを一次レイヤに再び関
連付けることができる。
【０１７２】
　例では、ＷＴＲＵがＳＲの失敗をどのように扱うかは、失敗したＳＲ手順のために使用
されたＳＲリソースをどのレイヤが含んでいたか（たとえば、一次レイヤ、二次レイヤな
ど）、および／または、失敗したＳＲ手順のために使用されたＳＲリソースのタイプ（た
とえば、ＲＡ－ＳＲ、Ｄ－ＳＲなど）に基づき得る。たとえば、Ｄ－ＳＲ手順が二次レイ
ヤのセルのＰＵＣＣＨリソースを使用して失敗したとＷＴＲＵが決定するとき、ＷＴＲＵ
は、二次レイヤのセルにおいてＲＡ－ＳＲ手順を開始するように構成され得る。たとえば
、二次レイヤにおいてＲＡ－ＳＲのために使用されるセルは、失敗したＤ－ＳＲ手順のた
めに使用されたものと同じセルであってよく、または二次レイヤの異なるセルであってよ
い（たとえば、ＷＴＲＵは最初に同じセルを、次いで二次レイヤの異なるセルを試すこと
ができる）。ＲＡ－ＳＲが二次レイヤでも失敗するとＷＴＲＵが決定する場合、ＷＴＲＵ
は次いで、一次レイヤのＰＣｅｌｌでのＳＲ手順を開始することができる。一次レイヤの
ＰＣｅｌｌでのＳＲは、ＰＣｅｌｌにおけるＷＴＲＵに対するＳＲ構成に従って実行され
得る。たとえば、ＷＴＲＵがＰＣｅｌｌにおいてＳＲを送信するための専用のＰＵＣＣＨ
リソースによって構成されている場合、Ｄ－ＳＲ手順が実行され得る。ＷＴＲＵがＰＣｅ
ｌｌにおいてＳＲのための専用のＰＵＣＣＨリソースによって構成されていない場合、Ｗ
ＴＲＵはＲＡ－ＳＲ手順を開始することができる。一次レイヤのＰＣｅｌｌでのＳＲ手順
が失敗する場合、ＷＴＲＵは、一次レイヤのＰＣｅｌｌとのＲＲＣ接続を再び確立するこ
とを試み得る。別の例では、二次レイヤで任意のＳＲ手順（たとえば、Ｄ－ＳＲまたはＲ
Ａ－ＳＲ）が失敗すると、ＷＴＲＵは、（たとえば、二次レイヤにおいて異なるタイプの
ＳＲ手順をまず実行することを試みるのではなく）一次レイヤのＰＣｅｌｌにおいてＳＲ
手順を実行することを試み得る。
【０１７３】
　例では、ＷＴＲＵは、二次レイヤのＲＢと関連付けられているＳＲをトリガしたデータ
に基づいて、一次レイヤにおいてＳＲ手順（たとえば、ＲＡ－ＳＲ手順）を実行するよう
に構成され得る。たとえば、一次レイヤにおけるＲＡ－ＳＲ手順は、二次レイヤにおいて
ＲＢと関連付けられるデータのために、ＳＲのために使用され得る。ＷＴＲＵは、データ
が二次レイヤにマッピングされたＲＢと関連付けられることを、ＲＡ－ＳＲ手順において
示すことができる。例では、ＷＴＲＵは、二次レイヤにおけるＳＲの失敗に基づいて、モ
ビリティ手順を開始することができる。たとえば、ＳＲ手順が二次レイヤにおいて失敗す
る場合、ＷＴＲＵは、ＳＲが失敗したレイヤと関連付けられるＲＢを異なるレイヤ（たと
えば、一次レイヤ）に移す、１つまたは複数の無線ベアラのための再関連付け手順（たと
えば、ＲＲＣ再構成手順）を実行するように構成され得る。例では、ＷＴＲＵは、（たと
えば、ＳＲ手順のために）問題とされるレイヤのＰＲＡＣＨリソースを使用したＲＡＣＨ
が失敗すると、ＵＬ　ＲＬＦが所与のレイヤで発生したと決定することができる。たとえ
ば、二次レイヤに対応するＳＲの失敗に対して、ＷＴＲＵは、異なるレイヤ（たとえば、
一次レイヤ）でのベアラのモビリティ関連の手順を開始することができる。
【０１７４】
　ＷＴＲＵは、異なるレイヤのタイミングの整合を維持するための異なる手順を利用する
ことができる。たとえば、所与のセル（たとえば、ＰＣｅｌｌ）において利用されるタイ
ミング整合（ＴＡ）手順は、ＴＡ手順がどのレイヤと関連付けられるかに基づき得る。た
とえば、ＷＴＲＵは、二次レイヤの中の第２のセル（たとえば、二次レイヤの中のセル）
と関連付けられる１つまたは複数の条件を検出したことに基づいて、第１のレイヤの第１
のセル（たとえば、一次レイヤのＰＣｅｌｌ）におけるタイミング整合に関する様々な動
作を実行することができる。たとえば、二次レイヤにおけるＳＲの失敗は、一次レイヤに
おけるＴＡに関連する１つまたは複数の動作をトリガし得る。
【０１７５】
　例として、ＷＴＲＵは、所与のレイヤと関連付けられるタイミング整合タイマー（ＴＡ
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Ｔ）（たとえば、いくつかまたはすべての適用可能なＴＡＴ、たとえば複数のＴＡグルー
プが構成される場合）を、そのレイヤにおけるＤ－ＳＲの失敗および／またはＲＡ－ＳＲ
の失敗を検出すると、満了したものと考えることができる。たとえば、ＷＴＲＵは、二次
レイヤのＰＣｅｌｌのリソースを使用してＳＲ手順が失敗したと決定したことに基づいて
、二次レイヤのＰＣｅｌｌのＴＡＴを満了したものと考えることができる。
【０１７６】
　例では、第１のレイヤの第１のセルにおけるＴＡＴの満了（たとえば、または、ＷＴＲ
ＵにＴＡＴを満了したものと見なさせるトリガ）は、異なるレイヤと関連付けられる別の
セルで送信されるべき拡張されたＳＲ／ＢＳＲをトリガし得る。たとえば、二次レイヤの
１つまたは複数のセル（たとえば、ＰＣｅｌｌ）と関連付けられるＴＡＴが満了した、か
つ／または（たとえば、ＳＲの失敗に基づいて）満了したと見なされたと、ＷＴＲＵが決
定すると、ＷＴＲＵは、ＢＳＲを一次レイヤのセル（たとえば、一次レイヤのＰＣｅｌｌ
）に送信することができる。たとえば、一次レイヤを介して送信されるＢＳＲは、送信さ
れるべき一次レイヤのＲＢと関連付けられる任意のデータに加えて、送信されるべき二次
レイヤと関連付けられるＲＢのための任意のデータに関する情報を含み得る。
【０１７７】
　例では、ＴＡＴの満了（たとえば、または、ＷＴＲＵにＴＡＴを満了したものと見なさ
せるトリガ）は、別のレイヤへのＲＢのモビリティおよび／またはＲＢの中断をトリガし
得る。たとえば、ＷＴＲＵは、ＴＡＴが満了した（たとえば、またはＴＡＴが満了したと
見なされた）セルを含むレイヤと関連付けられる１つまたは複数のＲＢを、異なるレイヤ
（たとえば、一次レイヤに）の中の異なるセルに再び関連付けることができる。例では、
ＲＢの関連付けは、二次レイヤに適用可能なすべてのＴＡＴが満了した、または満了した
と見なされたときに実行され得る。そのような場合、ＴＡＴが二次レイヤの第１のセルで
満了したが第２のセルのそのＴＡＴがまだ満了していなければ、ＷＴＲＵは、第２のセル
のＴＡＴが満了するまで、または満了したと見なされるまで、別のレイヤへのＲＢのモビ
リティの実行を控えることができる。ＲＢが異なるレイヤと再び関連付けられる場合、１
つまたは複数のＴＡＴが二次レイヤにおいて開始されると、または実行していると、ＷＴ
ＲＵは、二次レイヤと再び関連付けられるように、移されたＲＢを再構成することができ
る。例では、ＲＢの中断は、二次レイヤに適用可能なすべてのＴＡＴが満了したとき、ま
たは満了したと見なされたとき、ＷＴＲＵによって実行され得る。そのような場合、ＴＡ
Ｔが二次レイヤの第１のセルで満了したが第２のセルのＴＡＴがまだ満了していない場合
、ＷＴＲＵは、ＲＢを中断することを控えることができる。ＷＴＲＵが所与のレイヤと関
連付けられるすべてのＴＡＴの満了に基づいてＲＢを中断する場合、二次レイヤに適用可
能な少なくとも１つのＴＡＴが開始された、かつ／または現在実行していると、ＷＴＲＵ
が決定すると、ＷＴＲＵは、問題とされるＲＢをアクティブであると考えることができる
。
【０１７８】
　例では、ＴＡＴの満了（たとえば、または、ＷＴＲＵにＴＡＴを満了したものと見なさ
せるトリガ）は、満了されたＴＡＴと関連付けられるＭＡＣインスタンス／レイヤの非ア
クティブ化をトリガし得る。たとえば、二次レイヤの１つまたは複数のセル（たとえば、
ＰＣｅｌｌ）と関連付けられるＴＡＴが満了した、または満了したと見なされたと、ＷＴ
ＲＵが決定する場合、ＷＴＲＵは、問題とされるＭＡＣインスタンスのいくつかまたはす
べてのセルを非アクティブ化することができる。例では、ＴＡＴの満了（たとえば、ＷＴ
ＲＵにＴＡＴを満了したものと見なさせるトリガ）は、１つまたは複数のレイヤ固有の無
線ベアラを中断するようにＷＴＲＵにトリガし得る。たとえば、二次レイヤの１つまたは
複数のセル（たとえば、ＰＣｅｌｌ）と関連付けられるＴＡＴが満了した、または満了し
たと見なされたと、ＷＴＲＵが決定する場合、ＷＴＲＵは、問題とされるレイヤと関連付
けられる１つまたは複数の無線ベアラを中断することができる。例では、ＴＡＴの満了（
たとえば、または、ＷＴＲＵにＴＡＴを満了したものと見なさせるトリガ）は、１つまた
は複数のレイヤ固有のベアラを異なるレイヤに移す／再び関連付けるモビリティ手順を実
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行するように、ＷＴＲＵをトリガし得る。たとえば、二次レイヤの１つまたは複数のセル
（たとえば、ＰＣｅｌｌ）と関連付けられるＴＡＴが満了した、または満了したと見なさ
れたと、ＷＴＲＵが決定する場合、ＷＴＲＵは、異なるレイヤ（たとえば、一次レイヤ）
と再び関連付けられるように無線ベアラを再構成するために、モビリティ手順を開始する
ことができる。
【０１７９】
　例では、ＴＡＴの満了（たとえば、または、ＷＴＲＵにＴＡＴを満了したものと見なさ
せるトリガ）は、アクティブなＭＡＣインスタンス／レイヤの切替えをトリガし得る。た
とえば、二次レイヤの１つまたは複数のセル（たとえば、ＰＣｅｌｌ）と関連付けられる
ＴＡＴが満了した、または満了したと見なされたと、ＷＴＲＵが決定する場合、ＷＴＲＵ
は、たとえば、一次ＭＡＣインスタンスが非アクティブ化されている場合、一次ＭＡＣイ
ンスタンスの１つまたは複数のセル（たとえば、ＰＣｅｌｌ）をアクティブ化するための
手順を開始することができる。
【０１８０】
　レイヤ１（たとえば、ＰＨＹレイヤ）および／またはレイヤ２（たとえば、ＭＡＣ、Ｒ
ＲＣなど）に基づく、動的な無線リソース管理（ＲＲＭ）の制御が、マルチレイヤＲＲＭ
を調整するために実行され得る。たとえば、各レイヤのための物理レイヤのリソースの制
御および割振りは複雑であることがあり、利用される制御プレーンのアーキテクチャのタ
イプ（たとえば、分散された制御プレーン、調整された制御プレーン、集約された制御プ
レーンなど）に依存し得る。たとえば、ＷＴＲＵは、ＳＲＢが単一のレイヤ（たとえば、
一次レイヤ）で終端され、かつ／または、１つまたは複数のレイヤがレイヤのためのサー
ビングサイトで終端されるＳＲＢを有し得ないように、二重接続によって構成され得る。
そのような場合、ＲＲＭをサポートするための構成情報および他の制御データが、ＲＣＮ
Ｃ（たとえば、ＭｅＮＢにおいて位置され得る）、別のレイヤのサービングサイト（たと
えば、ＭｅＮＢ）、および／または問題とされるレイヤのサービングサイト（たとえば、
ＳＣｅＮＢ）の１つまたは複数によって、レイヤ（たとえば、二次レイヤ／ＳＣｅＮＢレ
イヤ）に対して決定され得る。構成情報は、レイヤ間の１つまたは複数のインターフェー
ス（たとえば、Ｘ２ｂｉｓ）を通じて、ＳＲＢが終端する適切なネットワークノードに提
供され得る。たとえば、ＳＲＢはＭｅＮＢで終端するが、ＳＲＢのための制御情報は他の
サービングサイト（たとえば、ＳＣｅＮＢ）に提供され得るように、ＷＴＲＵが構成され
得る。
【０１８１】
　しかしながら、いくつかの状況では、レイヤ間通信／インターフェースのレイテンシが
ＲＲＭに対して問題となり得る。たとえば、二次レイヤ（たとえば、ＳＣｅＮＢと関連付
けられる）におけるＲＲＭおよび／または再構成は、ＳＲＢが終端され得るマクロレイヤ
のサービングサイト（たとえば、ＭｅＮＢ）と二次レイヤのサービングサイト（たとえば
、ＳＣｅＮＢ）との間のインターフェースが、比較的高いレイテンシと関連付けられるこ
とがあり、かつ／または比較的大きな遅延をもたらし得るという事実によって、複雑にさ
れ得る。ＭＡＣインスタンスの再構成およびレイヤのＰＨＹ構成のレイテンシを低減しな
がら、（たとえば、リソースの割振りに関する）スケジューラの柔軟性をそれでも提供す
ることは、送信時間間隔（ＴＴＩ）のバンドリング、Ｄ－ＳＲに対するＰＵＣＣＨの割振
り、ＣＱＩの報告、ハイブリッド自動再送要求（ＨＡＲＱ）フィードバック（たとえば、
ＨＡＲＱフォーマットを含む）、サウンディング参照信号（ＳＲＳ）リソースの割振り、
構成参照信号などの１つまたは複数のような、いくつかのスケジューリング機能に関連が
あり得る。たとえば、ｓｐｓ－Ｃｏｎｆｉｇ、ｍａｃ－ＭａｉｎＣｏｎｆｉｇ（たとえば
、ｔｔｉＢｕｎｄｌｉｎｇ、ｄｒｘ－Ｃｏｎｆｉｇなどを含む）、ｐｈｙｓｉｃａｌＣｏ
ｎｆｉｇＤｅｄｉｃａｔｅｄ（たとえば、ｐｕｃｃｈ－ＣｏｎｆｉｇＤｅｄｉｃａｔｅｄ
、ｃｑｉ－ＲｅｐｏｒｔＣｏｎｆｉｇ、ｓｏｕｎｄｉｎｇＲＳ－ＵＬ－ＣｏｎｆｉｇＤｅ
ｄｉｃａｔｅｄ、ｓｃｈｅｄｕｌｉｎｇＲｅｑｕｅｓｔＣｏｎｆｉｇ、ｃｑｉ－Ｒｅｐｏ
ｒｔＣｏｎｆｉｇ－ｒ１０、ｃｓｉ－ＲＳ－Ｃｏｎｆｉｇ－ｒ１０、ｓｏｕｎｄｉｎｇＲ
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Ｓ－ＵＬ－ＣｏｎｆｉｇＤｅｄｉｃａｔｅｄＡｐｅｒｉｏｄｉｃ－ｒ１０、ｃｓｉ－ＲＳ
－ＣｏｎｆｉｇＮＺＰなどを含む）のような、１つまたは複数のＩＥに含まれるパラメー
タは、時間に敏感であることがあり、そのようなパラメータのシグナリングおよび／また
は構成の遅延は問題であり得る。
【０１８２】
　例として、たとえば、サービングサイトの間のネットワーク内通信が高いレイテンシと
関連付けられ、制御プレーン（たとえば、および／または特定のＳＲＢ）がレイヤの１つ
で終端される場合、再構成の瞬間（たとえば、適用されている、新たな構成が開始すべき
時間）の同期は、マルチレイヤの設定では達成するのが難しいことがある。たとえば、（
たとえば、ＳＣｅＮＢと関連付けられる）二次レイヤにおける接続に関する１つまたは複
数の態様を再構成するＲＲＣ再構成メッセージをＷＴＲＵが受信する場合、ＷＴＲＵにお
ける、二次レイヤにおけるスケジューラと、二次レイヤと関連付けられＭＡＣインスタン
スとの間のタイミングおよび／または同期は、困難であり得る。たとえば、ＷＴＲＵは、
それ以降新たな構成が有効であると想定される、固定された時間的な点を決定するように
構成され得る。
【０１８３】
　タイミングおよび同期は、たとえば、ネットワークがあるＷＴＲＵから別のＷＴＲＵに
リソースを再び割り振ることを試みている場合には、ネットワーク側でも問題であること
があり、それは、ネットワークが、そのようなリソースがそれから所与のＷＴＲＵへの割
振りに利用可能であり得る、最初の可能な場合を決定する必要があり得るからである。た
とえば、ネットワークは、ＴＴＩのバンドリングを非アクティブ化すること、Ｄ－ＳＲの
ためのＰＵＣＣＨリソースを解放すること、ＣＱＩ報告インスタンスを割り振ること、Ｈ
ＡＲＱフィードバック（たとえば、ＨＡＲＱフォーマットを含む）を受信すること、新た
なＤＲＸ構成をいつ適用するか決定すること、ＳＲＳリソースを解放すること、参照信号
を修正すること、および／または同様のことを目的に、リソースが所与のＷＴＲＵにおい
て利用可能であり得るときを決定することを試み得る。たとえば、ネットワークは、ｓｐ
ｓ－Ｃｏｎｆｉｇ、ｍａｃ－ＭａｉｎＣｏｎｆｉｇ（たとえば、ｔｔｉＢｕｎｄｌｉｎｇ
、ｄｒｘ－Ｃｏｎｆｉｇなどを含む）、ｐｈｙｓｉｃａｌＣｏｎｆｉｇＤｅｄｉｃａｔｅ
ｄ（たとえば、ｐｕｃｃｈ－ＣｏｎｆｉｇＤｅｄｉｃａｔｅｄ、ｃｑｉ－ＲｅｐｏｒｔＣ
ｏｎｆｉｇ、ｓｏｕｎｄｉｎｇＲＳ－ＵＬ－ＣｏｎｆｉｇＤｅｄｉｃａｔｅｄ、ｓｃｈｅ
ｄｕｌｉｎｇＲｅｑｕｅｓｔＣｏｎｆｉｇ、ｃｑｉ－ＲｅｐｏｒｔＣｏｎｆｉｇ－ｒ１０
、ｃｓｉ－ＲＳ－Ｃｏｎｆｉｇ－ｒ１０、ｓｏｕｎｄｉｎｇＲＳ－ＵＬ－ＣｏｎｆｉｇＤ
ｅｄｉｃａｔｅｄＡｐｅｒｉｏｄｉｃ－ｒ１０、ｃｓｉ－ＲＳ－ＣｏｎｆｉｇＮＺＰなど
を含む）のようなＩＥに含まれる１つまたは複数のパラメータの適用をＷＴＲＵがいつ開
始できるか、かつ／または開始するであろうかを、決定することを試み得る。半永続的な
スケジューリング（ＳＰＳ）のリソースのアクティブ化および非アクティブ化のタイミン
グは、ＰＨＹレイヤの制御シグナリングを使用して制御され得る（たとえば、ＰＤＣＣＨ
命令を介してアクティブ化および非アクティブ化され得る）。
【０１８４】
　たとえば、ＷＴＲＵおよび１つまたは複数のサービングサイトは、パラメータのセット
のために１つまたは複数の事前構成を確立するように構成されてよく、パラメータの各々
の事前構成されたセットにインデックスを割り当てることができ、明示的な制御シグナリ
ングおよび／または暗黙的な規則を利用してアクティブな構成を切り替える（たとえば、
パラメータの所与のセットをアクティブ化および／または非アクティブ化する）ことがで
きる。たとえば、ＷＴＲＵおよび／または異なるレイヤのサービングサイトは、それに対
して構成が確立されているレイヤ（たとえば、ＳＣｅＮＢサービングサイトを伴う二次レ
イヤ）においてＳＲＢの終端を伴うＲＲＣコンポーネントを導入および／または利用する
必要なく、所与のレイヤおよび／またはスケジューラのための（たとえば、ＳＣｅＮＢの
ための）、物理レイヤのリソースの、局所的な、柔軟な、かつ／または動的な管理を利用
することができる。
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【０１８５】
　たとえば、ＲＲＭのための静的パラメータ（たとえば、これは、１つまたは複数のＳＲ
ＢがサービングサイトにおけるＲＲＣコンポーネントで終端されるレイヤのために使用さ
れ得る）を構成するためにＲＲＣシグナリングに依存するのではなく、またはそのことに
加えて、それによって、（たとえば、ＳＣｅＮＢの中の）所与のレイヤのためのスケジュ
ーラは、様々なＲＲＭ構成を（たとえば、ＲＲＣシグナリングまたは同様のものを介して
）事前構成することができ、（たとえば、暗黙的な規則に基づいて、トリガ事象に基づい
て、ＰＨＹまたはＭＡＣシグナリングを介するなどして）どの事前構成された割振りを使
用するかをシグナリングすることができる。
【０１８６】
　ＲＲＭパラメータの複数のセットを構成するために、様々な技法が使用され得る。本明
細書で使用されるとき、ＲＲＭパラメータという用語は、ＴＴＩのバンドリング、Ｄ－Ｓ
Ｒ、ＤＲＸ、ＳＲのためのＰＵＣＣＨの割振り、ＣＱＩの報告、ＨＡＲＱフィードバック
（たとえば、ＨＡＲＱフォーマットを含む）、ＳＲＳリソースの割振り、構成参照信号、
他のＰＨＹレイヤのパラメータ、および／または同様のものに関連するパラメータの１つ
または複数を指し得る。たとえば、ＲＲＭパラメータは、ｓｐｓ－Ｃｏｎｆｉｇ、ｍａｃ
－ＭａｉｎＣｏｎｆｉｇ（たとえば、ｔｔｉＢｕｎｄｌｉｎｇ、ｄｒｘ－Ｃｏｎｆｉｇな
どを含む）、ｐｈｙｓｉｃａｌＣｏｎｆｉｇＤｅｄｉｃａｔｅｄ（たとえば、ｐｕｃｃｈ
－ＣｏｎｆｉｇＤｅｄｉｃａｔｅｄ、ｃｑｉ－ＲｅｐｏｒｔＣｏｎｆｉｇ、ｓｏｕｎｄｉ
ｎｇＲＳ－ＵＬ－ＣｏｎｆｉｇＤｅｄｉｃａｔｅｄ、ｓｃｈｅｄｕｌｉｎｇＲｅｑｕｅｓ
ｔＣｏｎｆｉｇ、ｃｑｉ－ＲｅｐｏｒｔＣｏｎｆｉｇ－ｒ１０、ｃｓｉ－ＲＳ－Ｃｏｎｆ
ｉｇ－ｒ１０、ｓｏｕｎｄｉｎｇＲＳ－ＵＬ－ＣｏｎｆｉｇＤｅｄｉｃａｔｅｄＡｐｅｒ
ｉｏｄｉｃ－ｒ１０、ｃｓｉ－ＲＳ－ＣｏｎｆｉｇＮＺＰなどを含む）のようなＩＥに含
まれ得る情報の１つまたは複数の項目を含み得る。加えて、ＲＲＭパラメータ／構成の様
々なサブセットが、独立に／別々に処理され、かつ／または扱われ得る。たとえば、ＳＰ
Ｓパラメータのセットは、物理レイヤの構成パラメータのセットとは別々に事前構成され
得る。同様に、ＤＲＸパラメータのセットは、ＣＱＩ報告パラメータのセットとは別々に
扱われ得る。１つまたは複数の異なる制御機能に関連するパラメータは、事前構成グルー
プへとグループ化され得る（たとえば、ＤＲＸパラメータはＴＴＩパラメータとグループ
化され、ＣＱＩ報告パラメータはＤ－ＳＲ構成パラメータとグループ化され得る、など）
。本明細書で使用されるとき、ＲＲＭパラメータという用語は、上で説明された（または
同様の）１つまたは複数のパラメータを、単独で、または様々な組合せで指すために使用
され得る。ＲＲＭ構成という用語は、事前構成のためにグループ化され得る、かつ／また
は一緒にアクティブ化され得る、１つまたは複数のＲＲＭパラメータのグループを指し得
る。
【０１８７】
　たとえば、ＷＴＲＵは、ＲＲＭパラメータの１つまたは複数のセットを構成するＲＲＣ
シグナリング（たとえば、ＲＲＣ接続再構成メッセージ）を受信することができる。ＷＴ
ＲＵは、パラメータの１つまたは複数のインデックス付けされたセットを伴う構成を受信
することができる。たとえば、ＷＴＲＵは、物理レイヤの構成パラメータ（たとえば、ｐ
ｈｙｓｉｃａｌＣｏｎｆｉｇＤｅｄｉｃａｔｅｄ）の１つまたは複数のセット、および／
または、ＭＡＣ構成パラメータの１つまたは複数のセット（たとえば、ｍａｃ－Ｍａｉｎ
Ｃｏｎｆｉｇ）によって事前構成され得る。たとえば、各構成は、別個の項目（たとえば
、ｄｅｆａｕｌｔＣｏｎｆｉｇ、および０個より多いａｌｔｅｒｎａｔｉｖｅＣｏｎｆｉ
ｇ）としてグループ化され得る。例では、各々の受信された構成がインデックス値と関連
付けられてよく、インデックス値は、構成が受信されるとき、および／または暗黙的に決
定され得るときに割り当てられ得る。たとえば、各々の構成値は、増加するインデックス
番号の場合（たとえば、メッセージ中の最初の構成はインデックス０を有し、２番目の構
成はインデックス１を有するなど）、順番に提供され得る。構成の１つまたは複数は、デ
フォルトの構成であり得る。たとえば、受信される再構成メッセージは、パラメータ（た
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とえば、構成）のどの受信されたセットがデフォルトの構成である、かつ／もしくは最初
の構成である、かつ／もしくはインデックス０を割り当てられた構成であると考えられる
かを明示的に示すことができ、かつ／または、セルにおいて適用される最初の構成がデフ
ォルトの構成であると考えられてよい。受信されたＲＲＭ構成は、あるセルに固有であっ
てよく、複数のセルにわたって共通であってもよい。受信されたＲＲＭ構成は、あるレイ
ヤに固有であってよく、または複数のレイヤにわたって共通であってよい。パラメータの
複数のセット（たとえば、ＲＲＭ構成の複数のセット）を受信すると、ＷＴＲＵは、デフ
ォルトのセットに対応するパラメータを適用することによって、再構成を完了することが
できる。
【０１８８】
　例として、ＷＴＲＵは、１つまたは複数の仮想セルとしてグループ化されたパラメータ
のセットを伴う構成を受信することができる。たとえば、ＷＴＲＵは、ＲＲＭパラメータ
の１つまたは複数のセット、たとえば、物理レイヤの構成の１つまたは複数のセットを受
信することができる。構成は、構成が仮想セルに対応するように受信され得る。仮想セル
は、従来のセルと同様の構成と関連付けられ得るが、構成は、動的にアクティブ化および
／または非アクティブ化されてよい。たとえば、ＷＴＲＵは、所与のｓＣｅｌｌＩｎｄｅ
ｘ、所与のｐｈｙｓＣｅｌｌＩｄ、所与のｄｌ－ＣａｒｒｉｅｒＦｒｅｑ、および／また
は同様のもののための、複数の仮想セル構成（たとえば、各セットが異なる仮想セルに対
応する、ＲＲＭパラメータの複数のセット）を受信することができる。受信された仮想セ
ル構成は、所与のセルにおいて適用され得る複数の可能性のある構成に対応し得る。例で
は、各仮想セルの構成および／またはＲＲＭパラメータの各セットは、識別の目的で、ｖ
ｉｒｔｕａｌＣｅｌｌＩｄを割り当てられ得る。識別子（たとえば、ｖｉｒｔｕａｌＣｅ
ｌｌＩｄ）は、明示的にシグナリングされてよく、かつ／または、暗黙的に決定されてよ
い。たとえば、各仮想セルの構成は、増加する識別番号の場合（たとえば、メッセージ中
の最初の構成はｖｉｒｔｕａｌＣｅｌｌＩｄ０を有し、２番目の構成はｖｉｒｔｕａｌＣ
ｅｌｌＩｄ１を有するなど）、順番に提供され得る。仮想セル構成の１つまたは複数は、
デフォルトの構成であり得る。たとえば、受信された再構成メッセージは、受信されたど
の仮想セル構成がデフォルトの構成であると、かつ／または第１の構成であると、かつ／
またはｖｉｒｔｕａｌＣｅｌｌＩｄ０を割り当てられた構成であると考えられるかを明示
的に示してよく、かつ／または、セルにおいて適用される最初の仮想セル構成がデフォル
トの構成であると考えられてよい。仮想セル構成はあるセルに固有であってよく、または
複数のセルにわたって共通であってよい。仮想セル構成はあるレイヤに固有であってよく
、または複数のレイヤにわたって共通であってよい。仮想セル構成を受信すると、ＷＴＲ
Ｕは、デフォルトの仮想セル構成に対応するパラメータを適用することによって、再構成
を完了することができる。
【０１８９】
　ＲＲＭ構成および／もしくは仮想セル構成をアクティブ化すること、ＲＲＭ構成および
／もしくは仮想セル構成を非アクティブ化すること、ＲＲＭ構成および／もしくは仮想セ
ル構成を変更すること、ＲＲＭ構成および／もしくは仮想セル構成を除去すること、なら
びに／または同様のことを行うために、制御シグナリングが使用され得る。たとえば、制
御シグナリングは、レイヤの中の１つまたは複数のセル（たとえば、場合によっては、レ
イヤの中のセルのグループまたはサブセット）、レイヤの中の特定のタイプのセル（たと
えば、ＰＣｅｌｌ、ＳＣｅｌｌなど）、タイミング整合グループ（ＴＡＧ）などに適用可
能であり得る。
【０１９０】
　たとえば、ＲＲＭ構成および／もしくは仮想セル構成をアクティブ化すること、ＲＲＭ
構成および／もしくは仮想セル構成を非アクティブ化すること、ＲＲＭ構成および／もし
くは仮想セル構成を変更すること、ＲＲＭ構成および／もしくは仮想セル構成を除去する
こと、ならびに／または同様のことを行うために、物理レイヤのシグナリングが使用され
得る。例として、レイヤのアクティブ化、ＰＣｅｌｌのアクティブ化、ＳＣｅｌｌのアク
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ティブ化などのために使用される物理レイヤのシグナリングは、適用されるべき適切なＲ
ＲＭ構成および／または仮想セル構成の指示を含み得る。例では、別個の物理レイヤのシ
グナリングが、どのＲＲＭ構成および／または仮想セル構成が、セルにおいて、セルを含
むレイヤにおいて、セルを含むレイヤの中の別のセルにおいて、別のレイヤにおいて、別
のレイヤの別のセルにおいて、ＴＡＧにおいて、および／または同様のものにおいて適用
されるべきかを示すために使用され得る。
【０１９１】
　たとえば、所与のセル、セルの所与のグループ、所与のレイヤなどのための複数のＲＲ
Ｍ構成および／または複数の仮想セル構成によって構成されると、ＷＴＲＵは、たとえば
ＰＤＣＣＨおよび／または増強されたＰＤＣＣＨ（ｅＰＤＣＣＨ）上で、所与のＲＲＭ構
成および／または仮想セル構成をアクティブ化する制御シグナリングを受信することがで
きる。たとえば、ＷＴＲＵは、ダウンリンク制御情報（ＤＣＩ）フィールドにおいて、か
つ／または他の物理レイヤのシグナリングを介して、所与のＲＲＭ構成および／または仮
想セル構成に対応するインデックスおよび／またはｖｉｒｔｕａｌＣｅｌｌＩｄを受信す
ることができる。
【０１９２】
　たとえば、ＷＴＲＵは、１つまたは複数のセルのためのＲＲＭ構成および／または仮想
セル構成をアクティブ化するＤＣＩを受信することができ、ＷＴＲＵは、ＤＣＩの中で示
される明示的なインデックスおよび／または仮想セルの識別情報、ＤＣＩが成功裏に復号
された検索空間の識別情報（たとえば、各検索空間および／または検索空間の部分は所与
のインデックスおよび／または仮想セルに暗黙的にマッピングされ得る）、ＤＣＩを復号
するために使用される無線ネットワーク一時識別子（ＲＮＴＩ）（たとえば、各ＲＲＭ構
成および／もしくは仮想セル構成はＲＮＴＩを割り当てられてよく、かつ／または、どの
ＲＮＴＩが使用されるかに基づいて暗黙的なマッピングが仮定され得る）、ＤＣＩと関連
付けられる最初の制御チャネル要素（ＣＣＥ）（または最後のＣＣＥ、またはＤＣＩを復
号するために使用される範囲の中のいくつかの他のＣＣＥ）の識別情報（たとえば、ＣＣ
Ｅは、ＲＲＭ構成および／または仮想セル構成に暗黙的にマッピングされ得る）、および
／または同様のことの１つまたは複数に基づいて、どのＲＲＭ構成および／または仮想セ
ル構成を適用するかを決定することができる。
【０１９３】
　物理レイヤのシグナリングは、たとえば、シグナリングフォーマットに対応するインデ
ックスおよびまたは仮想セルの識別情報を含めることによって、ＲＲＭ構成および／また
は仮想セル構成のアクティブ化および／または非アクティブ化を示し得る。ＷＴＲＵがデ
フォルトではないＲＲＭ構成および／または仮想セル構成を使用して動作している場合、
デフォルトではないＲＲＭ構成および／または仮想セル構成が非アクティブ化および／ま
たは除去され、ＷＴＲＵは、異なるＲＲＭ構成および／または仮想セル構成が明示的に示
されない限り、問題とされるレイヤのためのデフォルトのＲＲＭ構成および／または仮想
セル構成（たとえば、インデックス／ｖｉｒｔｕａｌＣｅｌｌＩｄ０を伴う構成）を使用
すると暗黙的に決定することができる。
【０１９４】
　再構成を確認するためにフィードバックがＷＴＲＵによって送信され得る。たとえば、
ＷＴＲＵは、フィードバックを送信して、再構成の成功した完了、および／または物理レ
イヤのシグナリングが成功裏に受信されたことを示すことができる。たとえば、ＷＴＲＵ
は、ＲＲＭ構成および／または仮想セル構成をアクティブ化および／または非アクティブ
化するために使用される、受信された物理レイヤのシグナリングのためのＨＡＲＱ　ＡＣ
Ｋ／ＮＡＣＫを送信することができる。たとえば、肯定的なフィードバック（たとえば、
ＡＣＫ）は、ＲＲＭ構成および／または仮想セル構成を変更した、物理レイヤのシグナリ
ングの成功した受信を示し得る。たとえば、ＨＡＲＱ　ＡＣＫ／ＮＡＣＫのフィードバッ
クは、制御シグナリングの成功した受信の後の固定された時間に送信され得る。ＡＣＫ／
ＮＡＣＫのフィードバックは、構成を変更した制御シグナリングの（たとえば、サブフレ
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ームｎの中の）ＲＲＭ構成および／または仮想セル構成を変更した物理レイヤのシグナリ
ングの受信のときに以前適用可能であったＲＲＭ構成および／または仮想セル構成を使用
して、送信され得る。たとえば、物理レイヤの制御シグナリングがサブフレームｎにおい
て受信された場合、フィードバックは、サブフレームｎ＋４で送信され得る。
【０１９５】
　例では、ＲＲＭ構成および／または仮想セル構成をアクティブ化および／または非アク
ティブ化するために使用される、受信された物理レイヤのシグナリングのためのＨＡＲＱ
　ＡＣＫ／ＮＡＣＫに対するフィードバックは、物理レイヤの制御シグナリングにおいて
示されるＲＲＭ構成および／または仮想セル構成を使用して送信され得る。たとえば、Ａ
ＣＫ／ＮＡＣＫのフィードバックは、サブフレームｎ＋（ｒｅｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏ
ｎＤｅｌａｙ）において、新たなＲＲＭ構成および／または仮想セル構成を使用して送信
され得る。ｒｅｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎＤｅｌａｙは、構成可能な態様（たとえば、
物理レイヤのアクティブ化シグナリングで示されてよく、かつ／またはＲＲＭ／仮想セル
構成のセットにより事前構成され得る）であってよく、または、何らかの固定された処理
遅延（たとえば、１５ｍｓ）と等価であってよい。例では、ＲＲＭ構成および／または仮
想セル構成をアクティブ化および／または非アクティブ化するために使用される物理レイ
ヤのシグナリングは、ＡＣＫ／ＮＡＣＫのフィードバックの送信のための特定のリソース
を示し得る。例では、ＷＴＲＵは、ＲＲＭ構成および／または仮想セル構成をアクティブ
化および／または非アクティブ化するために使用される物理レイヤのシグナリングが成功
裏に受信された（たとえば、本明細書で説明される方法を使用して）かどうかを示す第１
のフィードバックと、（たとえば、本明細書で説明される方法を使用した）制御シグナリ
ングによって示されるような再構成の成功した完了を示すための第２のフィードバックと
を送信することができる。例では、新たなＲＲＭ構成および／または仮想セル構成に対す
る成功した再構成の確認は、ランダムアクセスプリアンブルの送信によって実行され得る
。たとえば、ＷＴＲＵが新たなＲＲＭ構成および／または仮想セル構成を成功裏に適用す
ると、ＷＴＲＵはＲＡＣＨ手順を開始することができる。ｍｓｇ３は、アクティブ化され
たＲＲＭ構成および／または仮想セル構成を示すＭＡＣ　ＣＥを含み得る。
【０１９６】
　ＭＡＣシグナリングのようなレイヤ２のシグナリングが、ＲＲＭ構成および／もしくは
仮想セル構成をアクティブ化すること、ＲＲＭ構成および／もしくは仮想セル構成を非ア
クティブ化すること、ＲＲＭ構成および／もしくは仮想セル構成を変更すること、ＲＲＭ
構成および／もしくは仮想セル構成を除去すること、ならびに／または同様のことを行う
ために使用され得る。たとえば、レイヤのアクティブ化、ＰＣｅｌｌのアクティブ化、Ｓ
Ｃｅｌｌのアクティブ化などのために使用されるＭＡＣシグナリングはまた、適用される
べき適切なＲＲＭ構成および／または仮想セル構成の指示を含み得る。
【０１９７】
　たとえば、ＷＴＲＵは、所与のＲＲＭ構成および／または仮想セル構成をアクティブ化
するＭＡＣ制御要素（ＣＥ）を受信することができる。たとえば、ＷＴＲＵは、ＭＡＣ　
ＣＥのフィールドの中の所与のＲＲＭ構成および／または仮想セル構成に対応する、イン
デックスおよび／またはｖｉｒｔｕａｌＣｅｌｌＩｄを受信することができる。例では、
所与のＲＲＭ構成および／または仮想セル構成をアクティブ化するために使用されるＭＡ
Ｃ　ＣＥはビットマップを含んでよく、ビットマップの各ビットは、所与のＲＲＭ構成お
よび／または仮想セル構成に対応し得る。たとえば、ビットマップの最初のビットはイン
デックス／仮想セルの識別情報０に対応してよく、ビットマップの２番目のビットマップ
はインデックス／仮想セルの識別情報１に対応してよく、以下同様である。１は、対応す
るＲＲＭ構成および／または仮想セル構成がアクティブ化されていることを示してよく、
０は、対応するＲＲＭ構成および／または仮想セル構成が非アクティブ化されていること
を示してよい（またはその逆でもよい）。
【０１９８】
　例では、ＷＴＲＵは、レイヤをアクティブ化および／または非アクティブ化すること、
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レイヤの中のセルをアクティブ化および／または非アクティブ化すること、レイヤの中の
セルのグループをアクティブ化および／または非アクティブ化することなどを行う、ＭＡ
Ｃアクティブ化／非アクティブ化のＣＥを受信することができる。ＭＡＣアクティブ化／
非アクティブ化のＣＥは、アクティブ化されたセル、セルのグループ、および／またはレ
イヤのための、所与のＲＲＭ構成および／または仮想セル構成に対応する明示的なインデ
ックスおよび／またはｖｉｒｔｕａｌＣｅｌｌＩｄを含み得る。本明細書で説明されるよ
うなビットマップも使用され得る。
【０１９９】
　例では、ＷＴＲＵは、特定のセル、セルのグループ、および／またはレイヤのためのＭ
ＡＣ　ＲＲＭＣｏｎｆｉｇ　ＣＥを受信することができる。ＭＡＣ　ＲＲＭＣｏｎｆｉｇ
　ＣＥは、構成されたセル、セルのグループ、および／またはレイヤのための所与のＲＲ
Ｍ構成および／または仮想セル構成に対応する明示的なインデックスおよび／またはｖｉ
ｒｔｕａｌＣｅｌｌＩｄを含み得る。本明細書に説明されているようなビットマップも使
用され得る。
【０２００】
　使用されるシグナリング方法とは関係なく、ＷＴＲＵがデフォルトではないＲＲＭ構成
および／または仮想セル構成を使用して動作している場合、デフォルトではないＲＲＭ構
成および／または仮想セル構成は（たとえば、ＭＡＣシグナリングを介して）非アクティ
ブ化および／または除去され、ＷＴＲＵは、異なるＲＲＭ構成および／または仮想セル構
成が明示的に示されない限り、問題とされるセル／レイヤのセル／グループ（たとえば、
インデックス／ｖｉｒｔｕａｌＣｅｌｌＩｄ０を伴う構成）のための、デフォルトのＲＲ
Ｍ構成および／または仮想セル構成を使用すると暗黙的に決定することができる。
【０２０１】
　ＭＡＣシグナリングを介して受信される再構成を確認するために、フィードバックがＷ
ＴＲＵによって送信され得る。たとえば、ＷＴＲＵは、フィードバックを送信して、再構
成の成功した完了、および／またはＭＡＣ　ＣＥが成功裏に受信されたことを示すことが
できる。例として、フィードバックは、（たとえば、Ｌ２／ＭＡＣシグナリングが受信さ
れたトランスポートブロックのためのＨＡＲＱ　ＡＣＫの送信の後の固定された時間）Ｍ
ＡＣ　ＣＥおよび／またはＰＵＣＣＨに含まれ得る。例では、新たなＲＲＭ構成および／
または仮想セル構成に対する成功した再構成の確認が、ランダムアクセスプリアンブルの
送信によって実行され得る。たとえば、ＷＴＲＵが新たなＲＲＭ構成および／または仮想
セル構成を成功裏に適用すると、ＷＴＲＵはＲＡＣＨ手順を開始することができる。ｍｓ
ｇ３は、アクティブ化されたＲＲＭ構成および／または仮想セル構成を示すＭＡＣ　ＣＥ
を含み得る。
【０２０２】
　暗黙的な規則が、ＲＲＭ構成および／もしくは仮想セル構成をアクティブ化すること、
ＲＲＭ構成および／もしくは仮想セル構成を非アクティブ化すること、ＲＲＭ構成および
／もしくは仮想セル構成を変更すること、ＲＲＭ構成および／もしくは仮想セル構成を除
去すること、ならびに／または同様のことを行うために使用され得る。たとえば、所与の
セル、セルのグループ、レイヤなどのための複数のＲＲＭ構成および／または仮想セル構
成によって事前構成されると、ＷＴＲＵは、ＲＲＭ構成および／または仮想セル構成をア
クティブ化および／または非アクティブ化し得る、事象またはトリガを決定することがで
きる。
【０２０３】
　たとえば、ＷＴＲＵは、ＷＴＲＵによる使用のために事前構成された、セル、セルのグ
ループ、レイヤなどをアクティブ化する制御シグナリング（たとえば、ＭＡＣアクティブ
化／非アクティブ化のＣＥ）を受信することができる。ＷＴＲＵは、問題とされるセル、
セルのグループ、レイヤなどのためのデフォルトのＲＲＭ構成および／または仮想セル構
成が適用されるべきであると、逆のことに対する明示的なシグナリングがなければ、暗黙
的に決定することができる。
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【０２０４】
　ＷＴＲＵは、アクティブなＲＲＭ構成および／または仮想セル構成のための（たとえば
、デフォルトではないＲＲＭ構成および／または仮想セル構成のための）有効性タイマー
を維持するように構成され得る。たとえば、ＷＴＲＵは、ＲＲＭ構成および／もしくは仮
想セル構成のアクティブ化を受信すると、かつ／または、ＲＲＭ構成および／もしくは仮
想セル構成をアクティブ化する明示的な制御シグナリングを受信すると、所与のＲＲＭ構
成および／または仮想セル構成のための有効性タイマーを開始することができる。ＷＴＲ
Ｕは、所与のセル、セルのグループ、レイヤなどのためのＲＲＭ構成および／または仮想
セル構成を、そのようなＲＲＭ構成および／または仮想セル構成の有効性タイマーが満了
すると、非アクティブ化することができる。例では、デフォルトの構成のための有効性タ
イマーはなくてよい。有効性タイマーは、ＲＲＭ構成および／または仮想セル構成を再ア
クティブ化するシグナリングを受信すると、再開され得る。
【０２０５】
　例では、セル、セルのグループ、レイヤなどのためのＴＡＴの満了は、ＲＲＭ構成およ
び／または仮想セル構成を、非アクティブ化および／または除去することができる。たと
えば、ＷＴＲＵは、適用可能なＴＡＴが満了すると、所与のセル、セルのグループ、レイ
ヤなどのための、ＲＲＭ構成および／または仮想セル構成を非アクティブ化するように構
成され得る。例では、ＴＡＴの満了は、ＷＴＲＵに、デフォルトではないＲＲＭ構成およ
び／または仮想セル構成を非アクティブ化させ得るが、デフォルトのＲＲＭ構成および／
または仮想セル構成を非アクティブ化させ得ない。
【０２０６】
　ＷＴＲＵは、問題とされるセル、セルのグループ、レイヤなどに対する無線リンク失敗
の条件を検出すると、所与のセル、セルのグループ、レイヤなどのためのＲＲＭ構成およ
び／または仮想セル構成を非アクティブ化することができる。例では、無線リンク失敗の
検出は、ＷＴＲＵに、デフォルトではないＲＲＭ構成および／または仮想セル構成を非ア
クティブ化させ得るが、デフォルトのＲＲＭ構成および／または仮想セル構成を非アクテ
ィブ化させ得ない。
【０２０７】
　ＷＴＲＵは、問題とされるセル、セルのグループ、レイヤなどがＤＲＸ（たとえば、長
いＤＲＸ）の中にあること、およびｚ個のＤＲＸ期間が経過したことを決定すると、所与
のセル、セルのグループ、レイヤなどのためのＲＲＭ構成および／または仮想セル構成を
非アクティブ化することができ、ここでｘは構成の態様であり得る。例では、問題とされ
るセル、セルのグループ、レイヤなどがＤＲＸ（たとえば、長いＤＲＸ）の中にあること
、およびｚ個のＤＲＸ期間が経過したと決定することは、ＷＴＲＵに、デフォルトではな
いＲＲＭ構成および／または仮想セル構成を非アクティブ化させ得るが、デフォルトのＲ
ＲＭ構成および／または仮想セル構成を非アクティブ化させ得ない。
【０２０８】
　ＷＴＲＵは、問題とされるセル、セルのグループ、レイヤなどを（たとえば、暗黙的、
かつ／または明示的に）非アクティブ化すると（たとえば、それが問題のセルまたはレイ
ヤを非アクティブ化するとき）、所与のセル、セルのグループ、レイヤなどのためのＲＲ
Ｍ構成および／または仮想セル構成を非アクティブ化することができる。例では、問題と
されるセル、セルのグループ、レイヤなどの非アクティブ化は、ＷＴＲＵに、デフォルト
ではないＲＲＭ構成および／または仮想セル構成を非アクティブ化させ得るが、デフォル
トのＲＲＭ構成および／または仮想セル構成を非アクティブ化させ得ない。
【０２０９】
　ＷＴＲＵは、デフォルトではないＲＲＭ構成および／または仮想セル構成を暗黙的およ
び／または明示的に非アクティブ化すると（たとえば、いくつかの他のＲＲＭ構成および
／または仮想セル構成が明示的に示されない限り）、デフォルトのＲＲＭ構成および／ま
たは仮想セル構成に戻ることができる。ＵＥは、有効な構成をＷＴＲＵが欠いていること
を示す、かつ／または異なる構成が現在使用されている（たとえば、デフォルトの構成）
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ことを示す、制御シグナリング（たとえば、ＲＲＣメッセージ、アクティブな構成を示す
ＭＡＣ　ＣＥ）を使用することができる。
【０２１０】
　異なるＲＲＭ構成および／または仮想セル構成への再構成の完了のタイミングが規定さ
れ得る。たとえば、ＷＴＲＵは、ｘ個のサブフレームの中で再構成を完了することを試み
得る。値ｘは固定されていてよく（たとえば、１５ｍｓの処理時間）、かつ／または、値
ｘはＲＲＭ構成および／または仮想セル構成の一部として構成されていてよい。例では、
ＲＲＭ構成および／または仮想セル構成をアクティブ化する適用可能な制御シグナリング
（たとえば、Ｌ１／Ｌ２シグナリング）が受信されるサブフレームｎから始まる、遅延が
決定され得る。例では、適用可能な制御シグナリング（たとえば、Ｌ１／Ｌ２シグナリン
グ）のためのフィードバックが送信される時間から始まる、遅延が決定され得る。例では
、成功した再構成の確認が送信される時間から始まる、遅延が決定され得る。
【０２１１】
　場合によっては、期間［ｎ，ｎ＋ｘ］の間に、ＷＴＲＵはＰＤＣＣＨおよび／またはｅ
ＰＤＣＣＨを受信しないことがある。例では、ＷＴＲＵは、それがその送受信機を再構成
することが可能になるとすぐに、新たなＲＲＭ構成および／もしくは仮想セル構成を使用
し始めることができ、ＰＤＣＣＨおよび／もしくはｅＰＤＣＣＨを受信し始めることがで
き、かつ／または、問題とされる制御シグナリングの受信の瞬間において適用可能な構成
を使用してアップリンク送信を実行することができる。例では、ＷＴＲＵが、制御シグナ
リングの受信の肯定応答（たとえば、サブフレームｎ＋４）の送信の後、新たなＲＲＭ構
成および／または仮想セル構成を使用し始めることを許可され得る。
【０２１２】
　例では、本明細書で説明される方法の１つまたは複数は、ＳＲＢの終端を伴わないノー
ドにおいてスケジューラによる柔軟なＲＲＭ制御を提供するために、組み合わされ得る。
たとえば、ＷＴＲＵは、ＲＲＣ接続再構成メッセージを受信することができる。ＲＲＣ接
続再構成メッセージは、ＭｅＮＢにおけるＲＲＣエンティティで終端されるＳＲＢと関連
付けられ／を介して送信され得る。ＲＲＣ接続再構成メッセージは、二次レイヤと関連付
けられる１つまたは複数のセル（たとえば、二次レイヤのためのサービングサイトはＳＣ
ｅＮＢであり得る）を追加し、修正し、除去することなどができる。再構成メッセージは
、二次レイヤにおいて追加および／または修正されている１つまたは複数のセルのための
（たとえば、および場合によっては削除されたセルのための）複数のＲＲＭ構成および／
または仮想セル構成を含み得る。様々なＲＲＭ構成および／または仮想セル構成がインデ
ックスを付けられてよく、かつ／または、ＲＲＭ構成および／または仮想セル構成の中の
１つまたは複数のＲＲＭパラメータがインデックスを付けられてよい。ＲＲＭ構成および
／または仮想セル構成の１つがデフォルトの構成であると考えられてよく、かつ／または
、ＲＲＭ構成および／または仮想セル構成の中の１つまたは複数のＲＲＭパラメータがデ
フォルトのパラメータ値であると考えられてよい。最初に構成されたＲＲＭ構成および／
または仮想セル構成がデフォルトの構成であると考えられてよく、かつ／または、最初に
構成されたＲＲＭパラメータがデフォルトのパラメータであると考えられてよい。デフォ
ルトのＲＲＭ構成および／もしくは仮想セル構成ならびに／またはデフォルトのＲＲＭパ
ラメータは、たとえば、それらをインデックス０と関連付けることによって、かつ／また
は、それらを最初に載せることによって、明示的に示され得る。仮想セルを使用した構成
の態様のグループ化である。たとえば、複数のサービングセルの構成が、所与のキャリア
周波数に対して与えられ得る。
【０２１３】
　ＷＴＲＵは、適用すべき１つまたは複数のＲＲＭ構成および／もしくは仮想セル構成、
ならびに／または、適用すべき１つまたは複数のＲＲＭパラメータのためのインデックス
を示し得る、レイヤ１（たとえば、ＰＨＹ）および／またはレイヤ２（たとえば、ＭＡＣ
）シグナリング（たとえば、ＰＤＣＣＨ上のＤＣＩ、ＭＡＣ　ＣＥなど）を受信すること
ができる。ＷＴＲＵは、（たとえば、サブフレームｎ＋４の中の）現在のＲＲＭ構成およ
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び／または仮想セル構成に従ってＰＵＣＣＨ上でＨＡＲＱ　ＡＣＫを送信することによっ
て、そのような制御シグナリング（たとえば、場合によっては、フィードバックの中に構
成インデックスの指示を含む）のサブフレームｎにおける受信に肯定応答することができ
る。ＷＴＲＵによるそのような制御シグナリング（たとえば、構成インデックスを伴う）
の受信は、対応するＲＲＭ構成および／または仮想セル構成（たとえば、および／または
そのＲＲＭパラメータ）をアクティブ化し得る。ＷＴＲＵは、問題とされるシグナリング
の受信（たとえば、サブフレームｎ＋４、サブフレームｎ＋１５などにおける）から所与
の時間（たとえば、固定された、かつ／またはシグナリングされた）の後、ＰＤＣＣＨお
よび／またはｅＰＤＣＣＨの復号を再開することができる。例では、仮想セルのアクティ
ブ化／非アクティブ化は、グループ化の方法として使用され得る。
【０２１４】
　ネットワークの観点からは、ＳＣｅＮＢは、１つまたは複数のＲＲＭ構成および／また
は仮想セル構成のためのいくつかの構成値をＭｅＮＢに提供することができる。ＳＣｅＮ
Ｂは、使用されるべきインデックス付け方法を示し得る。たとえば、そのような構成は、
ＳＣｅＮＢとＭｅＮＢとの間のインターフェース（たとえば、Ｘ２ｂｉｓのような修正さ
れたＸ２）で転送され得る。ＳＣｅＮＢは、ＲＲＭ構成および／または仮想セル構成を伴
うＲＲＣ接続再構成メッセージを準備して、ＷＴＲＵに転送されるべきＭｅＮＢへのＲＲ
Ｃ接続再構成メッセージを送信することができる。二次レイヤと関連付けられるＭＡＣイ
ンスタンスにおけるスケジューラは次いで、Ｌ１シグナリングおよび／またはＬ２シグナ
リングを使用して、１つまたは複数のＲＲＭの態様に対する構成値を動的に切り替えるこ
とができる。
【０２１５】
　ＷＴＲＵが異なるスケジューラと関連付けられる複数のレイヤまたはサービングサイト
を利用して動作するように構成されるとき、無線ベアラは、単一のＭＡＣインスタンスお
よび／または複数のＭＡＣインスタンスと独占的に関連付けられ得る。所与のレイヤ／Ｍ
ＡＣインスタンスと関連付けられる１つまたは複数のサービングセルは、たとえば、劣悪
な無線リンク条件、再構成の失敗、モビリティの失敗、無線リンクの失敗、および／また
は他の理由で失敗し得る。加えて、所与のレイヤ／ＭＡＣインスタンスと関連付けられる
１つまたは複数のサービングセルによって構成されるＷＴＲＵは、異なるネットワークエ
ンティティ（たとえば、セルのような論理エンティティまたはｅＮＢのような物理エンテ
ィティ）と関連付けられ得るサービングセルの異なるセットにハンドオーバーされ得る。
１つまたは複数のサービングサイト／ＭＡＣインスタンスにわたる無線リンクの喪失に対
処するための、かつ／または、サービングサイトに固有の方式で（たとえば、特定のレイ
ヤ／ＭＡＣインスタンスと関連付けられるサービングセルのセットに適用される）モビリ
ティに対処するための、方法が説明される。モビリティ事象の間のサービスの連続性を確
実にするために、ＭＡＣインスタンスの効率的な管理のための方法およびシステムが開示
される。たとえば、１つまたは複数の無線ベアラ（たとえば、ＳＲＢおよび／またはＤＲ
Ｂ）が、モビリティ事象が実行されているレイヤ／ＭＡＣと関連付けられるときに、モビ
リティ事象を実行するための方法およびシステムが説明される。
【０２１６】
　例として、ＷＴＲＵは、第１のｅＮＢへの接続を確立することができる。たとえば、第
１のｅＮＢはＭｅＮＢであり得る。第１のｅＮＢへの接続は一次レイヤであると考えられ
てよく、かつ／または、第１のｅＮＢは第１のサービングサイトおよび／または一次サー
ビングサイトであると考えられてよい。第１のサービングサイトとの最初のＲＲＣ接続手
順の間のＷＴＲＵの能力の交換の一部として、ＷＴＲＵは、たとえば、リリース１１の接
続手順に従って第１のサービングサイトへの接続を確立するために、ＷＴＲＵの能力の第
１のセットを提供することができる。加えて、第１のサイトへの最初の接続手順の一部と
して、ＷＴＲＵは、ＷＴＲＵの能力の第２のセットを提供することができ、ＷＴＲＵの能
力の第２のセットは、第２のレイヤまたはサービングサイトへの接続を確立するためにＷ
ＴＲＵによってサポートされる接続情報と関連付けられ得る。ＭｅＮＢおよび別のｅＮＢ
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（たとえば、ＳＣｅＮＢ）は続いて、それぞれの能力に従って、たとえば複数のＭＡＣイ
ンスタンスを使用して、複数のサービングサイトにアクセスするようにＷＴＲＵを構成す
るように調整することができる。
【０２１７】
　例では、第１のｅＮＢ（たとえば、一次レイヤ／第１のサービングサイトと関連付けら
れるＭｅＮＢ）への接続を確立するとき、ＷＴＲＵは、ＷＴＲＵが二重接続をサポートす
るかどうかの指示を、たとえば、ＷＴＲＵの能力情報の一部として含み得る。二重接続が
サポートされることをＷＴＲＵが示す場合、ＷＴＲＵは、第１のサービングサイトとの接
続を確立するときに二次サービングサイトにアクセスするための関連付けられるＷＴＲＵ
の能力を含み得る。第１のサービングサイトへと成功裏に接続すると、ＷＴＲＵは、たと
えば、ＳＣｅＮＢへの接続を最初に確立するとき、ＷＴＲＵの能力の第２のセットをＳＣ
ｅＮＢに提供することができる。ＭｅＮＢおよびＳＣｅＮＢは続いて、ＷＴＲＵによって
提供される能力情報に従って、それらのそれぞれのパラメータを使用して、サービングサ
イトの各々に対するＷＴＲＵのための接続を構成することができる。
【０２１８】
　たとえばリリース１１の手順を使用して一次サービングサイトへの接続（たとえば、Ｒ
ＲＣ接続）を確立した後、二次レイヤの最初の構成は、種々の方式であり得る。たとえば
、第１のｅＮＢ（たとえば、ＭｅＮＢ、一次レイヤ、第１のサービングサイト、第１のＭ
ＡＣインスタンスを介した接続など）に接続されるＷＴＲＵは、第２のｅＮＢ（たとえば
、ＳＣｅＮＢ、二次レイヤ、第２のサービングサイト、第２のＭＡＣインスタンスを介し
た接続など）からの１つまたは複数のセルにより動作するように構成され得る。たとえば
、ＷＴＲＵは、セルの第２のセットがＷＴＲＵの構成のために二次レイヤを形成するよう
に構成され得るように、制御プレーンのシグナリング（たとえば、ＲＲＣシグナリング）
を受信することができる。二次レイヤの構成は、専用のリソースおよび／または専用のＲ
ＲＣメッセージを使用して受信されたＲＲＣシグナリングを使用して実行され得る。
【０２１９】
　例として、二次サービングサイトの接続の最初の構成は、再構成手順を使用して実行さ
れ得る。ＷＴＲＵは、一次レイヤによって再構成手順を実行することができ、再構成手順
は二次サービングサイトへの接続を確立するために使用され得る。したがって、一次サー
ビングサイトからのシグナリングが、二次レイヤを使用して動作するようにＷＴＲＵを構
成するために使用され得る。二次レイヤを構成するシグナリングは、たとえば、一次レイ
ヤと関連付けられるＲＲＣ接続が二次レイヤを構成するために使用される場合、一次レイ
ヤのリソースを介して受信され得る。ＲＲＣ接続再構成手順が使用され得る。たとえば、
ＷＴＲＵは、二次サービングサイトを使用して動作するようにＷＴＲＵを構成する一次サ
ービングサイトによって、ＲＲＣ接続再構成手順を実行することができる。
【０２２０】
　二次サービングセルの最初の構成は、一種のモビリティ事象であり得る。たとえば、一
次サービングサイトとのＲＲＣ接続を確立した後で、一次サービングサイトと関連付けら
れるリソースが、モビリティ手順を実行するために使用され得る。モビリティ手順の間、
ＷＴＲＵは、一次サービングサイトについて、その構成、接続、および／または動作状態
を維持することができるが、二次レイヤの１つまたは複数のサービングセルをその構成に
追加することができる。たとえば、ＲＲＣ接続再構成手順が実行されてよく、このとき、
モビリティ制御情報要素がＷＴＲＵに送信される（たとえば、ハンドオーバー命令がＷＴ
ＲＵに送信され得る）。ＷＴＲＵが一次サービングサイトのセルから何らかの他のセルへ
のハンドオーバーを実行すべきであることを意味するようにハンドオーバー命令をＷＴＲ
Ｕが解釈するのではなく、ハンドオーバー命令は、一次サービングサイトのセルに加えて
使用されるように、二次サービングサイトの１つまたは複数のセルを構成することができ
る。ハンドオーバー命令は、そのハンドオーバー命令が、一次サービングサイトのセルか
らのＷＴＲＵのハンドオーバーをトリガするためのものではなく、二重接続を確立するた
めのものであるということの指示を含み得る。一次レイヤのリソースで受信されるモビリ
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ティ関連のシグナリングは、ターゲットｅＮＢ（たとえば、ＳＣｅＮＢ）における二次レ
イヤの中の一次セル（ＰＣｅｌｌ）を構成することができる。二次レイヤのＰＣｅｌｌと
の接続を確立した後で、ＷＴＲＵは、二次サービングサイトと関連付けられるＳＣｅｌｌ
のような、追加のサービングセルを追加するＲＲＣ接続再構成メッセージをターゲットｅ
ＮＢ（たとえば、ＳＣｅＮＢ）から受信することができる。
【０２２１】
　二次レイヤ／サービングサイトの最初の構成（たとえば、一次サービングサイトの再構
成および／または一次サービングサイトにおけるモビリティ事象としての）は、無線ベア
ラの再割当てを含み得る。たとえば、二次サービングサイトへの接続を確立するために、
一次サービングサイトによって接続再構成手順および／またはモビリティ手順を実行する
とき、１つまたは複数の既存の無線ベアラ（たとえば、一次サービングサイトの送信と以
前に関連付けられていた無線ベアラ）が、二次レイヤ／サービングサイトに移され得る。
無線ベアラは、二次サービングサイトへと独占的に移されてよく、かつ／または、それら
が一次サービングサイトと二次サービングサイトの両方と関連付けられるように移されて
よい。
【０２２２】
　セキュリティが一次レイヤに対してアクティブ化されると、二次レイヤの追加が、実行
され得る。たとえば、二次サービングサイトのＰＣｅｌｌを追加するために、ＷＴＲＵは
、一次サービングサイトへのＷＴＲＵ接続と関連付けられるセキュリティコンテキストが
アクティブ化されるまで待機することができる。たとえば、アクセス層（ＡＳ）セキュリ
ティがアクティブ化されると、かつ／または、少なくとも１つのＤＲＢを伴うＳＲＢ２が
第１のｅＮＢ（たとえば、一次レイヤ）と関連付けられる接続のために確立／セットアッ
プされる（たとえば、かつ、中断されない）と、二次サービングサイトの構成が実行され
得る。
【０２２３】
　例では、共通のセキュリティコンテキストが複数のサービングサイトにわたって利用さ
れてよく、ベアラの識別情報はＷＴＲＵ固有であり得る。二次レイヤが、（たとえば、制
御プレーンおよび／またはユーザプレーンの１つまたは複数に対して）一次レイヤまたは
何らかの他のアクティブなサービングサイトのそれと共通のセキュリティコンテキストを
実装する場合、二次レイヤの構成は、ベアラの識別情報のための共通の識別情報空間（た
とえば、ｓｒｂ－Ｉｄｅｎｔｉｔｙおよび／またはｄｒｂ－Ｉｄｅｎｔｉｔｙ）を使用し
て実行され得る。たとえば、１つまたは複数のサービングサイトが同じベアラの識別情報
を利用する場合、利用されるベアラの識別情報のいずれもが異なるＰＤＣＰエンティティ
を伴う複数のレイヤ／サービングサイトにおいて使用されないように、送信方式が確立さ
れ得る。そうすることによって、ＷＴＲＵは、異なるＰＤＣＰ　ＰＤＵが同じセキュリテ
ィ鍵および同じシーケンス番号を使用して送信されるという状況（たとえば、そのような
状況は、ＷＴＲＵの中のＰＤＣＰレイヤにおける処理／識別の困難さにつながり得る）を
避けることができる。
【０２２４】
　例では、別個のセキュリティコンテキストが異なるサービングサイトに対して利用され
てよく、ベアラの識別情報はレイヤ固有であってよい。たとえば、レイヤと一致する別個
のセキュリティコンテキストが利用される場合、セキュリティが二次レイヤにおいてアク
ティブではない間に再構成手順（たとえば、二次レイヤを最初に構成するために使用され
る）が実行され得る。二次レイヤが別個のセキュリティコンテキストを実装する場合（た
とえば、制御プレーンおよび／またはユーザプレーンの１つまたは複数に対して）、二次
レイヤの構成は、セキュリティがまだ開始／アクティブ化されていない（たとえば、二次
レイヤの最初の構成に対して）とき、および／または失敗したとき（たとえば、１つまた
は複数のＲＢを別のレイヤに移す再構成に対して）のいずれかに、実行され得る。レイヤ
固有のセキュリティモード命令は、二次レイヤにおけるセキュリティをアクティブ化する
ために使用され得る。たとえば、レイヤ固有のＫｅｎｂが変更されるときは常に、および
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／または、ＮＡＳ　ＣＯＵＮＴが変更されるときに、セキュリティのアクティブ化の手順
が実行されてよく、かつ／または、セキュリティモード命令が所与のレイヤに対して送信
されてよい。
【０２２５】
　ネットワークにおける現在の負荷、ならびに／または、ＷＴＲＵへ、および／もしくは
ＷＴＲＵから送信されるべきデータの量に応じて、ＷＴＲＵは、一次レイヤおよび０個以
上の二次レイヤによって構成され得る。ＷＴＲＵは、セルの領域を定義するために、レイ
ヤ固有である測定情報によって、および／またはセル固有のオフセットによって構成され
得る。ＷＴＲＵは、測定オブジェクト（たとえば、ｍｅａｓＯｂｊ）によって構成され得
る。この測定オブジェクトは、セル固有および／またはレイヤ固有であってよい。測定オ
ブジェクトは、たとえばＷＴＲＵ構成に応じて、１つまたは複数の他の事象構成（たとえ
ば、ｅｖｅｎｔＣｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎ）と関連付けられ得る。事象構成は、１つま
たは複数のＷＴＲＵの挙動をトリガする１つまたは複数の基準を含み得る。たとえば、測
定オブジェクトに関して、ＷＴＲＵは、測定オブジェクトに関連するＷＴＲＵ測定に基づ
いてＷＴＲＵが動作を実行するようにトリガされるような条件を確立する、１つまたは複
数の事象構成（たとえば、基準）によって構成され得る。例として、測定オブジェクトは
、一次および／または二次サービングサイトのサービングセルのための測定を確立するこ
とができ、事象構成は、測定オブジェクトと関連付けられる１つまたは複数の閾値および
／またはオフセット量を示し得る。問題とされる測定が構成された閾値を上回る場合、構
成された閾値を下回る場合、所与のオフセット値を超える場合などは、ＷＴＲＵは、事象
構成と関連付けられる事象を実行するようにトリガされ得る。二次セルの最初の構成は、
測定が規定された基準を満す場合にＷＴＲＵが一次および／または二次レイヤで実行すべ
き動作を確立する、二次サービングサイトのセルのための測定オブジェクトと１つまたは
複数の事象構成との間の、１つまたは複数の関連付けを含み得る。測定オブジェクトは、
所与の測定オブジェクトまたは構成を指すためにネットワークによって使用される測定識
別情報（ｍｅａｓＩｄ）を使用して、１つまたは複数の事象構成と関連付けられ得る。
【０２２６】
　たとえば、所与のレイヤのための測定オブジェクトは、レイヤの所与のサービングセル
のために構成され得る。事象構成は、サービングセルの品質が第１の閾値より良くなって
いること（たとえば、第１の挙動をトリガし得る条件）、サービングセルの品質が第２の
閾値より悪くなっていること（たとえば、第１の挙動を終わらせ得る、かつ／または第２
の挙動をトリガし得る条件）などに基づいて、ＷＴＲＵによって実行されるべき動作を確
立することができる。１つまたは複数の測定オブジェクトおよび１つまたは複数の事象構
成は、セル範囲拡張（ＣＲＥ）の領域を定義するために使用され得る。ＣＲＥの領域は、
マクロセル（たとえば、ＭｅＮＢと関連付けられる）および１つまたは複数のスモールセ
ル（たとえば、１つまたは複数のＳＣｅＮＢと関連付けられる）に関して確立され得る。
ＭｅＮＢのＣＲＥの領域は、ＷＴＲＵがＭｅＮＢのカバレッジエリアの中にありＳＣｅＮ
Ｂの１つまたは複数のスモールセルのカバレッジの中にもある、領域と関連付けられ得る
。ＷＴＲＵがＣＲＥの中にある間、マクロセルからのトラフィックは、スモールセルの１
つまたは複数にオフロードされ得る。ＣＲＥは、１つまたは複数のレイヤにおけるセルの
測定に基づいて定義され得る。ＷＴＲＵは、それがまだマクロセルに接続されている間の
、１つまたは複数のスモールセルの測定（たとえば、サービングセルの品質が閾値を上回
るかどうか、閾値を下回るかどうかなど）に基づいて、それがＣＲＥの中にあるかどうか
を決定するように構成され得る。ＷＴＲＵの挙動は、ＷＴＲＵがＣＲＥの領域のカバレッ
ジの中にあるかどうか、ＷＴＲＵがＣＲＥの領域に入った（たとえば、セルの中心から、
またはセルの中心に向かって）ことを検出するかどうか、ＷＴＲＵがＣＲＥの領域を離れ
た（たとえば、セルの中心から、またはセルの中心に向かって）ことを検出するかどうか
、および／または同様のことの１つまたは複数に基づいて定義され得る。
【０２２７】
　第１のサービングサイトまたはレイヤと関連付けられる第１のセルにおいて検出される
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条件は、二次サービングサイトまたはレイヤにおいてあるＷＴＲＵの挙動をトリガし得る
。たとえば、異なるレイヤの中の近くのセルが、現在のレイヤのサービングセルよりも（
たとえば、規定されたオフセットの分）良くなると、ＷＴＲＵは、第１の機能を実行し、
かつ／または第２の機能を実行することを止めるようにトリガされ得る。同様に、異なる
レイヤの中の近くのセルが現在のレイヤのサービングセルよりも（たとえば、規定された
オフセットの分）悪くなると、ＷＴＲＵは、第２の機能を実行し、かつ／または第１の機
能を実行することを止めるようにトリガされ得る。
【０２２８】
　ＷＴＲＵは、１つまたは複数のオフセット値（たとえば、挙動をトリガするために、近
くのセルが現在のサービングセルの値をそれだけ上回りまたは下回り得る値）、および／
または、１つまたは複数の絶対的な閾値（たとえば、測定が所与の挙動をトリガする特定
のレベル）によって構成され得る。マルチレイヤ動作に関しては、一次レイヤと関連付け
られるセルおよび／または二次レイヤと関連付けられるセルで実行される測定に関するあ
る基準が満たされる場合、ＷＴＲＵは、特定のレイヤに関連する１つまたは複数の動作を
実行する（たとえば、別のセル／レイヤにおける制御シグナリングの復号を開始する、セ
ル／レイヤをアクティブ化する、など）ことができる。したがって、従来の測定報告のト
リガの代わりに（かつ／またはそれに加えて）、所与の測定は、他のレイヤにおける他の
挙動をトリガし得る。たとえば、二重接続によって構成されるＷＴＲＵは、第１のレイヤ
における測定によって構成されてよく、一次レイヤにおける測定に関するある基準が満た
されていることに基づいて、二次レイヤのサービングセルに関連する動作（たとえば、二
次レイヤにおけるセルの測定）を実行するようにトリガされ得る。たとえば、ＷＴＲＵが
ＣＲＥの領域の中にあるが二次セルの品質が低下していることを示す（たとえば、ＷＴＲ
Ｕがスモールセルの端に向かって動いていることを示す）ために、測定基準が確立され得
る。そのような測定基準は、二次レイヤにおける使用のために構成された少なくとも１つ
のベアラの再確立に対する要求を送信するようにＷＴＲＵをトリガするために使用され得
る。
【０２２９】
　例では、ＷＴＲＵは、それがＣＲＥの領域の中にあるが二次レイヤと関連付けられるセ
ルの品質が低下しているかどうかを決定することを試みるように構成され得る。たとえば
、二次サービングセルの品質が閾値を下回るように落ちているが依然としてＣＲＥの領域
の中にあることをＷＴＲＵが検出する場合（たとえば、ＷＴＲＵがセルの端に向かって動
いていることを示す）に、ＷＴＲＵが、異なるセルにおける制御シグナリングの受信を開
始するようにトリガされ得るように、測定が構成され得る。たとえば、異なるセルは、Ｗ
ＴＲＵがそれに対して事前構成されたがＷＴＲＵにおいてアクティブ化されていなかった
、異なるＳＣｅＮＢと関連付けられ得る。ＷＴＲＵは、異なるレイヤのアクティブ化／非
アクティブ化の間にセッションの連続性を維持することを試みるために、他のセルで制御
シグナリング（たとえば、ＲＲＣシグナリング）を受信することを試み始めることができ
る。たとえば、ＷＴＲＵがスモールセルの端に向かって動いていることを測定が示すこと
があり、ＷＴＲＵは、マクロセルにおける制御シグナリングの受信を開始するようにトリ
ガされることがある。マクロセルはスモールセルよりも大きなカバレッジエリアを有し得
るので、ＷＴＲＵは、スモールセルのセルの端に動いているとき、マクロセルを介して制
御シグナリングを受信する可能性がより高くなり得る。マクロセルにおける制御シグナリ
ングの受信の開始は、（たとえば、スモールセルレイヤの現在のサービングセルを通じた
）ネットワークへの測定報告の送信に加えて、かつ／またはその後に実行され得る。
【０２３０】
　使用のために１つまたは複数の二次セルを構成するために、再構成手順が利用され得る
。たとえば、ＲＲＣ接続再構成手順が、一次レイヤと交換された制御シグナリングを使用
して二次レイヤを構成するために、ＷＴＲＵによって利用され得る。二次サービングサイ
トおよび／または二次ＭＡＣインスタンス（たとえば、二次レイヤと呼ばれる）と関連付
けられるセルの第２のセットの構成は、ＲＲＣ接続再構成手順の一部として実行され得る
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。たとえば、二次レイヤにおいて１つまたは複数のセルのための構成を確立するために使
用される制御シグナリングは、ｍｏｂｉｌｉｔｙＣｏｎｔｒｏｌＩｎｆｏ情報要素（たと
えば、一次レイヤのセルを介して受信される）を伴わない、ＲＲＣ接続再構成メッセージ
を含み得る。たとえば、ＷＴＲＵは、たとえば一次レイヤと関連付けられるセルからの送
信を介して、かつ／または、一次レイヤと関連付けられるＳＲＢを通じて（たとえば、ス
モールセルレイヤのための最初の構成の場合）、ＲＲＣＣｏｎｎｅｃｔｉｏｎＲｅｃｏｎ
ｆｉｇｕｒａｔｉｏｎメッセージを受信することができる。例では、二次レイヤがすでに
確立されている場合、ＲＲＣＣｏｎｎｅｃｔｉｏｎＲｅｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎメッ
セージは、二次レイヤと関連付けられるセルからの送信で、かつ／または二次レイヤと関
連付けられるＳＲＢを通じて受信され得る（たとえば、二次レイヤのための、１つまたは
複数のＲＢの、追加、除去、再関連付け、および／またはあるレイヤから他のレイヤへの
移動のための、などのＰＨＹ／ＭＡＣパラメータの再構成）。
【０２３１】
　例では、二次レイヤを構成するためのＲＲＣＣｏｎｎｅｃｔｉｏｎＲｅｃｏｎｆｉｇｕ
ｒａｔｉｏｎメッセージを再使用するのではなく、新たなＲＲＣメッセージが、二次レイ
ヤと関連付けられるＭＡＣインスタンスを構成するために確立され得る。たとえば、ＲＲ
ＣＣｏｎｎｅｃｔｉｏｎＲｅｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎＳｅｃｏｎｄａｒｙＬａｙｅｒ
メッセージが、二次レイヤを最初に構成および／または再構成するために定義され得る。
ＲＲＣＣｏｎｎｅｃｔｉｏｎＲｅｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎメッセージが利用される場
合、一次レイヤではなく、または一次レイヤに加えて二次レイヤを構成／再構成するため
に、再構成が実行されていることを示す指示が、メッセージに含まれ得る。二次レイヤの
ための構成情報は、二次レイヤと関連付けられるサービングサイト（たとえば、ＳＣｅＮ
Ｂ）によってサービスされるセルの第２のグループに適用可能であり得る。二次レイヤの
セルは、他のレイヤのセルとは独立にスケジューリングされ得る。二次レイヤのための構
成は、ＰＣｅｌｌおよび０個以上のＳＣｅｌｌのための構成情報を含み得る。例では、所
与のレイヤのセルは、同じタイミングアドバンスグループ（Timing Advance Group）と関
連付けられ得る。
【０２３２】
　再構成メッセージが二次レイヤを最初に構成するために使用されるか、かつ／または二
次レイヤを再構成するために使用されるかにかかわらず、再構成メッセージは、ＷＴＲＵ
が二次レイヤにおける動作に対して適用できる１つまたは複数のパラメータを含み得る（
たとえば、パラメータは、そのようなＲＲＣメッセージの既存のパラメータに追加するも
のであり得る）。たとえば、二次レイヤを構成／再構成するために使用されるＲＲＣＣｏ
ｎｎｅｃｔｉｏｎＲｅｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎメッセージは、二次レイヤの１つまた
は複数のサービングセルのための専用の無線リソース構成（たとえば、二次サービングサ
イトのセルのためのｒａｄｉｏＲｅｓｏｕｒｃｅＣｏｎｆｉｇＤｅｄｉｃａｔｅｄ　ＩＥ
）を含み得る。たとえば、専用の無線リソース構成は、二次レイヤのＰＣｅｌｌのための
ものであり得る。例では、二次レイヤを構成／再構成するために使用されるＲＲＣＣｏｎ
ｎｅｃｔｉｏｎＲｅｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎメッセージは、追加されるべき（かつ／
または修正されるべき）１つまたは複数の二次レイヤの指示および／またはリスト（たと
えば、追加されているレイヤを特定し得るｓＬａｙｅｒＣｅｌｌＴｏＡｄｄＭｏｄＬｉｓ
ｔ　ＩＥ）を含み得る。例では、二次レイヤを構成／再構成するために使用されるＲＲＣ
ＣｏｎｎｅｃｔｉｏｎＲｅｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎメッセージは、二次レイヤのセル
に対応する、追加すべき（かつ／または修正すべき）１つまたは複数のサービングセルの
リスト（たとえば、追加／修正すべきＰＣｅｌｌのための情報を示すｐＣｅｌｌＴｏＡｄ
ｄＭｏｄＬｉｓｔおよび／または追加／修正すべきＳＣｅｌｌのためのｓＣｅｌｌＴｏＡ
ｄｄＭｏｄＬｉｓｔ）を含み得る。たとえば、（たとえば、ｓＬａｙｅｒＣｅｌｌＴｏＡ
ｄｄＭｏｄＬｉｓｔ　ＩＥを介して）示される各レイヤに対して、（たとえば、ｐＣｅｌ
ｌＴｏＡｄｄＭｏｄＬｉｓｔおよび／またはｓＣｅｌｌＴｏＡｄｄＭｏｄＬｉｓｔを介し
て）追加すべきセルのリストが提供され得る。
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【０２３３】
　例では、二次レイヤを構成／再構成するために使用されるＲＲＣＣｏｎｎｅｃｔｉｏｎ
Ｒｅｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎメッセージは、セキュリティ鍵の導出のための１つまた
は複数のパラメータを含み得る。たとえば、再構成メッセージは、二次レイヤとともに使
用するための新たなセキュリティ鍵が導出されるべきかどうか、および／またはセキュリ
ティ鍵を導出するために使用されるべき方法の指示、を示すことができる。例では、二次
レイヤを構成／再構成するために使用されるＲＲＣＣｏｎｎｅｃｔｉｏｎＲｅｃｏｎｆｉ
ｇｕｒａｔｉｏｎメッセージは、レイヤの識別情報の指示（たとえば、ｌａｙｅｒ－ｉｄ
ｅｎｔｉｔｙ　ＩＥ、ｍａｃ－ｉｎｓｔａｎｃｅＩｄｅｎｔｉｔｙ　ＩＥなど）を含み得
る。レイヤの識別情報は、（たとえば、ＢＥＡＲＥＲパラメータのようなセキュリティ入
力の目的で）二次レイヤの１つまたは複数のＳＲＢのための識別情報を導出するために使
用され得る。たとえば、所与のＳＲＢに対して、暗号化および完全性の保護のために入力
として使用される５ビットのＢＥＡＲＥＲパラメータを導出するために、ＲＲＣによって
より低次のレイヤに提供される値は、たとえば０をパディングされたＭＳＢを伴う、対応
するｓｒｂ－Ｉｄｅｎｔｉｔｙ＋２×ｌａｙｅｒ－ｉｄｅｎｔｉｔｙの値であってよい。
例として、一次レイヤは識別情報０を割り振られ得る。二次レイヤの識別情報は、構成シ
ーケンスに基づいて暗黙的に導出され得る。例では、二次レイヤを構成／再構成するため
に使用されるＲＲＣＣｏｎｎｅｃｔｉｏｎＲｅｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎメッセージは
、二次レイヤと関連付けられている１つまたは複数の関連付けられるＲＢ（たとえば、１
つまたは複数のＤＲＢおよび／またはＳＲＢ）の指示を含み得る。ベアラが異なるレイヤ
にわたって分割され得る場合、二次レイヤを構成／再構成するために使用されるＲＲＣＣ
ｏｎｎｅｃｔｉｏｎＲｅｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎメッセージは、二次レイヤと関連付
けられるサービスアクセスポイントの識別情報を含み得る（たとえば、そのような指示は
また、ベアラが所与のレイヤに固有であっても提供され得る）。
【０２３４】
　ＲＲＣＣｏｎｎｅｃｔｉｏｎＲｅｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎメッセージを受信すると
、ＷＴＲＵは、たとえば再構成メッセージの内容に基づいて、様々な機能を実行すること
ができる。たとえば、ＷＴＲＵは、二次レイヤのために第１のセルを追加し、追加のセル
を二次レイヤに追加し、二次レイヤからセルを除去することなどができる。例として、再
構成メッセージが１つまたは複数の二次レイヤ、および／または二次レイヤの１つまたは
複数のセルの追加を示す場合、ＷＴＲＵは、二次レイヤのためのセルの最初の構成を実行
することができる。例として、追加されるべきセルが所与の二次レイヤに対して構成およ
び追加される最初のセルである場合、ＷＴＲＵは、たとえば、再構成メッセージに含まれ
得るｒａｄｉｏＲｅｓｏｕｒｃｅＣｏｎｆｉｇＤｅｄｉｃａｔｅｄで提供されるｍａｃ－
ＭａｉｎＣｏｎｆｉｇ　ＩＥを使用して、二次ＭＡＣインスタンスを作成することができ
る。ＷＴＲＵは、新たに作成された二次ＭＡＣインスタンスを識別情報と関連付けること
ができる。たとえば、識別情報の明示的な指示が再構成メッセージで提供されてよく、か
つ／または、実体化された（たとえば、構成された）ＭＡＣインスタンスのカウンタをイ
ンクリメントしたことに基づいて暗黙的に作成され得る。ＷＴＲＵは、二次ＭＡＣインス
タンスと関連付けられる物理レイヤを（たとえば、場合によっては別個の送受信機チェー
ンを使用して）構成することができる。たとえば、物理レイヤのためのパラメータは、Ｍ
ＡＣインスタンスに適用可能な構成に含まれるｒａｄｉｏＲｅｓｏｕｒｃｅＣｏｎｆｉｇ
Ｄｅｄｉｃａｔｅｄ　ＩＥに含まれ得る（たとえば、ｐｈｙｓｉｃａｌＣｏｎｆｉｇＤｅ
ｄｉｃａｔｅｄ）。ＷＴＲＵは、新たに作成されたレイヤにおける使用のために構成され
た第１のセルを、二次レイヤのためのＰＣｅｌｌであると暗黙的に考えることができる。
ＷＴＲＵは、（たとえば、セルが問題とされるレイヤのＰＣｅｌｌとして構成される場合
）新たに追加されるレイヤのための構成されたセルのダウンリンクと同期することができ
る。追加されているセルが二次レイヤのために構成されている第１のセルではない場合、
ＷＴＲＵは、セルのために受信されたあらゆる構成を既存のＭＡＣインスタンスに適用す
ることができ、新たなＭＡＣインスタンスを作成することを控えることができる。
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【０２３５】
　二次レイヤからセルを除去または削除するために、再構成メッセージが使用され得る。
たとえば、セルが除去されるべきであることを再構成が示す場合、ＷＴＲＵは、示された
セルを除去し、ＭＡＣインスタンスの構成を更新することができる。二次ＭＡＣインスタ
ンスが再構成メッセージの処理の完了の後に０個のセルによって構成される（たとえば、
レイヤのためのセルの各々が除去された）場合、ＷＴＲＵは、対応する二次ＭＡＣインス
タンスをその構成から除去することができる。
【０２３６】
　例では、ｍｏｂｉｌｉｔｙＣｏｎｔｒｏｌＩｎｆｏ　ＩＥを伴わないＲＲＣ接続再構成
メッセージの使用は、新たなレイヤの追加のためではなく、二次レイヤのための既存の接
続を修正することと関連付けられ得る（たとえば、ＷＴＲＵがすでに二重接続のために構
成されており１つまたは複数の二次レイヤが修正されているとき、ｍｏｂｉｌｉｔｙＣｏ
ｎｔｒｏｌＩｎｆｏ　ＩＥを伴わない再構成メッセージの使用が発生する）。たとえば、
ＷＴＲＵが、ｍｏｂｉｌｉｔｙＣｏｎｔｒｏｌＩｎｆｏ　ＩＥを含むＲＲＣ接続再構成メ
ッセージにおいて二次レイヤのための最初の構成を以前に受信していない場合、ＷＴＲＵ
は、以前に構成されなかったレイヤに適用可能であるｍｏｂｉｌｉｔｙＣｏｎｔｒｏｌＩ
ｎｆｏ　ＩＥを伴わない再構成メッセージに含まれるＲＲＣ構成を、廃棄すると決定する
ことができる。
【０２３７】
　たとえば、二次レイヤの構成は、ｍｏｂｉｌｉｔｙＣｏｎｔｒｏｌＩｎｆｏ　ＩＥを含
むＲＲＣ接続再構成手順に基づいて確立され得る。セルおよび／または二次ＭＡＣインス
タンスの第２のセットの構成（たとえば、二次レイヤ）は、ＲＲＣ接続再構成手順の一部
として実行され得る。ｍｏｂｉｌｉｔｙＣｏｎｔｒｏｌＩｎｆｏ情報要素を含むＲＲＣ接
続再構成メッセージは、ハンドオーバー命令と呼ばれ得る。ハンドオーバー命令が、二次
レイヤを追加するために使用されるタイプのシグナリングである（たとえば、かつ、ｍｏ
ｂｉｌｉｔｙＣｏｎｔｒｏｌＩｎｆｏ　ＩＥを伴わないＲＲＣ接続再構成メッセージが既
存のレイヤ構成を修正するために使用される）場合、ＷＴＲＵは、ハンドオーバー命令を
受信すると、新たなレイヤを追加するために本明細書で説明される動作の１つまたは複数
を実行する（たとえば、新たなレイヤへのＰＣｅｌｌの追加、二次ＭＡＣインスタンスの
作成、二次ＭＡＣインスタンスを識別情報と関連付ける、物理レイヤを構成する、新たな
レイヤのＰＣｅｌｌと同期する、など）ことができる。加えて、ハンドオーバー命令が、
二次レイヤを追加するために使用されるタイプのシグナリングである（たとえば、かつ、
ｍｏｂｉｌｉｔｙＣｏｎｔｒｏｌＩｎｆｏ　ＩＥを伴わないＲＲＣ接続再構成メッセージ
が既存のレイヤ構成を修正するために使用される）場合、ハンドオーバー命令は、新たな
レイヤを追加するために本明細書で説明される構成パラメータの１つまたは複数（たとえ
ば、新たなレイヤのセルのための専用の無線リソース構成、追加すべき１つまたは複数の
レイヤのリスト、レイヤのための１つまたは複数のサービングセルのリスト、セキュリテ
ィ鍵の導出のためのパラメータ、レイヤの識別情報、関連付けられるＲＢの指示など）を
含み得る。
【０２３８】
　ＷＴＲＵは、ハンドオーバー命令を含む再構成手順がレイヤの追加のためのものである
という指示を受信することができる。ＷＴＲＵは、ハンドオーバー命令が新たなレイヤを
追加している場合、現在構成されているサービングセルのためのその構成情報を維持する
ことができる。レイヤを追加するためにハンドオーバー命令が使用されていることの指示
は、ＷＴＲＵが他のどのレイヤのためにその現在の構成を維持すべきかを明示的に示し得
る。
【０２３９】
　ＷＴＲＵが再構成手順の間に一次レイヤを再構成することに失敗する場合、ＷＴＲＵは
、一次レイヤと１つまたは複数の二次レイヤの両方に対応するあらゆる構成を解放し消去
することができる。ＷＴＲＵは、レガシーの手順により、たとえば、異なるセルを再選択



(67) JP 6397819 B2 2018.9.26

10

20

30

40

50

すること、再確立手順を開始すること、ＩＤＬＥモードに移ること、および／または同様
のことによって、再構成失敗の取り扱いを実行することができる。
【０２４０】
　二次レイヤを最初に構成するために最初に使用されるＲＲＣ手順を成功裏に完了すると
、かつ／または、１つまたは複数の二次レイヤを再構成するＲＲＣ手順を成功裏に完了す
ると、ＷＴＲＵは、ＲＡＣＨ再構成を自律的にトリガすることができ、再構成の後および
アクティブ化時間の後にＲＡＣＨ命令を監視することができ、かつ／またはＲＡＣＨを介
して１つまたは複数のセルをアクティブ化することができる。
【０２４１】
　たとえば、ＷＴＲＵは、二次レイヤを成功裏に追加および／または再構成すると、ＲＡ
ＣＨ再構成を自律的にトリガするように構成され得る。ＷＴＲＵは、二次レイヤのための
ＲＡＣＨ手順を開始することができる。例では、ＵＥは、ＲＡＣＨ手順が実行されるべき
であるという指示を、レイヤのための再構成メッセージで受信することができる。例では
、（たとえば、ＭｅＮＢから）ＷＴＲＵが一次レイヤのリソースを使用して新たなレイヤ
を構成する再構成メッセージを受信する場合、ＲＡＣＨ手順が実行され得るが、再構成が
二次レイヤを介して実行される場合は、ＲＡＣＨ手順が実行され得ない。ＲＡＣＨ手順は
、再構成手順において（たとえば、ハンドオーバー命令または他の再構成メッセージにお
いて）提供される専用のＰＲＡＣＨ構成を使用して実行され得る。例では、再構成メッセ
ージにおけるＰＲＡＣＨ構成の存在は、再構成手順が完了するとＷＴＲＵがＲＡＣＨ手順
を開始すべきであることの指示であり得る。ＲＡＣＨ手順は、新たに追加されたまたは再
構成された二次レイヤのサービングセルのアップリンクリソースを使用して実行され得る
。ＲＡＣＨ手順は、二次レイヤのＰＣｅｌｌを介して実行され得る。ＲＡＣＨ手順は、二
次レイヤのＳＣｅｌｌで実行され得る。新たに追加された／再構成されたレイヤのどのセ
ルがＲＡＣＨ手順のために使用されるべきかは、再構成メッセージで示され得る。ＲＡＣ
Ｈ手順が実行されるべきサービングセルと関連付けられるＴＡＴは、再構成手順の後に、
停止されるか、または実行していないと考えられ得る。
【０２４２】
　例では、ＷＴＲＵは、再構成手順の後および／または二次レイヤのためのアクティブ化
時間の後に、ＲＡＣＨ命令を監視することができる。たとえば、ＷＴＲＵは、二次レイヤ
を追加および／または修正する再構成手順が完了すると、二次レイヤのサービングセルの
ためのＰＤＣＣＨ上でのＲＡＣＨ命令を監視し始めることができる。ＷＴＲＵは、構成お
よび／または事前に定義されたアクティブ化時間の後に、ＰＤＣＣＨを監視し始めること
ができる。ＲＡＣＨ命令について監視されるべきサービングセルは、新たに作成された／
再構成された二次レイヤのＰＣｅｌｌであってよく、かつ／または、新たに作成された／
再構成された二次レイヤのＳＣｅｌｌであってよい。新たに追加された／再構成されたレ
イヤのどのセルがＲＡＣＨ命令について監視されるべきかは、再構成メッセージで示され
得る。ＲＡＣＨ手順が実行されるべき（たとえば、それを通じてＲＡＣＨ命令が受信され
る）サービングセルと関連付けられるＴＡＴは、再構成手順の後に、停止されるか、また
は実行していないと考えられ得る。
【０２４３】
　例では、新たに作成される／再構成されるレイヤのセルは、最初は非アクティブ化され
ていると考えられ得る。レイヤがアクティブ化すると、ＷＴＲＵは、アクティブ化されて
いるレイヤのセルに対するＲＡＣＨ手順を実行するように構成され得る。たとえば、ＷＴ
ＲＵは、非アクティブ化された状態を、新たに追加された／再構成されたレイヤのセルの
各々に関連付けることを決定することができる。例では、レイヤのＳＣｅｌｌは、最初は
非アクティブ化され得るが、レイヤのＰＣｅｌｌは、レイヤのための構成を受信すると、
アクティブ化されると考えられ得る。新たに追加された／再構成されたレイヤのセルをア
クティブ化する制御シグナリングの受信は、新たに追加された／再構成されたレイヤのセ
ルのＲＡＣＨ手順を実行するように、かつ／またはそのＰＤＣＣＨの監視を開始するよう
に、ＷＴＲＵをトリガし得る。たとえば、二次レイヤの１つまたは複数のセルをアクティ
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ブ化する制御シグナリング（たとえば、ＭｅＮＢからの）の受信（たとえば、二次レイヤ
のすべてのセルが非アクティブ化状態にある間に受信される）は、アクティブ化されてい
るレイヤのセルのためのＲＡＣＨ手順を実行するように、かつ／またはそのためのＰＤＣ
ＣＨを監視し始めるように、ＷＴＲＵをトリガすることができる。
【０２４４】
　ＷＴＲＵは、ネットワーク内の独立のｅＮＢおよび／または独立のＲＲＣエンティティ
から、ＲＲＣシグナリングを送信および／または受信するように構成され得る。たとえば
、ＬＴＥリリース１１の手順に従って、ＲＲＣ手順が開始されるとき、ＷＴＲＵは、ＲＲ
Ｃ手順を完了するために許容される最大の時間を許容され得る。たとえば、ＷＴＲＵがＲ
ＲＣ手順を完了するためにかかり得る最大の時間の長さの典型的な値は、ＲＲＣ手順に応
じて、１５ｍｓから２０ｍｓの範囲にあり得る。ＲＲＣはまた、たとえば、第１のＲＲＣ
手順が進行中でありまだ完了されていない間に第２の手順を開始するＲＲＣメッセージが
受信されるとき、ＲＲＣメッセージの連続的な受信をサポートする。そのような場合、Ｗ
ＴＲＵは、ＲＲＣメッセージを順番に処理することができる。ＷＴＲＵが単一のｅＮＢへ
の接続を有するとき、ネットワークは、ＷＴＲＵの処理およびタイミングの要件が最小限
にされるように、ＲＲＣシグナリングの適切な調整を確実にすることができる。
【０２４５】
　同じｅＮＢが両方のメッセージを送信するとき、ｅＮＢは、ＲＲＣ手順の組合せに対す
る全体の遅延を決定することが可能であり得る。遅延は、ｅＮＢがＷＴＲＵにいくつのＲ
ＲＣメッセージを送信するかとは独立に決定され得る。この状況では、ｅＮＢにおけるタ
イミングの不確実さはあり得ず、同期はｅＮＢによって完全に制御され得る。
【０２４６】
　二重接続が構成される（たとえば、ＷＴＲＵが複数のレイヤに接続される、かつ／また
は複数のレイヤに接続することを試みる）とき、ｅＮＢが完全には調整されない場合には
競合があり得る。たとえば、ＷＴＲＵは、それぞれのＲＲＣ手順を各々開始する制御シグ
ナリングを複数のｅＮＢから受信することができる。受信された制御シグナリングは、異
なる送信経路を（たとえば、ＭｅＮＢのＵｕおよびＳＣｅＮＢのＵｕ）通じて送信され得
る。たとえば、ＲＲＣメッセージを送信するために利用される経路は、シグナリングがＭ
ｅＮＢまたはＳＣｅＮＢのためのＷＴＲＵ構成に適用可能であるかどうかに依存し得る。
そのような場合、ＷＴＲＵが（たとえば、ＳＣｅＮＢとの）第２のＲＲＣ手順をトリガす
るＲＲＣメッセージを受信し得るが、ＷＴＲＵがすでに進行中の（たとえば、ＭｅＮＢと
の）ＲＲＣ手順を有することの（またはその逆の）、より高い可能性がある。
【０２４７】
　ＷＴＲＵが異なるｅＮＢ（たとえば、ＳＣｅＮＢおよびＭｅＮＢ）からＲＲＣメッセー
ジを受信するとき、ＷＴＲＵとの手順の同期および完了を第２のｅＮＢが確実にすること
は困難であり得る。たとえば、手順の完了の前に遅延を決定することは難しいことがあり
、それは、ＷＴＲＵが第１のｅＮＢによって開始される別のＲＲＣ手順をすでに実行して
いることがあるからである。第２のｅＮＢは、ＷＴＲＵが実行している他のＲＲＣ手順を
認識していないことがある。加えて、たとえば、２つのＲＲＣ手順の間に依存関係（また
は対話）がある場合、ＷＴＲＵがＲＲＣ手順を並列に（たとえば、順番にではなく）実行
することは難しいことがある。たとえば、競合する手順、関連する同期、タイミングの不
確実さ、追加の遅延などの１または複数において、問題が生じ得る。
【０２４８】
　たとえば、異なるＲＲＣ手順のための、ＷＴＲＵによる、衝突するＲＲＣ　ＰＤＵの受
信があり得る。例では、ＷＴＲＵは、第２のレイヤと関連付けられ得る別のＲＲＣ手順よ
りも、第１のレイヤと関連付けられ得る１つまたは複数のＲＲＣ手順を優先するように構
成され得る。たとえば、ＷＴＲＵは、優先順位を各メッセージと関連付けることによって
、同じサブフレームの中の（または重複し得る処理の枠の中の）複数のＲＲＣ　ＰＤＵの
受信を扱うことができる。優先順位は、たとえば、ＷＴＲＵが増大する優先順位の順序で
関連付けられる手順を順番に実行できるように、事前に定義された規則に従って割り当て
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られ得る。たとえば、所与のＲＲＣ手順および／または所与のＲＲＣメッセージに割り当
てられた優先順位は、ＲＲＣ　ＰＤＵが関連付けられるレイヤの識別情報（たとえば、一
次レイヤ／ＭｅＮＢは二次レイヤ／ＳＣｅＮＢよりも高い優先順位を有し得る）、ＷＴＲ
Ｕがそれを通じてＲＲＣ　ＰＤＵを受信するＳＲＢの識別情報（たとえば、ＳＲＢ０、Ｓ
ＲＢ１、ＳＲＢ２はＳＲＢ３よりも高い優先順位を有し得る）、ＲＲＣ　ＰＤＵが関連付
けられる手順のタイプ（たとえば、ハンドオーバー命令のようなモビリティ事象は再構成
手順よりも高い優先順位を有し得る）、および／または同様のものに基づき得る。
【０２４９】
　例では、衝突するＲＲＣ　ＰＤＵの受信の場合、ＷＴＲＵは、遅延の要件に基づいて、
同期するＲＲＣ　ＰＤＵを優先順位付けるように構成され得る。たとえば、ＷＴＲＵは、
その完了がＲＡＣＨ手順をトリガし得る手順と関連付けられるＲＲＣ　ＰＤＵに、より低
い優先順位を割り当てることができる。より高い優先順位を有する手順のタイミングは維
持されてよいが、第２の手順はそれでも、より低い優先順位のＲＲＣ手順の完了の後に実
行されるＲＡＣＨ手順がＷＴＲＵおよびネットワークを同期し得る場合、タイミングの不
確実さをもたらすことなく実行され得る。
【０２５０】
　例では、別のＲＲＣ手順が進行中である間のＲＲＣ　ＰＤＵを受信すると、ＷＴＲＵは
、手順の１つを優先し、他のＲＲＣ手順を中断／中止するように構成され得る。たとえば
、ＷＴＲＵは、より優先順位が高いと決定されたＲＲＣメッセージを受信することに基づ
いて、進行中の手順を中断または中止することができる。たとえば、ＷＴＲＵは、２つの
受信されたＲＲＣ　ＰＤＵおよび／または進行中の手順と受信されたＲＲＣ　ＰＤＵが競
合すると決定することができ、この場合、ＷＴＲＵは、ＲＲＣ　ＰＤＵのためのＲＲＣ手
順失敗論理および／または最も低い優先順位を有する手順を開始することができる。例で
は、ＷＴＲＵは、その完了がそのような競合の場合にはＲＡＣＨ手順をもたらし得る手順
を、中断することができる。
【０２５１】
　たとえば、２つ以上のＲＲＣ　ＰＤＵが、同時に、またはほぼ同時に受信され得る。例
として、ＷＴＲＵは、同じサブフレームで、かつ／またはある長さの時間の中で、複数の
ＲＲＣ　ＰＤＵを受信することがある。第１のＲＲＣ　ＰＤＵは第１のｅＮＢ／レイヤに
適用可能な手順と関連付けられてよく、第２のＲＲＣ　ＰＤＵは第２のｅＮＢ／レイヤに
適用可能な手順と関連付けられてよい。そのような競合の場合、ＷＴＲＵは、ＲＲＣ手順
の並列の処理、ＲＲＣ手順の順次的な処理を実行することができ、かつ／または、ＲＲＣ
手順の１つまたは複数のための失敗手順を省略または実行することができる。
【０２５２】
　たとえば、ＷＴＲＵは、ＲＲＣ手順が並列に実行され得るように、両方のメッセージを
処理することができる。たとえば、ＷＴＲＵは、ＲＲＣ手順が互いに独立である場合、Ｒ
ＲＣ手順を並列に実行すると決定することができる。たとえば、ＷＴＲＵは、両方の手順
が異なるＲＲＣの態様（たとえば、異なるパラメータ、異なるＲＢ、異なるＭＡＣインス
タンス、異なる送受信機コンポーネント、および／またはそれらの独立の組合せ）を再構
成することと、再構成が互いに競合しないこととを決定することができる。ＷＴＲＵは、
両方の手順が本来独立である（たとえば、測定構成および専用のリソースの再構成）と決
定したことに基づいて、ＲＲＣ手順を並列に実行することができる。たとえば、ＷＴＲＵ
は、手順を完了するための処理要件（たとえば、最大の遅延に関する）が、各手順が別々
に実行された場合と同じであると、決定することがある。それ以外の場合、ＷＴＲＵは、
ネットワークとの同期を（たとえば、ＲＡＣＨ手順を実行することによって）実行するよ
うに構成され得る。たとえば、二重接続の構成が原因で、タイミングの不確実さがＲＲＣ
手順についてＭｅＮＢとＳＣｅＮＢの両方に対してもたらされる場合、ＷＴＲＵは、ＷＴ
ＲＵの対応する物理レイヤのパラメータを修正する１つまたは複数のＲＲＣ手順のための
、および／または、再構成される物理レイヤの各々のための、ＲＡＣＨ手順を実行するよ
うに構成され得る。
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【０２５３】
　例では、ＷＴＲＵは、２つ以上のＲＲＣ手順の順次的な処理を実行するように構成され
得る。ＷＴＲＵは、ＲＲＣ手順が順次的に実行されるように、受信されたメッセージを順
番に処理することができる。たとえば、ＷＴＲＵは、両方のＲＲＣ手順が互いに独立であ
ると決定したことに基づいて、ＲＲＣ手順を順番に実行すると決定することができる。Ｗ
ＴＲＵは、ＲＲＣ手順と関連付けられるｅＮＢの識別情報、ＲＲＣ手順と関連付けられる
ＳＲＢの識別情報、受信されるＲＲＣ　ＰＤＵのタイプ、ＲＲＣ手順のタイプ、および／
または同様のものの１つまたは複数に基づいて、どの手順を優先する（たとえば、最初に
実行する）かを決定することができる。
【０２５４】
　たとえば、ＷＴＲＵは、ＲＲＣ手順と関連付けられるｅＮＢ（および／またはレイヤ／
Ｕｕインターフェース）の識別情報に応じて、どのＲＲＣ手順を優先する／最初に実行す
るかを決定することができる。たとえば、ＷＴＲＵは、ＭｅＮＢと関連付けられるＲＲＣ
　ＰＤＵの処理を、ＳＣｅＮＢのそれよりも優先することができる。
【０２５５】
　たとえば、ＷＴＲＵは、手順と関連付けられるＳＲＢの識別情報に応じて、どのＲＲＣ
手順を優先するか／最初に実行するかを決定することができる。たとえば、ＷＴＲＵは、
それを通じてＲＲＣ　ＰＤＵが受信されるＳＲＢが、進行中の手順を開始したＲＲＣ　Ｐ
ＤＵのそれと同じであるか、または異なるかを決定することができる。例では、第１のｅ
ＮＢおよび第２のｅＮＢのために使用されるＳＲＢのセットが異なる場合、いくつかのＳ
ＲＢが他のＳＲＢよりも優先され得る。たとえば、所与のＷＴＲＵのためのＳＲＢが異な
るレイヤ／ＭＡＣインスタンスにわたって同じ識別情報空間を共有した場合、ＷＴＲＵは
、手順のためのＳＲＢの識別情報に基づいて、どの手順を優先するかを直接決定すること
ができる。そうではなく、第１のレイヤのためのＳＲＢが第２のレイヤのそれと異なる場
合、ＷＴＲＵは、ＳＲＢの識別情報とｅＮＢとの間の関連付けに基づいて、どのＲＲＣ手
順を優先するかを決定することができる（たとえば、ＷＴＲＵは、各ｅＮＢのためのＳＲ
Ｂ０、１、および／または２を有してよく、優先順位はＳＲＢの識別情報にまず基づいて
よく、ＳＲＢの識別情報が同じ場合は、レイヤの識別情報に基づいてよい）。たとえば、
ＷＴＲＵは、ＳＲＢ０、ＳＲＢ１、および／またはＳＲＢ２と関連付けられるＲＲＣ　Ｐ
ＤＵの処理を、ＳＲＢ３と関連付けられるＲＲＣ　ＰＤＵよりも優先することができる。
【０２５６】
　ＷＴＲＵは、異なるｅＮＢのためのＷＴＲＵ構成と関連付けられるＲＲＣ　ＰＤＵの受
信のために使用される多重化の方法に応じて、どのＲＲＣ手順を優先する／最初に実行す
るかを決定することができる。たとえば、ＷＴＲＵは、異なるｅＮＢのための構成に関す
るＲＲＣ　ＰＤＵ（またはＰＤＵの中の情報要素）の多重化を可能にする機能に基づいて
、所与のＲＲＣ手順と関連付けられる優先順位を決定することができる。たとえば、ＲＲ
Ｃ　ＰＤＵのトランスポートのために使用されたＵｕインターフェースの識別情報が、優
先順位を確立するために使用され得る。ＲＲＣ　ＰＤＵフォーマット（たとえば、ＲＲＣ
　ＰＤＵおよび／またはＲＲＣ　ＰＤＵに含まれるタイプの情報要素において受信される
指示のような）が、ＲＲＣの優先順位を確立するために使用され得る。ＷＴＲＵがＲＲＣ
　ＰＤＵを受信したサブフレームの識別情報が、（たとえば、ＷＴＲＵのダウンリンクが
ｅＮＢの間で時間多重化される場合）ＲＲＣ手順を扱うための優先順位を決定するために
使用され得る。
【０２５７】
　ＷＴＲＵは、受信されたＲＲＣ　ＰＤＵのタイプに応じて、どのＲＲＣ手順を優先する
／最初に実行するかを決定することができる。たとえば、ＷＴＲＵは、ＲＲＣ　ＰＤＵが
新たなＲＲＣ手順を開始するか、または進行中の手順のためのＰＤＵであるかに応じて、
所与のＲＲＣ　ＰＤＵと関連付けられる優先順位を決定することができる。ＷＴＲＵは、
新たなＲＲＣ手順を開始するＲＲＣ　ＰＤＵよりも、進行中の手順のためのＲＲＣ　ＰＤ
Ｕを優先するように構成され得る。例では、ｅＮＢ／レイヤのいずれかのためのＷＴＲＵ
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構成に適用可能なＲＲＣ　ＰＤＵがトランスポート経路のいずれかで受信され得る（たと
えば、異なるレイヤと関連付けられるＲＣ手順のためのＲＲＣ　ＰＤＵが同じトランスポ
ート経路で受信され得る）場合、進行中の手順は新たに開始された手順よりも優先され得
る。たとえば、ＷＴＲＵは、新たな手順を開始するＲＲＣ　ＰＤＵよりも、進行中の手順
と関連付けられるＲＲＣ　ＰＤＵを優先することができる。
【０２５８】
　ＷＴＲＵは、受信されたＲＲＣ　ＰＤＵと関連付けられる手順のタイプに応じて、どの
ＲＲＣ手順を優先する／最初に実行するかを決定することができる。たとえば、ＷＴＲＵ
は、ＲＲＣ　ＰＤＵが関連付けられるＲＲＣ手順のタイプに基づいて、ＲＲＣ　ＰＤＵと
関連付けられる優先順位を決定することができる。たとえば、ＷＴＲＵは、二次レイヤの
再構成と関連付けられるＲＲＣ　ＰＤＵよりも、モビリティ事象またはセキュリティ事象
と関連付けられるＲＲＣ　ＰＤＵを優先することができる。
【０２５９】
　ＷＴＲＵは、より高い優先順位の別のＲＲＣ手順と競合する、ＲＲＣ手順のための失敗
手順を省略および／または開始するように構成され得る。たとえば、ＷＴＲＵは、別のＲ
ＲＣ手順が第２のＲＲＣ　ＰＤＵと関連付けられるＲＲＣ手順を無効にする、かつ／もし
くはそれと競合し、他のＲＲＣ手順が第２のＲＲＣ　ＰＤＵと関連付けられるＲＲＣ手順
よりも高い優先順位を有すると決定したことに基づいて、第２のＲＲＣ　ＰＤＵが無視さ
れるべきであること、および／または、ＷＴＲＵが第２のＲＲＣ　ＰＤＵと関連付けられ
るＲＲＣ手順のための失敗論理に進むべきであることを、決定することができる。たとえ
ば、ＷＴＲＵは、手順が互いに依存すると決定したことに基づいて、ＲＲＣ　ＰＤＵと関
連付けられるＲＲＣ手順に対して、ＲＲＣ　ＰＤＵを省略し、または失敗論理を開始する
ことができる。たとえば、ＷＴＲＵは、ＳＣｅＮＢと関連付けられる構成を除去しＲＲＣ
接続のために別のセルへのハンドオーバーを実行するようにＷＴＲＵに指示する、ｍｏｂ
ｉｌｉｔｙＣｏｎｔｒｏｌＩｎｆｏ　ＩＥ（たとえば、ハンドオーバー命令）を伴うＲＲ
Ｃ再構成メッセージを受信することができる。ＷＴＲＵはまた、ＳＣｅＮＢを再構成する
ことが意図されるＲＲＣ再構成命令（たとえば、ＳＣｅＮＢの物理レイヤ構成のような）
を受信することができる。そのような場合、ＷＴＲＵは、モビリティ手順（たとえば、ハ
ンドオーバー命令と関連付けられる）を処理および実行して、ＳＣｅＮＢのための再構成
手順が無効であると決定することができる。例では、ＷＴＲＵは、第２の手順を実行する
ことの失敗を示すメッセージを送信することができ、このメッセージは失敗の原因の指示
（たとえば、「ＭｅＮＢによるオーバーライド」）を含み得る。
【０２６０】
　同様の優先順位に基づく規則は、ＷＴＲＵにより開始されるＲＲＣ手順のためにＷＴＲ
Ｕにおいて適用可能であり得る。たとえば、１つよりも多くのＲＲＣ手順がある所定の期
間内にトリガされるべきであるとＷＴＲＵが決定するとき、ＷＴＲＵは、２つ以上のＷＴ
ＲＵにより開始されるＲＲＣ手順についての競合をどのように扱うかを決定するために、
優先順位の規則を利用することができる。
【０２６１】
　例では、ＷＴＲＵは、別のＲＲＣ手順が進行中である間に、ＲＲＣ手順のための１つま
たは複数のＲＲＣ　ＰＤＵを受信するように構成され得る。たとえば、進行中のＲＲＣ手
順は第１のｅＮＢ／レイヤに適用可能であってよく、受信されたＲＲＣ　ＰＤＵは第２の
ｅＮＢ／レイヤに適用可能な手順と関連付けられ得る。そのような場合、２つ以上のＲＲ
ＣＰＤＵが同時にもしくはほぼ同時に受信された場合にそうであったように、同様の規則
が、ＲＲＣ手順の並列処理、ＲＲＣ手順の順次的な処理を実行すること、および／または
、ＲＲＣ手順の１つまたは複数のための失敗手順を省略もしくは実行して、定義され得る
。
【０２６２】
　たとえば、ＷＴＲＵは、第２のＲＲＣ手順が進行中のＲＲＣ手順と並列に実行されるよ
うに、第２のｅＮＢ／レイヤのための構成に適用可能な受信されたＲＲＣ　ＰＤＵを処理



(72) JP 6397819 B2 2018.9.26

10

20

30

40

50

することができる。たとえば、ＷＴＲＵは、ＲＲＣ手順が互いに独立である場合、ＲＲＣ
手順を並列に実行すると決定し得る。たとえば、ＷＴＲＵは、両方の手順が異なるＲＲＣ
の態様（たとえば、異なるパラメータ、異なるＲＢ、異なるＭＡＣインスタンス、異なる
送受信機コンポーネント、および／またはそれらの独立の組合せ）を再構成することと、
再構成が互いに競合しないこととを決定し得る。ＷＴＲＵは、両方の手順が本来独立であ
る（たとえば、測定構成および専用のリソースの再構成）決定したことに基づいて、ＲＲ
Ｃ手順を並列に実行することができる。たとえば、ＷＴＲＵは、手順を完了するための処
理要件（たとえば、最大の遅延に関する）が、各手順が別々に実行された場合と同じであ
ると、決定することができる。それ以外の場合、ＷＴＲＵは、ネットワークとの同期を（
たとえば、ＲＡＣＨ手順を実行することによって）実行するように構成され得る。たとえ
ば、二重接続の構成が原因で、タイミングの不確実さがＲＲＣ手順についてＭｅＮＢとＳ
ＣｅＮＢの両方に対してもたらされる場合、ＷＴＲＵは、ＷＴＲＵの対応する物理レイヤ
のパラメータを修正する１つまたは複数のＲＲＣ手順のための、および／または、再構成
される物理レイヤの各々のための、ＲＡＣＨ手順を実行するように構成され得る。
【０２６３】
　例では、ＷＴＲＵは、進行中の手順が完了されると第２のメッセージを処理するように
構成され得るので、ＲＲＣ手順は順番に実行される。たとえば、ＷＴＲＵは、両方のＲＲ
Ｃ手順が互いに独立であること決定したことに基づいて、ＲＲＣ手順を順番に実行すると
決定することができる。例では、ＷＴＲＵは、他のＲＲＣ　ＰＤＵが、ＲＲＣ手順と関連
付けられるｅＮＢの識別情報、ＲＲＣ手順と関連付けられるＳＲＢの識別情報、受信され
るＲＲＣ　ＰＤＵのタイプ、ＲＲＣ手順のタイプ、および／または同様のものの１つまた
は複数に基づいて優先順位付けられるべきであるように、進行中の手順が中断されるべき
であると決定することができる。
【０２６４】
　たとえば、ＷＴＲＵは、ＲＲＣ手順と関連付けられるｅＮＢ（および／またはレイヤ／
Ｕｕインターフェース）の識別情報に応じて、どのＲＲＣ手順を優先する／最初に実行す
るかを決定することができる。たとえば、ＷＴＲＵは、ＭｅＮＢと関連付けられる手順を
、ＳＣｅＮＢのそれよりも優先することができる。たとえば、ＷＴＲＵは、新たな手順が
ＭｅＮＢ／一次レイヤのためのものであり進行中の手順がＳＣｅＮＢ／二次レイヤのため
のものである場合、新たな手順を開始することを選んで進行中の手順を中断する（または
中止する、または失敗とともに完了する）ことができる。
【０２６５】
　たとえば、ＷＴＲＵは、手順と関連付けられるＳＲＢの識別情報に応じて、どのＲＲＣ
手順を優先する／最初に実行するかを決定することができる。ＷＴＲＵは、それに対する
ＲＲＣ　ＰＤＵが受信されるＳＲＢは、進行中の手順を開始したＲＲＣ　ＰＤＵと関連付
けたより高い優先順位であると決定することがある。たとえば、ＷＴＲＵは、ＳＲＢ０、
ＳＲＢ１、またはＳＲＢ２と関連付けられるＲＲＣ　ＰＤＵの処理を、ＳＲＢ３と関連付
けられるＲＲＣ　ＰＤＵから開始されたＲＲＣ手順よりも優先することができる。
【０２６６】
　ＷＴＲＵは、受信されたＲＲＣ　ＰＤＵと関連付けられる手順および進行中のＲＲＣ手
順のタイプに応じて、どのＲＲＣ手順を優先する／最初に実行するかを決定することがで
きる。たとえば、ＷＴＲＵは、モビリティ事象またはセキュリティ事象と関連付けられる
ＲＲＣ　ＰＤＵを、二次レイヤの再構成と関連付けられる進行中の手順の完了よりも優先
することができる。
【０２６７】
　ＷＴＲＵは、受信されより高い優先順位を有すると決定されたＲＲＣ　ＰＤＵと競合す
る進行中のＲＲＣ手順を省略し、かつ／またはそれのための失敗手順を開始するように構
成され得る。ＷＴＲＵは、より高い優先順位のＲＲＣ手順が進行中である場合、より低い
優先順位と関連付けられるＲＲＣ　ＰＤＵを無視するように構成され得る。たとえば、Ｗ
ＴＲＵは、第２のＲＲＣ　ＰＤＵが無視されるべきであること、かつ／または、ＷＴＲＵ
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が、別のＲＲＣ手順が第２のＲＲＣ　ＰＤＵと関連付けられるＲＲＣ　手順を無効にし、
および／もしくはそれと競合すると決定したことに基づいて、第２のＲＲＣ　ＰＤＵと関
連付けられるＲＲＣ手順のための失敗論理に進むべきであることと、他のＲＲＣ手順が第
２のＲＲＣ　ＰＤＵと関連付けられるＲＲＣ　手順よりも高い優先順位を有することとを
決定することができる。たとえば、ＷＴＲＵは、手順が互いに依存すると決定したことに
基づいて、ＲＲＣ　ＰＤＵを省略し、または、ＲＲＣ　ＰＤＵと関連付けられるＲＲＣ手
順のための失敗論理を開始することができる。たとえば、ＷＴＲＵは、ＳＣｅＮＢと関連
付けられる構成を除去しＲＲＣ接続のために別のセルへのハンドオーバーを実行するよう
にＷＴＲＵに指示する、ｍｏｂｉｌｉｔｙＣｏｎｔｒｏｌＩｎｆｏ　ＩＥ（たとえば、ハ
ンドオーバー命令）を伴うＲＲＣ再構成メッセージを受信したことに基づいて、進行中の
モビリティ手順を有し得る。そのような場合、ＷＴＲＵは、モビリティ手順（たとえば、
ハンドオーバー命令と関連付けられる）を処理して実行し、ＳＣｅＮＢのための再構成手
順が無効であると決定することができる。例では、ＷＴＲＵは、第２の手順を実行するこ
との失敗を示すメッセージを送信することができ、そのメッセージは、失敗の原因（たと
えば、「ＭｅＮＢによるオーバーライド」）の指示を含み得る。
【０２６８】
　例では、ＷＴＲＵは、進行中の手順が別のレイヤのために受信されたＲＲＣ　ＰＤＵと
競合し、進行中のＲＲＣ手順の完了が問題とされるｅＮＢとの同期事象をもたらすであろ
う（たとえば、ＲＲＣ手順の完了がＲＡＣＨ手順をもたらすであろう）場合、進行中のＲ
ＲＣ手順を中断することができる。
【０２６９】
　ＷＴＲＵは、二次レイヤのための再構成が失敗すると、かつ／または、（たとえば、複
数のＲＲＣ手順の間での競合が原因で）再構成失敗手順を開始すると決定すると、１つま
たは複数の動作を実行するように構成され得る。ＷＴＲＵは、再構成メッセージを解釈お
よび／または復号することの失敗、再構成手順の間に提供された構成を成功裏に適用する
ことの失敗、新たな構成を使用してランダムアクセスを成功裏に実行することの失敗、受
信された構成がＷＴＲＵの能力を超えたと決定すること（たとえば、受信された構成がＷ
ＴＲＵの能力に基づいて適用され得ない）、制御プレーンのシグナリングが競合すること
の検出、ＲＬＦを検出すること、および／または同様のことの１つまたは複数に基づいて
、所与のレイヤの再構成が失敗したことを決定することができる。ＷＴＲＵが、それが二
次レイヤおよび／またはＭＡＣインスタンスのために１つまたは複数の（またはすべての
）サービングセルを構成するのに成功しなかったと決定する場合、ＷＴＲＵは様々な動作
を実行することができる。たとえば、ＲＲＣ接続再構成手順が失敗したとＷＴＲＵが決定
する場合、ＷＴＲＵは、（たとえば、二次レイヤおよび／または単一のレイヤのための再
構成が失敗した場合）二次レイヤのための以前の構成に戻ることができる。例では、ＷＴ
ＲＵは、（たとえば、すべての二次レイヤのためのモビリティが失敗した場合）一次レイ
ヤに戻り、二次レイヤのための構成を利用するのを止めることができる。ＷＴＲＵは、た
とえば、それに対する再構成が失敗した二次レイヤと関連付けられる無線ベアラ（たとえ
ば、ＤＲＢ、場合によってはＳＲＢではなくＤＲＢ）を再確立するために、一次レイヤに
おけるＲＲＣ接続再確立手順を開始することができる。たとえば、ＷＴＲＵは、それに対
する再構成の失敗が発生した二次レイヤと関連付けられるすべてのＤＲＢ、および／また
は、失敗した再構成手順の対象であった二次レイヤの特定のＤＲＢのための、再確立手順
を実行することができる。例として、ＷＴＲＵは、なぜ再構成の失敗が発生したかの指示
をネットワークに送信することができる。たとえば、再構成の失敗が、それがＷＴＲＵに
よって実装されている（たとえば、別のレイヤのための）別のＲＲＣ手順と競合したため
に発生した場合、ＷＴＲＵは、たとえば、「ＷＴＲＵの能力が超過された」または何らか
の同様の／他の原因として原因を示すことによって、競合が発生したことを示すことがで
きる。ＷＴＲＵは、二次レイヤのための再構成手順が失敗したと決定すると、マクロレイ
ヤへの測定報告の送信を開始することができる。たとえば、報告は、再構成に失敗したレ
イヤのための１つまたは複数の測定結果を含み得る。例として、ＷＴＲＵは、ＷＴＲＵが
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二次レイヤのＰＣｅｌｌのための構成を成功裏に適用することに失敗した場合、ＷＴＲＵ
が二次レイヤを構成することに失敗したと決定することができる。たとえば、ＷＴＲＵは
、それがＰＣｅｌｌと成功裏に同期することに失敗したこと、かつ／または、それがＰＣ
ｅｌｌ上でランダムアクセスを成功裏に実行することに失敗したかどうかを決定すること
ができる。そのような失敗は、ＷＴＲＵに、再構成が失敗であると考えさせ得る。
【０２７０】
　ＷＴＲＵは、たとえば、１つまたは複数のレイヤを成功裏に再構成することの失敗に基
づいて、ＲＲＣ接続再確立手順を実行するように構成され得る。次の例は、ＲＲＣ接続（
または二次レイヤ）再確立手順のために使用され得る。たとえば、ＷＴＲＵは、二次レイ
ヤのいくつかまたはすべてのサービングセル（たとえば、二次レイヤのＰＣｅｌｌ）が無
線リンクの問題を経験していると決定することができる。ＷＴＲＵは、二次レイヤのＤＲ
Ｂのための送信が成功しないであろうこと、またはもはや可能ではないであろうことを示
し得る、失敗の条件を検出することができる。たとえば、ＤＲＢが二次レイヤと独占的に
関連付けられ、二次レイヤの１つまたは複数のセルが無線リンクの問題を経験している（
たとえば、ＲＬＦが宣言された）場合、ＷＴＲＵは、それがベアラを使用して通信するこ
とが不可能であろうと決定することができる。例として、再確立手順は、ＱｏＳがもはや
満たされ得ないＤＲＢに対して実行され得るが、ＱｏＳがまだ満たされ得るＤＲＢに対し
ては実行されなくてよい。ＲＲＣ再確立は、ＳＲＢ（たとえば、ＳＲＢ３）のために実行
され得る。たとえば、再確立手順は、手順の完了の後で二次レイヤがまだ問題とされるＲ
Ｂのために使用されることを再確立手順が示す場合、二次レイヤと関連付けられるＳＲＢ
のために実行され得る。再確立手順は、一次レイヤ（たとえば、一次レイヤのＰＣｅｌｌ
）が無線リンクの失敗を経験しているとき、および／または、二次レイヤ（たとえば、二
次レイヤのＰＣｅｌｌ）が無線リンクの失敗を経験しているときであり得る。
【０２７１】
　たとえば、ＷＴＲＵは、１つまたは複数の失敗の条件を検出したことに基づいて、所与
のレイヤのために再確立手順が実行されるべきであると決定することができる。失敗の条
件の例は、ＤＬ　ＲＬＦ、ＵＬ　ＲＬＦ、二次レイヤに対するハンドオーバーの失敗、セ
キュリティの失敗（たとえば、完全性の検証の失敗）、構成および／もしくは再構成手順
が失敗したというより低次のレイヤ（たとえば、ＭＡＣ）からの指示、二次レイヤの再構
成と関連付けられる再構成の失敗、ならびに／または、他の失敗の状況の１つまたは複数
を含み得る。失敗の条件が所与のレイヤに対して検出されている場合、ＷＴＲＵは、失敗
の条件にないレイヤのセルにおける再確立要求を開始することを試み得る。たとえば、再
確立は、ＷＴＲＵによる使用のために構成されたが、非アクティブ化された／アイドル状
態にあり得る、レイヤのセルに対するものであり得る。例では、ＷＴＲＵは、失敗が検出
されたレイヤとは異なる、構成されたアクティブなレイヤにおいて再確立を実行すること
を試み得る。たとえば、再確立手順のために使用されるセルが以前に非アクティブであっ
た場合、ＷＴＲＵはまず、通常の動作を再開し、かつ／または問題とされるセルをアクテ
ィブ化することができる。たとえば、非アクティブなレイヤは一次レイヤのセル（たとえ
ば、ＰＣｅｌｌ）であってよい。例では、再確立要求が二次レイヤのセルに対して開始さ
れ得る。
【０２７２】
　たとえば、所与のレイヤ（たとえば、二次レイヤ）のセルにおける失敗を検出すると、
ＷＴＲＵは、たとえば、一次レイヤのセルおよび／または異なる二次レイヤのセルにおい
て、再確立手順を開始することができる。ＷＴＲＵは、再確立が実行されているレイヤと
関連付けられる１つまたは複数のＤＲＢ（たとえば、失敗した二次レイヤと関連付けられ
るＤＲＢ）を中断することができる。例では、ＷＴＲＵは、再確立が実行されているレイ
ヤのすべてのセルを解放することができる。ＷＴＲＵは、それに対する再確立が実行され
ているレイヤに対応するＭＡＣインスタンスをリセット（たとえば、および／または破壊
）することができる。たとえば、ＷＴＲＵは、ＲＲＣメッセージ（たとえば、「レイヤの
失敗」を示すＲＲＣ接続再確立（または同様の）メッセージ）の送信を開始することがで
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き、このＲＲＣメッセージは、それに対する再確立が実行されているレイヤの識別情報（
たとえば、ｒｅｅｓｔａｂｌｉｓｈｍｅｎｔＣａｕｓｅの中の）を含み得る。再確立手順
が事象構成に基づいてトリガされた場合、ＷＴＲＵは、ｍｅａｓＩＤ、ならびに／または
、「低下している品質」および／もしくは「不十分な品質」の指示を含み得る。ＷＴＲＵ
が、非アクティブ化された／アイドル状態にあるレイヤを介して再確立を実行する場合、
ＷＴＲＵは、たとえば、ＷＴＲＵの識別情報および／またはコンテキスト識別情報のよう
な識別情報を含み得る。たとえば、識別情報は、再確立が実行されているレイヤ、および
／またはそれを通じて再確立手順が実行されているレイヤの構成において、ＷＴＲＵに割
り当てられる値であり得る。例として、識別情報は、再確立が実行されているレイヤ、お
よび／またはそれを通じて再確立手順が実行されているレイヤの構成において、ＷＴＲＵ
に割り当てられるＣ－ＲＮＴＩであり得る。
【０２７３】
　ＷＴＲＵは、ＲＲＣ接続再構成メッセージを受信することができる。再構成メッセージ
は、失敗の条件が検出されなかったレイヤに（たとえば、一次レイヤに）１つまたは複数
のＤＲＢを再び関連付けることができる。ＷＴＲＵは、失敗したレイヤに対応するＭＡＣ
インスタンスのための構成を破壊および／または除去することができる。例では、再構成
メッセージは、失敗したレイヤのＤＲＢ（たとえば、および／またはＳＲＢ）を、新たな
二次レイヤおよび／または一次レイヤに再び関連付けることができる。ＷＴＲＵは、失敗
したレイヤに対応するＭＡＣインスタンスを新たな二次レイヤのために再使用することが
でき、かつ／または、新たに構成された二次レイヤのために新たなＭＡＣインスタンスを
実体化することができる。ＲＢの再関連付けのために一次レイヤが使用されるべきか二次
レイヤが使用されるべきかは、再構成メッセージに含まれるレイヤの識別情報を使用して
示され得る。
【０２７４】
　ＷＴＲＵが再構成を実行するように構成される（たとえば、レイヤの再確立の実行に基
づいて、モビリティ事象の発生に基づいて、レイヤのアクティブ化／非アクティブ化に基
づいて、など）場合、ＷＴＲＵは、再構成されているレイヤと関連付けられるＤＲＢのた
めに（および／または再構成されているレイヤのＳＲＢのために）ＰＤＣＰを再確立する
ことができる。たとえば、ＰＤＣＰインスタンスがＷＴＲＵ固有である場合（たとえば、
受信／送信ＰＤＣＰエンティティが一次レイヤにおけるモビリティ事象があると変更され
るが、二次レイヤと関連付けられるモビリティ事象があると変更されないアーキテクチャ
などにおいて）、ＷＴＲＵは、一次レイヤが再確立されるべきである場合に実行されるで
あろう、ＰＤＣＰ再確立手順のサブセットを実行することによって、ＰＤＣＰを再確立す
ることができる。たとえば、ＷＴＲＵはＰＤＣＰの再確立を飛ばすことができ、これは、
ＷＴＲＵが、ヘッダ圧縮プロトコルを、それをリセットすることなく続けることができる
こと、セキュリティコンテキストを維持できること、および／または影響を受けずに順序
付け情報を続けることができることを意味する。例では、ＷＴＲＵは、構成される場合、
ＰＤＣＰ状態報告をアップリンクにおいて送信することができる。ＷＴＲＵは、問題とさ
れるＤＲＢ（および／または、適用可能であれば、ＳＲＢ）のためのＲＬＣを再確立する
ことができる。
【０２７５】
　二次レイヤの失敗に基づく再構成手順が成功裏に完了すると、ＷＴＲＵは、失敗したレ
イヤのためのＤＲＢの再確立が成功したと決定することができる。ＷＴＲＵは、たとえば
再構成手順によって設定されるような異なるレイヤ上で、失敗したレイヤのためのあらゆ
る中断されたＲＢの使用を再開することができる。ＷＴＲＵは、再構成されたＤＲＢをそ
れが再開したときにまだ成功裏に送信／受信されなければならないユーザプレーンのデー
タを示す状態報告を含み得る。ＷＴＲＵは、それがアップリンク無線リンクの失敗を決定
する場合、二次レイヤのＤＲＢに対する再確立要求を実行することができる。例では、二
次レイヤのＤＲＢのための再確立は、二次レイヤのＰＣｅｌｌのために実行され得るが、
二次レイヤのＳＣｅｌｌのために実行されなくてよい。
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【０２７６】
　異なるサービングサイトが、比較的互いに独立にＷＴＲＵにアクセスおよびサービスを
提供することが可能であるので、そのようなアーキテクチャの中でのＷＴＲＵの挙動は、
単一のデータ経路のアーキテクチャにおけるＷＴＲＵの挙動とは異なり得る。たとえば、
ＷＴＲＵは、第１の一次サービングサイト（ＭｅＮＢ）に接続され得る。ＷＴＲＵは、リ
リース１１と同様の方式で、一次サービングサイトとのＲＲＣ接続を確立することができ
る。接続プロセスの間、ＷＴＲＵは、ＷＴＲＵが複数のサービングサイトでの接続をサポ
ートすることを示す指示を、ネットワークに送信することができる。指示を受信したこと
に基づいて、ネットワークは、１つまたは複数の二次サービングサイトにアクセスするよ
うにＷＴＲＵを事前構成することができる。たとえば、一次サービングサイトは、ＲＲＣ
接続再構成メッセージをＷＴＲＵに送信することができる。ＲＲＣ接続再構成メッセージ
は、再構成が追加のＭＡＣインスタンスを追加するためのものであること、および／また
は追加の送信レイヤを追加するためのものであることの指示を含み得る。
【０２７７】
　ＷＴＲＵは、１つまたは複数のレイヤのための構成情報を記憶することができる。しか
しながら、受信された構成が有効であり得るとしても、ＷＴＲＵと事前構成されたサービ
ングサイトとの間の実際の接続は非アクティブ化され得る。ＷＴＲＵによって記憶される
構成情報は、ＷＴＲＵが、構成を除去し、変更し、かつ／または解放するメッセージを受
信するまで、記憶されてよく、かつ／または有効なままであってよい。例では、記憶され
た構成情報は、ある設定された期間有効であってよく、その期間の指示が構成の一部であ
ってよい。ＷＴＲＵは、規定された事象が発生するまで（たとえば、セルの再選択が一次
レイヤで発生するまで）、有効であると考えられてよい。たとえば、記憶された構成情報
は、モビリティ事象が発生する（たとえば、ＷＴＲＵが、異なるＰＬＭＮ、異なるトラッ
キングエリアなどに動く）まで、有効であると考えられてよい。
【０２７８】
　一次レイヤの構成は、二次レイヤの構成とは異なる期間、有効であり得る。たとえば、
事象が、二次レイヤの構成を無視するように、しかし一次レイヤの構成を無視しないよう
に（またはその逆）、ＷＴＲＵをトリガし得る。ネットワークは、１つまたは複数のレイ
ヤ（たとえば、一次レイヤ、二次レイヤなど）のための構成情報によって、１つまたは複
数のレイヤをアクティブ化することなく、ＷＴＲＵを「事前構成」または「準備」するこ
とができる。ネットワークは次いで、ＷＴＲＵが１つまたは複数の事前構成されたレイヤ
をアクティブ化すべきであることを示すために、シグナリングをＷＴＲＵに送信すること
ができる。ＷＴＲＵは、第１のレイヤの構成を第２のレイヤの構成よりも優先することが
できる。たとえば、ＷＴＲＵは、別のレイヤが失敗した場合（たとえば、二次レイヤ）、
接続の再確立および／またはモビリティのような機能のために、一次レイヤ（たとえば、
マクロレイヤに対応し得る、かつ／またはＭｅＮＢによってサービスされ得る）の構成を
優先することができる。
【０２７９】
　複数のレイヤのための構成情報は、複数のＭＡＣインスタンスを利用するようにＷＴＲ
Ｕを構成することができる。ＷＴＲＵが異なるサービングサイトをアクセスすることを試
みている状況に応じて、ＷＴＲＵは、任意の所与の時間的な瞬間において、異なる数のア
クティブ化サービングサイトを維持するように構成され得る。たとえば、ＷＴＲＵは、任
意の所与の時間において、単一のＭＡＣインスタンス（またはレイヤ）をアクティブな状
態で有し得る。単一のＭＡＣインスタンス（またはレイヤ）が任意の所与の時間において
アクティブである構成は、単一のＭＡＣ接続と呼ばれ得る。ＷＴＲＵは、たとえば、いず
れのレイヤが所与の時間の瞬間において最良の接続を提供しても、単一のアクティブレイ
ヤを維持することができる。たとえば、スモールセルレイヤは、スループットの向上を達
成するために使用されてよく、かつ／または、マクロレイヤからトラフィックをオフロー
ドするために使用されてよい。スモールセルレイヤがマクロレイヤのオフロードのために
使用されている場合、ＷＴＲＵは、二次レイヤをアクティブ化してそれにアクセスした後
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、一次レイヤを非アクティブ化することができる。
【０２８０】
　たとえば、上で述べられたように、ＷＴＲＵはまず、マクロレイヤに接続することがで
きる。１つまたは複数の可能性のある二次レイヤのための事前構成情報を受信した後、Ｗ
ＴＲＵは、二次レイヤをアクティブ化し、二次サービングサイトにアクセスするのを開始
することができる。ＷＴＲＵは次いで、二次サービングサイトへの接続を維持しながら、
一次サービングサイトへの接続を非アクティブ化することができる。このようにして、Ｗ
ＴＲＵは、スモールセルレイヤにおける連続的なサービスを維持しながら、マクロレイヤ
から効果的にオフロードされ得る。
【０２８１】
　例では、一次レイヤが非アクティブである場合、かつ／または、データの送信および／
もしくは受信のために使用されない場合、一次レイヤのための構成／コンテキストはＷＴ
ＲＵに記憶され得るが、ＷＴＲＵは、送信のために一次レイヤのための構成／コンテキス
トを利用することを控えることができる。一次レイヤのためのサービングセルと関連付け
られる一次レイヤの構成（ｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎ）および／または構成（ｃｏｎｆ
ｉｇｕｒａｔｉｏｎｓ）は、アイドルである、または非アクティブ化されていると考えら
れ得るが、後続の再アクティブ化および使用のためにメモリに保存されてよい。ＷＴＲＵ
は、１つまたは複数のレイヤを非アクティブ化し、かつ／または、１つまたは複数のレイ
ヤをアクティブ化する、制御シグナリングを受信することができる。例では、あるレイヤ
の非アクティブ化は、異なるレイヤをアクティブ化するようにＷＴＲＵをトリガすること
ができる。
【０２８２】
　マクロレイヤが非アクティブ化される期間の間、ＷＴＲＵは、マクロレイヤのサービン
グサイトを監視し続けることができる。たとえば、モビリティ関連の手順および／または
ＷＴＲＵ　ＲＲＣ接続が、一次サービングサイトへのＷＴＲＵの接続と関連付けられ得る
。オフロードされたデータの転送は、１つまたは複数のアクティブな二次サービングサイ
トを介して実行され得る。マクロレイヤが再アクティブ化される（たとえば、モビリティ
または他の制御手順を実行するために、データを送信および／または受信するために、な
ど）場合に、ＷＴＲＵがそれでもマクロサービングサイトにアクセスすることが可能であ
ることを確実にするために、ＷＴＲＵは、マクロサービングサイト（たとえば、ＭｅＮＢ
）を測定し続けることができる。ＷＴＲＵは、１つまたは複数のトリガに基づいて監視を
実行することができる。たとえば、マクロサービングサイトに対する（たとえば、および
／または、１つまたは複数の他の非アクティブ化されたレイヤに対する）測定を実行する
ことの決定は、１つまたは複数のトリガに基づき得る。そのような測定を実行するための
トリガは、以下でより詳細に説明される。同様に、ＷＴＲＵ上で実行される品質測定に関
連する情報を含む測定報告を送信するためのトリガが、定義され得る。測定報告を送信す
るためのトリガは、測定を実行するためのトリガと同じであってよく、または異なってい
てよい。説明および簡潔さのために、測定を実行するためのトリガおよび測定報告を送信
するためのトリガの例が、本明細書では一緒に説明され得る。しかしながら、測定の実行
および測定の報告をトリガするために、トリガの様々な組合せが使用され得ることが企図
される。たとえば、アクティブレイヤのサービングセルの品質が閾値を下回って落ちるこ
とのような第１のトリガが、別のレイヤの非アクティブ化されたサービングセル上で測定
を実行するように、ＷＴＲＵをトリガし得る。別のレイヤのサービングセルの品質が閾値
の上にあること、および／または、所定の閾値だけ、アクティブなレイヤの現在のサービ
ングセルより良好であることのような、第２のトリガが、ＷＴＲＵに、非アクティブ化さ
れたレイヤのサービングサイトの測定をネットワーク（たとえば、アクティブなサービン
グサイト）へ報告させ得る。アクティブなサービングサイトは、測定情報を使用して、１
つまたは複数の非アクティブ化されたレイヤをアクティブ化するようにＷＴＲＵに指示す
ることができる。たとえば、一次サービングサイトは、事前構成された非アクティブ化さ
れた二次レイヤがアクティブ化されるべきであることを示す、ＭＡＣシグナリング（たと
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えば、ＭＡＣ　ＣＥ）をＷＴＲＵに送信することができる。ＭＡＣシグナリングは、他の
レイヤがアクティブ化すると、１つまたは複数のレイヤ（たとえば、現在アクティブ化さ
れている一次レイヤ）が非アクティブ化されるべきであることを示すことができ、かつ／
または、ＷＴＲＵは、他のレイヤをアクティブ化することに基づいて、アクティブなレイ
ヤを非アクティブ化することを暗黙的に決定することができる。
【０２８３】
　さらに、ネットワークからの明示的なシグナリングによってトリガされる、レイヤのア
クティブ化および非アクティブ化ではなく、またはそれらに加えて、１つまたは複数の事
前構成されたレイヤは、ＷＴＲＵによって自律的にアクティブ化および／または非アクテ
ィブ化され得る。たとえば、非アクティブ化されたサービングサイトの測定報告をネット
ワークに送信することではなく、またはそれに加えて、ＷＴＲＵは、測定をローカルに評
価して、非アクティブ化されたレイヤがアクティブ化されるべきかどうか、および／また
は、アクティブ化されたレイヤが非アクティブ化されるべきかどうかを決定することがで
きる。ＷＴＲＵは、レイヤがアクティブ化または非アクティブ化されるべきかどうかを評
価するために、ネットワークと同様の基準を使用することができ、ＷＴＲＵの自律的なア
クティブ化および／または非アクティブ化のためのトリガは、ＷＴＲＵに測定または非ア
クティブ化されたレイヤを実行させ、かつ／または、測定報告をネットワーク（たとえば
、アクティブなサービングサイト）へ送信させるために説明されるトリガと同様であり得
る。したがって、説明および簡潔さのために、ＷＴＲＵにレイヤを自律的にアクティブ化
および／または非アクティブ化させるためのトリガが、測定を実行し、かつ／または測定
報告を送信するための、ＷＴＲＵに対するトリガと組み合せて説明され得る。しかしなが
ら、了解され得るように、トリガの第１のセットがＷＴＲＵに測定を実行させることがで
き、トリガの第２のセットがＷＴＲＵに測定を報告させることができ、トリガの第３のセ
ットがＷＴＲＵにレイヤを自律的にアクティブ化および／または非アクティブ化させるこ
とができるように、そのようなトリガの様々な組合せが実装され得る。トリガの第１の、
第２の、および／または第３のセットは各々異なっていてよく、部分的に重複していてよ
く、かつ／または完全に重複していてよい（たとえば、測定を実行するためのトリガは、
測定報告に対するトリガと同じであってよい）。トリガの様々な組合せが、本明細書で一
緒に説明されるが、本開示の企図される範囲の中にある。
【０２８４】
　例では、ＷＴＲＵは、所与の時間において、１つよりも多くのＭＡＣインスタンス（ま
たはレイヤ）をアクティブ化または使用するように構成され得る。たとえば、第１のＭＡ
Ｃインスタンスが、アクティブであり、一次レイヤを通じた送信／受信のために構成され
てよく、第２のＭＡＣインスタンスが、アクティブであり、二次レイヤを通じた送信／受
信のために構成されてよい。異なるＭＡＣインスタンスが、何らかの時間的な点で同時に
アクティブであり得るが、単一のＭＡＣインスタンスは、他の時間的な点でアクティブで
あり得る。
【０２８５】
　ＷＴＲＵは、レイヤの非アクティブ化を実行することができる。たとえば、ＷＴＲＵは
、所与のレイヤの所与のセル（たとえば、レイヤの中の一次セル（ＰＣｅｌｌ）、レイヤ
の中の二次セル（ＳＣｅｌｌ）など）、所与のレイヤの複数のセル、および／または所与
のレイヤのすべてのセルを非アクティブ化する、制御シグナリングを受信することができ
る。ＷＴＲＵは、たとえば、ＷＴＲＵがレイヤと関連付けられる複数のセルからのデータ
を送信および／または受信することができるように、異なるレイヤにおいてキャリアアグ
リゲーションを実行するように構成され得る。しかしながら、複数のデータ経路を使用す
るレイヤ化された送信とは異なり、キャリアアグリゲーションは、統合されているセル／
キャリアから送信される送信の各々が同じエンティティによってスケジューリングされ得
る、または、調整された方式で独立のエンティティによってスケジューリングされ得る（
たとえば、スケジューリングするエンティティの間に低レイテンシの通信インターフェー
スがあり得る）という点で、特徴づけられ得る。異なるレイヤまたはデータ経路を通じた
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送信のために、独立のスケジューリングエンティティは、厳しい調整を欠いており、かつ
／または、そのレイテンシがレイヤにわたってＷＴＲＵのスケジューリングを調整するこ
とを困難および／または非現実的にする通信リンクを介して通信することがある。ＰＣｅ
ｌｌは、レイヤの一次セルを指すことがあり、これは、レイヤのためのキャリアアグリゲ
ーションがそれを通じて構成または確立されるセルであり得る。各レイヤは追加で、レイ
ヤと関連付けられるキャリアアグリゲーションのセル／キャリアであり得る、１つまたは
複数のＳＣｅｌｌを追加で利用することができる。ＰＣｅｌｌは、ＳＣｅｌｌ上での送信
をスケジューリングするために使用されてよく、かつ／または、送信は、ＳＣｅｌｌを介
して直接スケジューリングされ得る。ＷＴＲＵは、たとえば、問題とされるセルのための
スケジューリングの不活動の期間の後でタイマーが満了すると、ＰＣｅｌｌおよび／また
はＳＣｅｌｌを自律的に非アクティブ化するように構成され得る。
【０２８６】
　ＲＲＣ接続を形成することは、ＷＴＲＵとネットワークとの間の１つまたは複数のシグ
ナリング無線ベアラ（ＳＲＢ）を確立し得るので、たとえば、確立されたＳＲＢの各々は
、第１の無線インターフェースまたは第２の無線インターフェースの１つまたは複数に割
り当てられ得る。ＷＴＲＵによって受信される制御データは、１つまたは複数のＲＲＣプ
ロトコルデータユニット（ＰＤＵ）に含まれ得る。ＲＲＣ　ＰＤＵは、１つまたは複数の
ＳＲＢの１つと関連付けられ得る。例では、ＲＲＣ　ＰＤＵは、関連付けられるＳＲＢと
は関係なく、第１の無線インターフェースまたは第２の無線インターフェースのいずれか
を通じて受信され得る。別の例では、ＲＲＣ　ＰＤＵは、対応するＳＲＢと関連付けられ
る、割り当てられた無線インターフェースを通じて受信され得る。ＲＲＣ接続はネットワ
ークによって制御され得る。ネットワークは、ＲＲＣ接続を制御する無線クラウドネット
ワークコントローラ（ＲＣＮＣ）を備え得る。ＷＴＲＵは、ＷＴＲＵがマルチスケジュー
リング動作をサポートすることを示す指示を、ネットワークに送信することができる。
【０２８７】
　例では、ＷＴＲＵは、ＭｅＮＢと関連付けられる１つまたは複数のＳＲＢまたはＭｅＮ
Ｂ（たとえば、マクロ（ＳＲＢ）と呼ばれ得る）によってサービスされるセル、ＳＣｅＮ
Ｂと関連付けられる１つまたは複数のＳＲＢまたはＳＣｅＮＢによってサービスされるセ
ル（たとえば、ｓｃ（ＳＲＢ）と呼ばれ得る）、ＭｅＮＢと関連付けられる１つまたは複
数のデータ無線ベアラ（ＤＲＢ）またはＭｅＮＢによってサービスされるセル（たとえば
、マクロ（ＤＲＢ）と呼ばれ得る）、および、ＳＣｅＮＢと関連付けられる１つまたは複
数のＤＲＢまたはＳＣｅＮＢによってサービスされるセル（たとえば、ｓｃ（ＤＲＢ）と
呼ばれ得る）を使用して、動作するように構成され得る。例では、ＷＴＲＵは、ＭｅＮＢ
とのマクロ（ＳＲＢ）を確立し、ＳＣｅＮＢとのｓｃ（ＳＲＢ）およびｓｃ（ＤＲＢ）を
確立することができる。
【０２８８】
　たとえば、ＷＴＲＵにおけるＭＡＣインスタンスは、二次レイヤのために構成されアク
ティブであってよく、ユーザプレーン（たとえば、ｓｃ（ＤＲＢ））と制御プレーン（た
とえば、ｓｃ（ＳＲＢ））のデータの両方のために使用され得る。いくつかの状況では、
送信および／または受信は、ＳＣｅＮＢを使用して頻繁に実行され得るので、二次レイヤ
が、データおよび制御プレーンのデータの送信／受信、および／または物理レイヤの手順
を実行するための、主のレイヤであると考えられ得る。データ送信の大半がＳＣｅＮＢを
介して送信されるときでも、ＷＴＲＵはそれでも、たとえば制御プレーンのデータのため
に使用され得る（たとえば、いずれかのレイヤを介して送信され得るトラフィックのため
に、一次レイヤのみを通じて送信され得るトラフィックのために、など）一次レイヤのた
めのＭＡＣインスタンスを構成した可能性がある。いくつかの状況では、一次レイヤのＭ
ＡＣインスタンスは、二次レイヤのＭＡＣインスタンスと同じ時間においてアクティブで
あってよく、これは、二重ＭＡＣ接続と呼ばれ得る。マクロ（ＳＲＢ）は、比較的重要性
の高い制御情報の送信のために利用され得るので、いくつかの例では、ＷＴＲＵは、マク
ロ（ＳＲＢ）データがタイムリーに配信されることを確実にするために、一次レイヤ（お
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よび／または一次レイヤ全体）のＰＣｅｌｌを非アクティブ化することを控えるように構
成され得る。しかしながら、他の例では、そのような制御情報は二次レイヤを介して配信
可能であり得るので、不活動の期間の間、一次レイヤは、電力およびネットワークリソー
スを節約するために、非アクティブ化されてよく、かつ／またはＩＤＬＥモードの原理に
従って動作してよい。ＷＴＲＵは、二次レイヤがアクティブである場合、および／または
一次レイヤが非アクティブ化された場合であっても、制御チャネル（たとえば、ランダム
アクセスチャネル（ＲＡＣＨ）命令のためのＰＤＣＣＨ、ページングチャネルなど）を定
期的または間欠的に監視するように構成され得る。
【０２８９】
　例では、ＷＴＲＵは、一次レイヤを使用して（たとえば、マクロ（ＳＲＢ）を介して）
制御プレーンのデータを、二次レイヤを介して（たとえば、ｓｃ（ＤＲＢ）を介して）ユ
ーザプレーンのデータを交換するように構成され得る。そのような状況は、たとえば、Ｗ
ＴＲＵがデータ転送のためにＭｅＮＢからＳＣｅＮＢにオフロードされた場合であり得る
。一次レイヤのために構成されアクティブであるＭＡＣインスタンスは、アクティブなま
まであるために使用されてよく、制御情報の送信のために使用されてよい。ＭＡＣインス
タンスは、二次レイヤのために構成されアクティブであってよく、ユーザプレーンのデー
タを転送するために使用されてよい。マクロ（ＳＲＢ）は、比較的重要性の高い制御情報
の送信のために利用され得るので、いくつかの例では、ＷＴＲＵは、マクロ（ＳＲＢ）デ
ータがタイムリーに配信されることを確実にするために、一次レイヤ（および／または一
次レイヤ全体）のＰＣｅｌｌを非アクティブ化することを控えるように構成され得る。し
かしながら、他の例では、そのような制御情報は二次レイヤを介して配信可能であり得る
ので、不活動の期間の間、一次レイヤは非アクティブ化されてよく、かつ／または、電力
およびネットワークリソースを節約するために、ＩＤＬＥモードの原理に従って動作して
よい。ＷＴＲＵは、二次レイヤがアクティブである場合、および／または一次レイヤが非
アクティブ化された場合であっても、制御チャネル（たとえば、ランダムアクセスチャネ
ル（ＲＡＣＨ）命令のためのＰＤＣＣＨ、ページングチャネルなど）を定期的または間欠
的に監視するように構成され得る。
【０２９０】
　データおよび制御情報がどのようにＷＴＲＵに転送されるか（たとえば、一次および／
または二次レイヤの１つまたは複数を介して）に関係なく、ＷＴＲＵは、ＭＡＣインスタ
ンスを非アクティブ化した後であっても、レイヤ／ＭＡＣインスタンスの各々のための構
成情報を維持または記憶するように構成され得る。たとえば、ＷＴＲＵは、一次レイヤの
非アクティブ化の後でも、一次レイヤのための構成を記憶するように構成され得る。この
ようにして、ＷＴＲＵは、それが非アクティブ化された場合でも、マクロレイヤに迅速に
戻ることが可能であり得る。マクロレイヤへと迅速に戻ることは、二次レイヤにおける無
線リンクの失敗（ＲＬＦ）からの高速な回復を可能にでき、スモールセル間でのハンドオ
ーバーの状況における無線リンクの失敗の回避を容易にできる。
【０２９１】
　ＲＲＣシグナリングが、一次レイヤおよび／または二次レイヤの動作を構成するために
利用され得る。レイヤ構成は、ＰＨＹ構成情報、ＭＡＣ構成情報、ＲＬＣ構成情報、ＰＤ
ＣＰ構成情報、無線ベアラ（ＲＢ）構成情報、セル無線ネットワーク一時識別子（Ｃ－Ｒ
ＮＴＩ）情報などの１つまたは複数を含み得る。一次レイヤのために提供される構成情報
は、一次レイヤにおける送信および受信の手順をＷＴＲＵが実行することを可能にする、
構成情報の完全なセット（たとえば、ＰＨＹ構成情報、ＭＡＣ構成情報、ＲＬＣ構成情報
、ＰＤＣＰ構成情報、ＲＢ構成情報、Ｃ－ＲＮＴＩ情報など）を含み得る。例では、ＷＴ
ＲＵはまた、二次レイヤにおける送信および受信のための構成情報のサブセットによって
構成され得る。たとえば、ＷＴＲＵは、ＭＡＣ構成情報、ＲＬＣ構成情報、ＰＤＣＰ構成
情報、および、二次レイヤにおいて使用されるべきＰＨＹレイヤのリソース／構成情報の
サブセットによって構成され得る。残りのＰＨＹレイヤのリソース／構成情報のような他
の構成情報（たとえば、ＰＵＣＣＨ構成情報などのような）は、二次レイヤをアクティブ



(81) JP 6397819 B2 2018.9.26

10

20

30

40

50

化するために、送信される再構成メッセージに含まれ得る。このようにして、ＷＴＲＵは
、二次レイヤを使用するための構成情報の大半によって事前構成されてよく、ある構成情
報は、（たとえば、構成が一次レイヤにおいて利用されている現在の構成と競合しないこ
とを確実にするために）アクティブ化に際して提供され得る。
【０２９２】
　一次レイヤの構成は、そのレイヤの上でのＳＲＢとＤＲＢの両方の動作と関連付けられ
る完全な構成情報を含んでよく、または、構成のサブセット（たとえば、ＳＲＢのみ）を
含んでよい。構成のサブセットは、ＷＴＲＵが、ＳＲＢと関連付けられるデータを受信す
ること、ＲＲＣ再構成メッセージを受信することの１つまたは複数を実行すること、ハン
ドオーバーを実行すること、および／または再構成手順を実行することを可能にし得る。
【０２９３】
　ＷＴＲＵは、二次レイヤのための構成（および／または、最初の事前構成の一部として
提供されなかったＰＨＹ情報のような残りの構成情報）を受信することに際して、二次レ
イヤをアクティブ化すると暗黙的に決定するように構成されてよく、アクティブなレイヤ
として二次レイヤを使用し始めてよい。ＷＴＲＵは、一次レイヤがより後の時間において
再アクティブ化され得るように、二次レイヤのアクティブ化に際して一次レイヤのための
構成を記憶することができる。別の例では、ＷＴＲＵは、別のレイヤがアクティブなレイ
ヤであることをネットワークが明示的に示すまで、一次レイヤがアクティブなレイヤであ
ると暗黙的に想定する（かつ、後での使用のために非アクティブなレイヤのコンテキスト
をメモリに記憶する）ことができる。非アクティブなレイヤのためにＷＴＲＵに記憶され
るコンテキストは、ネットワークによって明示的に削除されるまで有効であると考えられ
得る。構成情報は、定義された期間有効であると考えられ得る。二次レイヤのための構成
情報は、異なる二次レイヤへ変更すると、かつ／または、一次レイヤへ変更すると、削除
され得る。
【０２９４】
　二次レイヤを使用して動作するとき、ＷＴＲＵは、一次レイヤのコンテキスト／構成情
報を記憶し、一次レイヤを、非アクティブ化されている、かつ／またはアイドルモードに
あると考えることができる。例では、一次レイヤを完全に非アクティブ化するのではなく
、ＷＴＲＵは、一次レイヤのコンテキストを有効に保つための、独立した不連続受信（Ｄ
ＲＸ）の構成を有し得る。ＤＲＸ期間の間、ＷＴＲＵは、送信のために、一次レイヤと関
連付けられるセルを定期的に確認する（たとえば、ＰＤＣＣＨを読み取る）ことができる
。ＷＴＲＵは、それが異なるレイヤをアクティブに監視／利用している場合でも、ＤＲＸ
周期のアクティブな期間の間、非アクティブ化されているレイヤを監視することができる
。ＷＴＲＵはまた、どのレイヤがＲＲＣ構成情報を受信するときに最初にアクティブであ
るかについて、明示的な指示を提供され得る。したがって、ＲＲＣ接続再構成情報は、複
数のレイヤのための構成情報を含んでよく、レイヤのいずれが最初にアクティブであるか
をさらに示してよい。ＷＴＲＵは次いで、アクティブなレイヤの構成を使用して受信およ
び送信の手順を実行しながら、後での使用のために、非アクティブなレイヤのための構成
情報を記憶することができる。
【０２９５】
　１つまたは複数のトリガが、ＷＴＲＵに、一次レイヤをアクティブ化させ、非アクティ
ブなレイヤをアクティブ化させ、かつ／または、１つまたは複数のレイヤのための品質情
報を報告させ得る。たとえば、ＷＴＲＵがアクティブなレイヤとしての二次レイヤで動作
している間、ＷＴＲＵは、ＲＲＣ再構成メッセージを受信するために、（たとえば、ユー
ザプレーンおよび／もしくは制御プレーンの送信ならびに／または受信のために）一次レ
イヤを使用する（またはそれに戻る）ようにトリガされ得る。たとえば、ＲＲＣ再構成メ
ッセージは、ＷＴＲＵがハンドオーバーを実行すべきであることを示してよく、ＷＴＲＵ
が無線リンクの失敗を避けるのを助けるように設計されてよく、一次レイヤに対する高速
な再確立の実行を容易にしてよく、かつ／または同様のことを行ってよい。一次レイヤへ
の切替えは一時的であってよく（たとえば、ＷＴＲＵは制御プレーンのデータを受信した
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後に戻り得る）、ＷＴＲＵは、制御プレーンのデータを受信するために、一次レイヤのＰ
Ｃｅｌｌを利用するように構成され得る。
【０２９６】
　例では、レイヤを切り替え、所与のレイヤをアクティブ化し、かつ／または所与のレイ
ヤを非アクティブ化するようにＷＴＲＵをトリガする、明示的で動的なシグナリングを、
ＷＴＲＵはネットワークから受信することができる。たとえば、ＰＤＣＣＨ命令および／
またはＭＡＣ制御ＰＤＵ（たとえば、ＭＡＣ制御要素（ＣＥ））が、レイヤを切り替え、
レイヤをアクティブ化し、かつ／またはレイヤを非アクティブ化するようにＷＴＲＵに示
すために使用され得る。例として、ＷＴＲＵは、ＷＴＲＵが現在アクティブなＭＡＣイン
スタンス（たとえば、レイヤ）を非アクティブ化し、かつ／または異なるＭＡＣインスタ
ンス／レイヤをアクティブ化すべきであることを示す、ＰＤＣＣＨ命令またはＭＡＣ制御
ＰＤＵを受信することができる。明示的なアクティブ化の指示が、どのレイヤがアクティ
ブ化されるべきかを明示的に示してよく、または、ＷＴＲＵが、どのレイヤがアクティブ
化されるべきかを暗黙的に決定してよい。
【０２９７】
　非アクティブ／アイドルレイヤ（たとえば、一次レイヤ）をアクティブ化し、非アクテ
ィブ／アイドルレイヤ（たとえば、一次レイヤ）に切り替え、かつ／または所与のレイヤ
を非アクティブ化すると決定するために、様々な暗黙的な基準がＷＴＲＵによって使用さ
れ得る。たとえば、ＷＴＲＵは、様々な基準を検出したことに基づいて、以前に非アクテ
ィブであったものを監視し始める（たとえば、非アクティブなレイヤのための記憶されて
いるＣ－ＲＮＴＩを使用して、非アクティブなレイヤのＰＤＣＣＨを読み取ること、また
は監視することを始める）ことができる。例では、ＷＴＲＵが暗黙的なトリガを検出した
ことに基づいて、非アクティブなレイヤの何らかの処理／監視を開始することができ、Ｗ
ＴＲＵは、レイヤに切り替えることまたはレイヤを完全にアクティブ化することを、その
ようにするための明示的な指示がネットワークから（たとえば、ＰＤＣＣＨ命令またはＭ
ＡＣ制御ＰＤＵを介して）受信されるまで、控えるように構成され得る。
【０２９８】
　たとえば、ＷＴＲＵによって観察されるようなダウンリンク品質が、非アクティブなレ
イヤを監視し始める（たとえば、部分的に監視する）こと、および／または、非アクティ
ブなレイヤのダウンリンク品質の指示をネットワークに報告することを決定するための、
暗黙的な基準として使用され得る。非アクティブなレイヤのための測定報告を送信するよ
うにＷＴＲＵをトリガするために、次の基準が説明され得るが、そのようなトリガはまた
、非アクティブなレイヤを監視すること（たとえば、非アクティブなレイヤにおけるセル
のＰＤＣＣＨを監視すること）始めるようにＷＴＲＵをトリガするために使用され得る。
加えて、そのような基準はまた、レイヤをアクティブ化および／または非アクティブ化す
るようにＷＴＲＵをトリガするために、適用可能であり得る。
【０２９９】
　たとえば、ＷＴＲＵは、それが構成情報を受信したが現在アクティブではない、１つま
たは複数のレイヤのダウンリンク品質を監視することができる。ＷＴＲＵに非アクティブ
なレイヤと関連付けられるセル上で測定を実行させる、１つまたは複数のトリガがあり得
る（たとえば、そのようなトリガはまた、ＷＴＲＵに、送信のためのセルを監視すること
を開始させ、様々なセルをアクティブ化および／もしくは非アクティブ化させ、ならびに
／または同様のことをさせ得る）。たとえば、ＷＴＲＵは、測定報告がトリガされる（た
とえば、別のレイヤ／セルのために、または非アクティブなレイヤ／セルのために）任意
の時間に、非アクティブなレイヤと関連付けられるセル上で測定を実行するように構成さ
れ得る。例では、ＷＴＲＵは、規定された事象が発生したこと（たとえば、ハンドオーバ
ー、構成において示される事象など）に基づいて、非アクティブなレイヤと関連付けられ
るセルで測定を実行するように構成され得る。
【０３００】
　ＷＴＲＵは、測定報告がアクティブなレイヤ（たとえば、二次レイヤ）においてトリガ
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され、アクティブなレイヤの品質が所定の閾値を下回る（たとえば、ＷＴＲＵがアクティ
ブなレイヤにおけるカバレッジを失っていることを示す）とき、非アクティブなレイヤ（
たとえば、一次レイヤ）と関連付けられるセルで測定を実行するように構成され得る。た
とえば、ＷＴＲＵは、アクティブなレイヤの参照信号受信電力（ＲＳＲＰ）の測定が閾値
を下回って落ちること、アクティブなレイヤの参照信号受信品質（ＲＳＲＱ）の測定が閾
値を下回って落ちること、アクティブなレイヤと関連付けられるセルの決定されたチャネ
ル品質インジケータ（ＣＱＩ）が閾値を下回ること、アクティブなレイヤのサービングセ
ルに対する（たとえば、ＳＣｅＮＢのためのサービングセルの）決定されたＣＱＩが閾値
を下回ること、アクティブなレイヤの非サービングセル（たとえば、ＳＣｅＮＢと関連付
けられるいくつかの他のセル）に対する決定されたＣＱＩが閾値を上回ること、および／
または、（たとえば、無線リンク条件の低下を検出することに際して）ＷＴＲＵがＴ３０
１タイマーを開始することの１つまたは複数に基づいて、アクティブなレイヤの品質が低
下していること、かつ／または測定が非アクティブなレイヤで実行されるべきであること
を、決定することができる。
【０３０１】
　例では、ＷＴＲＵは、現在アクティブなレイヤ（たとえば、二次レイヤ）における最良
のセル（たとえば、最高の品質のセル）が変わったことを示す測定報告に基づいて、非ア
クティブなレイヤ（たとえば、一次レイヤ）と関連付けられるセルで測定を実行するよう
に構成され得る。ＷＴＲＵは、一次レイヤにおける最良のセル（たとえば、最高の品質の
セル）が変わったことを示す測定報告に基づいて、非アクティブなレイヤと関連付けられ
るセルで測定を実行するように構成され得る。例では、ＷＴＲＵは、測定報告がトリガさ
れているまたは送信されていること、およびアクティブなＭＡＣインスタンスが同期して
いないことに基づいて（たとえば、Ｔ３１０の開始に際して、かつ／またはＴ３１１の開
始に際して）、非アクティブなレイヤ（たとえば、一次レイヤ）と関連付けられるセルで
測定を実行するように構成され得る。ＷＴＲＵは、アクティブなレイヤの品質が閾値を下
回る間、所定の期間内にハンドオーバー命令を受信するのに失敗したことに基づいて、非
アクティブなレイヤ（たとえば、一次レイヤ）と関連付けられるセルで測定を実行するよ
うに構成され得る。
【０３０２】
　例では、ＷＴＲＵは、アクティブなレイヤにおける非同期の条件を検出したことに基づ
いて、かつ／または、アクティブなレイヤにおける所定の数の非同期の条件を検出したこ
とに基づいて、非アクティブなレイヤ（たとえば、一次レイヤ）と関連付けられるセルで
測定を実行するように構成され得る。ＷＴＲＵは、非同期の条件がネットワークにより構
成された期間の間アクティブなレイヤで検出されたことに基づいて、かつ／または、非同
期の条件が所定の枠内で所与の回数検出されたことに基づいて、非アクティブなレイヤ（
たとえば、一次レイヤ）と関連付けられるセルで測定を実行するように構成され得る。例
では、ＷＴＲＵは、アクティブなレイヤにおいてＤＬ　ＲＬＦおよび／またはＵＬ　ＲＬ
Ｆの１つまたは複数を検出したことに基づいて、非アクティブなレイヤ（たとえば、一次
レイヤ）と関連付けられるセルで測定を実行するように構成され得る。例では、ＷＴＲＵ
は、ＷＴＲＵが現在アクティブなレイヤとのタイミング整合を失ったこと（たとえば、タ
イミング整合タイマー（ＴＡＴ）の満了、たとえばこのとき、複数のタイミングアドバン
スグループが問題とされるレイヤのために構成される場合、アクティブなレイヤのＰＣｅ
ｌｌのＴＡＴが満了する）に基づいて、非アクティブなレイヤ（たとえば、一次レイヤ）
と関連付けられるセルで測定を実行するように構成され得る。例では、ＷＴＲＵは、スケ
ジューリング要求（ＳＲ）の失敗を検出したことに基づいて、非アクティブなレイヤ（た
とえば、一次レイヤ）と関連付けられるセルで測定を実行するように構成され得る。たと
えば、ＷＴＲＵは、現在アクティブなレイヤでのＲＲＣ接続再確立手順を実行することを
試みる前に、非アクティブなレイヤ（たとえば、一次レイヤ）で接続を再確立することを
試み得る。例では、ＷＴＲＵは、非アクティブなレイヤの品質が構成された期間閾値を上
回ることに基づいて、非アクティブなレイヤ（たとえば、一次レイヤ）と関連付けられる



(84) JP 6397819 B2 2018.9.26

10

20

30

40

50

セルで測定を実行するように構成され得る。例では、ＷＴＲＵは、一次レイヤのサービン
グセルの品質またはアクティブなレイヤのサービングセルの品質が閾値を下回り、レイヤ
の他のセルが閾値を上回らないこと（たとえば、アクティブなレイヤがカバレッジを失っ
ている）に基づいて、非アクティブなレイヤと関連付けられるセルで測定を実行するよう
に構成され得る。
【０３０３】
　例では、ＷＴＲＵは、アクティブなレイヤのための非アクティブ化命令（たとえば、こ
れは、一次レイヤの暗黙的なアクティブ化であり得る）を受信したことに基づいて、非ア
クティブなレイヤ（たとえば、一次レイヤ）と関連付けられるセルで測定を実行するよう
に構成され得る。例では、ＷＴＲＵは、ＷＴＲＵがＲＲＣ再構成メッセージ（たとえば、
このメッセージはアクティブなレイヤを構成解除または非アクティブし得る）を受信した
ことに基づいて、非アクティブなレイヤ（たとえば、一次レイヤ）と関連付けられるセル
で測定を実行するように構成され得る。例では、ＷＴＲＵは、アクティブなレイヤ（たと
えば、二次レイヤ）上のチャネルの品質の変化の推定される割合が構成された期間閾値よ
りも高い（かつ／または高くなる）ことに基づいて、非アクティブなレイヤ（たとえば、
一次レイヤ）と関連付けられるセルで測定を実行するように構成され得る。たとえば、チ
ャネルの変化の割合は、アクティブな（たとえば、二次）レイヤから送信される参照信号
を測定することによって推定され得る。チャネルの変化の割合の他の尺度は、チャネルの
ドップラースプレッドおよび／またはチャネルのドップラーシフトの絶対値に基づき得る
。チャネルの変化の推定される割合は、チャネルのコヒーレンス時間の逆数に比例し（か
つ基づき）得る。例では、ＷＴＲＵは、現在アクティブな（たとえば、二次）レイヤ上で
の減衰が平均された経路損失の変化の推定される割合が構成された期間閾値よりも高い（
または高くなる）ことに基づいて、非アクティブなレイヤ（たとえば、一次レイヤ）と関
連付けられるセルで測定を実行するように構成され得る。たとえば、減衰が平均された経
路損失の変化の割合は、最初の時間枠の参照信号の時間平均された受信された電力レベル
を、以前の時間枠のそれから差し引くことによって推定され得る。例では、ＷＴＲＵは、
最大の数の再送信が到達されたことの指示をＲＬＣから受信したことに基づいて、非アク
ティブなレイヤ（たとえば、一次レイヤ）と関連付けられるセルで測定を実行するように
構成され得る。例では、ＷＴＲＵは、ＭＡＣからのランダムアクセスの問題の指示を受信
したことに基づいて、非アクティブなレイヤ（たとえば、一次レイヤ）と関連付けられる
セルで測定を実行するように構成され得る。
【０３０４】
　ＷＴＲＵは、非アクティブなレイヤの測定をトリガするために使用される条件の１つま
たは複数を検出したことに基づいて、記憶されているＣ－ＲＮＴＩを使用して、一次レイ
ヤまたは非アクティブなレイヤと関連付けられるＰＤＣＣＨを監視し始めることができる
。しかしながら、例では、ＷＴＲＵは、切替えまたはアクティブ化が実行されるべきであ
ることを示す明示的な指示が（たとえば、ＰＤＣＣＨ命令および／またはＭＡＣ制御ＰＤ
Ｕを介して）受信されない限り、非アクティブなレイヤに切り替えること、および／また
は非アクティブなレイヤの完全なアクティブ化を実行することを控えることができる。
【０３０５】
　ＷＴＲＵは、測定を実行するときに使用するパラメータを決定するために使用される、
測定構成によって構成され得る。たとえば、測定構成は、レイヤの中のすべてのセルに対
して共通であってよく、（たとえば、クラスタが利用される場合）クラスタの中のすべて
のセルについて共通であってよく、レイヤごとにサービングセルと非サービングセルに対
して別々に構成されてよく、かつ／または、所与のレイヤの中の各セルに対して別々に構
成されてよい。たとえば、ＷＴＲＵは、ＣＱＩ測定のための、異なるセル／レイヤに対す
る対応するゼロ電力のチャネル状態情報参照信号（ＣＳＩ－ＲＳ）によって構成され得る
。ＷＴＲＵは、測定が平均化期間にわたって実行されフィルタリングされるように、平均
化期間によって構成され得る。ＷＴＲＵは、報告が送信されるべきであるノード（たとえ
ば、ＭｅＮＢ、ＳＣｅＮＢなど）の識別情報によって構成され得る。ＷＴＲＵは、測定を
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報告するために使用する周期によって構成されてよく、かつ／または、非定期的な報告を
送信するための１つまたは複数のトリガ（たとえば、報告をトリガするためのチャネル品
質の閾値）によって構成され得る。
【０３０６】
　レイヤ固有の測定構成が、ネットワークによってＷＴＲＵに提供され得る。たとえば、
受信された構成または構成パラメータは、どのレイヤに構成が適用可能かを明示的に示し
得る。例では、測定構成は、測定構成が適用可能であるクラスタＩＤを示し得る。測定構
成は、ＷＴＲＵが所与のレイヤでそれに対する測定報告を実行できる、かつ／または、Ｗ
ＴＲＵが監視できる、セルのリストを含み得る。測定構成は、別のレイヤのアクティブ化
および／または非アクティブ化に基づいて、レイヤの中のセルを測定するために使用され
るべき測定周期を示し得る。たとえば、第１のレイヤの中のセルのアクティブ化は、近く
のセルに対してより頻繁な測定（たとえば、高速な測定周期）をトリガし得る。測定構成
は、構成されたスモールセルに対する近くのセルである、ホワイトリストに載せられたセ
ルのリストを含み得る。例では、スモールセルがアクティブ化される（たとえば、スモー
ルセルレイヤがアクティブ化される）場合、ＷＴＲＵは、測定周期ｍｅａｓＣｙｃｌｅＳ
Ｃｅｌｌ（たとえば、非アクティブ化された状態でＳＣｅｌｌのために通常使用される測
定周期）を使用するのを止めることができ、異なる（たとえば、より高速な）測定周期を
使用することができる。例では、第１のセルのアクティブ化は、より小さな値へのｍｅａ
ｓＣｙｃｌｅＳＣｅｌｌのスケールダウンをトリガし得る。
【０３０７】
　ＷＴＲＵは、それが現在監視している各セル、セルのサブセット、および／またはセル
の１つまたは複数のクラスタのための測定情報を報告するように構成され得る。たとえば
、どのセルを測定するかは、報告をトリガしたセルおよび／または測定が報告されている
セルのクラスタ識別情報に基づいて決定され得る。たとえば、ＷＴＲＵは、所与のクラス
タの中のセルのための測定報告をどの事象がトリガするかを決定するために、ブラックリ
スト／ホワイトリストによって構成され得る。たとえば、測定報告は、そのトリガするこ
とが異なるクラスタのセルと関連付けられる基準に基づく場合（たとえば、クラスタ間の
モビリティのために測定するとき）、第１のクラスタの中のセルに対してトリガされ得る
。例では、ＷＴＲＵは、クラスタの中の任意のセルに対して測定がトリガされる場合にＷ
ＴＲＵがクラスタの中のセルの各々を測定するように、クラスタの識別情報によって構成
され得る。
【０３０８】
　ＷＴＲＵは、定期的に、かつ／または非定期的に（たとえば、ネットワークの要求のと
きに）、非アクティブなセルを測定するためのトリガを検出したことに基づいて、品質測
定の報告を送信することができる。報告は、一次および／または二次レイヤの中のネット
ワークノードに送信され得る。たとえば、ＷＴＲＵが非アクティブなレイヤ／セルの測定
をトリガするために使用され得るトリガを検出する場合、ＷＴＲＵは測定報告をネットワ
ークに送信することができ、その測定報告は何が報告をトリガしたかを示し得る。測定報
告は、たとえば、定期的な報告の送信をトリガするために使用されるようにタイマーを構
成および設定することによって、ＷＴＲＵによって定期的に送信され得る。ネットワーク
は、測定報告に対する要求を送信することができる。非定期的な測定要求が、たとえば、
ＰＤＣＣＨ命令、ＭＡＣ制御ＰＤＵ、および／またはＲＲＣ測定要求の１つまたは複数を
使用して、ＷＴＲＵに送信され得る。非定期的な要求は、一次レイヤ（たとえば、ＭｅＮ
Ｂと関連付けられる）および／または二次レイヤ（たとえば、ＳＣｅＮＢと関連付けられ
る）から受信され得る。たとえば、ＭｅＮＢは、任意のレイヤ（たとえば、一次レイヤお
よび／または二次レイヤ）に属するセルに対する測定報告を要求することができる。例と
して、ＳＣｅＮＢは、ＷＴＲＵが測定報告を（たとえば、ＲＲＣを介して）ＭｅＮＢに送
信すべきであることを示す測定要求を送信することができる。ＳＣｅＮＢは、無線リンク
品質の低下を検出したことに基づいて（たとえば、ＵＬ　ＲＬの品質、二次レイヤのため
に受信されたＣＱＩ報告が閾値を下回ることなどに基づいて）、要求を送信することがで
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きる。測定報告に対する要求は、ＰＨＹ、ＭＡＣ、および／またはＲＲＣシグナリングを
使用することによって送信され得る。例では、要求は、ＳＣｅＮＢによって、たとえばＭ
ＡＣ　ＣＥの使用によって送信され得る。
【０３０９】
　ＷＴＲＵは、ＲＲＣメッセージ、ＭＡＣ制御メッセージ、および／またはレイヤ１（Ｐ
ＨＹ）メッセージの１つまたは複数を使用して、セル／レイヤの品質の測定および／また
は指示を提供することができる。たとえば、選択された測定は、ＲＲＣ測定報告を通じて
、かつ／またはＲＲＣ確立／再確立要求の一部として、送信され得る。ＭＡＣ制御メッセ
ージ（たとえば、ＭＡＣ制御要素）は、測定を送信するために使用され得る。たとえば、
ＭＡＣ　ＣＥは、測定と関連付けられるセルＩＤとともに、各々の報告されたセルのため
の測定情報を送信するために使用され得る（たとえば、この測定は、ＳＣｅｌｌＩｎｄｅ
ｘを使用してセルと関連付けられ得る）。レイヤ１（ＰＨＹ）の報告が利用される場合、
報告はＰＵＣＣＨを介して送信され得る。
【０３１０】
　各々の報告されるレイヤ／セルに対して、ＷＴＲＵは、報告されているすべてのセルの
ＲＳＲＰ、報告するホワイトリスト上のセルのＲＳＲＰ、および／または、それに対する
報告が実行される規定されたクラスタの中のセルのＲＳＲＰの、１つまたは複数を送信す
ることができる。例では、各々の報告されるレイヤ／セルに対して、ＷＴＲＵは、報告さ
れているすべてのセルのＲＳＲＱ、報告するホワイトリスト上のセルのＲＳＲＱ、および
／または、それに対する報告が実行される規定されたクラスタの中のセルのＲＳＲＱの、
１つまたは複数を送信することができる。報告は、セルのために測定されたＣＱＩ値、報
告をトリガしたセルの識別情報、失敗を経験しているレイヤによってサービスされるＤＲ
Ｂのリスト、および／または、同期している／同期していないことの指示の１つまたは複
数を含み得る。
【０３１１】
　ＷＴＲＵは、種々の方式で測定報告を送信するように、ネットワークによって構成およ
び／または要求され得る。たとえば、ＷＴＲＵが一次レイヤを介して報告を送信するよう
に構成され、一次レイヤに失敗がある場合、報告は別のアクティブなレイヤで送信され得
る。たとえば、報告はアクティブなスモールセルに送信されてよく、そのスモールセルノ
ードは、バックホールリンクを使用してそれをＭｅＮＢに転送することができる。例では
、ＷＴＲＵは、マクロｅＮＢと関連付けられ得る一次レイヤに測定を報告するように構成
され得る。例では、報告は、一次レイヤとアクティブな二次レイヤおよび／またはすべて
のアクティブなレイヤの両方に送信され得る。例では、報告は一次レイヤ（たとえば、マ
クロレイヤ）へのＲＲＣメッセージを介したものであってよく、ＭｅＮＢは報告を利用し
得る他のレイヤに情報を転送することができる。測定報告は、要求がそこから受信された
ノードと同じノードに送信され得る。測定報告が送信されるべきノードは、受信された測
定報告構成によって構成され、かつ／または示され得る。測定報告がＲＲＣを通じて実行
され、次いで二次ＲＲＣが二次レイヤによって利用される（たとえば、ＳＣｅＮＢを介し
て接続される）場合、適切なＳＲＢが測定情報を送信するために選択され得る。
【０３１２】
　例では、無線リンク条件がスモールセルレイヤにおいて構成された閾値を下回って落ち
たことをＷＴＲＵが検出する場合、ＷＴＲＵは、別のレイヤで測定報告をＭｅＮＢに送信
することができる。たとえば、アクティブなスモールセルレイヤのＣＱＩが構成された閾
値より小さい場合、ＷＴＲＵは、無線条件に関する指示をネットワークに送信するように
トリガされ得る。
【０３１３】
　別の例では、測定情報を一次レイヤに送信するためのトリガは、たとえばＭＡＣ　ＣＥ
の使用による、スモールセルのｅＮＢによって送信される明示的なシグナリングの受信で
あってよい。たとえば、ＷＴＲＵ　ＣＱＩ測定値が閾値を下回って落ちたことをＳＣｅＮ
Ｂが検出する場合、それは、別のレイヤ（たとえば、マクロレイヤ）で非定期的なＲＲＣ
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測定報告をＭｅＮＢに送信するためのトリガをＷＴＲＵ　ＲＲＣに送信することができる
。例では、ＳＣｅＮＢは、ＭｅＮＢへのバックホールを通じて指示を直接送信し、または
、ＷＴＲＵからマクロに測定報告を転送することができる。
【０３１４】
　例では、測定構成は、ホワイトリストに載せられたセルのリストを含み得る。たとえば
、ホワイトリストに載せられたセルは、構成されたスモールセルの近くのセルであるセル
のリストであり得る。スモールセル／スモールセルレイヤがアクティブ化される場合、近
くのセルは、構成パラメータｍｅａｓＣｙｃｌｅＳＣｅｌｌ（たとえば、非アクティブ化
された状態におけるＳＣｅｌｌのための測定周期）によって規定される測定頻度を使用す
るのを止めることができ、異なる（たとえば、より高速な）測定周期を使用し始めること
ができる。例では、１つのセルのアクティブ化が、より小さな値への測定周期の頻度のス
ケールダウン（たとえば、ｍｅａｓＣｙｃｌｅＳＣｅｌｌのスケールダウン）をトリガし
得る。例では、ＳＣｅＮＢは、非定期的なＣＱＩ測定報告が（たとえば、ＲＲＣを通じて
）ＭｅＮＢに送信されることを要求するための命令をＷＴＲＵに送信することができる。
たとえば、非定期的なＣＱＩ測定は、ＳＣｅＮＢがアップリンクチャネルの条件の低下を
検出する場合にトリガされ得る。
【０３１５】
　測定を実行および／または報告するためのトリガの１つまたは複数がＷＴＲＵによって
検出されるとき、ＷＴＲＵは、トリガを検出したことに基づいて、レイヤをアクティブ化
および／または非アクティブ化すると決定することができる。たとえば、測定を実行また
は報告するためのトリガを検出したことに基づいて一次レイヤのＭＡＣインスタンスをア
クティブ化すると決定すると、ＷＴＲＵは、二次ＭＡＣインスタンスをアクティブなもの
として維持することができる。別の例では、一次レイヤをアクティブ化すると、ＷＴＲＵ
は、二次レイヤを非アクティブ化することができる。例では、測定を実行および／または
報告するためのトリガの１つまたは複数は、二次レイヤをアクティブ化するようにＷＴＲ
Ｕをトリガし得る。例では、測定を実行および／または報告するためのトリガの１つまた
は複数は、無線リンクの品質が低下した二次レイヤを非アクティブ化するようにＷＴＲＵ
をトリガすることができる。例では、測定を実行および／または報告するためのトリガの
１つまたは複数を検出したことに基づいて所与のレイヤを直接アクティブ化または非アク
ティブ化するのではなく、ＷＴＲＵは、トリガが検出されたことを示す指示をネットワー
クに送信することができる。ＷＴＲＵは次いで、非アクティブなレイヤ（たとえば、一次
レイヤ）をアクティブ化し、かつ／またはアクティブなレイヤ（たとえば、二次レイヤ）
を非アクティブ化するための、明示的な指示を待機することができる。たとえば、一次レ
イヤを切り替えまたはアクティブ化するための指示は、一次レイヤのＰＤＣＣＨ／ＭＡＣ
を通じてＷＴＲＵに送信され得る。ＷＴＲＵは、測定の実行／報告のトリガの１つまたは
複数を検出した後、ある構成された期間、記憶されている構成を使用して一次レイヤのＰ
ＤＣＣＨを監視することができる。タイマーが満了し、指示が受信されない場合、ＷＴＲ
Ｕは、アクティブなレイヤとしての二次レイヤとともに動作し続けることができる。この
指示はまた、二次レイヤのＰＤＣＣＨ／ＭＡＣを通じて、またはＲＲＣメッセージを介し
て送信され得る。
【０３１６】
　測定を実行および／または報告するためのトリガの１つまたは複数がＷＴＲＵによって
検出されるとき、ＷＴＲＵは、ＲＲＣ手順、たとえばＲＲＣ接続再確立手順を開始するこ
とができる。ＲＲＣ手順は、１つまたは複数のレイヤが非アクティブ化および／またはア
クティブ化されるべきであることをネットワークに示すために利用され得る。たとえば、
測定を実行および／または報告するためのトリガの１つまたは複数に際して、ＷＴＲＵは
、たとえば記憶されている構成を使用して、一次ＭＡＣインスタンスをアクティブ化する
ことができる。ＷＴＲＵは、たとえばＲＡＣＨ（たとえば、ＲＡ－ＳＲ）を使用して、一
次レイヤにおけるスケジューリング要求を開始することができる。スケジューリングされ
ることに際して、ＷＴＲＵは、コンテキストの識別情報、ＷＴＲＵの識別情報、および／
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または、ＷＴＲＵの識別情報を決定するためにネットワークによって利用され得る他の情
報の１つまたは複数と、セルにアクセスするための対応する構成とを含み得る、ＲＲＣメ
ッセージ（たとえば、ＲＲＣ接続再確立要求）を送信することができる。識別情報は、Ｗ
ＴＲＵによって以前に受信されたような、一次レイヤの構成の一部であった可能性がある
。
【０３１７】
　ＷＴＲＵは、ＲＲＣメッセージに応答して、構成／適合メッセージを受信することがで
きる。たとえば、構成／適合メッセージは、ＷＴＲＵが、一次レイヤにおける使用のため
に事前構成された、セキュリティのコンテキスト、Ｃ－ＲＮＴＩ、ＰＨＹのパラメータ、
ＭＡＣのパラメータ、ＲＬＣのパラメータ、ＰＤＣＰのパラメータなどの１つまたは複数
を再使用すべきであることを示し得る。例では、構成／適合メッセージが、異なるパラメ
ータを明示的に提供しない、または、事前構成されたパラメータが廃棄されるべきである
ことを示さない場合、ＷＴＲＵは、以前に提供され記憶されたパラメータを有効であると
想定することができる。構成／適合メッセージは、一次レイヤのための記憶されている構
成の少なくとも一部を補強または上書きし得る、追加の構成パラメータを含み得る。ＷＴ
ＲＵは次いで、ＤＲＢが一次レイヤと再び関連付けられ得るように、構成された（たとえ
ば、アクティブな、かつ／または中断された）ＤＲＢに関連するモビリティ手順を実行す
ることができる。ＲＲＣ手順が成功しない場合、ＷＴＲＵは、一次レイヤのための記憶さ
れている構成を解放し、ＲＲＣ再確立手順を開始し、最初のアクセスを実行し、かつ／ま
たはアイドルモードに移ることができる。
【０３１８】
　ＷＴＲＵは、一次レイヤのアクティブ化に際して、様々な動作を実行するように構成さ
れ得る。たとえば、ＷＴＲＵがトリガ（たとえば、測定、測定の報告、レイヤのアクティ
ブ化／非アクティブ化などを開始するための説明されたトリガのような）を検出する場合
、ＷＴＲＵは、二次レイヤにおける通常の動作を続けながら、事前構成された構成情報を
使用して、一次レイヤのＰＤＣＣＨの監視を開始すると決定することができる。例では、
ＷＴＲＵは、一次レイヤのＰＤＣＣＨを監視し始めると決定すると、二次レイヤを監視す
るのを止めることができる。例では、ＷＴＲＵは、ＷＴＲＵが一次レイヤをアクティブ化
すべきであることを示す明示的なＰＤＣＣＨ命令をＷＴＲＵが受信するまで、一次レイヤ
を完全にアクティブ化するのを待機する（たとえば、代わりにＰＤＣＣＨを監視すること
を続ける）ことができる。たとえば、ＰＤＣＣＨ命令は、ＷＴＲＵに対して、それが一次
レイヤのためのリソースの事前構成されたセットを使用して一次レイヤをアクティブ化す
べきであることを示し得る。ＰＤＣＣＨ命令は、一次レイヤにおける最初のＵＬアクセス
のために使用する専用のＲＡＣＨリソース／プリアンブルによって、ＷＴＲＵを構成する
ことができる。例では、ＰＤＣＣＨ命令は、ＲＡＣＨ手順のためのＰＤＣＣＨ命令に対応
し得る。ＷＴＲＵは、ＲＡＣＨ手順のためのＰＤＣＣＨ命令が、一次レイヤをアクティブ
化するためのＷＴＲＵに対するトリガに対応すると、決定することができる。ＰＤＣＣＨ
命令はまた、二次レイヤを通じて受信されてよく、一次レイヤをアクティブ化するための
ＷＴＲＵに対するトリガとして使用されてよい。
【０３１９】
　一次レイヤをアクティブ化すると決定したことに基づいて、ＷＴＲＵは、事前構成され
た構成情報を使用して、一次レイヤと関連付けられるＭＡＣインスタンスをアクティブ化
および実体化することができる。アクティブ化手順の一部として、ＷＴＲＵは、一次レイ
ヤへのＵＬアクセスを開始することを試み得る。たとえば、ＷＴＲＵは、一次セルにおけ
るランダムアクセス手順を開始することができる。事前構成された構成情報および／また
は動的なレイヤアクティブ化メッセージ（たとえば、ＰＤＣＣＨ命令）の１つまたは複数
は、最初のアクセス手順の使用に対する専用のＲＡＣＨプリアンブル／リソース、および
／または、一次レイヤにおいて使用されるべき専用のＣ－ＲＮＴＩの１つまたは複数を含
み得る。
【０３２０】
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　ＷＴＲＵは、たとえば、最初のランダムアクセス手順の一部として、一次レイヤを通じ
てＵＬメッセージをネットワークに送信することができる。ＵＬメッセージは、以前にア
クティブであったレイヤにおいて利用されるベアラのためのバッファ状態報告（ＢＳＲ）
、以前のレイヤの識別情報または指示、以前のレイヤで利用されるベアラのためのＰＤＣ
Ｐ状態報告、ＷＴＲＵの識別情報（たとえば、一次レイヤのＣ－ＲＮＴＩ、何らかの他の
固有のＷＴＲＵ　ＩＤ）、ＲＲＣ再確立メッセージ（たとえば、以前のレイヤにおける失
敗の理由、およびまたは他の情報を示す）、および／または、レイヤを切り替えレイヤ間
でベアラを転送することをＷＴＲＵが要求していることを示す何らかの他のＲＲＣメッセ
ージ（たとえば、これは、無線ベアラ、他のレイヤの中に位置される各ベアラのためのバ
ッファ状態報告、ＷＴＲＵ　ＩＤ、ＰＤＣＰコンテキストおよび状態報告、ならびに／ま
たは以前のレイヤのＩＤなどを示し得る）の１つまたは複数を含み得る。ＷＴＲＵが一次
レイヤでＤＲＸを利用していた場合、ＷＴＲＵは、アクティブ時間またはより短いＤＲＸ
周期に移ることができ、かつ／または、ＷＴＲＵは、それがアクティブ時間の受信に移っ
たことの指示を送信することができる。ＷＴＲＵはＳＲを送信することができ、ＳＲの送
信は、ＷＴＲＵがアクティブ時間の中にありそれがレイヤを切り替えることを試みている
ことの、暗黙的な指示であり得る。
【０３２１】
　一次レイヤのアクティブ化に際し、ＷＴＲＵは、二次レイヤをアクティブなものとして
維持することができ、または、二次レイヤを非アクティブ化することができる。二次レイ
ヤの非アクティブ化は、ＷＴＲＵが二次ＭＡＣレイヤの動作を一時的に中断することであ
り得る。二次レイヤが非アクティブ化されている間、ＷＴＲＵは、物理レイヤの送信およ
び／または受信を実行しなくてよい。ＷＴＲＵは、ネットワークからの明示的な指示に際
して、かつ／または二次レイヤのハンドオーバーに際して、二次レイヤの構成を削除する
ことができる。ＷＴＲＵが二次レイヤを非アクティブ化する場合、それは、ＭＡＣインス
タンスを削除し、二次レイヤと関連付けられるＰＨＹリソースを解放することができる。
別の例では、一次レイヤのアクティブ化に際し、ＷＴＲＵは、二次レイヤをアクティブな
ものとして維持することができ、二次レイヤ上での通常の受信／送信手順を続けることが
できる。
【０３２２】
　一次レイヤのアクティブ化に際し、ＷＴＲＵは、１つまたは複数のベアラモビリティ手
順を実行して、１つまたは複数のベアラまたはデータフローを異なるデータ経路（たとえ
ば、一次レイヤ）に転送するように構成され得る。たとえば、１つまたは複数のＳＲＢの
セットは、一次レイヤのアクティブ化に際して構成されてよく、一次ＭＡＣインスタンス
にマッピングされてよい。一次レイヤのアクティブ化に際して使用するＳＲＢ構成は、Ｗ
ＴＲＵに記憶されている事前構成された構成情報に含まれ得る。例では、一次レイヤのア
クティブ化に際してＷＴＲＵによって利用される制御プレーンとユーザプレーンのベアラ
の両方が、ＷＴＲＵにおける一次レイヤのための構成情報として事前構成され記憶され得
る。例では、二次レイヤからのＲＢのサブセットは、一次レイヤに切り替えられ再マッピ
ングされ得る。
【０３２３】
　二次レイヤにおいて以前アクティブであった無線ベアラは、一次レイヤに転送されてよ
く、二次レイヤにとどまってよく、かつ／または解放されてよい。たとえば、ネットワー
クは、あるレイヤから他のレイヤへの無線ベアラの再構成およびモビリティ動作を実行す
るように構成され得る。例として、一次レイヤがアクティブ化される場合、ＷＴＲＵは、
二次レイヤでの無線ベアラの送信／受信を中断できるが、今後の使用のためにそのレイヤ
のためのベアラのコンテキストを保持／記憶することができる。別の例では、一次レイヤ
がアクティブ化されるとき、ＷＴＲＵは、二次レイヤのベアラをアクティブに保ち、それ
らのベアラの受信／送信手順を続けながら、また、マクロレイヤでのデータを送信／受信
することができる。たとえば、ＷＴＲＵは、マクロレイヤのアクティブ化に際して、マク
ロレイヤを介して制御プレーンのデータを受信する（たとえば、しかしユーザプレーンの
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データを受信しない）ように構成されてよく、または、（たとえば、事前構成情報におい
てネットワークによって構成されるような）新たにアクティブ化されたマクロレイヤで制
御プレーンのデータとデープレーンのデータの両方を受信することができる。ＷＴＲＵは
、マクロレイヤと二次レイヤのいずれかを通じてＲＲＣ再構成メッセージを受信すると、
二次レイヤから一次レイヤに無線ベアラを移すことができる。たとえば、ＲＲＣ再構成メ
ッセージは、一次レイヤがアクティブ化されＲＡＣ手順が開始されるとき、メッセージ４
の一部として受信され得る。
【０３２４】
　ＷＴＲＵは、一次レイヤを最初にアクティブ化するとき、部分的な再構成／無線ベアラ
のモビリティを実行する（たとえば、ＳＲＢを転送するがＤＲＢを転送しない）ことがで
きる。ＷＴＲＵは、１つまたは複数のベアラが転送されるべきであることを示すネットワ
ークからの明示的な指示（たとえば、ＰＤＣＣＨ命令、ＭＡＣ制御、または成功したラン
ダムアクセス応答）を受信すると、部分的な再構成／無線ベアラモビリティを実行する（
たとえば、ＳＲＢを転送するがＤＲＢを転送しない）ことができる。ＷＴＲＵは、一次レ
イヤへの完全な無線ベアラのモビリティを、一次レイヤのための事前構成情報においてそ
うするように構成される場合、実行することができる。
【０３２５】
　例では、ＷＴＲＵは、二次レイヤから一次レイヤへの無線ベアラのモビリティを自律的
に開始し、二次レイヤのコンテキストを削除することができる。自律的なモビリティは、
事前構成された情報に基づいてよく、かつ／または、ＷＴＲＵは、二次レイヤがアクティ
ブなままであるべきであることをネットワークが明示的に示さない限り、一次レイヤがア
クティブ化される場合、二次レイヤが非アクティブ化されるべきであると、想定すること
ができる。ＤＲＢおよび／またはＳＲＢの切替えが実行されると、ネットワークにより制
御される手順とＷＴＲＵの自律的な手順のいずれかを介して、ＷＴＲＵは、ＲＲＣ手順（
たとえば、ＲＲＣ接続再確立手順）の前に、ＲＢ再構成を適用および／または確認するこ
とができる。
【０３２６】
　上で述べられたように、ＷＴＲＵは、種々の理由で複数のデータ経路の接続を利用する
ことができる。たとえば、データスループットの向上を達成する（たとえば、ＷＴＲＵに
対して利用可能なリソースのレイヤ間のアグリゲーションを可能にする）ため、ＷＴＲＵ
の自律的なモビリティを可能にする（たとえば、任意の所与の時間の瞬間において最高の
品質の接続を提供し得る様々なレイヤのセルをＷＴＲＵが決定しそれにアクセスすること
を可能にする）ため、ＷＴＲＵが接続の欠陥を回復することを可能にするため（たとえば
、ＷＴＲＵがＲＬＦおよび／または所与のレイヤの品質の低下を検出する場合、ＷＴＲＵ
は、たとえば再確立手順を実行する必要なく、別のレイヤに切り替えることができる）、
および／またはネットワークにより制御されるモビリティ（たとえば、あるレイヤから別
のレイヤへのトラフィックのオフロードおよび／または他のネットワーク管理の理由）の
ために、複数のサービングサイトが利用され得る。異なるサービングサイトへの接続は様
々な理由で確立され得るので、二次サービングサイトおよび／または非アクティブ化され
たレイヤにアクセスするためのトリガおよび／または手順は、複数のサービングサイトの
接続の目的に応じて異なり得る。たとえば、二次サービングサイトへのアクセスが、デー
タスループットの向上を達成する目的である場合、ＷＴＲＵは、二次サービングサイトの
アクティブ化に際して、アクティブ化された状態に一次サービングサイトを維持すること
ができる。しかしながら、ＷＴＲＵがマクロレイヤのオフロードの目的で二次サービング
サイトをアクティブ化している場合、ＷＴＲＵは、二次レイヤをアクティブ化することに
際して、一次レイヤを非アクティブ化することができる。同様に、測定を実行すること、
測定報告を送信すること、ならびに／または、レイヤをアクティブ化および／もしくは非
アクティブ化することのためのトリガは、複数のサービングサイトの動作を実行する目的
に応じて異なり得る。
【０３２７】
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　例として、二重のサイトの接続がＷＴＲＵに対するスループットの向上を達成するため
に使用される場合を考える。この例では、複数のサービングサイトは、ＷＴＲＵによって
送信および／または受信されるデータの量を増やすために、ＷＴＲＵによって実質的に同
時に使用され得る。たとえば、ＷＴＲＵは最初、単一のレイヤを伴うＲＲＣ＿ＣＯＮＮＥ
ＣＴＥＤ状態にあり得る。ＷＴＲＵは、第２のレイヤの１つまたは複数のセルにアクセス
するようにＷＴＲＵを構成する、再構成メッセージを受信することができる。再構成が第
２のレイヤをアクティブ化することができ、または、再構成が後続のアクティブ化のため
にレイヤを事前構成することができる。たとえば、再構成が「二重接続」のためにＷＴＲ
Ｕを構成しながら、追加されたレイヤの１つまたは複数のセルを非アクティブ化された状
態に残す場合、ＷＴＲＵは、非アクティブ化されたレイヤのセルで測定を実行するための
測定構成を受信することができる。事前構成は、測定報告をアクティブなレイヤに送信し
、かつ／または事前構成されたレイヤを自律的にアクティブ化するようにＷＴＲＵをトリ
ガし得る状況を示す、情報を含み得る。たとえば、受信された構成において受信されるト
リガ、および／または何らかの暗黙的に決定されたトリガを検出したことに基づいて、Ｗ
ＴＲＵは、アクティブなサービングサイト（たとえば、ＲＲＣエンティティ）が非アクテ
ィブ化されたレイヤの１つまたは複数のセルを続いて（たとえば、ＲＲＣによって）再構
成でき、かつ／または（たとえば、ＭＡＣ　ＣＥによって）アクティブ化できるように、
品質測定をネットワーク（たとえば、アクティブ化されたレイヤ）に報告するための１つ
または複数の手順を開始することができる。例では、測定報告を送信することをトリガさ
れるのではなく、またはそれに加えて、ＷＴＲＵは、再構成において示される、かつ／ま
たは暗黙的に決定される、１つまたは複数のトリガを検出したことに基づいて、非アクテ
ィブ化されたレイヤの１つまたは複数のセルを自律的にアクティブ化するように構成され
得る。たとえば、ＷＴＲＵは、アクティブ化をネットワークに通知し、アップリンクのタ
イミング整合を取得し、専用のリソースを取得し（たとえば、スケジューリングを要求し
）、かつ／またはセルにアクセスするための構成を確立するために、アクティブ化される
べきセルにおいてＲＡＣＨ手順を開始することができる。ＷＴＲＵは、全体のデータスル
ープットを向上させるために、実質的に同時に、両方のレイヤをアクティブなものとして
維持することができる。
【０３２８】
　例では、ＷＴＲＵは、ＷＴＲＵの自律的なモビリティの一部として、複数のレイヤにア
クセスするように構成され得る。たとえば、二次サービングサイトがＳＣｅＮＢに対応す
る場合、二次サービングサイトのカバレッジエリアは（たとえば、ＭｅＮＢと比較して）
比較的小さいことがある。しかしながら、複数のＳＣｅＮＢが比較的小さいエリアの中の
ＷＴＲＵによってアクセス可能であり得るように、ＳＣｅＮＢがクラスタの中で展開され
得る。この場合、ＷＴＲＵは、どのサービングサイトが所与の時点においてＷＴＲＵに対
する最高の品質のアクセスを提供できるかを決定するために、様々なＳＣｅＮＢを監視す
るように構成され得る。これらのサービングサイトのためのセルのカバレッジエリアは比
較的限られていることがあるので、ＷＴＲＵは、マクロセルの展開における場合よりも頻
繁に、カバレッジエリアの中に入り、かつ／またはカバレッジエリアの外に出ることがあ
る。したがって、ネットワークにより制御されるモビリティ（たとえば、ネットワークに
より制御されるハンドオーバー、ネットワークにより制御されるレイヤのアクティブ化な
ど）のみに依存するのではなく、ＷＴＲＵは、いくつかの自律的なモビリティ手順を実行
するように構成され得る。たとえば、ＷＴＲＵは、第１の（たとえば、スモールセル）レ
イヤから第２の（たとえば、スモールセル）レイヤに自律的に切り替え、非アクティブ化
された（たとえば、スモールセル）レイヤをアクティブ化し、アクティブ化された（たと
えば、スモールセル）レイヤを非アクティブ化し、かつ／または同様のことを行うように
構成され得る。
【０３２９】
　たとえば、ＷＴＲＵは最初、１つまたは複数のレイヤにアクセスする間、ＲＲＣ＿ＣＯ
ＮＮＥＣＴＥＤ状態にあってよい。ＷＴＲＵは、現在アクティブではないレイヤの１つま
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たは複数のセルにアクセスするようにＷＴＲＵを構成した再構成メッセージを、受信する
ことがあり、かつ／または以前に受信した可能性がある。たとえば、ＷＴＲＵは、ＭｅＮ
Ｂと関連付けられる一次レイヤおよび第１のＳＣｅＮＢと関連付けられる第１の二次レイ
ヤに接続され得る。ＷＴＲＵは、他のＳＣｅＮＢと関連付けられる複数の他の二次サービ
ングサイトのための事前構成を有し得る。ＷＴＲＵは、１つまたは複数の非アクティブ化
されたレイヤのセルで測定を実行するための測定構成によって構成され得る。事前構成は
、事前構成されたレイヤを自律的にアクティブ化し、かつ／または現在アクティブなレイ
ヤを非アクティブ化するようにＷＴＲＵをトリガし得る状況を示す情報を含み得る。たと
えば、非アクティブ化されたスモールセルレイヤが現在のスモールセルレイヤよりも高品
質である（たとえば、非アクティブ化されたレイヤのセル品質が、オフセットおよび／ま
たは所定の閾値だけ、アクティブ化されたレイヤのそれよりも大きい）ことを示す基準を
検出したことに基づいて、ＷＴＲＵは、非アクティブ化されたレイヤに基づく１つまたは
複数のセルを自律的にアクティブ化し、かつ／または現在接続されているスモールセルレ
イヤを非アクティブ化するように構成され得る。例として、スモールセルはスモールセル
のクラスタの一部であってよく、ＷＴＲＵは、クラスタの中のスモールセルの間での自律
的なモビリティを実行することをネットワークによって認可され得る。ＷＴＲＵは、アク
ティブ化をネットワークに通知し、アップリンクのタイミング整合を取得し、専用のリソ
ースを取得し（たとえば、スケジューリングを要求し）、かつ／またはセルにアクセスす
るための構成を確立するために、アクティブ化されるべきセルにおいてＲＡＣＨ手順を開
始することができる。
【０３３０】
　例では、ＷＴＲＵは、１つまたは複数のレイヤが低い無線品質を経験している期間に接
続を維持するために、複数のレイヤにアクセスするように構成され得る。たとえば、ＷＴ
ＲＵは、所与のレイヤにおける無線リンクの失敗がＷＴＲＵのネットワークとの通信を妨
げることを避けるために、または別様に、ネットワークとのその接続を維持するために、
何らかの形式のＷＴＲＵの自律的なモビリティを実行するように構成され得る。たとえば
、ＷＴＲＵは、アクティブなレイヤにおけるセル（たとえば、ＰＣｅｌｌ）の失敗が悪化
した（たとえば、ＷＴＲＵが無線リンクの問題を検出する、ＷＴＲＵがＵＬ　ＲＬＦおよ
び／またはＤＬ　ＲＬＦを決定する、測定された信号品質が閾値を下回って落ちる、など
）ことを決定することができ、ＷＴＲＵは、セッションの連続性を維持するために、別の
レイヤにおいて１つまたは複数の動作を行うことができる。たとえば、ＷＴＲＵは最初、
１つまたは複数のレイヤにアクセスする間、ＲＲＣ＿ＣＯＮＮＥＣＴＥＤ状態にあり得る
。ＷＴＲＵは、現在アクティブではないレイヤの１つまたは複数のセルにアクセスするよ
うにＷＴＲＵを構成した再構成メッセージを受信することがあり、かつ／または以前に受
信した可能性がある。ＷＴＲＵは、それが自律的にアクティブ化するように構成され得る
、複数の他のサービングサイトのための事前構成を有し得る。ＷＴＲＵは、アクティブな
レイヤの１つまたは複数のセル（たとえば、ＰＣｅｌｌ）でＲＬＭを実行することができ
る。ＵＥは、それが、無線リンクの問題、同期していないという条件、ＵＬ　ＲＬＦ、Ｄ
Ｌ　ＲＬＦ、および／または同様のものの１つまたは複数のような、欠陥（たとえば、問
題とされるセルへの接続の喪失）を経験していると決定することができる。不利なチャネ
ル条件を検出したことに基づいて、ＷＴＲＵは、手順を開始して、（たとえば、以前に非
アクティブ化された場合）一次レイヤの１つ（または複数のセル）および／または何らか
の他の非アクティブ化されたレイヤを自律的にアクティブ化し、ＲＡＣＨ手順を開始して
、他のレイヤの失敗をネットワークに通知し、一次レイヤのＵＬのタイミング整合を取得
し、一次レイヤにおいて専用のリソースを取得し、そのようなリソースの構成を取得し、
かつ／または失敗と関連付けられるレイヤのための再構成手順を開始することができる。
ＷＴＲＵは、失敗したレイヤにマッピングされたリソースを再構成する一次レイヤ（たと
えば、ＲＲＣエンティティと関連付けられるレイヤ）からのモビリティ制御情報（たとえ
ば、再構成またはＨＯ命令）を伴う、または伴わない、ＲＲＣ再構成を受信することがで
きる。たとえば、リソースは、一次レイヤおよび／または異なる二次レイヤに移され得る
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。
【０３３１】
　例では、ＷＴＲＵは、複数のレイヤにわたるネットワークにより制御されたモビリティ
をサポートするために、複数のレイヤにアクセスするように構成され得る。たとえば、Ｗ
ＴＲＵは、サービングサイトがネットワークにより制御された接続の管理を実行できるよ
うに、それが新たなレイヤを検出するとき（たとえば測定に基づいて）、ネットワークに
知らせるように構成され得る。たとえば、ＷＴＲＵは最初、単一のレイヤを伴うＲＲＣ＿
ＣＯＮＮＥＣＴＥＤ状態にあり得る。ＷＴＲＵは、第２のレイヤの１つまたは複数のセル
にアクセスするようにＷＴＲＵを構成する、再構成メッセージを受信することができる。
再構成は第２のレイヤをアクティブ化することができ、または、再構成は後続のアクティ
ブ化のためにレイヤを事前構成することができる。たとえば、再構成が「二重接続」のた
めにＷＴＲＵを構成しながら、追加されたレイヤの１つまたは複数のセルを非アクティブ
化された状態に残す場合、ＷＴＲＵは、非アクティブ化されたレイヤのセルで測定を実行
するための測定構成を受信することができる。受信された測定構成は、セルが利用可能お
よび／または適切であると考えられるべきかどうかを決定するための基準を示し得る。セ
ルがその基準を満たす場合、ＷＴＲＵは、そのレイヤのセルの測定を報告するように構成
され得る。ネットワークは、報告された測定を使用して、たとえば、ＷＴＲＵがセルにア
クセスし始めるべきであることを示すモビリティ制御情報（たとえば、再構成および／ま
たはＨＯ命令）を伴う、または伴わない、ＲＲＣ再構成を送信することによって、ＷＴＲ
Ｕのモビリティをトリガすることができる。
【０３３２】
　ＷＴＲＵは、サービングサイトの１つまたは複数のサービングセルのためにモビリティ
手順を実行するように構成され得る。たとえば、二次サービングサイトのサービングセル
は、たとえばネットワーク側におけるＲＲＣエンティティが一次サービングサイトに位置
される場合、一次サービングサイトのサービングセルのそれとは異なるモビリティ手順の
対象であり得る。例では、１つまたは複数のＲＢ（たとえば、ＤＲＢ、ＳＲＢなど）のた
めのモビリティ手順は、ＲＢが第１のサービングサイトから第２のサービングサイトに移
されるように実行され得る。例示的な使用事例として、ＲＢは第１の二次サービングサイ
トにマッピングされることがあり、ＷＴＲＵは、それが異なる二次サービングサイト（た
とえば、異なるＳＣｅＮＢによってサービスされるサービングサイト）においてより良好
なカバレッジを発見し得るように、移ることがある。ＷＴＲＵが第１の二次サービングサ
イトにマッピングされた１つまたは複数のベアラを異なる二次サービングサイトに移す（
たとえば、ＭｅＮＢによってサービスされる一次サービングサイトへの一定の接続を維持
しながら）ときの、ユーザプレーンおよび／または制御プレーンのモビリティのための方
法およびシステムが開示される。
【０３３３】
　サービングサイトの間のＲＢのモビリティが有益であり得る可能なアーキテクチャの例
として、ネットワーク側におけるＰＤＣＰインスタンスおよびＲＬＣインスタンスが一次
サービングサイトの中に位置され得る（たとえば、二次サービングサイトの中のＰＤＣＰ
インスタンスおよび／または二次サービングサイトの中のＲＬＣインスタンスはないこと
がある）場合を考える。そのような状況では、所与のＲＢに対して、ＤＬ－ＳＣＨおよび
／またはＵＬ－ＳＣＨは、一次サービングサイトと二次サービングサイトの両方で利用可
能であってよく（たとえば、これはプールされたＲＢと呼ばれ得る）、かつ／または、Ｄ
Ｌ－ＳＣＨおよび／またはＵＬ－ＳＣＨは、二次サービングサイトと関連付けられる送信
に利用可能であり得るが、一次サービングサイトでは利用可能ではないことがある（たと
えば、それでも、ＲＢのマッピングに対する他の状況も適用可能であり得る）。別の例で
は、ネットワーク側におけるＰＤＣＰインスタンスは、一次サービングサイトに位置され
得るが（たとえば、二次サービングサイトの中のＰＤＣＰインスタンスはなくてよい）、
一次サービングサイトと二次サービングサイトの各々においてＲＬＣインスタンスがあっ
てよい。同様に、一次サービングサイトと二次サービングサイトの各々において、それぞ
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れＰＤＣＰインスタンスおよびＲＬＣインスタンスがあってよい。いずれの場合でも、所
与のＲＢに対して、ＤＬ－ＳＣＨおよび／またはＵＬ－ＳＣＨが二次サービングサイトに
おいて利用可能であり得るが、一次サービングサイトにおいて利用可能であり得ない、状
況または構成があり得る。所与のＲＢに対して、一次サービングサイトへの送信が利用不
可能であり得る他のアーキテクチャがあり得る。
【０３３４】
　少なくともいくつかのタイプのＳＣｅＮＢに対しては、カバレッジエリアが比較的限ら
れ得る（たとえば、ＭｅＮＢよりも小さいカバレッジエリア）ことが想定されるので、モ
バイルＷＴＲＵは、二次サービングサイトのための１つまたは複数のサービングセルのカ
バレッジに入り、かつ／またはそこから出ることがある。そのような場合、ＳＣｅＮＢの
間、かつ／またはＳＣｅＮＢとＭｅＮＢの間で１つまたは複数のベアラを移すために、ハ
ンドオーバー手順が定義され得る。これらのハンドオーバーは、（たとえば、ＷＴＲＵの
コンテキスト全体が第１のサービングサイトから第２のサービングサイトに転送され得る
）真のＷＴＲＵのハンドオーバーではないことがあり、それは、たとえば集約された制御
エンティティの場合、ＲＲＣ接続が変更されないことがある（たとえば、かつ／または、
調整された制御エンティティまたは分散された制御エンティティの場合、一次ＲＲＣ接続
が変更されないことがある）からである。ＲＣＮＣ／ＭｅＮＢへのＲＲＣ接続が変更され
得ないときの、ＳＣｅＮＢにマッピングされるＲＢのためのモビリティ変更の制御のため
の、方法およびシステムが開示される。例として、ＳＣｅＮＢのモビリティ（たとえば、
第１の二次サービングサイトから第２の二次サービングサイトへの１つまたは複数のＲＢ
のモビリティ）は、「ユーザプレーンのモビリティ」および／または「データ無線ベアラ
のハンドオーバー」として説明され得る。
【０３３５】
　たとえば、ＳＣｅＮＢのモビリティをサポートするために、ＷＴＲＵは、１つまたは複
数のターゲットセルを測定および／または検出するように構成され得る。ＷＴＲＵは、ネ
ットワークによって構成されてよく、かつ／または、第１のサービングサイトにおけるソ
ースセルと第２のサービングサイトにおけるターゲットセルとの間のハンドオーバーを自
律的に制御することができる。ＷＴＲＵは、無損失の動作をサポートし、送信されるデー
タの重複を最小化／除去するために、ＵＬおよびＤＬデータのフローを管理するように構
成され得る。
【０３３６】
　たとえば、一次サービングサイト（たとえば、ＭｅＮＢと関連付けられるサービングサ
イト、および／または、ＲＲＣインスタンス／一次ＲＲＣインスタンスがネットワーク側
で維持されるサービングサイト）は、二次サービングサイトのためのベアラおよび／また
は接続のモビリティを制御するように構成され得る。たとえば、集約された制御アーキテ
クチャが利用される場合、一次サービングサイトは、ＷＴＲＵのためのＲＲＣ接続を使用
して、１つまたは複数の二次サービングサイトにおけるＲＢのモビリティを制御するよう
に構成され得る。ＲＣＮＣおよび／またはＭｅＮＢは、ＷＴＲＵ、ソースの二次サービン
グサイト、および／またはターゲットの二次サービングサイトと、二次サービングサイト
のモビリティを調整するように構成され得る。
【０３３７】
　たとえば、一次サービングサイト（たとえば、ＲＣＮＣおよび／またはＭｅＮＢ）は、
一次サービングサイトに報告された測定事象に基づいて、ＳＣｅＮＢのモビリティをトリ
ガするように構成され得る。ＷＴＲＵは、本明細書で説明されるような測定事象について
検出し報告するように、ＲＣＮＣおよび／またはＭｅＮＢによって構成され得る。たとえ
ば、ＷＴＲＵは、可能性のあるＳＣｅＮＢのスモールセルおよび／またはＭｅＮＢのマク
ロセルの品質と、それが現在アクセスしているＳＣｅＮＢのスモールセルを比較するよう
に構成され得る。
【０３３８】
　例では、一次サービングサイト（たとえば、ＲＣＮＣおよび／またはＭｅＮＢ）は、Ｗ
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ＴＲＵからのＣＱＩ報告、および／または、ＳＣｅＮＢからＭｅＮＢに中継されるＳＲＳ
の受信品質に基づいて、ＳＣｅＮＢのモビリティをトリガするように構成され得る。ＷＴ
ＲＵは、一次サービングサイトおよび／または二次サービングサイトにＣＱＩを報告する
ように構成され得る。ＷＴＲＵは、たとえば、ＷＴＲＵが現在アクティブにそこへ送信お
よび／またはそこから受信していない可能性がある、１つまたは複数のセルを含む、複数
のスモールセルのためのＳＲＳを送信することができる。
【０３３９】
　例では、ＷＴＲＵにおけるＳＣｅＮＢのモビリティは、ＲＣＮＣおよび／またはＭｅＮ
ＢによってトリガされるＲＲＣ再構成手順によって開始され得る。ＲＲＣ再構成手順は、
ＷＴＲＵが一次サービングサイトへのＷＴＲＵ接続を修正することなくいくつかのＤＲＢ
のための制限されたモビリティ手順を実行すべきであることを示す（たとえば、再構成が
ＳＣｅＮＢのモビリティのためのものであることを示す）、１つまたは複数の情報要素を
含むシグナリングを、ＭｅＮＢがＷＴＲＵに送信することを含み得る。たとえば、１つま
たは複数のデータフロー（たとえば、ＤＲＢ）が、第１の二次サービングサイトと関連付
けられる二次サービングセルから、第２の二次サービングサイトと関連付けられる異なる
二次サービングセルへと再ルーティングされ得る。再構成メッセージに含まれる情報の量
およびタイプは、データ経路がどのようにネットワークの中で分割されるか（たとえば、
ＲＬＣの上、ＰＤＣＰの上など）に依存し得る。たとえば、再構成メッセージは、移され
るべき１つまたは複数の無線ベアラの識別情報、ターゲットのサービングサイトのＳＡＰ
の識別情報、移されているＲＢの送信および受信のシーケンス番号などの１つまたは複数
を明示的に示し得る。再構成メッセージングは、新たな二次サービングサイトにおけるタ
ーゲットセルにアクセスするためのアクセス情報を示し得る。たとえば、アクセス情報は
、専用のランダムアクセス構成および／またはターゲットセルの他のシステム情報を含み
得る。例では、ＷＴＲＵはすでに、ターゲットのサービングサイトにマッピングされてい
る１つまたは複数のベアラを有することがあり、再構成手順は、別のサービングサイトか
らターゲットのサービングサイトへ追加のベアラを移すためのものであり得る。
【０３４０】
　一次サービングサイト（たとえば、ＲＣＮＣおよび／またはＭｅＮＢ）は、１つまたは
複数の可能性のあるターゲットの二次サービングサイト（たとえば、ＳＣｅＮＢ）のため
の構成情報によってＷＴＲＵを事前構成することができる。ＷＴＲＵは、異なる二次サー
ビングサイト（たとえば、ＳＣｅＮＢ）と関連付けられる可能性のあるターゲットセルの
ためのアクセス情報によって事前構成され得るので、モビリティ手順は、ハンドオーバー
を構成し実行するために、ＲＲＣシグナリング手順を使用することによって実行され得る
。たとえば、ＷＴＲＵのセルの切替えは、１つまたは複数のＳＣｅＮＢと関連付けられる
セルを有効および／または無効にする（たとえば、アクティブ化および／または非アクテ
ィブ化する）ことによって実行され得る。たとえば、ＭＡＣ制御シグナリング（たとえば
、ＭＡＣ　ＣＥ）は、複数の事前構成された二次サービングサイトのセルの間でのセルの
切替えを開始するために使用され得る。さらに、二次サービングサイトの間でのモビリテ
ィについて例が説明され得るが、開示される方法およびシステムは、１つまたは複数の二
次サービングサイト（たとえば、ＳＣｅＮＢ）と一次サービングサイト（たとえば、Ｍｅ
ＮＢ）との間でデータフローを切り替えることに等しく適用可能であり得る。
【０３４１】
　例では、二次サービングサイトはデータフローのモビリティをトリガすることがあり、
かつ／または、データフローのモビリティを実行する際に一次サービングサイトを支援す
ることがある。たとえば、調整された制御アーキテクチャおよび／または分散された制御
アーキテクチャが利用される場合、いくつかのＲＲＣ接続機能は二次サービングサイトに
おいて制御され得る。そのような状況では、二次サービングサイト（たとえば、ＳＣｅＮ
Ｂ）は、二次サービングサイト（たとえば、ＳＣｅＮＢ）のモビリティをトリガし、かつ
／もしくは制御するように構成されてよく、かつ／または、二次サービングサイト（たと
えば、ＳＣｅＮＢ）のモビリティで一次サービングサイト（たとえば、ＭｅＮＢ）を支援
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してよい。たとえば、調整された制御アーキテクチャおよび／または分散された制御アー
キテクチャでは、１つまたは複数のＳＲＢは、二次サービングサイト（たとえば、ＳＣｅ
ＮＢ）がＷＴＲＵへの直接の制御シグナリング経路によって構成され得るように、二次サ
ービングサイトによって管理され得る。二次サービングサイトは、制御経路を利用して、
ＳＣｅＮＢのモビリティの目的（たとえば、二次サービングサイトのアクティブ化および
／または非アクティブ化）で使用され得る制御シグナリング（たとえば、ＭＡＣ制御シグ
ナリング）を送信することができる。
【０３４２】
　二次サービングサイト（たとえば、ＳＣｅＮＢ）は、測定事象を構成し、ＷＴＲＵから
測定報告を受信することができる。ＷＴＲＵは、測定事象について検出し報告するように
、二次サービングサイトによって構成され得る。たとえば、ＷＴＲＵは、可能性のあるＳ
ＣｅＮＢのスモールセルおよび／またはＭｅＮＢのマクロセルの品質を、それが現在アク
セスしているＳＣｅＮＢのスモールセルと比較するように構成され得る。
【０３４３】
　二次サービングサイトが、ＲＲＣ測定報告および／または他の情報（たとえば、リソー
ス利用率、トラフィックのバランスなど）に基づいて、二次サービングサイトのモビリテ
ィをトリガすることを決定した場合、二次サービングサイト（たとえば、ＳＣｅＮＢ）は
、１つまたは複数のデータフロー（たとえば、ＤＲＢおよび／またはＳＲＢ）を別の二次
サービングサイト（たとえば、ＳＣｅＮＢ）と関連付けられるターゲットセルへハンドオ
ーバーするようにＷＴＲＵに指示するために、ＲＲＣ再構成メッセージをＷＴＲＵに送信
することができる。例では、二次サービングサイト（たとえば、ＳＣｅＮＢ）は、（たと
えば、Ｘ２ｂｉｓインターフェースを通じて）望まれるモビリティ手順を一次サービング
サイト（たとえば、ＭｅＮＢ）に知らせることができ、一次サービングサイトは、二次サ
ービングサイトのモビリティをトリガする再構成手順を実行することができる。
【０３４４】
　二次サービングサイトのモビリティ手順を受けるデータフローのためのデータを扱うた
めの、方法およびシステムが定義され得る。たとえば、ＷＴＲＵが、異なる二次サービン
グサイト（たとえば、ＳＣｅＮＢ）と関連付けられるセルの間の、または、一次サービン
グサイト（たとえば、ＭｅＮＢ）と二次サービングサイト（ＳＣｅＮＢ）との間の「二次
サービングサイトのハンドオーバー」を実行する場合、ＷＴＲＵは、移されているデータ
フローと関連付けられるデータが、データ損失を避け、かつ／または送信されるデータの
重複を最小化／除去するために適切に扱われるように、ＵＬおよびＤＬのデータ送信を管
理するように構成され得る。転送されるデータフローに対する二次サービングサイトのモ
ビリティの悪影響を最小化するために利用される技法は、一次サービングサイト（たとえ
ば、ＲＣＮＣおよび／またはＭｅＮＢ）と二次サービングサイト（たとえば、ＳＣｅＮＢ
）との間で分割されるレイヤ２に依存し得る。たとえば、データ損失を避け、かつ／また
はデータの重複／再送信を最小化するための様々な技法は、データフローのためのプロト
コルスタックがＭＡＣの上で分割されるか、ＲＬＣの上で分割されるか、またはＰＤＣＰ
の上で分割されるかに依存し得る。たとえば、分割がＰＤＣＰの上である場合、Ｘ２およ
びＰＤＣＰ　ｅＮＢのモビリティのハンドオーバーに関連する手順が使用され得る。分割
がＲＬＣの上、かつ／またはＭＡＣの上である場合、データを転送し、ターゲットセルに
おけるＵＬおよび／またはＤＬの送信を調整するために、１つまたは複数の追加の技法が
利用され得る。
【０３４５】
　レイヤ２の分割がＲＬＣの上および／またはＭＡＣの上である場合、一次サービングサ
イト（たとえば、ＲＣＮＣおよび／またはＭｅＮＢ）とＳＣｅＮＢとの間で転送されるＳ
ＤＵは、固有のシーケンス番号によって特定され得る。一次サービングサイトと二次サー
ビングサイトとの間で転送されるＳＤＵに対する固有のシーケンス番号の使用は、データ
損失を避け、ＤＬおよび／またはＵＬにおける送信の適切なシーケンスを維持することが
できる。たとえば、レイヤ２の分割がＲＬＣの上である場合、ＰＤＣＰ　ＰＤＵのシーケ
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ンス番号が使用され得る。レイヤ２の分割がＭＡＣの上である場合、ＲＬＣのシーケンス
番号が使用され得る。シーケンス番号は、Ｘ２ｂｉｓインターフェースを通じて送信され
るＳＤＵに割り当てられ得る。
【０３４６】
　ＳＣｅＮＢのモビリティの間の送信を扱うために使用され得る方法は、二次サービング
サイトのＤＬ送信のためのフロー制御の取扱いと統合され得る。たとえば、ＤＬフロー制
御の実装が、二次サービングサイト（たとえば、ＳＣｅＮＢ）においてバッファリングさ
れるデータを最小化するために使用され得るので、たとえば、Ｘ２ｂｉｓを通じて送信さ
れ返信されるデータが最小化され得る。たとえば、枠に基づく送信方式および／または信
用に基づく送信方式が、送信されるデータパケットを特定するために使用され得る。枠に
基づく送信方式および／または信用に基づく送信方式は、ＷＴＲＵによって成功裏に肯定
応答されたデータおよび肯定応答されなかったデータを特定するために、二次サービング
サイトのモビリティに際して再使用され得る。
【０３４７】
　二次サービングサイトのモビリティ事象が発生する場合、肯定応答されていないデータ
は、ターゲットの二次サービングサイト（たとえば、ＳＣｅＮＢ）に転送され得る。ソー
スの二次サービングサイト（たとえば、ＳＣｅＮＢ）は、一次サービングサイト（たとえ
ば、ＲＣＮＣおよび／またはＭｅＮＢ）が適切なＳＤＵをターゲットの二次サービングサ
イト（たとえば、ＳＣｅＮＢ）に転送できるように、肯定応答されていないＳＤＵをター
ゲットの二次サービングサイト（たとえば、ＳＣｅＮＢ）に転送し、かつ／または、肯定
応答されていないシーケンス番号および／もしくは最後のシーケンス中の配信されたシー
ケンス番号を一次サービングサイト（たとえば、ＲＣＮＣおよび／またはＭｅＮＢ）に示
すことができる。
【０３４８】
　レイヤ２がＲＬＣの上で分割され、二次サービングサイトのモビリティがトリガされる
場合、ＤＬにおいて、二次サービングサイト（たとえば、ＳＣｅＮＢ）によるＤＬのスケ
ジューリングの制限を避けるために、十分なＰＤＣＰ　ＰＤＵが事前生成され得る。一次
サービングサイト（たとえば、ＲＣＮＣおよび／またはＭｅＮＢ）におけるＤＬ　ＰＤＣ
Ｐエンティティは、これらのＰＤＣＰ　ＰＤＵの送信状態を認識していないことがある。
一次サービングサイトは、ＰＤＣＰ　ＰＤＵの送信状態を決定して、二次サービングサイ
トのモビリティ事象の間の送信のレイテンシを低減するように構成され得る。
【０３４９】
　たとえば、二次サービングサイト（たとえば、ＳＣｅＮＢ）は、ＤＬ　ＲＬＣ　ＳＤＵ
を、ＷＴＲＵによってＲＬＣレイヤにおいて肯定応答されていない一次サービングサイト
（たとえば、ＲＣＮＣおよび／またはＭｅＮＢ）に返すことができる。成功裏に受信され
なかったＲＬＣ　ＳＤＵのシーケンス番号および／または最後のシーケンス中の配信され
たＲＬＣ　ＳＤＵのシーケンス番号が、一次サービングサイトに示され得る。シーケンス
番号は、二次サービングサイト（たとえば、ＳＣｅＮＢ）のモビリティが発生するときの
送信状態を示し得る。
【０３５０】
　ＲＬＣ　ＳＤＵのシーケンス番号を示すことは、二次サービングサイト（たとえば、Ｓ
ＣｅＮＢ）がピアＲＬＣエンティティによって肯定応答されたＲＬＣ　ＳＤＵを一次サー
ビングサイト（たとえば、ＲＣＮＣおよび／またはＭｅＮＢ）に示すときに実行されてよ
く、このことは、ＲＬＣにおける（たとえば、ＲＣＮＣおよび／またはＭｅＮＢにおける
）ＤＬデータのバッファリングを維持し得る。枠に基づく転送プロトコル、信用に基づく
実装、および／または同様のもののような方法が、ＲＬＣ　ＳＤＵのフローを制御するた
めに使用され得る。一次サービングサイト（たとえば、ＲＣＮＣおよび／またはＭｅＮＢ
）は、ＲＬＣ　ＳＤＵの配信状態を認識していることがある。ＲＬＣ　ＳＤＵの配信状態
は、ターゲットの二次サービングサイト（たとえば、ＳＣｅＮＢ）へのＤＬデータの配信
を調整するために、二次サービングサイト（たとえば、ＳＣｅＮＢ）のモビリティに際し
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て使用され得る。示されるシーケンス番号は、ＰＤＣＰのシーケンス番号、または、一次
サービングサイト（たとえば、ＲＣＮＣおよび／またはＭｅＮＢ）と二次サービングサイ
ト（たとえば、ＳＣｅＮＢ）との間でのデータのフローを制御するために使用される他の
シーケンス番号であり得る。
【０３５１】
　ネットワークにおけるＵＬデータの取扱いのために、二次サービングサイト（たとえば
、ＳＣｅＮＢ）は、シーケンス中の受信されたＲＬＣ　ＳＤＵを一次サービングサイト（
たとえば、ＲＣＮＣおよび／またはＭｅＮＢ）に転送することができる（たとえば、自動
的に転送することができる）。二次サービングサイト（たとえば、ＳＣｅＮＢ）は、二次
サービングサイト（たとえば、ＳＣｅＮＢ）のモビリティに際して、非順次的なＲＬＣ　
ＳＤＵを転送することができる。
【０３５２】
　ＷＴＲＵにおけるＵＬデータの取扱いは、ネットワークにおけるＤＬデータの取扱いと
同様であり得る。成功裏に肯定応答されていないＲＬＣ　ＳＤＵがＰＤＣＰに示され得る
。これは、ＰＤＣＰへのＲＬＣ　ＳＤＵの成功したＲＬＣ送信の指示を提供することと組
み合わされ得る。
【０３５３】
　上で述べられたように、ＳＣｅＮＢの間でのモビリティについて、二次サービングサイ
トのモビリティのための手順が本明細書で説明されてきたが、方法は、ＳＣｅＮＢとＭｅ
ＮＢとの間のモビリティのために使用され得る。
【０３５４】
　例では、二次サービングサイト（たとえば、ＳＣｅＮＢ）のモビリティは、ＭＡＣの上
で分割されるレイヤ２によって実行され得る。二次サービングサイト（たとえば、ＳＣｅ
ＮＢ）のモビリティがトリガされる場合、すでに二次サービングサイト（たとえば、ＳＣ
ｅＮＢ）に提供された未処理のデータは、一次サービングサイト（たとえば、ＲＣＮＣお
よび／またはＭｅＮＢ）の中のＲＬＣインスタンスによって扱われ得る。ＤＬでは、十分
なＲＬＣ　ＰＤＵが、二次サービングサイト（たとえば、ＳＣｅＮＢ）によるＤＬのスケ
ジューリングの制限を避けるために事前生成され得る。一次サービングサイト（たとえば
、ＲＣＮＣおよび／またはＭｅＮＢ）の中のＤＬ　ＲＬＣエンティティは、ＲＬＣ　ＰＤ
Ｕの送信状態を認識していないことがある。送信状態を決定し、送信のレイテンシを低減
するための方法が使用され得る。
【０３５５】
　二次サービングサイト（たとえば、ＳＣｅＮＢ）のモビリティに際して、二次サービン
グサイト（たとえば、ＳＣｅＮＢ）は、二次サービングサイト（たとえば、ＳＣｅＮＢ）
においてバッファリングされる未処理のＲＬＣ　ＰＤＵの送信状態および／またはサポー
トされるＲＬＣインスタンスのための最後に送信されたＭＡＣ　ＳＤＵを特定することが
できる。送信状態は、どのＭＡＣ　ＳＤＵがＭＡＣによって処理され送信されたか、およ
び／または、どのＭＡＣ　ＳＤＵがＷＴＲＵによってＨＡＲＱ肯定応答されたかであり得
る。
【０３５６】
　ＭＡＣ　ＳＤＵの送信状態を示すことと、一次サービングサイト（たとえば、ＲＣＮＣ
および／またはＭｅＮＢ）と二次サービングサイト（たとえば、ＳＣｅＮＢ）との間でＭ
ＡＣ　ＳＤＵを転送することとを組み合わせるための、方法が使用され得る。たとえば、
二次サービングサイト（たとえば、ＳＣｅＮＢ）は、ＤＬのスケジューリングを制約する
ことを避けるために、十分なバッファリングされたＭＡＣ　ＳＤＵを維持することができ
る。一次サービングサイト（たとえば、ＲＣＮＣおよび／またはＭｅＮＢ）は、事前生成
されたＲＬＣ　ＰＤＵの量を制限することができる。ＲＣＮＣと二次サービングサイト（
たとえば、ＳＣｅＮＢ）との間のＭＡＣ　ＳＤＵのフローは、たとえば、枠に基づく転送
プロトコルおよび／または信用に基づく方式を使用して制御され得る。
【０３５７】
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　ＭＡＣ　ＳＤＵは、ＲＬＣのシーケンス番号、および／または、一次サービングサイト
（たとえば、ＲＣＮＣおよび／またはＭｅＮＢ）と二次サービングサイト（たとえば、Ｓ
ＣｅＮＢ）との間でのデータのフローを制御するために使用される他のシーケンス番号に
よって、一次サービングサイト（たとえば、ＲＣＮＣおよび／またはＭｅＮＢ）に対して
特定され得る。ＷＴＲＵは、たとえば、ターゲットセルにおけるＭＡＣの初期化があると
、二次サービングサイト（たとえば、ＳＣｅＮＢ）のモビリティが原因で転送される、各
々の再ルーティングされるＲＬＣ　ＡＭインスタンスのための状態報告を生成することが
できる。ＲＬＣ　ＵＭについて、一次サービングサイト（たとえば、ＲＣＮＣおよび／ま
たはＭｅＮＢ）は、本明細書で説明されるシーケンス番号の指示を使用して、ターゲット
の二次サービングサイト（たとえば、ＳＣｅＮＢ）においてどこでＤＬ送信を開始するか
を決定することができる。
【０３５８】
　ＲＬＣ　ＡＭについて、ターゲットセルにおけるＲＬＣ状態報告が、どこで送信がター
ゲットセルにおいて開始すべきか（たとえば、ＵＬデータの取扱いのために）を決定する
ために使用され得る。この状態報告は、二次サービングサイト（たとえば、ＳＣｅＮＢ）
のモビリティが完了すると、一次サービングサイト（たとえば、ＲＣＮＣおよび／または
ＭｅＮＢ）によって生成（たとえば、自動的に生成）され得る。ＲＬＣ　ＵＭについて、
ＷＴＲＵは、ソースの二次サービングサイト（たとえば、ＳＣｅＮＢ）のセルにおいてど
こで送信が止まったかを認識していることがあり、二次サービングサイト（たとえば、Ｓ
ＣｅＮＢ）のターゲットセルにおけるその点から送信を再開することができる。ＷＴＲＵ
は、ソースの二次サービングサイト（たとえば、ＳＣｅＮＢ）のセルにおけるＨＡＲＱフ
ィードバックを利用して、どこでＵＬ送信を開始するかをより良好に見積もることができ
る。
【０３５９】
　マルチスケジューラの原理をサポートするために、ＲＬＦおよび再確立手順が、不利な
チャネル条件の期間の間、一次および／または二次サービングサイトにおいて実装され得
る。たとえば、ＷＴＲＵは、単一のＭＡＣインスタンスと関連付けられる１つまたは複数
のＤＲＢ／ＳＲＢを有し得る。ＲＬＭが二次ＭＡＣインスタンス（たとえば、ＳＣｅＮＢ
と関連付けられる）のために構成される場合、ＷＴＲＵは、ＭＡＣインスタンスのために
構成された１つまたは複数のサービングセル（たとえば、ＰＣｅｌｌ、すべてのサービン
グセルなど）でＲＬＦが発生したと決定することができる。ＲＬＦが発生したと決定する
と、ＷＴＲＵは、ＲＬＦが発生していないＭＡＣインスタンス（たとえば、ＭｅＮＢと関
連付けられる一次ＭＡＣインスタンス）を使用して、アップリンク制御シグナリング（た
とえば、ＲＲＣ）を送信することができる。ＲＲＣシグナリングは、ＲＲＣ接続再確立要
求（または同様の）を含んでよく、ＳＲＢ１および／または一次ＭＡＣインスタンスに対
応するデータ経路を通じて送信されてよい。再確立要求は、送信が一次ＭＡＣインスタン
スを通じて送信されたとしても、再確立が一次ＭＡＣインスタンスのためのものではない
ことを示し得る。たとえば、再確立要求は、失敗した、かつ／またはＳＲＢ３を通じて送
信され得る、ＭＡＣインスタンスの指示を含み得る。ＷＴＲＵは、問題とされるＤＲＢ／
ＳＲＢ（たとえば、失敗した二次ＭＡＣインスタンスにマッピングされるＤＲＢおよび／
またはＳＲＢ３）を中断することができる。ＷＴＲＵは、失敗したＭＡＣインスタンスを
リセットすることができる。ＷＴＲＵは、失敗したＭＡＣインスタンスのＰＣｅｌｌおよ
び／またはＳＣｅｌｌを解放することができる。ＷＴＲＵは、それが、問題とされるＲＢ
の１つまたは複数をＭＡＣインスタンス（たとえば、以前のＭＡＣインスタンスおよび／
または新たなＭＡＣインスタンス）と再び関連付けるＲＲＣ接続再構成メッセージを受信
するとき、中断されるＤＲＢの１つまたは複数のためのＰＤＣＰおよび／またはＲＬＣを
再確立することができる。ＷＴＲＵは、１つまたは複数の中断されたＤＲＢを再開するこ
とができる。ＷＴＲＵは、たとえば、ＲＢが二次ＭＡＣインスタンスと再び関連付けられ
る場合、中断されたＳＲＢを再開することができる。
【０３６０】
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　ＤＲＢのモビリティのために、ＷＴＲＵは、単一のＭＡＣインスタンスと関連付けられ
る１つまたは複数のＤＲＢ／ＳＲＢを有し得る。ＷＴＲＵは、所与のＭＡＣインスタンス
のサービングセルの１つまたは複数が除去され得るようにＷＴＲＵを再構成する、ＲＲＣ
接続再構成を受信することができる。ＷＴＲＵは、問題とされるＭＡＣインスタンスをリ
セットすることができる。ＷＴＲＵは、それが、問題とされるＲＢの１つまたは複数をＭ
ＡＣインスタンスと再び関連付ける制御シグナリングを受信するまで、問題とされるＤＲ
ＢおよびＳＲＢ（たとえば、もしあれば）を中断することができる。ＷＴＲＵは、問題と
されるＤＲＢおよびＳＲＢ（たとえば、もしあれば）のためのＰＤＣＰを再確立すること
ができる。ＷＴＲＵは、問題とされるＤＲＢおよびＳＲＢ（たとえば、もしあれば）のた
めのＲＬＣを再確立することができる。
【０３６１】
　測定報告は様々なレイヤのセルにわたって実行されてよく、所与のレイヤの中のセルの
測定は他のレイヤの１つまたは複数のセルを通じて報告されてよい。ＷＴＲＵが測定を実
行および／または報告するのを支援するために、スモールセル（たとえば、ＳＣｅＮＢ）
は、スモールセルでブロードキャストされる同期信号および参照信号がマクロセルの検出
および測定の目的で使用される信号（たとえば、一次同期信号（ＰＳＳ）／二次同期信号
（ＳＳＳ）、セル固有の参照信号など）と異なり得るように構成され得る。たとえば、同
期信号および／または参照信号は、スモールセルからのブロードキャストのために定義さ
れ得る。ＷＴＲＵは、新たに定義された同期信号および参照信号をサポートするセルを、
検出および／または測定するように構成され得る。たとえば、ＷＴＲＵは、スモールセル
の動作と関連付けられる同期信号および／または参照信号を検出することに基づいて、セ
ルがスモールセルであると決定することができる。
【０３６２】
　たとえば、ＷＴＲＵが測定構成を受信するとき、ＷＴＲＵは、スモールセルの動作と関
連付けられる同期信号および／もしくは参照信号が所与の周波数の中に存在することがあ
り、かつ／またはある測定対象として測定されるべきであることを通知され得る。測定構
成は、従来のタイプの信号が示される周波数において存在し得るかどうかをＷＴＲＵに示
し得る。測定構成は、スモールセルの動作と関連付けられる同期信号および／または参照
信号を検出する際にＷＴＲＵを支援する、追加の情報を含み得る。たとえば、測定構成は
、スモールセルの動作と関連付けられる同期信号および／もしくは参照信号が送信／受信
され得るとき、１つまたは複数の期間、ならびに／または、スモールセルの動作と関連付
けられる同期信号および／もしくは参照信号の１つまたは複数の特性を示し得る。
【０３６３】
　たとえば、測定構成は、スモールセルの動作と関連付けられる同期信号および／または
参照信号が送信／受信され得る期間を示し得る。同期信号および／または参照信号の送信
のタイミングに関する指示は、フレーム番号および／またはサブフレーム番号に応じたも
のであり得る。たとえば、フレーム番号および／またはサブフレーム番号は、一次レイヤ
のフレーム／サブフレームに対応し得る。スモールセルの動作と関連付けられる同期信号
および／または参照信号の送信は、定期的に繰り返すサブフレームのパターンとして発生
し得る。たとえば、構成情報は、パターンが繰り返される頻度を示し得る。
【０３６４】
　例では、測定構成は、スモールセルの動作と関連付けられる１つまたは複数の同期信号
および／または参照信号のための１つまたは複数の特性を示し得る。たとえば、測定構成
は、スモールセルの動作と関連付けられる同期信号および／または参照信号の生成のため
に使用される、インデックスおよび／または識別子（たとえば、ｚａｄｏｆｆ－ｃｈｕ基
本シーケンスインデックス）を示し得る。例では、測定構成は、ＷＴＲＵが構成された周
波数において発見することを予期し得るセルのタイプおよび／または信号のタイプの指示
を含み得る。たとえば、セルのタイプおよび／または信号のタイプは、セルと関連付けら
れるアクセス技術のタイプ、セルにおいて達成可能な持続されるデータレート、セルの現
在の状態（たとえば、混雑している、アクセス可能など）、および／または同様のことの
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１つまたは複数の指示として使用され得る。スモールセルの動作と関連付けられる同期信
号および／または参照信号を生成するために使用される、セルおよび／またはインデック
スのタイプは、セルのリソースを動作させ、または使用するために、ＷＴＲＵが満たすべ
き１つまたは複数の条件を示すものであり得る。たとえば、スモールセルの動作と関連付
けられる同期信号および／または参照信号を生成するために使用されるセルおよび／また
はインデックスのタイプは、セルにアクセスするために存在すべき能力、セルの中にある
間にＷＴＲＵが動作し得る最大の速度、セルにおけるチャネル条件の変化の割合に関する
情報、および／または同様のものの１つまたは複数を示すことができる。
【０３６５】
　ＷＴＲＵは、スモールセルの動作と関連付けられる同期信号および／または参照信号を
送信する１つまたは複数の検出されたスモールセルで実行された測定の測定結果を報告す
ることができる。たとえば、ＷＴＲＵは、スモールセルの動作と関連付けられる同期信号
および／または参照信号をブロードキャストするセルを検出した後で、スモールセルで実
行される測定を報告することができる。ＷＴＲＵは、受信された電力または品質が所与の
閾値を上回ることのようなトリガを検出することに基づいて、スモールセルの測定、なら
びに／または、スモールセルの動作と関連付けられる同期信号および／もしくは参照信号
の測定情報を報告するように構成され得る。例では、ＷＴＲＵがスモールセルの動作に関
連する測定を報告するための構成されたトリガを検出する場合であっても、ＷＴＲＵは、
ＷＴＲＵがセルのリソースを動作させまたは使用するための１つまたは複数の条件を満た
さない限り、測定を報告することを控えることができる。たとえば、スモールセルの動作
と関連付けられる同期信号および／または参照信号は、セルにおいて動作するためにＷＴ
ＲＵが持つべき１つまたは複数の能力を示し得る。ＷＴＲＵは、ＷＴＲＵが測定報告のト
リガを検出しＷＴＲＵがセルにアクセスするための基準を満たす場合、セルのための測定
を報告することができる。
【０３６６】
　ＷＴＲＵは、測定報告に、スモールセルに関する情報の１つまたは複数の項目を含め得
る。たとえば、測定報告は、測定されている信号の識別子、測定されているセルの識別子
、測定される信号のタイプの指示、測定されるセルのタイプの指示、検出される信号の性
質の指示、および検出されるセルの特性の指示、および／または同様のものの１つまたは
複数を含み得る。測定報告は、検出された／測定された信号が従来のタイプであるかどう
か、または、スモールセルの動作と関連付けられる同期信号および／もしくは参照信号を
示し得る。測定報告は、ＷＴＲＵが検出されたセルにおいて動作できるかどうかを示す情
報を含み得る。測定報告に含まれ得る他の情報は、チャネルの変化の割合、ＷＴＲＵのモ
ビリティ状態、所与の期間にＷＴＲＵによって経験される最近のモビリティ事象の数（た
とえば、モビリティを伴う再構成手順の数、再確立手順の数などのような）、および／ま
たは同様のことに関する測定結果の１つまたは複数を備え得る。
【０３６７】
　モビリティ状態推定（ＭＳＥ）がＷＴＲＵによって実行され得る。たとえば、ＭＳＥ手
順の一部として、ＷＴＲＵは、期間内にＷＴＲＵによって実行されるハンドオーバー（た
とえば、および／またはセルの再選択）の数を決定する／数えることができる。期間内に
実行されるハンドオーバー（たとえば、および／またはセルの再選択）の数に基づいて、
ＷＴＲＵは、それ自身のモビリティ状態を決定することができる。たとえば、ＷＴＲＵは
、それが、低い、中間の、または高いモビリティ状態で動作していると決定することがで
きる。ＭＳＥにおいて決定される状態は、Ｔｒｅｓｅｌｅｃｔｉｏｎタイマーのような、
１つまたは複数のモビリティ変数をスケーリングするために使用され得る。たとえば、Ｔ
ｒｅｓｅｌｅｃｔｉｏｎタイマーの値は、より移動の少ないＷＴＲＵに対してはより大き
な値にスケーリングされてよく、より移動の多いＷＴＲＵに対してはより短い値にスケー
リングされてよい。
【０３６８】
　独立のモビリティ状態は、一次および二次レイヤと関連付けられ得る。たとえば、一次



(102) JP 6397819 B2 2018.9.26

10

20

30

40

50

レイヤは、ＷＴＲＵのための第１のモビリティ状態と関連付けられてよく、二次レイヤは
、ＷＴＲＵが二重接続を使用して動作している場合、ＷＴＲＵのための第２のモビリティ
状態と関連付けられてよい。たとえば、各レイヤの中のＭＳＥは、各レイヤにおけるモビ
リティに関与する再構成の数を別々に数えることによって、決定され得る。ＷＴＲＵは、
独立のＭＳＥ値を維持し、かつ／または、各々の構成されたレイヤのためのＭＳＥに関す
る独立の決定を実行することができる。ＷＴＲＵは、そのレイヤのために独立に決定され
たＭＳＥに基づいて、所与のレイヤと関連付けられる１つまたは複数のパラメータをスケ
ーリングするように構成され得る。たとえば、所与のレイヤのための１つまたは複数の構
成されたハンドオーバーパラメータ（たとえば、タイムトゥトリガ（time-to-trigger）
（ＴＴＴ））は、そのレイヤのためのＭＳＥの決定に基づいてスケーリングされ得る。所
与のレイヤに対応する１つまたは複数の測定対象と関連付けられる事象は、そのレイヤの
ためのＭＳＥに従ってスケーリングされ得る。例では、ＷＴＲＵは、そのレイヤのための
ＭＳＥ情報を決定するとき、レイヤのＰＣｅｌｌと関連付けられる事象を測定することが
できるが、レイヤのためのＭＳＥを決定するときにそのレイヤのためのＳＣｅｌｌを考慮
することを控えることができる。
【０３６９】
　例では、ＷＴＲＵはまた、たとえばレイヤごとに、ＭＳＥ情報を決定するために、他の
モビリティ関連の事象を数えることができる。たとえば、所与の一次レイヤに対して、か
つ／または二次レイヤに対して、ＷＴＲＵは、ＤＬ無線リンクの失敗の数、ＵＬ無線リン
クの失敗の数、二次レイヤのためのＭＡＣ再構成の数、所与のレイヤに対して発見される
固有のセルの数、二次レイヤのセルのための規定された期間よりも長い間規定された閾値
を上回る無線条件をＷＴＲＵが検出したかどうか、および／または同様のことの１つまた
は複数のカウントを維持することができる。このカウントは、レイヤのためのＭＳＥ情報
を決定するためにＷＴＲＵによって使用され得る。カウントがＭＳＥのために測定される
時間の長さは、セルの特性（たとえば、セルのサイズなど）に応じたものであり得る。
【０３７０】
　ＷＴＲＵは、１つまたは複数の自律的なモビリティ手順を実行するように構成され得る
。たとえば、ＷＴＲＵは、二次レイヤと関連付けられる複数のサービングセルの中での動
作のために構成され得る。二次レイヤの中でのＷＴＲＵによる使用のために構成される１
つまたは複数のセルは、非アクティブ化された状態にあり得る。ＷＴＲＵは、二次レイヤ
の中のセル（たとえば、アクティブ化されたおよび／または非アクティブ化されたセル）
の測定を実行するように構成され得る。二次レイヤの中のアクティブなおよび／または非
アクティブ化されたセルのそのような測定は、１つまたは複数の自律的なモビリティ事象
を実行するようにＷＴＲＵをトリガし得る。例として、ＷＴＲＵは、ＷＴＲＵ送信のバッ
ファ情報に基づいて、自律的なモビリティの目的で、測定を実行し始めるようにトリガさ
れ得る。たとえば、１つまたは複数のバッファが、所定の閾値よりも大きなデータの量を
含む場合、ＷＴＲＵは、自律的なモビリティの目的で測定を実行し始めることができる。
【０３７１】
　たとえば、ＷＴＲＵは、二次レイヤの非アクティブ化されたセルと関連付けられる１つ
または複数の測定された品質が、たとえば、構成されたオフセット値より大きな分、二次
レイヤのアクティブ化されたセルの１つまたは複数の測定品質より良くなったと決定する
ことができる。二次レイヤのアクティブ化されたセルと二次レイヤの非アクティブ化され
たセルの間で（たとえば、オフセット値と）測定を比較するのではなく、またはそれに加
えて、ＷＴＲＵは、自律的なモビリティを実行するために、二次レイヤの非アクティブ化
されたセルの測定を閾値と比較することができる。たとえば、ＷＴＲＵは、二次レイヤの
非アクティブ化されたセルと関連付けられる測定が閾値よりも良くなった／大きくなった
と決定することができる。
【０３７２】
　非アクティブ化されたセルの測定された品質がアクティブ化されたセルの測定された品
質を（たとえば、オフセット値よりも大きな分）超える、かつ／または、非アクティブ化
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されたセルの測定された品質が閾値を超える場合、ＷＴＲＵは、非アクティブ化されたセ
ルへの物理レイヤの接続を確立するための手順を開始するように構成され得る（たとえば
、ＷＴＲＵは、ＷＴＲＵの二次レイヤの構成の中のセルに接続する、かつ／またはそれを
アクティブ化することを試み得る）。そのような手順は、非アクティブ化されたセルを休
眠モードからアクティブモードに移すための手順を含み得る。たとえば、ＷＴＲＵは、手
順アクセスを開始し、かつ／または、以前に非アクティブ化されたセルへの接続を作成す
ることができる。そのような手順は、接続確立手順と同様であり得る。たとえば、ＵＥは
、以前に非アクティブであったセルのアップリンクリソースに対するＲＡＣＨ手順を実行
することができる。ＲＡＣＨ手順は、専用のＰＲＡＣＨシグナリングを使用して実行され
得る。たとえば、専用のＲＡＣＨパラメータは、ＷＴＲＵがアクセスすることを試みてい
るセルをサービスするｅＮＢが、ＷＴＲＵを一意に特定することを可能にし得る。ＲＡＣ
Ｈを介してセルにアクセスすることを試みるのではなく、またはそれに加えて、ＷＴＲＵ
は、問題とされるｅＮＢにＲＲＣシグナリングを送信することができる。ＲＡＣＨおよび
／またはＲＲＣ手順が成功裏に完了すると、ＷＴＲＵは、セルを移し、それがアクティブ
化された状態にあると考えることができる。例では、ＷＴＲＵは、（たとえば、二次レイ
ヤの）その以前のセルを、たとえば以前のセルがもはや十分な品質ではない場合、非アク
ティブ化された状態に移すことができる。例では、ＷＴＲＵは、制御シグナリングを送信
して、二次レイヤの中のセルのＷＴＲＵの自律的なアクティブ化をＭｅＮＢに通知するこ
とができる。ＷＴＲＵはまた、適用可能であれば、二次レイヤの中のその以前のセルの非
アクティブ化を示し得る。ＭｅＮＢは、パケットおよびＷＴＲＵの二重接続に関する他の
情報の適切なルーティングのために対応するＳＣｅＮＢと調整することができる。
【０３７３】
　ＷＴＲＵは、再構成シグナリングの受信に基づいて、１つまたは複数の無線ベアラを構
成／再構成するように構成され得る（たとえば、再構成シグナリングはモビリティに関連
していることがあり、または関連していないことがある）。たとえば、ＲＲＣＣｏｎｎｅ
ｃｔｉｏｎＲｅｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎメッセージを受信すると、ＷＴＲＵは、一次
および／または二次無線ベアラと関連付けられるＲＢに関連する様々な動作を実行するこ
とができる。たとえば、再構成メッセージが、二次レイヤのための少なくとも１つのＳＲ
Ｂの追加を示す（たとえば、調整された制御プレーンの場合にはＳＲＢ０、ＳＲＢ１、お
よび／またはＳＲＢ２、分散された制御プレーンの場合にはＳＲＢ３が、集約された制御
プレーンに対して適用可能ではないことがある、など）場合、ＷＴＲＵは、その現在の接
続に基づいて、様々な動作を実行するように構成され得る。たとえば、ＷＴＲＵが単一の
ＲＲＣ接続を有しＲＲＣ接続が一次レイヤとのものである（たとえば、分散された制御プ
レーンにおけるように）場合、ＷＴＲＵは、二次レイヤに追加されるべきＳＲＢの識別情
報が、再構成メッセージの中のｓｒｂ－Ｉｄｅｎｔｉｔｙの値（たとえば、もしあれば）
とは独立に、ＳＲＢ３（たとえば、ＩＮＴＥＧＥＲ（３））であると暗黙的に決定するこ
とができる。
【０３７４】
　追加されているＳＲＢが二次レイヤのための第１のＳＲＢである場合、および、二次レ
イヤが制御プレーンのために別個のセキュリティコンテキストを実装する場合、ＷＴＲＵ
は、二次レイヤのために導出されそれに対して適用可能である、完全性保護アルゴリズム
およびＫｒｒｉｎｔ鍵に従って、より低次のレイヤ（たとえば、ＰＤＣＰ）を構成するこ
とができ、かつ／または、二次レイヤのために導出されそれに対して適用可能である、暗
号化アルゴリズムおよびＫｕｐｅｎｃ、Ｋｒｒｃｅｎｃ鍵に従って、より低次のレイヤ（
たとえば、ＰＤＣＰ）を構成することができる。ＷＴＲＵは、二次レイヤのためのセキュ
リティモードアクティブ化の手順が成功裏に完了するまで、そのセキュリティを非アクテ
ィブである（たとえば、開始されない）ものと考えることができる。追加されているＳＲ
Ｂが二次レイヤのための第１のＳＲＢである場合、および、二次レイヤが制御プレーンの
ためのマクロレイヤ（および／またはセキュリティがすでにアクティブ化されている任意
の他のレイヤ）と共通のセキュリティコンテキストを実装する場合、ＷＴＲＵは、マクロ
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レイヤ（たとえば、または共有されるセキュリティを伴う他のレイヤ）のセキュリティコ
ンテキスト（たとえば、鍵）を二次レイヤに適用し、二次レイヤに対して開始されたもの
としてセキュリティを考えることができる。ＷＴＲＵは、新たに追加されたＳＲＢを二次
レイヤのためのＭＡＣインスタンスに関連付けることができる。たとえば、対応するベア
ラのための制御プレーンのデータは、対応するＭＡＣインスタンスと関連付けられる論理
チャネルを使用して送信され得る。
【０３７５】
　二次レイヤのための少なくとも１つのＤＲＢの追加を受信された再構成メッセージが示
す場合、および／または、少なくとも１つのＤＲＢが第１のレイヤ（たとえば、一次レイ
ヤ）から第２のレイヤ（たとえば、二次レイヤ）に、またはその逆方向に移されることを
再構成メッセージが示す場合、ＷＴＲＵは、様々な動作を実行して、所与のレイヤにベア
ラ構成を追加し、または移すことができる。たとえば、二次レイヤがユーザプレーンのた
めのマクロレイヤと（および／またはセキュリティがすでにアクティブ化されている別の
レイヤと）共通のセキュリティコンテキストを実装する場合、ＷＴＲＵは、ｄｒｂ－ｉｄ
ｅｎｔｉｔｙのために新たな値を適用することができる。二次レイヤがユーザプレーンの
ためのマクロレイヤと（および／またはセキュリティがすでにアクティブ化されている別
のレイヤと）共通のセキュリティコンテキストを実装する場合、ＷＴＲＵは、マクロレイ
ヤ（たとえば、または共有されたセキュリティを伴う他のレイヤ）に適用可能な暗号化ア
ルゴリズムおよびＫｕｐｅｎｃ鍵に従って、より低次のレイヤ（たとえば、ＰＤＣＰ）を
構成することができる。二次レイヤがユーザプレーンのために別個のセキュリティコンテ
キストを実装する場合、ＷＴＲＵは、二次レイヤのために導出されそれに対して適用可能
な暗号化アルゴリズムおよびＫｕｐｅｎｃ鍵に従って、より低次のレイヤ（たとえば、Ｐ
ＤＣＰ）を構成することができる。ＷＴＲＵは、追加された、かつ／または転送されたＤ
ＲＢを、二次レイヤと関連付けられるＭＡＣインスタンスに関連付けるように構成され得
る。たとえば、対応するベアラのための任意のユーザプレーンのデータは、二次レイヤの
ためのＭＡＣインスタンスと関連付けられる論理チャネルを使用して送信され得る。同様
の技法が、レイヤの間でＤＲＢを移すことのために説明されるように、レイヤの間でＳＲ
Ｂを移すことのために適用され得る。
【０３７６】
　少なくとも１つのＤＲＢが再び関連付けられる／第１のレイヤ（たとえば、一次レイヤ
）から第２のレイヤ（たとえば、二次レイヤ）に、またはその逆方向に移されることを再
構成が示す場合、ＷＴＲＵは、問題とされるＤＲＢのためのＰＤＣＰを再確立し、問題と
されるＤＲＢのためのＲＬＣを再確立し、問題とされるＤＲＢの使用をそれが中断されて
いた場合（たとえば、再確立の場合）には再開するように構成されてよく、かつ／または
、ＤＲＢと関連付けられるＰＤＣＰが、肯定応答されていないＰＤＣＰ　ＳＤＵの再送信
を扱う（たとえば、ＰＤＣＰ状態報告に基づいて）ように構成されてよい。
【０３７７】
　所与のレイヤにおける無線ベアラのモビリティは、現在のセキュリティ更新の機構を適
用することができる。たとえば、レイヤ固有のセキュリティがＷＴＲＵにおいて適用され
る場合、制御／ユーザプレーンのアーキテクチャに応じて、セキュリティ更新を適用する
ことは、ＲＲＣ接続およびＭＡＣインスタンスの変化に応じたＫＥＹ変更の動作をもたら
し得る。たとえば、鍵は、ＲＲＣ接続とＭＡＣインスタンスの両方が異なるｅＮＢに変更
されるときに（たとえば、マクロレイヤにおけるモビリティおよび／またはスモールセル
レイヤにおけるモビリティのいずれかにおいて）変更され得る。例では、レイヤにわたる
無線ベアラのモビリティは、ベアラが同じセキュリティコンテキストを維持することをも
たらし得る。たとえば、マクロレイヤ固有のセキュリティが適用される場合、制御／ユー
ザプレーンのアーキテクチャに応じて、ＫＥＹ変更の動作は、ＲＲＣ接続およびＲＲＣ接
続のタイプ（たとえば、それが一次／マクロレイヤであるか二次／スモールセルレイヤで
あるか）の変化に応じたものであってよい。たとえば、鍵は、マクロセルと関連付けられ
るＲＲＣ接続が異なるｅＮＢに変更されるときに、移されるベアラのために変更されてよ
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いが、それ以外の場合には変更されなくてよい。無線ベアラのモビリティは、無線ベアラ
のモビリティ事象が原因で、再キーイングを適用することをもたらし得る。たとえば、Ｗ
ＴＲＵ固有のセキュリティが適用される場合、制御／ユーザプレーンのアーキテクチャに
応じて、ＫＥＹ変更の動作は、ＲＲＣ接続の変化、ＲＲＣ接続のタイプ（たとえば、それ
が一次／マクロレイヤであるか二次／スモールセルレイヤであるか）の変化、および／ま
たはＭＡＣインスタンスの変化に従ったものであり得る。たとえば、鍵は、ＲＲＣ接続と
関連付けられるノードの変化（たとえば、マクロセルレイヤからスモールセルレイヤへの
、または逆方向の）、ＭＡＣインスタンスが異なるｅＮＢに変更されること、および／ま
たは同様のことのいずれかに基づいて、移されるベアラのために変更される。
【０３７８】
　ＷＴＲＵとＳＣｅＮＢとの間の安全な通信を確実にするための例が説明され得る。本明
細書で説明される例は、アーキテクチャに適用可能であってよくＰＤＣＰプロトコルは少
なくとも１つの無線ベアラのためにＳＣｅＮＢにおいて終端されるが、例は他のアーキテ
クチャにも適用可能であってよい。たとえば、ＰＤＣＰは、１つまたは複数のデータ無線
ベアラ（ＤＲＢ）および／または１つまたは複数のシグナリング無線ベアラ（たとえば、
ＳＲＢ３）のためにＳＣｅＮＢにおいて終端され得る。たとえば、ＳＣｅＮＢにおけるＰ
ＤＣＰインスタンスと関連付けられるＳＲＢは、ＷＴＲＵとＳＣｅＮＢとの間の接続を管
理する制御プレーンメッセージを搬送するように構成され得る。ＷＴＲＵとＳＣｅＮＢと
の間の接続を扱うための制御プロトコルは、二次ＲＲＣと呼ばれ得る。二次ＲＲＣは、Ｗ
ＴＲＵとＳＣｅＮＢとの間の接続のためのモビリティを提供するように構成されてもされ
なくてもよい。
【０３７９】
　ＷＴＲＵおよびＳＣｅＮＢの中のピアＰＤＣＰエンティティは、１つまたは複数のセキ
ュリティ鍵を利用し得る。たとえば、ＷＴＲＵおよびＳＣｅＮＢの中のピアＰＤＣＰエン
ティティは、たとえば、ＳＣｅＮＢとＷＴＲＵの間の二次ＲＲＣメッセージの完全性保護
および暗号化のために、それぞれ、ＫRRCint

(s)およびＫRRCenc
(s)を利用することができ

る。ＷＴＲＵおよびＳＣｅＮＢの中のピアＰＤＣＰエンティティは、ＳＣｅＮＢとＷＴＲ
Ｕとの間で転送されるユーザデータ（ＤＲＢ）の暗号化のためにＫUPenc

(s)を利用するこ
とができる。
【０３８０】
　上記のセキュリティ鍵を導出するための例が説明される。例では、ＭｅＮＢにおいて使
用されるのと同じ鍵がＳＣｅＮＢにおいて使用されてよく、ＢＥＡＲＥＲの計算が変化し
得る。たとえば、ＷＴＲＵとＳＣｅＮＢとの間に適用される１つまたは複数のセキュリテ
ィ鍵は、ＷＴＲＵとＭｅＮＢとの間に適用される１つまたは複数のセキュリティ鍵と同一
であり得る。たとえば、同じセキュリティ鍵は、ＭｅＮＢとＳＣｅＮＢの各々において同
じ目的で使用され得る。ＷＴＲＵは、どのＭＡＣインスタンス（またはサービングサイト
／レイヤ）に無線ベアラがマッピングされるかに関係なく、任意の無線ベアラに対して同
じセキュリティ鍵を適用することができる。
【０３８１】
　セキュリティを損なうことなくセキュリティ鍵の再使用を可能にするために、暗号化動
作のための入力として使用される５ビットのＢＥＡＲＥＲパラメータは、対応するＭＡＣ
インスタンス（またはサービングサイト／レイヤ）が同じかどうかに関係なく、ＷＴＲＵ
のために構成された無線ベアラの任意のペアに対して異なり得る。たとえば、無線ベアラ
をシグナリングするためのものを含めて、異なるレイヤと関連付けられるＲＢは異なるＲ
Ｂの識別情報を割り当てられ得る。例では、構成されたＲＢの識別情報のパラメータとは
異なる５ビットのベアラの識別情報入力パラメータ（たとえば、ＢＥＡＲＥＲ）が、暗号
化のために使用され得る。たとえば、暗号化するために使用される５ビットのベアラの識
別情報入力パラメータは、ベアラが関連付けられるＲＢの識別情報およびレイヤの識別情
報に基づいて選択され得る。たとえば、ＢＥＡＲＥＲパラメータは、ベアラがＭｅＮＢと
関連付けられる場合、ＲＢの識別情報に設定されてよく、ベアラがＳＣｅＮＢと関連付け
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られる場合、ＲＢの識別情報＋１６に設定されてよい。別の例では、ＢＥＡＲＥＲパラメ
ータは、ＲＢの識別情報とレイヤの識別情報の合計（たとえば、これは、ベアラがＭｅＮ
Ｂと関連付けられるかＳＣｅＮＢと関連付けられるかに応じて異なる値をとり得る）に設
定されてよい。別の例では、ＢＥＡＲＥＲパラメータは、ベアラがＭｅＮＢと関連付けら
れる場合、ＲＢの識別情報に設定されてよく、ベアラがＳＣｅＮＢと関連付けられる場合
、ＲＢの識別情報＋３１に設定されてよい。
【０３８２】
　例では、セキュリティを損なうことなくセキュリティ鍵の再使用を可能にするために、
暗号化動作のための入力として使用される３２ビットのＣＯＵＮＴパラメータは、ＷＴＲ
Ｕに対する使用のために構成される無線ベアラの任意のペアに対して異なるように構成さ
れ得る。たとえば、ＣＯＵＮＴパラメータは、対応するＭＡＣインスタンス（またはサー
ビングサイト／レイヤ）が同じかどうかに関係なく、各ベアラに対して異なり得る。例と
して、ＷＴＲＵは、その上にデータが暗号化されている無線ベアラに対応するＰＤＣＰエ
ンティティのＣＯＵＮＴとは異なる、暗号化のための３２ビットのＣＯＵＮＴ入力パラメ
ータを利用することができる。たとえば、ＣＯＵＮＴ入力パラメータは、その上にデータ
が暗号化されている無線ベアラに対応するＰＤＣＰエンティティのＣＯＵＮＴと、ＲＢが
どのレイヤと関連付けられるかを示す別のパラメータとに応じて選択され得る。たとえば
、ＣＯＵＮＴパラメータは、ベアラがＭｅＮＢと関連付けられる場合、無線ベアラのＰＤ
ＣＰエンティティと関連付けられるＰＤＣＰ　ＣＯＵＮＴに設定されてよく、ベアラがＳ
ＣｅＮＢと関連付けられる場合、ＣＯＵＮＴ値は、ＰＤＣＰエンティティのＣＯＵＮＴ＋
オフセットに設定されてよい。たとえば、オフセットは２31－１に設定され得る。別の例
では、ＣＯＵＮＴパラメータは、ベアラのための対応するＰＤＣＰエンティティのための
ＣＯＵＮＴとレイヤの識別情報（たとえば、これは、ベアラがＭｅＮＢと関連付けられる
かＳＣｅＮＢと関連付けられるかに応じて異なる値をとり得る）の合計に設定され得る。
別の例では、ＣＯＵＮＴパラメータは、対応するＰＤＣＰエンティティのためのＣＯＵＮ
Ｔ、ＲＢの識別情報、およびレイヤの識別情報の合計（たとえば、またはそれらパラメー
タに基づく合計以外の何らかの他の関数）に設定され得る。別の例では、ＣＯＵＮＴパラ
メータは、ベアラがＭｅＮＢと関連付けられる場合、ベアラのためのＰＤＣＰエンティテ
ィのＣＯＵＮＴ値に設定されてよく、ベアラがＳＣｅＮＢと関連付けられる場合、ベアラ
のためのＰＤＣＰエンティティのＣＯＵＮＴ値＋ＲＢの識別情報の合計に設定されてよい
。
【０３８３】
　ＳＣｅＮＢは、二次レイヤの構成の前および／または間に、バックホールシグナリング
を通じて（たとえば、Ｘ２ｂｉｓインターフェースを通じて）ＭｅＮＢから直接関連する
鍵を取得することができる。例では、ＳＣｅＮＢは、ＭｅＮＢから単一のＫｅＮＢ鍵を取
得し、ＫｅＮＢに基づいて、暗号化および完全性保護のための異なる鍵を導出することが
できる。この例では、ＳＣｅＮＢによって使用されるＫｅＮＢ鍵は、ＭｅＮＢによって使
用されるＫｅＮＢ鍵と同一であり得る。
【０３８４】
　ＳＣｅＮＢは、ＭｅＮＢとは異なる鍵を使用し得る。例では、ＷＴＲＵとＳＣｅＮＢと
の間に適用されるセキュリティ鍵は、同じ目的（たとえば、ＤＲＢの暗号化、ＳＲＢの暗
号化、ＳＲＢの完全性保護など）でＷＴＲＵとＭｅＮＢの間に適用されるセキュリティ鍵
とは異なり得る。ＷＴＲＵは、２つのセットのセキュリティ鍵を同時に適用するように構
成され得る。鍵の第１のセット（たとえば、ＫUPenc、ＫRRCint、ＫRRCencなど）は、Ｍ
ｅＮＢに対応するＭＡＣインスタンスにマッピングされる無線ベアラに適用され得るが、
鍵の第２のセット（たとえば、ＫUPenc

(s)、ＫRRCint
(s)、ＫRRCenc

(s)など）からの１つ
または複数の鍵は、ＳＣｅＮＢに対応するＭＡＣインスタンスにマッピングされる無線ベ
アラに適用され得る。
【０３８５】
　たとえば、ＷＴＲＵは、ＭｅＮＢと関連付けられる無線ベアラのために使用される鍵と
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、同じＫｅＮＢを使用するＳＣｅＮＢと関連付けられる無線ベアラのために使用される鍵
とを導出するように構成され得る。たとえば、ＷＴＲＵは、第１のセットのアルゴリズム
タイプを区別するもの（たとえば、ＲＲＣ－ｅｎｃ－ａｌｇ、ＲＲＣ－ｉｎｔ－ａｌｇ、
ＵＰ－ｅｎｃ－ａｌｇ）を使用して鍵のＭｅＮＢセット（たとえば、ＫUPenc、ＫRRCint

、ＫRRCencなど）を導出することができ、ＷＴＲＵは、アルゴリズムタイプを区別するも
のの第２のセット（たとえば、ＲＲＣ－ｅｎｃ－ａｌｇ(s)、ＲＲＣ－ｉｎｔ－ａｌｇ(s)

、ＵＰ－ｅｎｃ－ａｌｇ(s)）を使用して鍵のＳＣｅＮＢセット（たとえば、ＫUPenc
(s)

、ＫRRCint
(s)、ＫRRCenc

(s)など）を導出することができる。
【０３８６】
　例では、ＷＴＲＵは、ＫｅＮＢ（たとえば、ＭｅＮＢに対応するベアラと関連付けられ
る鍵を導出するため）から、値ＫｅＮＢ(s)（たとえば、ＳＣｅＮＢに対応するベアラと
関連付けられる鍵を導出するために使用される）を導出するように構成され得る。たとえ
ば、ＷＴＲＵは、一次レイヤおよび二次レイヤのためにそれぞれ、２つの現在アクティブ
な鍵（ＫｅＮＢおよびＫｅＮＢ(s)）を維持することができる。鍵ＫｅＮＢ(s)に基づいて
、ＷＴＲＵは、ＳＣｅＮＢに対応するベアラと関連付けられる第２のセットの鍵（たとえ
ば、ＫUPenc

(s)、ＫRRCint
(s)、ＫRRCenc

(s)など）の１つまたは複数を導出することがで
きる。二次レイヤの最初の構成に際して、ＷＴＲＵは、一次（マクロ）レイヤにおいて使
用される現在アクティブなＫｅＮＢ鍵から鍵ＫｅＮＢ(s)を導出することができる。
【０３８７】
　ＫｅＮＢからのＫｅＮＢ(s)の導出は、水平方向の鍵導出アルゴリズムに基づいて、た
とえば、二次レイヤを構成した受信された再構成メッセージにおいて示されるような、二
次レイヤのサービングセルの物理レイヤの識別情報／物理セルの識別情報（ＰＣＩ）およ
び周波数ＥＡＲＦＣＮ－ＤＬに基づいて実行され得る。例では、導出は、垂直方向の鍵導
出アルゴリズムに基づいて実行され得る。たとえば、垂直方向の鍵導出は、再構成メッセ
ージがｎｅｘｔＨｏｐＣｈａｉｎｉｎｇＣｏｕｎｔ（ＮＣＣ）パラメータを含む場合、お
よび、このパラメータがＫｅＮＢと関連付けられるＮＣＣとは異なる場合に、実行され得
る。したがって、ＫｅＮＢ(s)と関連付けられるＮＣＣは、ＫｅＮＢと関連付けられるＮ
ＣＣとは異なり得る。
【０３８８】
　ネットワーク側において、ＭｅＮＢは、ＫｅＮＢからＫｅＮＢ(s)の値を導出して、二
次レイヤの構成の準備において、バックホールシグナリングを通じてＫｅＮＢ(s)をＳＣ
ｅＮＢに提供することができる。ＭｅＮＢは、後続の再構成において、さらなる鍵の導出
のためにＫｅＮＢ(s)を記憶することができる。
【０３８９】
　例では、ＫｅＮＢ(s)は、パラメータＵＬ　ＮＡＳ　ＣＯＵＮＴ(s)に基づいて導出され
得る。たとえば、ＷＴＲＵは、二次レイヤにおける鍵の導出の目的で使用される追加のＵ
Ｌ　ＮＡＳ　ＣＯＵＮＴ(s)からＫｅＮＢ(s)鍵を導出することができる。たとえば、ＵＬ
　ＮＡＳ　ＣＯＵＮＴ(s)は、一次レイヤのＵＬ　ＮＡＳ　ＣＯＵＮＴにオフセットを適
用することによって導出され得る。たとえば、ＫｅＮＢ(s)を導出するために、ＵＬ　Ｎ
ＡＳ　ＣＯＵＮＴは、（ＵＬ　ＮＡＳ　ＣＯＵＮＴ＋オフセット）と置き換えられてよく
、このときオフセットは、ＵＬ　ＮＡＳ　ＣＯＵＮＴ値の再使用を防ぐのに十分大きくて
よい。別の例では、ＵＬ　ＮＡＳ　ＣＯＵＮＴ(s)は、８ビットのシーケンス（たとえば
、上位ビットにおける単なる８個の０ではない）を伴うＵＬ　ＮＡＳ　ＣＯＵＮＴの２４
ビットの内部表現をパディングすることによって、ＭｅＮＢのＵＬ　ＮＡＳ　ＣＯＵＮＴ
から導出され得る。別の例では、追加のＵＬ　ＮＡＳ　ＣＯＵＮＴ(s)は、ＭｅＮＢのＵ
Ｌ　ＮＡＳ　ＣＯＵＮＴに何らかの変換関数を適用することによって導出され得る。たと
えば、ＵＬ　ＮＡＳ　ＣＯＵＮＴ(s)は、２×ＵＬ　ＮＡＳ　ＣＯＵＮＴ＋０または２×
ＵＬ　ＮＡＳ　ＣＯＵＮＴ＋１などに設定され得る。別の例では、ＭｅＮＢレイヤのＫｅ
ＮＢは、（２×ＮＡＳ　ｃｏｕｎｔ＋１）を使用して導出され得るが、ＳＣｅＮＢレイヤ
のＫｅＮＢ(s)は、（２×ＵＬ　ＮＡＳ　ＣＯＵＮＴ＋１）を使用して導出され得る。別
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の例では、ＭｅＮＢのＵＬ　ＮＡＳ　ＣＯＵＮＴおよびＳＣｅＮＢのＵＬ　ＮＡＳ　ＣＯ
ＵＮＴ(s)は、ＵＬ　ＮＡＳ　ＣＯＵＮＴとレイヤの識別情報（たとえば、ベアラがＭｅ
ＮＢと関連付けられるかＳＣｅＮＢと関連付けられるかに応じて異なる値をとり得る）の
合計に設定され得る。追加のＵＬ　ＮＡＳ　ＣＯＵＮＴ(s)の計算のこれらの例はＵＬ　
ＮＡＳ　ＣＯＵＮＴに関して表現されるが、ＵＬ　ＮＡＳ　ＣＯＵＮＴ(s)を導出するた
めの同様の例はＤＬ　ＮＡＳ　ＣＯＵＮＴに関して表現され得る。
【０３９０】
　例では、ＫｅＮＢ(s)は、追加のパラメータＫａｓｍｅ(s)から導出され得る。たとえば
、ＷＴＲＵは、二次レイヤにおける鍵の導出の目的で使用される追加の鍵（たとえば、Ｋ
ａｓｍｅ(s)鍵）からＫｅＮＢ(s)鍵を導出することができる。Ｋａｓｍｅ(s)鍵はＭＭＥ
に記憶されてよく、Ｋａｓｍｅを導出するために使用される方法と同様の方法を使用して
、ＵＥとＭＭＥの両方で導出され得る。ＷＴＲＵは、ＫｅＮＢ(s)の垂直方向の鍵の導出
の目的で、追加のＮＨ(s)鍵およびＮＣＣ(s)パラメータを維持することができる。ネット
ワーク側において、ＫｅＮＢの導出の目的で使用されるＮＨとＮＣＣのペアに加えて、Ｍ
ＭＥは、追加のＮＨ(s)鍵およびＮＣＣ(s)パラメータをターゲットｅＮＢに提供すること
ができる。ＭｅＮＢの変化を伴う再構成があると、ＷＴＲＵは、ＮＣＣパラメータとＮＣ
Ｃ(s)パラメータの両方を提供されてよく、それにしたがって、そのＮＨ鍵およびＮＨ(s)

鍵を更新することができる。ＮＨ(s)鍵は、ＫｅＮＢ(s)鍵を導出するために使用されない
場合であっても、更新され得る。
【０３９１】
　Ｋａｓｍｅ(s)は、いくつかの方法で導出され得る。たとえば、ＷＴＲＵは、二次レイ
ヤにおける鍵の導出の目的で使用される追加の認証ベクトルからＫａｓｍｅ(s)を導出す
ることができる。例として、ＷＴＲＵは、認証および鍵一致（ＡＫＡ）手順の間に、ＭＭ
Ｅから追加の乱数（たとえば、ＲＡＮＤ(s)）および追加の認証番号（たとえば、ＡＵＴ
Ｎ(s)）を受信することができる。ＷＴＲＵは次いで、ＲＡＮＤ(s)と追加のＡＵＴＮ(s)

に含まれるＳＱＮ(s)とを使用して、追加の（ＣＫ(s)，ＩＫ(s)）ペアを生成し、ＷＴＲ
Ｕは次いでこのペアを、追加のＫａｓｍｅ(s)の生成のために使用し得る。ＭＭＥはまた
、たとえば、ＮＡＳセキュリティモード命令メッセージの一部として、追加のＫＳＩ(s)

（鍵セット識別子）をＷＴＲＵに送信することができる。
【０３９２】
　例では、ＷＴＲＵは、「偽の」または仮想的なサービングネットワークＩＤ(s)（ＳＮ
　ＩＤ(s)）または二次ＳＮ　ＩＤ(s)を使用して、追加のＫａｓｍｅ(s)を導出すること
ができる。たとえば、ＷＴＲＵは、ネットワーク（たとえば、ＭＭＥ）から追加のＳＮ　
ＩＤ（たとえば、ＳＮ　ＩＤ(s)）を受信することができる。例では、ＷＴＲＵは、追加
のＳＮ　ＩＤ（たとえば、ＳＮ　ＩＤ(s)）を生成することができ、追加のＳＮ　ＩＤ（
たとえば、ＳＮ　ＩＤ(s)）をネットワークに通信することができる。例では、ＷＴＲＵ
およびネットワークは、たとえば事前確立の規則またはアルゴリズムに基づいて、追加の
ＳＮ　ＩＤ（たとえば、ＳＮ　ＩＤ(s)）を独立に生成することができる。
【０３９３】
　例では、ＷＴＲＵは、ＭＭＥとの追加のＡＫＡ手順（たとえば、ＡＫＡ(s)）を実行す
ることができる。追加のＡＫＡ手順は、既存のＡＫＡ手順の簡略化されたバージョンであ
ってよく、このとき、ＷＴＲＵは、追加のＣＫ(s)およびＩＫ(s)を計算することができ、
ＲＥＳの計算（たとえば、認証の試みに対する応答）を飛ばすことができる。ＷＴＲＵは
次いで、追加のＫａｓｍｅ(s)の生成のために、追加のＣＫ(s)、ＩＫ(s)を使用すること
ができる。ＭＭＥはまた、追加のＫａｓｍｅ(s)を生成するための追加のＫＳＩ（たとえ
ば、ＫＳＩ(s)）をＵＥに送信することができる。
【０３９４】
　ＥＭＭ－ＩＤＬＥからＥＭＭ－ＣＯＮＮＥＣＴＥＤへ移行すると、ＷＴＲＵがすでに２
つのＫａｓｍｅ鍵（たとえば、ＭｅＮＢのためのＫａｓｍｅおよびＳＣｅＮＢのためのＫ
ａｓｍｅ(s)）によって構成されているとき、ＷＴＲＵおよびＭＭＥは、種々の方法でレ
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イヤ固有のＫａｓｍｅの使用を調整することができる。たとえば、ＷＴＲＵは、最初のＮ
ＡＳメッセージ（たとえば、サービス要求メッセージ）に２つのＫＳＩを含めることがで
きる。ＷＴＲＵは、最初のＮＡＳメッセージにおいて、ｅＮＢレイヤへのＫＳＩのマッピ
ングを示し得る。レイヤへのＫＳＩのマッピングが示されない場合、ＷＴＲＵは、たとえ
ば、ＫｅＮＢの「ブラインドマッチング」を行うことによって、どのＫASMEがどのｅＮＢ
レイヤにマッピングされるか（たとえば、ＭＭＥにおいてどのＫASMEがどのＫｅＮＢを導
出するために使用されるか）を続いて決定することができる。ＷＴＲＵが接続を有するｅ
ＮＢからのＡＳセキュリティモード命令（たとえば、ＲＲＣ　ＳｅｃｕｒｉｔｙＭｏｄｅ
Ｃｏｍｍａｎｄメッセージ）を受信すると、ＷＴＲＵは、最初のＮＡＳメッセージに含ま
れる２つのＫＳＩによって特定される２つのレイヤに固有のＫASME（ｓ）を使用して、２
つのＫｅＮＢおよび関連付けられるＲＲＣ完全性鍵を導出することができる。ＷＴＲＵは
、２つのＫｅＮＢの各々から導出されたＲＲＣ完全性鍵を使用することによって、ＲＲＣ
セキュリティモード命令メッセージの完全性を繰り返し検証することができる。ＷＴＲＵ
は、ＷＴＲＵが現在のＲＲＣ接続を有するｅＮＢへとＭＭＥによって割り当てられるＫｅ
ＮＢとして、ＡＳセキュリティモード命令の完全性を成功裏に検証するために使用される
ＲＲＣ完全性鍵を生成するために使用されるＫｅＮＢを、考えることができる。同様に、
ＷＴＲＵは、サービング要求手順の後に受信される最初のＮＡＳメッセージに対して「ブ
ラインドマッチング」の原理を使用して、ＮＡＳ完全性および暗号化鍵を生成するために
ＭＭＥによって使用されているＫASMEを決定することができる。たとえば、ＷＴＲＵは、
ＷＴＲＵがサービス要求メッセージにおいて最初にｅＮＢレイヤにマッピングされるＫＳ
Ｉを示す場合でも、「ブラインドマッチング」を実行して、ｅＮＢレイヤに対するＫａｓ
ｍｅの関連付けを決定することができる。
【０３９５】
　例では、ＷＴＲＵは、最初のＮＡＳメッセージ、たとえばサービス要求メッセージに、
１つのＫＳＩを含めることができる。たとえば、ＷＴＲＵとネットワークの両方が、ＫＳ
ＩはＭｅＮＢレイヤのためのものであると想定し得る。別の例では、ＷＴＲＵとネットワ
ークの両方が、ＫＳＩはＳＣｅＮＢレイヤにマッピングするものであると想定し得る。例
では、ＷＴＲＵとコアネットワークの両方が、ＫＳＩはＵＥがＲＲＣ接続を有するｅＮＢ
レイヤにマッピングすると想定し得る。例では、ネットワークは、適切なｅＮＢレイヤへ
のＫＳＩのマッピングを、ＷＴＲＵに明示的にシグナリングすることができる。新たな手
順（たとえば、新たなＮＡＳ手順）が、ｅＮＢレイヤへのＫＳＩのマッピングを確立する
ために、コアネットワークとＷＴＲＵとの間で実行され得る。ＭＭＥは、この手順の実行
をトリガし得る。例では、ＷＴＲＵは、ＡＳセキュリティモード命令メッセージからｅＮ
ＢレイヤへのＫａｓｍｅのマッピングを導出することができる。
【０３９６】
　モビリティ事象を伴う後続の再構成に際して（かつ／または、ｍｏｂｉｌｉｔｙＣｏｎ
ｔｒｏｌＩｎｆｏ　ＩＥがメッセージに含まれるとき）、ＷＴＲＵがすでにＫｅＮＢおよ
びＫｅＮＢ（ｓ）から導出された現在アクティブな鍵の２つのセットを維持するとき、Ｗ
ＴＲＵは、１つまたは複数の方法に従って、一次レイヤ、二次レイヤ、または両方のため
の新たな鍵を導出することができる。
【０３９７】
　例では、ＷＴＲＵは、最も新しく導出された鍵（たとえば、ＫｅＮＢとＫｅＮＢ(s)の
いずれかに対応し得る）の指示を維持し得る。最も新しく導出された鍵は、再構成に際し
て、新たな鍵ＫｅＮＢ*またはＫｅＮＢ*(s)を導出するための基礎として使用され得る。
後続の再構成手順の間の新たな鍵の導出の後で、導出の結果は、新たな最も新しく導出さ
れた鍵になり得る。再構成が２つの新たな鍵（たとえば、各レイヤに対して１つ）の導出
を伴う場合、後続の（たとえば、第２の）新たな鍵は、第１の新たな鍵から導出され得る
。鍵の導出の順序は、再構成メッセージにおいて示されてよく、または事前に定義されて
よい（たとえば、一次レイヤが最初、または二次レイヤが最初など）。ＷＴＲＵは、この
鍵のための対応するレイヤが後続の再構成において除去される場合であっても、最も新し
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つの鍵ＫｅＮＢおよびＫｅＮＢ（ｓ）と、２つの間でいずれが最も新しく導出された鍵か
の指示とを記憶し得る。
【０３９８】
　二次レイヤにおけるモビリティが原因の再構成のような再構成に際して、ＭｅＮＢは、
最も新しく導出された鍵から新たな鍵ＫｅＮＢ*(s)を導出し、ＫｅＮＢ*(s)の値をターゲ
ットＳＣｅＮＢに提供することができる。二次レイヤではなく一次レイヤにおけるモビリ
ティを伴う再構成に際して、ＭｅＮＢは、最も新しく導出された鍵から新たな鍵ＫｅＮＢ
*を導出し、ＫｅＮＢ*の値をターゲットＭｅＮＢおよび／またはターゲットＳＣｅＮＢに
提供することができる。一次レイヤと二次レイヤの両方におけるモビリティを伴う構成に
際して、ＭｅＮＢはまず、最も新しく導出された鍵から新たな鍵ＫｅＮＢ*を導出し、次
いで、ＫｅＮＢ*から新たな鍵ＫｅＮＢ*(s)を導出することができる。ＭｅＮＢは、Ｋｅ
ＮＢ*およびＫｅＮＢ*(s)の値をターゲットＭｅＮＢに提供することができ、ターゲット
ＭｅＮＢは、ＫｅＮＢ*(s)の値をターゲットＳＣｅＮＢに提供することができる。この場
合の新たな最も新しく導出された鍵は、ＫｅＮＢ*(s)であり得る。
【０３９９】
　例では、一次レイヤにおけるモビリティを伴う再構成に際して、ＷＴＲＵは、その現在
アクティブなＫｅＮＢ鍵から新たな鍵ＫｅＮＢ*を導出することができ、二次レイヤにお
けるモビリティを伴う再構成に際して、ＷＴＲＵは、その現在アクティブなＫｅＮＢ(s)

鍵から新たな鍵ＫｅＮＢ*(s)を導出することができる。したがって、現在アクティブなＫ
ｅＮＢ鍵および／またはＫｅＮＢ(s)鍵のいずれかまたは両方が、どのレイヤが次の再構
成に関与させられるかに応じて、さらなる鍵の導出のための基礎として使用され得る。同
じ原理が、新たな鍵ＫｅＮＢ*(s)および／またはＫｅＮＢ*の導出のためにＭｅＮＢにお
いて使用され得る。
【０４００】
　例では、ＷＴＲＵは、ＳＲＢ１が（たとえば、ＭｅＮＢに対して）確立されるとき、か
つＳＲＢ２の確立の前に、ＳＣｅＮＢレイヤのＡＳセキュリティをアクティブ化すること
ができる。別の例では、ＷＴＲＵは、ＳＲＢ２が確立された後にＳＣｅＮＢレイヤのセキ
ュリティをアクティブ化することができる。ＳＣｅＮＢのＡＳセキュリティのアクティブ
化の一部として、ＵＥは、本明細書で説明される方法の１つまたは複数を使用して、Ｋｅ
ＮＢ(s)およびセキュリティ鍵の対応するセット（たとえば、ＫUPenc

(s)、ＫRRCint
(s)、

ＫRRCenc
(s)など）を導出することができる。

【０４０１】
　上で説明された処理は、コンピュータおよび／またはプロセッサによる実行のためにコ
ンピュータ可読媒体に組み込まれる、コンピュータプログラム、ソフトウェア、および／
またはファームウェアにおいて実装され得る。コンピュータ可読媒体の例は、限定はされ
ないが、電子信号（有線および／またはワイヤレス接続を通じて送信される）および／ま
たはコンピュータ可読記憶媒体を含む。コンピュータ可読記憶媒体の例は、限定はされな
いが、読取り専用メモリ（ＲＯＭ）、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）、レジスタ、キ
ャッシュメモリ、半導体メモリデバイス、限定はされないが内部のハードディスクおよび
リムーバブルディスクのような磁気媒体、磁気光学媒体、ならびに／または、ＣＤ－ＲＯ
Ｍディスクおよび／もしくはデジタル多目的ディスク（ＤＶＤ）のような光学媒体を含む
。ソフトウェアと関連のあるプロセッサが、ＷＴＲＵ、ＵＥ、端末、基地局、ＲＮＣ、お
よび／または任意のホストコンピュータにおける使用のために、高周波送受信機を実装す
るために使用され得る。
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